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1 
は じ め に  
 
社 会 の グ ロ ー バ ル 化 が 加 速 さ れ て い る 今 日 、 異 文 化 の 人 々
と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 は 必 要 不 可 欠 で あ る 。 日 本 に お
い て は 、 2 0 1 1 年 度 か ら の 小 学 校 高 学 年 で の 「 外 国 語 活 動 」 必
修 化 を 受 け 、 英 語 活 動 が 実 施 さ れ て い る 。 幼 児 を 対 象 と し た
英 会 話 教 室 も 少 な く な い 。 こ の よ う に 、 英 語 能 力 の 習 得 は 当
然 と い う 環 境 に な り つ つ あ る 。  
こ れ ま で 、 第 二 言 語 と し て 英 語 能 力 を 習 得 す る 際 、 日 本 人  
が 英 語 の 音 韻 処 理  ( p h o n o l o g i c a l  p r o c e s s i n g :書 き 言 葉 や 話 し
言 葉 を 処 理 す る の に 音 韻 情 報 を 使 用 す る こ と で 、 音 声 の 聴 覚
処 理 、 音 韻 の 分 析 、 作 動 記 憶 内 の 音 韻 貯 蔵 庫 に お け る 音 韻 表
象 の 構 成 、 発 話 運 動 の 制 御 と 発 声 等 の プ ロ セ ス を 含 む )  に 抱
え る 困 難 さ は 、 重 要 な 問 題 と し て 取 り 上 げ ら れ て き た  (宮 曽
根 ,  1 9 9 5 ;  會 澤 ・ 宮 曽 根 ,  2 0 0 4 )。 第 二 言 語 能 力 熟 達 化 の プ ロ
セ ス に お い て 、 音 声 情 報 の 授 受 の リ ス ニ ン グ ・ ス ピ ー キ ン グ
技 能 と 、 文 字 を 介 し た リ ー デ ィ ン グ ・ ラ イ テ ィ ン グ 技 能 の 習
熟 は 連 続 し て 生 じ る わ け で は な く 、 ス ム ー ズ な 発 達 が 停 滞 す
る こ と が 指 摘 さ れ て お り 、 こ れ は 「 化 石 化 現 象  
( f o s s i l i z a t i o n )」 と 呼 ば れ て い る  ( B i a l y s t o k ,  1 9 9 1 )。 こ の よ
う な 技 能 の 非 連 続 性 ゆ え に 、 英 語 能 力 は 母 語 能 力 の よ う に は
ス ム ー ズ に 熟 達 化 が 進 ま な い と い う 指 摘 が あ る  (板 垣 ,  2 0 0 6 )。
日 本 人 の 英 語 習 得 上 の 困 難 な 問 題 は 、 早 期 の 段 階 か ら 英 語 に
触 れ る と 解 決 さ れ る の で あ ろ う か 。  
英 語 を 体 系 的 に 学 習 す る 上 で リ ー デ ィ ン グ は 必 須 の 技 能 で
あ る が 、 前 述 の よ う に 、 リ ス ニ ン グ ・ ス ピ ー キ ン グ 技 能 と 習
得 上 連 続 す る も の で は な い 。 し か し 、 先 行 研 究 で は 、 リ ー デ
ィ ン グ 、 リ ス ニ ン グ と い っ た 理 解 技 能 の 言 語 処 理 に お い て 、
い ず れ も 音 韻 情 報 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る  ( 例 え ば 門 田 ,  
2 0 0 3 )。  
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母 語 で も 第 二 言 語 の 場 合 に お い て も 、 情 報 の 受 信 者 に 音 声
な い し 文 字 と し て 言 語 情 報 が 入 力 さ れ る と 、 受 信 者 は 自 分 の
長 期 記 憶 の 中 か ら 必 要 な 情 報 を 検 索 し 、 短 期 記 憶 で あ る 、 ワ
ー キ ン グ メ モ リ  ( w o r k i n g  m e m o r y 作 業 記 憶 :短 い 時 間 に 心 の
中 で 情 報 を 保 持 し 、 同 時 に 処 理 す る 能 力 )  内 で 保 持 、 加 工 す
る こ と で 、 言 葉 の 理 解 と 産 出 が 可 能 に な る と 考 え ら れ て い る  
( 門 田 ,  2 0 0 3 ) 。 長 期 記 憶 の 中 で 、 特 に 語 の 正 書 法  
( o r t h o g r a p h y :形 態 )、音 韻  (あ る 言 語 に お い て 音 を 区 別 す る 場
合 の 最 小 単 位 )、 意 味 、 統 語  (単 語 を つ な げ て 句 ・ 節 ・ 文 を 作
る 際 の 語 の 配 列 )  等 の 情 報 が 蓄 え ら れ て い る 部 分 は 、 メ ン タ
ル レ キ シ コ ン  ( m e n t a l  l e x i o n :心 的 辞 書 、心 内 辞 書 )  と 呼 ば れ
る 。 こ の メ ン タ ル レ キ シ コ ン を 検 索 し て 、 音 韻 、 意 味 等 の 情
報 を 抽 出 す る こ と が 、 言 語 情 報 の 処 理 に お い て は 不 可 欠 で あ
る と 言 わ れ て い る  ( A i t c h i s o n ,  1 9 9 4 ;  門 田 ,  2 0 0 3 )。  
音 声 言 語 の 理 解 に 関 わ る リ ス ニ ン グ は 、 知 覚  ( p e r c e p t i o n )  
と 理 解  ( c o m p r e h e n s i o n )  の 二 つ の 過 程 か ら な る 。音 声 の 知 覚
と は 、 耳 で 聞 い た 音 声 が ど の よ う な も の か を 判 定 し 、 そ れ を
心 の 中 で 操 作 可 能 な 音 声 形 式 に 変 換 す る こ と で あ る 。 こ の 変
換 さ れ た 音 声 形 式 は 音 韻 表 象 と 呼 ば れ 、 こ の 音 韻 表 象 を 手 が
か り に し て メ ン タ ル レ キ シ コ ン に ア ク セ ス し 、 特 に 音 声 情 報
を も と に 、 ど の 語 が 使 用 さ れ て い る か を 特 定 す る の が リ ス ニ
ン グ に お け る 語 彙 処 理 で あ る  (門 田 ,  2 0 0 7 )。 一 方 、 視 覚 提 示
さ れ た 単 語 が 語 彙 の 知 識 を 使 っ て 同 定 さ れ 理 解 さ れ る プ ロ セ
ス は 、単 語 の 認 知  ( w o r d  r e c o g n i t i o n )  と 呼 ば れ る 。単 語 の 認
知 は 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン に あ る 語 彙 知 識 へ の 検 索 と 照 合 の
過 程 で あ る と 考 え ら れ て い る 。 F i g u r e 0 - 1 は 、 語 彙 情 報 の 中
心 的 な 位 置 を 占 め る 正 書 法  (形 態 )、音 韻  (音 声 )、意 味 の 3 種
類 に つ い て の メ ン タ ル レ キ シ コ ン の モ デ ル で あ る 。  
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F i g u r e 0 - 1 視覚提示された単語の認知に関わるメンタルレキシコンの  
語彙情報の例  (門田 ,  2006 を参考に作成 )  
 
 
例 え ば 、 c a t と い う 語 彙 項 目 に お い て は 、 3 つ の 情 報 が セ ッ
ト に な っ て 蓄 え ら れ て い る 。c a t と い う ス ペ リ ン グ が 視 覚 的 に
提 示 さ れ た 場 合 、 こ の 3 種 類 の 情 報 の う ち の 正 書 法 情 報 が 検
索 さ れ 、c a t と い う 語 彙 項 目 に あ る 正 書 法 情 報 と の 照 合 が 行 わ
れ る こ と に よ り 、 提 示 さ れ た 情 報 と メ ン タ ル レ キ シ コ ン の 語
彙 項 目 の マ ッ チ ン グ が 遂 行 さ れ る 。 そ の 後 、 正 書 法 情 報 か ら
意 味 が 活 性 化 さ れ た 時 に 、 文 字 と し て 提 示 さ れ た c a t と い う
単 語 の 意 味 が 理 解 さ れ る と 考 え ら れ て い る 。一 方 、c a t と い う
単 語 が 音 声 で 提 示 さ れ た 場 合 に は 、 語 彙 項 目 の 音 韻 情 報 と の
検 索 と 照 合 が 行 わ れ 、 音 韻 情 報 か ら 意 味 が 活 性 化 さ れ て 、 意
味 想 起 が な さ れ る 。 し か し な が ら 、 実 際 の 単 語 認 知 は 同 じ 語
彙 項 目 に あ る 3 つ の 情 報 が 互 い に 活 性 化 し 、 文 字 に よ る 単 語
認 知 で も 音 韻 情 報 が 活 性 化 さ れ 、 音 声 に よ る 単 語 認 知 で も 正
書 法 情 報 が 活 性 化 さ れ 、 意 味 の 検 索 に 影 響 を 与 え る と 考 え ら
れ て い る  (門 田 ,  2 0 0 6 )。 こ の よ う に 、 音 韻 情 報 が 文 字 を 手 が
か り と す る 単 語 認 知 プ ロ セ ス に お い て 影 響 を 与 え て い る こ と
は 、 注 目 す べ き こ と で あ る と 言 え る 。  
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リ ー デ ィ ン グ に お い て 、 単 語 の 諸 情 報 の う ち 、 単 語 の 音 韻
情 報 へ の ア ク セ ス は 、 す な わ ち 単 語 の 音 韻 符 号 化
( p h o n o l o g i c a l  c o d i n g :書 か れ た 個 々 の 単 語 を 音 声 化 し て 音 韻
情 報 に 変 換 す る こ と )  は 、 ど の よ う に し て 達 成 さ れ る の だ ろ
う か 。 リ ス ニ ン グ と リ ー デ ィ ン グ は 、 言 語 処 理 シ ス テ ム の 入
り 口 こ そ 聴 覚 、 視 覚 と い う 異 な る も の で あ る が 、 音 声 あ る い
は 文 字 の 知 覚 段 階 を 越 え た 統 語 、 意 味 、 文 脈 、 ス キ ー マ の 処
理 と い っ た 理 解 過 程 に お い て は 、 ほ ぼ 共 通 の 心 的 操 作 が 仮 定
で き る と い う  (門 田 ,  2 0 0 7 )。 し か し 、 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合
に は リ ー デ ィ ン グ の 理 解 過 程 の 前 段 階 の 低 次 処 理 、 特 に 音 韻
処 理 で 困 難 を 抱 え る 、 と い う 指 摘 が 先 行 研 究 で さ れ て い る  
(例 え ば ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )。そ の こ と を 踏 ま え る と 、リ ス ニ ン
グ と リ ー デ ィ ン グ の 高 次 処 理 で あ る 理 解 過 程 で は 共 通 の 心 的
操 作 が あ る も の の 、 低 次 処 理 に お い て は 、 リ ス ニ ン グ の 音 声
知 覚 で は 音 韻 情 報 の 検 索 で あ る の に 対 し 、 リ ー デ ィ ン グ の 単
語 認 知 は 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン の 正 書 法 、 音 韻 、 意 味 の 3 つ
の 情 報 が 互 い に 活 性 化 し 影 響 を 与 え て い る 点 で 、 心 的 操 作 も
共 通 で は な い と 考 え ら れ る 。  
以 上 を 踏 ま え て 、 本 研 究 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 抱 え
る 困 難 点 の 中 で も 、英 語 の 音 声 化 能 力 の 低 さ  (宮 曽 根 ,  2 0 0 1 a ,  
2 0 0 1 b ,  2 0 0 9 b ;  M i y a s o n e ,  2 0 0 8 ,  2 0 0 9 a； 小 菅 ,  2 0 1 3 )  に 注 目
し 、 彼 ら に 見 ら れ る 英 語 の 音 韻 処 理 に つ い て 検 証 す る 。 第 二
言 語 能 力 熟 達 化 の プ ロ セ ス で 、 音 声 情 報 の 授 受 の 技 能 の 発 達
後 に 文 字 を 介 し た 技 能 の 発 達 を 阻 む 要 因 の 一 つ が 、 英 語 の 音
韻 符 号 化 が で き な い こ と で あ る 、 と い う 先 行 研 究 の 知 見 が あ
る  (ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 ;  小 菅 ,  2 0 1 3 )。 言 い 換 え る と 、 視 覚 提
示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 が で き る と 、 文 字 を 介 し た 英 語 の リ
ー デ ィ ン グ ・ ラ イ テ ィ ン グ 技 能 の 発 達 に つ な が っ て い く 可 能
性 が あ る と 考 え ら れ る 。  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化
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が で き な い と い う 問 題 の 背 景 に は 、 音 韻 シ ス テ ム や 正 書 法 の
違 い と い っ た 日 本 語 と 英 語 の 言 語 距 離  (泉 ,  2 0 1 2 )  の 他 に 、日
本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識  ( p h o n o l o g i c a l  
a w a r e n e s s )  が 浅 い こ と が 考 え ら れ る と い う 指 摘 が あ る  (川
崎 ,  2 0 0 8 ;  ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )。『 応 用 言 語 学 事 典 』 (小 池 他 ,  
2 0 0 3 )  に よ る と 、音 韻 認 識 は 、あ る 言 語 の 音 声 構 造 を 分 析 し 、
音 素 や 音 節 を 認 識 し 、 操 作 す る こ と と 定 義 さ れ る 。 あ る 言 語
の 音 韻 認 識 の 技 能 は 、 そ の 言 語 の 語 彙 の 知 識 や 単 語 の 習 得 と
関 連 し  ( B o w e y ,  2 0 0 1 )、 そ の 言 語 の 文 字 の 読 解 能 力 を 予 測 す
る こ と が 明 ら か に さ れ て い る  ( C a s t l e s ,  &  C o l t h e a r t ,  2 0 0 4 )。
こ の こ と を 踏 ま え て 、 本 研 究 で は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の
英 語 の 音 韻 符 号 化 に つ い て 、 英 語 の 音 韻 認 識 と の 関 係 か ら 実
証 的 に 検 討 す る 。 さ ら に 、 日 本 人 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認
識 は こ れ ま で ひ と く く り で 論 じ ら れ て き た が 、 本 研 究 で は 音
韻 認 識 の レ ベ ル を 考 慮 し 、 音 韻 認 識 と 可 能 に な る 音 韻 処 理 に
つ い て も 検 討 を 試 み る 。  
本 研 究 の 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る 。 第 I 部 で は 、 本 研 究 の
問 題 と 目 的 を 述 べ る 。 第 1 章 で 、 英 語 の 母 語 話 者 と 日 本 人 英
語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 処 理 に つ い て 、 関 連 す る 先 行 研 究 を 概
観 し 、 考 察 す る 。 第 2 章 で 、 第 二 言 語 と し て の 英 語 の リ ー デ
ィ ン グ に つ い て 、 先 行 研 究 の 知 見 を も と に 考 察 す る 。 先 行 研
究 を 踏 ま え る と 、 英 語 の 音 韻 処 理 に は 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の
対 応 関 係 の ル ー ル の 獲 得 が 必 要 だ が 、 第 二 言 語 習 得 環 境 を 考
慮 す る と 、 あ る 程 度 明 示 的 な 教 授 が 必 要 だ と 考 え ら れ る 。 英
語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 明 示 的 な 教 授 法 の 、 日 本 人 初 級
英 語 学 習 者 の 英 語 の リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る 効 果 に
つ い て も 検 討 す る 。 第 3 章 で は 、 先 行 研 究 の 知 見 と 問 題 点 を
踏 ま え て 、 本 研 究 の 目 的 と 仮 説 を 述 べ る 。  
第 I I 部 で は 、第 I 部 で 述 べ た 本 研 究 の 仮 説 を 検 証 す る た め
に 実 施 し た 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 と リ ー
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デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に つ い て の 実 証 研 究  (研 究 1、研 究 2、研
究 3 - 1、 研 究 3 - 2 - 1、 研 究 3 - 2 - 2、 研 究 4 )  を 報 告 す る 。  
第 I I I 部 で は 、 第 I 部 と 第 I I 部 の 結 果 を 総 括 し 、 本 研 究 で
得 ら れ た 知 見 を ま と め 、 成 果 と 課 題 、 お よ び 応 用 と し て の 今
後 の 研 究 の 方 向 性 を 示 す 。  
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第 I 部 	 問 題 と 目 的  
 
第 1 章 	  英 語 の 母 語 話 者 と 日 本 人 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻
処 理  
 
1 . 1  母 語 の 日 本 語 が 英 語 の 音 韻 処 理 に 及 ぼ す 影 響  
社 会 の グ ロ ー バ ル 化 が 進 む 中 、 日 本 に お い て も 、 小 学 校 高
学 年 の 外 国 語 活 動 の 必 修 化 や 中 学 校 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に 伴
い 、 子 ど も た ち は 着 実 に 英 語 力 を 習 得 す る こ と が 求 め ら れ て
い る 。 日 本 の 英 語 教 育 に つ い て は 、 日 本 語 を 母 語 と す る 子 ど
も た ち が 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 ぶ こ と の 特 殊 性 を 考 え る 必
要 が あ る と 思 わ れ る 。 英 語 教 育 の 分 野 で は 、 目 標 言 語 の 言 語
環 境 に よ り 、「 第 二 言 語 	 ( S e c o n d  L a n g u a g e )  と し て の 英 語 」
あ る い は 「 外 国 語  ( F o r e i g n  L a n g u a g e ) 	 と し て の 英 語 」 と 分
け る こ と も あ る 。 こ の 分 け 方 に よ る と 、 母 語 に 加 え て 英 語 を
日 常 的 に 用 い る 環 境 で 生 活 し て い る 学 習 者 の 場 合 、 そ れ は 第
二 言 語 と し て 英 語 を 学 ん で い る と さ れ る 。 こ れ に 対 し 、 英 語
を 日 常 的 に 用 い る 環 境 に な い 学 習 者 の 場 合 、 外 国 語 と し て 英
語 を 学 ん で い る と さ れ る 。 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 ぶ こ と と
外 国 語 と し て 英 語 を 学 ぶ こ と は 、 目 標 言 語 で あ る 英 語 の 学 習
内 容 の 点 で 同 じ で あ る が 、 学 習 者 の 英 語 へ の 接 触 量 の 点 に お
い て 異 な る と 考 え ら れ る た め 、 こ の 両 者 は 区 別 さ れ て い る 。
こ の 従 来 か ら の 区 別 を 適 用 す る と 、 日 本 で 生 活 す る 日 本 語 母
語 話 者 の 場 合 、 外 国 語 と し て 英 語 を 学 ぶ と い う こ と に な る 。
し か し 、 日 本 の 英 語 教 育 に 関 し て は 、 日 本 人 英 語 学 習 者 が 母
語 以 外 の 言 語 を 習 得 す る と い う 立 場 か ら 、 第 二 言 語 習 得 	 
( s e c o n d  l a n g u a g e  a c q u i s i t i o n / S L A ) 	 研 究 に 基 づ き 検 討 が な
さ れ 、 第 二 言 語 習 得 に 関 わ る 理 論 や 実 践 的 研 究 は 日 本 人 を 対
象 と し た 英 語 指 導 や 英 語 学 習 に 様 々 な 示 唆 を 与 え て き た 。 こ
の 点 を 踏 ま え る と 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 習 得 上 の 問
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題 に つ い て は 第 二 言 語 の 範 疇 で あ り 、 言 語 環 境 の 差 異 に 関 し
て は 、 母 語 に よ る 日 本 語 の 影 響 を 考 慮 す る こ と で 補 え る と 考
え ら れ る た め 、 本 研 究 で は 、 日 本 人 の 英 語 学 習 を 第 二 言 語 学
習 と し て 位 置 づ け 、 第 二 言 語 学 習 お よ び 外 国 語 学 習 問 わ ず 先
行 研 究 と す る 。 	 
第 二 言 語 習 得 に は 、 母 語 か ら の 影 響 が あ る こ と が 多 く の 先
行 研 究 に よ っ て 報 告 さ れ て い る  (例 え ば 李・湯 澤・関 口 ,  2 0 0 9 ;
湯 澤 ・ 湯 澤 ・ 関 口 ・ 李 ,  2 0 1 2 )。 第 二 言 語 習 得 に お け る 母 語 の
影 響 は 、 語 彙 ・ 概 念 表 象 の 形 成 、 音 韻 認 識 や 音 韻 符 号 化 等 の
音 韻 処 理 、 言 語 運 用 と い っ た 様 々 な 水 準 で 指 摘 さ れ て い る 。
中 で も 、 日 本 語 と 英 語 の 処 理 の 違 い に お い て 系 統 的 に 研 究 が
進 め ら れ て い る の は 、 音 韻 の 分 節 化 に 関 す る 領 域 で あ る  (津
田 ・ 高 橋 ,  2 0 1 4 )。 言 語 の 、 特 に リ ス ニ ン グ 、 リ ー デ ィ ン グ と
い っ た 理 解 技 能 に お け る 言 語 処 理 に お い て 、 音 韻 情 報 が 重 要
な 役 割 を 果 た す と い う こ と が 先 行 研 究 で 指 摘 さ れ て い る  (例
え ば 門 田 ,  2 0 0 3 ,  2 0 0 6 ,  2 0 0 7 )。 こ の こ と を 踏 ま え る と 、 日 本
語 母 語 話 者 の 英 語 の 音 韻 処 理 に お い て 、 母 語 の 日 本 語 が 与 え
る 影 響 を 考 慮 す る べ き で あ ろ う 。  
日 本 人 の 第 二 言 語 と し て の 英 語 の 習 得 に 、 母 語 の 日 本 語 が
及 ぼ す 影 響 に つ い て は 、 先 行 研 究 で 以 下 の 2 点 が 指 摘 さ れ て
い る 。  
1 点 目 は 、 母 語 の 日 本 語 と 目 標 言 語 の 英 語 と の 韻 律 的 特 徴  
(リ ズ ム )  の 違 い が 、 学 習 者 の 英 語 の 音 声 知 覚 に 影 響 を 及 ぼ す
と い う 点 で あ る  (例 え ば O t a k e ,  H a t a n o ,  &  Y o n e y a m a ,  1 9 9 6 ;  
李 他 ,  2 0 0 9 ;  湯 澤 他 ,  2 0 1 2 ;  水 口 ・ 湯 澤 ・ 李 ,  2 0 1 3 a )。 日 本 語
は モ ー ラ  ( m o r a : 拍 ) 、 英 語 は ス ト レ ス  ( s t r e s s : 強 勢 )  が リ ズ
ム の 単 位 と な っ て お り 、 こ れ ら の 言 語 リ ズ ム と 関 連 す る 音 韻
情 報 に 基 づ い て 、 音 声 知 覚 で の 分 節 化 が 行 わ れ る こ と が 知 ら
れ て い る  ( C u t l e r  &  O t a k e ,  1 9 9 4 ,  2 0 0 2 )。  2 点 目 は 、 学 習 者
の 母 語 の 日 本 語 の 正 書 法 に お け る 書 記 体 系  ( o r t h o g r a p h i c  
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s y s t e m :  大 き く 分 け て ア ル フ ァ ベ ッ ト 方 式 、 音 節 方 式 、 表 語
方 式 が あ る )  の 違 い が 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 単 語 認 知 に 影
響 を 及 ぼ す  (例 え ば A k a m a t s u ,  1 9 9 9 ,  2 0 0 5 )  と い う 点 で あ る 。
日 本 語 の 書 記 体 系 が 英 語 の 音 韻 処 理 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て は 、
リ ー デ ィ ン グ の プ ロ セ ス に 関 わ る こ と か ら 次 章 に て 触 れ 、 本
節 で は 韻 律 的 特 徴 の 影 響 に つ い て 検 討 す る 。  
母 語 の 日 本 語 と 英 語 と の 韻 律 的 特 徴 の 違 い が 与 え る 英 語 の
音 声 知 覚 へ の 制 約 に つ い て は 、 日 本 語 母 語 話 者 は 、 モ ー ラ の
リ ズ ム で 日 本 語 の 音 声 を 知 覚 す る た め 、 英 語 の 音 声 知 覚 に お
い て も そ の 影 響 を 受 け 、 モ ー ラ の リ ズ ム に よ っ て 英 語 の 分 節
化 を 行 う こ と が 明 ら か に さ れ て い る 	 ( O t a k e ,  e t  a l . ,  1 9 9 6 )。
ま た 、 英 語 の 音 節 は 子 音 -母 音 -子 音 構 造 が 基 本 で あ る の に 対
し 、 日 本 語 の 音 節  (モ ー ラ )  は 子 音 -母 音 構 造 が 基 本 と な っ て
い る 。 そ の た め 、 子 音 -子 音 -母 音 -子 音 等 の 音 節 を 反 復 す る 課
題 で は 、日 本 語 母 語 話 者 は 子 音 に 母 音 を 付 加 し 、子 音 -母 音 ,  子
音 -母 音 ,  子 音 -母 音 の よ う に 発 音 す る 傾 向 が 見 ら れ る  (李 他 ,  
2 0 0 9 )。す な わ ち 、日 本 語 母 語 話 者 は 、日 本 語 で の モ ー ラ を 単
位 と し た 分 節 化 を 英 語 に も 適 用 し て し ま い ，英 語 の  1 音 節 を
1 音 節 と し て で は な く ， 複 数 の モ ー ラ か ら 構 成 さ れ る ま と ま
り と し て 認 識 す る 。  
李 他  ( 2 0 0 9 )  は 日 本 語 母 語 幼 児 と 中 国 語 母 語 幼 児 に お け る
英 語 の 音 韻 処 理 の 違 い を 検 討 し て い る 。 彼 ら が 実 施 し た 研 究
1 で は 、 4 種 類 の 音 韻 構 造 の 1 音 節 英 単 語 	 (子 音 -母 音 -子 音 ,	 
子 音 -子 音 -母 音 -子 音 ,	 子 音 -母 音 -子 音 -子 音 ,	 母 音 -子 音 -子
音 )	 を 聴 覚 提 示 し 、そ の 語 頭 音 を 同 定 さ せ る 音 韻 認 識 課 題 を 、
日 本 語 母 語 幼 児 3 2 名 、 中 国 語 母 語 幼 児 2 2 名 に 実 施 し た 。 研
究 2 で は 、 研 究 1 同 様 、 1 音 節 英 単 語 を 聴 覚 提 示 し 、 反 復 さ
せ る 課 題 を 日 本 語 母 語 幼 児 1 5 名 、 中 国 語 母 語 幼 児 3 3 名 に 実
施 し た 。 そ の 結 果 、 1 音 節 英 単 語 の 語 頭 音 の 同 定 能 力 は 、 日
本 語 母 語 幼 児 の 方 が 優 れ て い た が 、 反 復 課 題 の 成 績 は 音 節 数
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の 多 少 に か か わ ら ず 、中 国 語 母 語 幼 児 の そ れ よ り も 悪 か っ た 。
こ れ ら の 結 果 は 、日 本 語 母 語 幼 児 は 中 国 語 母 語 幼 児 と 異 な り 、
英 語 の 1 音 節 を 一 つ の ま と ま り で は な く 、 複 数 の ま と ま り と
し て 認 識 し て い て 、 同 じ 1 音 節 を 音 韻 的 短 期 記 憶 に 保 持 す る
の に 、 大 き な 負 荷 が か か る 可 能 性 を 示 唆 し た 。 そ の た め に 、
一 度 に 音 韻 的 短 期 記 憶 に 正 確 に 表 象 し 、 発 声 で き る 音 節 の 数
が 少 な い と 考 え ら れ る 。 こ の 研 究 結 果 は 日 本 語 と 中 国 語 で の
音 声 知 覚 の 違 い を 反 映 し て お り 、 日 本 語 が モ ー ラ を 単 位 と し
て 分 節 化 す る の に 対 し 、 中 国 語 が 個 々 の 音 節 に 意 味 が あ り 、
音 節 を 単 位 と し た リ ズ ム を 持 っ て い て 	 ( L i n  &  W a n g ,  2 0 0 7 )、
そ れ ぞ れ の 母 語 の リ ズ ム が 英 語 の 音 韻 処 理 に 影 響 を 与 え る こ
と を 示 し た と 言 え よ う 。 た だ し 、 こ の 研 究 は 幼 児 を 対 象 と し
て お り 、 他 の 年 代 例 え ば 、 日 本 語 の 文 字 （ ひ ら が な 、 カ タ カ
ナ 、 漢 字 ） を 習 得 し て い る 段 階 に お け る 英 語 の 音 韻 処 理 に つ
い て は わ か っ て い な い 。さ ら に 、課 題 は 聴 覚 提 示 さ れ て お り 、
音 声 を 伴 う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ い て は 参 考 に で き る が 、
文 字 の 手 が か り を 伴 う 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 に お け る 音 韻 処 理
に つ い て は 、 明 ら か に な っ て い な い 。 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者
が 英 語 を 音 声 化 で き な い と い う 問 題 を 抱 え て い る こ と を 考 慮
す る と 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 処 理 、 特 に 視 覚
提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化 に つ い て 、 ど の よ う な 問 題 を 抱
え 、 ま た ど の よ う な プ ロ セ ス で 行 わ れ る の か 等 、 明 ら か に さ
れ る こ と が 求 め ら れ る 。 英 語 母 語 話 者 の 子 ど も は 、 読 み の 習
慣 の 初 期 に は 文 字 の 知 識 を 手 掛 か り に し て 、 表 記 と 音 韻 の 関
係 を 推 測 す る 	 (た と え ば b の 文 字 名 を 手 掛 か り と し て b e e を
読 む )	 と い う 知 見 が あ る 	 ( T r e i m e n ,  T i n c o f f ,  R o d r i g u e r z ,  
M o u z a k i ,  &  F r a n c i s ,  1 9 9 8 ) 	 が 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場
合 、 文 字 の 知 識 が ど の く ら い 音 韻 符 号 化 に 関 わ っ て く る の か
は 明 ら か で な い 。 	 
こ れ ま で の と こ ろ 、 文 字 を 使 用 し な い 聴 覚 提 示 さ れ た 英 語
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の 音 韻 処 理 に つ い て は 、 前 述 の 李 他 	 ( 2 0 0 9 ) 	 に 加 え て 、 湯 澤
他 	 ( 2 0 1 2 )  等 に よ る 研 究 が な さ れ て い る 。 湯 澤 他  ( 2 0 1 2 )  は
日 本 人 幼 児 4 6 名 、 中 国 人 幼 児 6 3 名 、 国 際 幼 稚 園 の 日 本 人 幼
児 2 9 名 を 対 象 に 、 2～ 5 音 節 の 英 語 非 単 語 反 復 課 題 を 与 え て
比 較 し た 。 非 単 語 は 、 目 標 言 語 の 音 節 の 構 造 と し て は 正 し い
が 実 際 に は 存 在 し な い 単 語 で 、 非 単 語 あ る い は 擬 似 単 語 と し
て 扱 わ れ て い る 。 非 単 語 反 復 は 、 音 韻 的 短 期 記 憶 に 目 標 言 語
の 音 声 情 報 を 正 確 に 表 象 し 発 声 す る 能 力 、 す な わ ち 目 標 言 語
の 音 韻 習 得 能 力 を 反 映 し 	 ( B a d d e l e y ,  G a t h e r c o l e  &  P a p a g n o ,  
1 9 9 8 )、か つ 既 有 の 音 韻 知 識 の 影 響 を 受 け る と 考 え ら れ て い る 	 
(湯 澤 他 ,	 2 0 1 2 )。 研 究 の 結 果 は 、 中 国 人 幼 児 は 、 非 単 語 の 音
節 数 が 増 え る と と も に 完 全 正 答 数 が 減 少 し 、 逆 に 音 節 再 生 数
が 増 加 し た 。 一 方 日 本 人 幼 児 は 、 非 単 語 の 音 節 数 の 増 加 に 伴
う 完 全 正 答 数 の 減 少 や 音 節 再 生 数 の 増 加 は 、 3 音 節 で 天 井 ま
た は 床 効 果 を 示 し た 。 国 際 幼 稚 園 の 日 本 人 幼 児 は 、 完 全 正 答
数 や 音 節 再 生 数 は 多 か っ た が 、 音 節 再 生 数 の 増 加 は 、 日 本 人
幼 児 同 様 、 3 音 節 で 天 井 効 果 を 示 し た 。 聴 覚 提 示 さ れ た 非 単
語 を 反 復 で き な い と 、 そ の 音 声 情 報 を 音 韻 的 短 期 記 憶 に 維 持
す る こ と が で き ず 、 聴 き な が ら 直 接 音 声 情 報 を 獲 得 す る こ と
が 難 し く な る た め 、 完 全 正 答 数 は 英 語 の 音 韻 習 得 能 力 を 表 し
て い る と 考 え ら れ る 	 (湯 澤 他 ,	 2 0 1 2 )。こ れ ら の 結 果 は 、日 本
人 幼 児 が 英 語 の 非 単 語 反 復 	 (音 韻 的 短 期 記 憶 )	 に 、 よ り 多 く
の 負 荷 を か け る よ う な 処 理 を 行 っ て い る こ と 、 英 語 の 音 韻 処
理 を 制 約 す る 母 語 の 日 本 語 の 影 響 は 幼 児 に お い て す で に 見 ら
れ 、 早 期 の 英 語 経 験 に よ っ て な く す こ と は 容 易 で な い こ と を
示 唆 し た 。 た だ し 、 そ の 場 合 、 学 習 者 の 年 齢 に よ っ て 母 語 の
影 響 に は 変 化 が 見 ら れ る の か ど う か が 明 ら か に さ れ て お ら ず 、
幼 児 の み で は な く 小 学 生 の デ ー タ も 必 要 で あ る 。 ま た 、 幼 児
は 文 字 を 習 得 し て い な い た め に 課 題 が 聴 覚 提 示 さ れ て い た が 、
年 長 の 対 象 者 に お け る 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に つ い
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て も 、 検 証 が な さ れ る べ き で あ る 。 	 
さ ら に 、水 口 他 	 ( 2 0 1 3 a ) 	 は 二 つ の 研 究 を 行 い 、英 語 と 日 本
語 の 準 バ イ リ ン ガ ル 日 本 語 母 語 話 者 	 (研 究 1 )  と 日 本 語 と 中
国 語 の バ イ リ ン ガ ル 中 国 語 母 語 話 者  (研 究 2 ) 	 を 対 象 と し て 、
第 二 言 語 の 熟 達 化 に よ っ て 母 語 の リ ズ ム に よ る 音 声 知 覚 が 変
化 す る か ど う か を 検 討 し た 。 研 究 で は 、 「 バ イ リ ン ガ ル 」 を
「 外 国 語 力 が 高 く 、 母 語 で 表 現 で き る こ と を ほ ぼ そ の 外 国 語
で も 表 現 で き る よ う に な っ た 場 合 、 そ し て 実 際 に そ の 外 国 語
を 使 用 し て い る 場 合 」 と 定 義 し て い た 。 彼 ら が 実 施 し た 研 究
1 で は 、 大 学 生 ・ 大 学 院 生 4 7 名 を 、 T O E I C の リ ス ニ ン グ 得
点 に よ り 英 語 聴 覚 能 力 高 群 と 英 語 聴 覚 能 力 低 群 に 分 け 、 五 つ
の 音 韻 構 造 の 異 な る 英 単 語 記 憶 ス パ ン 課 題 を 実 施 し た 。 研 究
2 で は 、 モ ノ リ ン ガ ル 中 国 語 母 語 話 者 お よ び 中 国 語 と 日 本 語
の バ イ リ ン ガ ル 中 国 語 母 語 話 者 4 4 名 に 、研 究 1 と 同 様 の 英 単
語 の 記 憶 ス パ ン 課 題 を 実 施 し た 。 研 究 1 の 結 果 、 英 語 聴 覚 能
力 低 群 は 、 モ ー ラ の リ ズ ム に 準 じ た 分 節 化 を 行 い 、 英 語 聴 覚
能 力 高 群 は 、 モ ー ラ の リ ズ ム と 音 節 の リ ズ ム の 影 響 を 同 時 に
受 け て い た 。 研 究 2 で は 、 モ ノ リ ン ガ ル 中 国 語 母 語 話 者 が 1
～ 2 音 節 を 一 つ の ま と ま り と し て 音 声 知 覚 し て い た の に 対 し 、
バ イ リ ン ガ ル 中 国 語 母 語 話 者 は 、 モ ー ラ の リ ズ ム に 準 じ た 分
節 化 を 行 っ て い る こ と が 報 告 さ れ た 。 上 記 の 研 究 結 果 は 、 日
本 語 母 語 話 者 に お い て 、 母 語 の 日 本 語 の リ ズ ム が 英 語 の 音 声
知 覚 に 制 約 を 与 え て い る こ と を 確 認 す る こ と と な っ た 。 ま た
結 果 は 、 い っ た ん 習 得 し た 日 本 語 の モ ー ラ の リ ズ ム に よ る 英
語 の 音 声 知 覚 を 変 え る こ と は 、 難 し い こ と を 示 唆 し て い る 。
こ の こ と は 、 日 本 語 母 語 話 者 の 英 語 の 聞 き 取 り に 困 難 を 生 じ
さ せ る 要 因 の 一 部 を 説 明 す る よ う に 思 わ れ る 。 し か し 、 日 本
人 初 級 英 語 学 習 者 が 、 リ ス ニ ン グ と 同 様 の 理 解 技 能 で あ る 、
リ ー デ ィ ン グ 能 力 習 得 の 研 究 を 進 め る 上 で 、 小 学 生 を 対 象 と
し た 、 文 字 を 使 え る 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 の デ ー タ
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は 必 須 で あ る と 言 え る 。 そ れ ら に つ い て は 実 証 研 究 を 行 い 、
検 証 さ れ る 必 要 が あ る 。 	 
こ の よ う な 日 本 語 の リ ズ ム の 影 響 に つ い て は 、 別 の 先 行 研
究 か ら も 、 日 本 語 母 語 話 者 が 英 語 、 フ ラ ン ス 語 等 の 外 国 語 の
音 声 を 知 覚 す る と き 、 モ ー ラ の リ ズ ム の 影 響 を 受 け る こ と が
示 唆 さ れ て い る 	 ( O t a k e , e t  a l . , 1 9 9 6 ;  C u t l e r , e t  a l . , 2 0 0 2 )。 	 
前 述 の 先 行 研 究 を 踏 ま え る と 、 日 本 語 母 語 話 者 が モ ー ラ の
リ ズ ム に よ る 分 節 化 を 行 い 、 英 語 聴 覚 能 力 の 向 上 に お い て も
完 全 に モ ー ラ の リ ズ ム の 影 響 を 抑 制 す る こ と が で き ず 、 聴 覚
提 示 さ れ た 英 語 を 一 つ の 音 の ま と ま り と し て 認 識 す る こ と が
困 難 で あ る と 言 え る 。た だ し 、水 口 他  ( 2 0 1 3 a )  は 、モ ー ラ の
リ ズ ム が 英 語 の 習 得 に 及 ぼ す 影 響 は 否 定 的 な も の ば か り で は
な く 、 英 単 語 の 構 成 音 声 を 正 確 に 認 識 で き る と い う 利 点 を 示
唆 し て い る 。 前 述 し た 通 り 、 李 他  ( 2 0 0 9 )  は 、 日 本 語 母 語 幼
児 と 中 国 語 母 語 幼 児 を 対 象 に 、 英 単 語 の 語 頭 音 を 選 択 さ せ る
音 韻 認 識 課 題 を 実 施 し た と こ ろ 、 日 本 語 母 語 幼 児 の 方 が 優 れ
て い る こ と を 報 告 し て い る 。 こ の 結 果 は 、 音 を 細 分 化 す る 特
徴 を 持 つ モ ー ラ の リ ズ ム に よ っ て 、 日 本 語 母 語 話 者 が 英 単 語
の 構 成 音 声 を 正 確 に 認 識 で き る と い う こ と を 意 味 し て い る と
考 え る こ と が で き る 。 こ の こ と か ら 、 モ ー ラ の リ ズ ム は 、 日
本 語 母 語 話 者 に と っ て 、 文 字 を 通 し て 英 語 の 語 彙 や 文 法 を 学
習 し 、 文 章 を 読 解 す る こ と に お い て 、 有 利 に 働 く 可 能 性 が あ
る と い う  (水 口 他 ,  2 0 1 3 a )。聴 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 が
日 本 語 の 制 約 を 強 く 受 け る こ と が 指 摘 さ れ た が 、 そ の 制 約 を
補 う た め の 手 立 て と し て は 、 こ の よ う に 文 字 の 導 入 の 可 能 性
が 示 唆 さ れ た と 言 え る 。 前 述 の 通 り 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の
音 韻 処 理 に お い て も 、 聴 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 と 同 様
に 、 日 本 語 の 制 約 を 受 け る 。 た だ し 、 聴 覚 提 示 と は 異 な り 、
視 覚 提 示 の 場 合 に は 文 字 ・ 綴 り の 情 報 が 付 加 さ れ て 提 示 さ れ
る 。 日 本 語  ( モ ー ラ の リ ズ ム )  の 制 約 が 、 文 字 を 通 し た 語 彙
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や 文 法 の 獲 得 に 有 利 に 働 く 可 能 性 も あ る と い う 先 行 研 究 の 知
見 を 踏 ま え る と 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に お い て 日
本 語 に よ る 制 約 は 緩 和 さ れ る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 た だ し 、
こ の 点 は 実 証 的 に 検 証 さ れ る 必 要 が あ る 。  
 
1 . 2  英 語 の 習 得 と 音 韻 処 理 能 力  
前 節 で 、 母 語 の 日 本 語 が 第 二 言 語 で あ る 英 語 の 音 韻 処 理 に
複 数 の 制 約 を も た ら す こ と を 見 て き た 。 一 つ は 、 日 本 語 の リ
ズ ム が 、リ ス ニ ン グ に お け る 音 韻 処 理 に 制 約 を も た ら す こ と 、
も う 一 つ は 、 日 本 語 の 正 書 法 の 書 記 体 系 お よ び 正 書 法 深 度
( o r t h o g r a p h i c  d e p t h： 書 記 素 	 (文 字 )	 と 音 素 	 (音 声 )	 の 対 応
が ど こ ま で 規 則 的 で あ る か )	 に お け る 英 語 と の 違 い が 、 英 語
の リ ー デ ィ ン グ に お け る 音 韻 処 理 に 制 約 を も た ら す こ と で あ
る 。 音 素 は 音 声 言 語 の 基 本 単 位 で あ り 、 書 記 素 は 一 つ の 音 素
に 対 応 す る 文 字 な い し 文 字 列 を 指 す 。 例 え ば 前 述 の 単 語 c a t
の 場 合 、 書 記 素 c に 対 応 す る 音 素 は / k /で あ る 。 こ の 対 応 関 係
は 、 英 語 母 語 話 者 の 言 語 環 境 で あ れ ば 、 単 語 に 接 す る 機 会 が
多 く 、 単 語 に た び た び 接 し て い く う ち に 、 習 得 で き る 可 能 性
が あ る 。 し か し 、 日 本 で 英 語 を 学 ぶ 日 本 人 英 語 学 習 者 の 場 合
に は 英 語 に 接 す る 機 会 は 多 く な く 、 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の
ル ー ル で あ る 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 が 、 自 然 に 獲 得 さ れ る こ
と は 期 待 で き な い と 思 わ れ る 。先 行 研 究 の 知 見 を 踏 ま え る と 、
音 韻 処 理 に お け る 困 難 が 、 日 本 人 英 語 学 習 者 の 英 語 習 得 プ ロ
セ ス に お け る 、 音 声 情 報 の 授 受 技 能 か ら 文 字 を 介 し た 技 能 へ
の 熟 達 化 を 妨 げ る 要 因 の 一 つ と 考 え ら れ る 。 本 節 で は 、 第 二
言 語 習 得 と 音 韻 処 理 、 音 韻 処 理 の 中 で も 特 に 音 韻 認 識 に つ い
て の 先 行 研 究 を 概 観 し 、 音 韻 処 理 の 能 力 に つ い て 考 察 を 深 め
る 。 	 
音 韻 情 報 の 利 用 を 伴 う 音 韻 処 理 の 能 力 は 、 英 語 を 習 得 す る
上 で 重 要 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る  (ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )。  
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音 韻 処 理 は 、 書 き 言 葉 や 話 し 言 葉 を 処 理 す る の に 音 韻 情 報 を
使 用 す る こ と で 、 音 韻 認 識 と 語 彙 ア ク セ ス に お け る 音 韻 符 号
化 が 含 ま れ る と さ れ る  ( W a g n e r  &  T o r g e s e n ,  1 9 8 7 )。  
音 韻  ( p h o n e m e )  と は 、「 あ る 言 語 に お い て 音 を 区 別 す る 場
合 に 余 計 な 物 を 切 り 捨 て た 音 の 単 位 」 と 定 義 さ れ て い る  (橋
本 ,  1 9 7 7 ) 。 音 韻 の 単 位 は 最 小 の も の が 音 素  ( c o n s o n a n t  
p h o n e m e :子 音 音 素 ,  v o w e l  p h o n e m e :母 音 音 素 )  で あ る 。 こ れ
ら の 音 素 を 組 み 合 わ せ た も の が 音 節  ( s y l l a b l e )  で あ る 。前 述
の 通 り 、 日 本 語 は 子 音 と 母 音 を セ ッ ト に し た 子 音 ‐ 母 音 構 造
を 中 心 と し て い る が 、 英 語 は 子 音 ‐ 母 音 ‐ 子 音 の 構 造 を 中 心
と し て お り 、 最 初 の 子 音 を オ ン セ ッ ト  ( o n s e t ) 、 並 び の 母 音
と 子 音 を ラ イ ム  ( r i m e ,  r h y m e )  と 区 分 す る 。日 本 語 の 音 節 の
場 合 は 、 モ ー ラ と い う 単 位 が 中 心 に な る 。 モ ー ラ は 撥 音 、 促
音 等 特 殊 音 節 も 一 拍 と 数 え 、 英 語 の 音 節 と は 異 な る 。  
音 韻 認 識 に は 、 音 節 レ ベ ル の 音 韻 認 識  (オ ン セ ッ ト 、 ラ イ
ム と い う 音 節 の 下 位 単 位 を 区 別 ・ 分 割 す る 技 能 、 分 割 さ れ た
音 を 合 わ せ る 混 成 の 技 能 を 指 し 、 音 節 認 識 と も 言 う )  と 、 音
素 レ ベ ル の 音 韻 認 識  (音 の 最 小 単 位 で あ る 音 素 に 分 割 し た り
音 素 を 消 去 、 付 加 す る 技 能 を 指 し 、 音 素 認 識 と も 言 う )  が あ
る  ( A d a m s ,  1 9 9 0 )。   
T a b l e 1 - 1  は H a r l e y  ( 2 0 0 1 )  の 分 類 に 基 づ い て 音 韻 認 識 を
整 理 し た 表 で あ る 。 低 次 レ ベ ル と 高 次 レ ベ ル と に 二 分 さ れ 、
さ ら に そ れ ぞ れ 細 分 化 さ れ て お り 、 表 の 下 部 に 置 か れ て い る
ほ ど 高 次 の 音 韻 認 識 を 持 つ と 考 え ら れ る 。 	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T a b l e 1 - 1  音韻認識を形成する能力と設問例  (Harley ,  2001 を参考に作成 )  
音韻認識を形成する能力  能 力 を 問 う 設 問 例 と 正 答  
音 節  ( 低 次 )  レ ベ ル の 音 韻 認 識  
音と語のマッチング  
(sound-to-word matching)  
Is  there  a  / t /  in  “hat”?  
→   Yes ,  there  is .  
オンセットの知覚  
( recogniz ing of  onset)  
Do “box”  and “big”  begin  the same? 
→   Yes ,  they do .  
ライムの知覚  
( recogniz ing of  rhyme) 
Does  “pen”  rhyme with “men”?  
→   Yes ,  i t  does .  
音の抽出  
( iso lat ing sounds) 
What is  the  f irst  sound in  “game”?  
→  /g /  
音 素  ( 高 次 )  レ ベ ル の 音 韻 認 識  
音素への分割  
(phoneme segmentation) 
What sounds do  you hear  in  “pen”?  
→  /p  / ,  /e / ,  /n  /  
音素の数  
(phoneme counting) 
How many sounds do  you hear  in  “pig”?  
→  Three  sounds.  
音素の結合  
(phoneme blending) 
Combine these  sounds: /s / / i / / t / .  
→  / s i t /  
音素の消去  
(phoneme delet ion) 
What would  be  le ft  i f  you took / t /  out  o f  
“ take”?  →  /e ik /  
消失音素の指摘  
(speci fy ing deleted phoneme)  
What sound do  you hear  in  “nose”  that ’s  
missing in  “ose”?  →  /n /  
音素転換  
(phoneme reversal )  
Say “ i t ”  with the  f irst  sound last  and last  
sound f irst .  →  / t i /  
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音 韻 認 識 の レ ベ ル は 、 英 語 母 語 話 者 の 場 合 年 齢 と 共 に 変 化
す る  ( T r e i m a n  &  Z u k o u w s k i ,  1 9 9 6 )。 音 韻 認 識 の 一 番 下 位 の
部 分 は 、 文 の 分 解  ( s e n t e n c e  s e g m e n t i n g )、 す な わ ち 一 連 の
音 を 文 章 の 意 味 の 区 切 り で 区 切 る こ と が で き る 段 階 で あ る 。
そ れ が で き る よ う に な る と 、 そ れ よ り 上 位 の 音 節 分 解 ・ 混 成  
( s y l l a b l e  s e g m e n t i n g  a n d  b l e n d i n g )  の 段 階 で 、 音 節 が わ か
る よ う に な る 。 オ ン セ ッ ト － ラ イ ム の 操 作 は さ ら に 上 位 の 段
階 に な る 。 そ し て 、 よ う や く 、 音 素 操 作 の 習 得 の 段 階 に た ど
り 着 く 。 英 語 を 母 語 と す る 子 ど も の 音 韻 認 識 の 発 達 を 調 べ た
研 究 で は 、 一 般 に 5 歳 以 降 、 音 節 の 分 析 か ら 、 よ り 小 さ な 単
位 で あ る オ ン セ ッ ト と ラ イ ム の 分 析 へ 、 さ ら に オ ン セ ッ ト と
ラ イ ム の 分 析 か ら 音 素 の 分 析 へ と 発 達 し て い く と 報 告 さ れ て
い る  ( L i b e r m a n ,  S h a n k w e i l e r ,  F i s c h e r ,  &  C a r t e r ,  1 9 7 4 ;  
T r e i m a n , e t  a l . ,  1 9 9 6 )。 こ の よ う に 英 語 の 母 語 話 者 の 場 合 、
音 韻 認 識 の 発 達 に は 段 階 が あ り 、 音 節 レ ベ ル で の 音 韻 認 識 が
先 に 発 達 し 、そ の 後 に 音 素 レ ベ ル の も の が 発 達 す る こ と か ら 、
前 者 を 低 次 、 後 者 を 高 次 レ ベ ル の 音 韻 認 識 と 言 う こ と が で き
る と 考 え ら れ る 。  
英 語 の 母 語 話 者 に お い て は 、 英 語 の 音 韻 認 識 は 、 語 彙 の 知
識 や 新 し い 単 語 の 習 得 と 関 連 し  ( B o w e y ,  1 9 9 6 , 2 0 0 1 ;  
M e t s a l a ,  1 9 9 9 ;  d e J o n g ,  S e v e k e ,  &  v a n  V e e n ,  2 0 0 0 )、 ま た 文
字 の 読 解 能 力 を 予 測 す る こ と が 指 摘 さ れ て い る  ( A d a m s ,  
1 9 9 0 ;  C a s t l e s ,  &  C o l t h e a r t ,  2 0 0 4 )。音 韻 認 識 と リ ー デ ィ ン グ
の 関 連 に つ い て は 、 様 々 な 研 究 が 行 わ れ て き て お り 、
S n o w l i n g  ( 1 9 8 6 )  の 研 究 は 、 読 み に 困 難 を 抱 え る 子 ど も た ち
は 、 音 韻 認 識 に も 同 様 に 問 題 が あ っ た こ と を 示 し て い る 。 d e  
J o n g ,  e t  a l , .  ( 2 0 0 0 )  は 、 5 歳 児 を 対 象 と し た 研 究 で 、 彼 ら の
音 韻 認 識 の 成 績 が 、 親 密 度 の 低 い 単 語 に つ い て の 対 連 合 学 習  
( 2 つ の 項 目 を 対 に し て 覚 え る 方 法 で そ の 学 習 の 程 度 を 知 る た
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め に 一 方 の 項 目 を 呈 示 し て も う 一 方 を 答 え さ せ る )  の 課 題 成
績 と 関 連 し て い る こ と 、 さ ら に は 5 歳 児 を 対 象 と し て 、 音 韻
認 識 を 促 進 す る ト レ ー ニ ン グ を し た と こ ろ 、 ト レ ー ニ ン グ を
受 け た 子 ど も た ち は 、 受 け な か っ た 子 ど も た ち に 比 べ て 、 文
字 の 知 識 が 増 大 し 、 親 密 度 の 低 い 単 語 の 学 習 が よ り 促 進 さ れ
る こ と を 示 し た 。 こ の よ う に 音 韻 認 識 は 、 リ ー デ ィ ン グ な ら
び に 語 彙 習 得 と い っ た 文 字 を 使 う 言 語 学 習 に お い て 、 学 習 を
促 進 す る こ と が 明 ら か に さ れ て き た 。 た だ し 、 リ ー デ ィ ン グ
の 習 得 に 必 要 と さ れ る 音 韻 認 識 の レ ベ ル に つ い て 、 英 語 圏 で
は 諸 説 が あ り 、 オ ン セ ッ ト ・ ラ イ ム レ ベ ル の 処 理 能 力 が あ れ
ば 可 能 で あ る と す る 立 場  ( B r a d e l y  &  B r y a n t ,  1 9 8 3 ;  
G o s w a m i  &  B r y a n t ,  1 9 9 0 等 )  と 音 素 レ ベ ル の 処 理 能 力 が 必
要 で あ る と い う 立 場  ( A d a m s ,  1 9 9 0 ;  E h r i ,  N u n e ,  W i l l o w s ,  
S c h u s t e r ,  Y a g h o u b - 	 Z a d e h ,  & .  S h a n a h a n ,  2 0 0 1 等 )  に 分 か
れ 、 決 着 が つ い て い な い 。  
前述以外にも、英語圏では 音 韻 認 識 と リ ー デ ィ ン グ 能 力 の 関 係
に つ い て の 研 究 が な さ れ 、 音 韻 認 識 が 単 語 認 識 力 の 発 達 、 ま
た は リ ー デ ィ ン グ 能 力 の 発 達 に 影 響 す る と の 報 告 が あ る  
( W a g n e r , e t  a l . ,  1 9 8 7 ;  A d a m s ,  1 9 9 0 )。 英 語 の 母 語 話 者 を 対 象
と す る 先 行 研 究 の 知 見 を 援 用 す る と 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者
に つ い て も 、 英 語 の 音 韻 認 識 の 深 化 は 、 英 語 の リ ー デ ィ ン グ
の 低 次 処 理 の 促 進 に 効 果 が あ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 日 本 人
初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、 ど の レ ベ ル の 音 韻 認 識 を 獲 得 し て い
る と ど の 程 度 ま で 英 語 の 音 韻 符 号 化 が 果 た せ る の だ ろ う か 。
こ れ ら の 点 に つ い て は 解 明 さ れ て い な く 、 実 証 研 究 を 通 し て
検 証 さ れ る 必 要 が あ る 。  
 
 
 
 
19 
 
第 2 章  第 二 言 語 と し て の 英 語 の リ ー デ ィ ン グ  
 
2 . 1  リ ー デ ィ ン グ の プ ロ セ ス  
第 1 章 で は 、 日 本 人 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 処 理 に お け る
困 難 が 、 音 声 情 報 の 授 受 技 能 か ら 文 字 を 介 し た 技 能 へ の 熟 達
化 を 妨 げ る 要 因 と な っ て い る 、 と い う 先 行 研 究 の 指 摘 を 踏 ま
え 、 母 語 で あ る 日 本 語 が 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻
処 理 に 与 え る 制 約 に つ い て 検 討 し た 。 ま た 、 英 語 母 語 話 者 の
子 ど も を 対 象 に し た 先 行 研 究 か ら 、 英 語 の 習 得 上 、 英 語 の 音
韻 処 理 能 力 の 中 で も 特 に 音 韻 認 識 の 獲 得 が 重 要 で あ る こ と を
確 認 し た 。  
第 2 章 で は 、 体 系 的 な 言 語 学 習 に 必 須 と さ れ る リ ー デ ィ ン
グ に つ い て 、 リ ー デ ィ ン グ の プ ロ セ ス を 概 観 し 、 各 プ ロ セ ス
で 行 わ れ る 処 理 に つ い て 触 れ る 。 そ の 上 で 、 日 本 人 英 語 学 習
者 が 困 難 を 抱 え る と 指 摘 さ れ て い る リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理
に つ い て 、 英 語 の 母 語 話 者 の 処 理 と 比 較 検 討 し 、 両 者 の 違 い
を 明 ら か に す る 。 さ ら に 、 英 語 母 語 話 者 を 対 象 と し た 、 英 語
の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 に 触 れ 、 教 授 の 、 日 本 人 初 級
英 語 学 習 者 の リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る 効 果 に つ い て
検 討 す る 。  
本 節 で は 、 リ ー デ ィ ン グ の プ ロ セ ス に つ い て 見 て い く 。 	 
F i g u r e 2 - 1 は 、 S i m p l e  V i e w  o f  R e a d i n g  ( J u e l ,  G r i f f i t h ,  
G o u g h ,  1 9 8 6 )  に 基 づ く リ ー デ ィ ン グ の プ ロ セ ス を 示 し た 図
で あ る 。 こ の 図 に よ る と 、 リ ー デ ィ ン グ に は デ ィ コ ー デ ィ ン
グ プ ロ セ ス 	 ( D e c o d i n g  p r o c e s s ) 	 と コ ン プ リ ヘ ン シ ョ ン プ ロ
セ ス 	 ( C o m p r e h e n s i o n  p r o c e s s ) 	 が あ り 、そ れ ぞ れ に 複 数 の 処
理 が 含 ま れ る 。 デ ィ コ － デ ィ ン グ プ ロ セ ス は 低 次 処 理 	 
( L o w e r - l e v e l  p r o c e s s i n g ) 	 で 、 提 示 さ れ た 文 字 列 に 視 線 を 集
め 	 ( E y e  f i x a t i o n ) ， 文 字 列 を 文 字 そ し て 単 語 に 変 換 し 	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( L e x i c a l  a c c e s s )， 当 該 単 語 を 音 韻 符 号 化 す る  ( P h o n o l o g i c a l  
c o d i n g )。他 の 研 究 に は 、デ ィ コ － デ ィ ン グ プ ロ セ ス は 前 述 の
処 理 の 他 に 意 味 の 想 起 も 含 む 、 と し て い る も の も あ る 	 (例 え
ば 門 田 ,	 2 0 0 7 ;  G r a b e ,  2 0 0 9 )。 コ ン プ リ ヘ ン シ ョ ン プ ロ セ ス
は 高 次 処 理 	 ( H i g h e r - l e v e l  p r o c e s s i n g ) 	 で 、 文 の 文 法 的 構 造
を 分 析 し 	 ( S y n t a c t i c  p a r s i n g ) 、 意 味 を 同 定 し 	 ( S e m a n t i c  
p r o c e s s i n g ) 、 話 題 に つ い て の 背 景 的 知 識 を 利 用 し 	 ( S c h e m a  
p r o c e s s i n g ) 、 談 話 に つ い て も 分 析 す る 	 ( D i s c o u r s e  
p r o c e s s i n g )。 本 研 究 で は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 多 く 関 わ
る 、 リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 の デ ィ コ ー デ ィ ン グ プ ロ セ ス に
焦 点 を 当 て る 。 こ の デ ィ コ ー デ ィ ン グ プ ロ セ ス に は 、 眼 球 停
留 、 語 彙 ア ク セ ス 、 音 韻 符 号 化 、 意 味 の 想 起 ま で を 含 む と す
る 。 	 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
F i g u r e 2 - 1  リーディングプロセス  (Juel ,  Gri f f i th  & Gough,  1986)  
 
 
 
ま た 、 F i g u r e 2 - 2 は 注 意 と リ ー デ ィ ン グ に 関 す る モ デ ル で
あ る 。 リ ー デ ィ ン グ の プ ロ セ ス を 低 次 処 理 で あ る デ ィ コ ー デ
ィ ン グ プ ロ セ ス と 高 次 処 理 で あ る コ ン プ リ ヘ ン シ ョ ン プ ロ セ
Comprehension Process
Lower-level processing
•Eye fixation
•Lexical access
•Phonological coding
Higher-level processing
•Syntactic parsing
•Semantic processing
•Schema processing
•Discourse processing 
Decoding Process
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ス と に 大 別 し 、熟 達 し た 読 み 手  ( F l u e n t  r e a d e r :視 覚 提 示 さ れ
た 英 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 理 解 が で き る 読 み 手 )  と 未 熟 な 読  
み 手  ( B e g i n n i n g  r e a d e r :時 間 を か け 音 韻 符 号 化 が で き て も 意
味 理 解 に は 困 難 を 抱 え る 読 み 手 )  で 、 両 者 の 注 意 の 仕 方 が い
か に 異 な る か に つ い て 表 示 し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 未 熟
な 読 み 手 は A の よ う に 、 正 書 法 、 語 彙 、 音 韻 等 の 低 次 処 理  
( d e c o d i n g )  に 注 意  ( a t t e n t i o n )  を 多 く と ら れ る た め 、英 文 の
内 容 理 解  ( c o m p r e h e n s i o n )  を 同 時 並 行 的 に 遂 行 す る こ と が
で き ず 、常 に 二 つ の 過 程 の 間 を 行 き つ 戻 り つ し て い る 。一 方 、
熟 達 し た 読 み 手 は B の よ う に 、 低 次 処 理 が ほ ぼ 自 動 化 さ れ て
お り  ( a u t o m a t i c  d e c o d i n g )、 そ の 分 意 味 内 容 の 理 解 に 注 意 を
持 続 で き る こ と を 表 し て い る 。 す な わ ち 、 低 次 処 理 を 円 滑 に
行 え る こ と が 熟 達 し た 読 み 手 の 特 徴 で あ る と 言 え る 。 本 研 究
が 対 象 と す る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は 、 A の よ う に 低 次 処 理
が 自 動 化 さ れ て お ら ず 、 低 次 処 理 と 理 解 を 一 度 に 行 う こ と が
で き な い と 推 測 さ れ る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
F i g u r e 2 - 2  注意とリーディングに関するモデル  (Samuels ,  1994a)  
decode
comprehend
attention
decode
(automatic)
comprehend
attention
A.  Beginning Reading
B.  Fluent Reading
switch
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英 語 圏 の 子 ど も に と っ て は 、 低 次 処 理  (デ ィ コ ー デ ィ ン グ )  
能 力 が リ ー デ ィ ン グ に 重 要 だ と い う 研 究 結 果 や 、 ア ル フ ァ ベ
ッ ト で 書 く 言 語 で は 音 韻 符 号 化 能 力 が 読 解 力 の 指 標 の 一 つ だ
と い う 研 究 結 果 が あ る  ( P e r f e t t i ,  1 9 8 5 )。  ま た 第 二 言 語 の リ
ー デ ィ ン グ に お い て は 、 特 に 読 解 力 の 獲 得 に お い て 、 母 語 と
書 記 体 系 が 異 な る 言 語 の 場 合 、 目 標 言 語 の リ ー デ ィ ン グ に お
け る 低 次 処 理 能 力 の 熟 達 が 不 可 欠 と す る 指 摘 が あ る  ( K o d a ,  
1 9 9 2 )。こ の よ う に 先 行 研 究 を 踏 ま え る と 、日 本 語 を 母 語 と す
る 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の リ ー デ ィ ン グ 能 力 を 習 得 す る に は 、
低 次 処 理 能 力 が 重 要 で あ る こ と 、 特 に 音 韻 情 報 を 利 用 す る 音
韻 処 理 、 す な わ ち 、 デ ィ コ ー デ ィ ン グ プ ロ セ ス に お け る 音 韻
符 号 化 が 重 要 で あ る こ と を 確 認 し た 。  
 
2 . 2  英 語 の 母 語 話 者 と 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の リ ー デ ィ
ン グ の 低 次 処 理  
前 節 で 、 英 語 の リ ー デ ィ ン グ の プ ロ セ ス に は 、 低 次 処 理 の
デ ィ コ ー デ ィ ン グ プ ロ セ ス と 高 次 処 理 の コ ン プ リ ヘ ン シ ョ ン
プ ロ セ ス が あ る こ と を 見 て き た 。 ま た 、 低 次 処 理 能 力 が 英 語
の リ ー デ ィ ン グ に 重 要 で あ る が 、 未 熟 な 読 み 手 の 場 合 に は 、
低 次 処 理 が 自 動 化 さ れ て い な い 傾 向 が あ る と い う 先 行 研 究 の
知 見 に も 触 れ た 。  
第 1 章 第 1 節 で 、 日 本 語 の モ ー ラ の リ ズ ム が 聴 覚 提 示 さ れ
た 英 語 の 音 韻 処 理 に 及 ぼ す 制 約 に つ い て 考 察 し た が 、 本 節 で
は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に お け る 日 本 語 の 制 約 に
つ い て 、 考 察 す る 。 そ れ ら を 踏 ま え た 上 で 、 英 語 を 第 二 言 語
と し て 学 習 す る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 特 有 の 、 リ ー デ ィ ン グ
の 低 次 処 理 に つ い て 検 討 す る 。  
リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る 日 本 語 の 制 約 に つ い て は 、
学 習 者 の 母 語 の 正 書 法 に お け る 書 記 体 系 の 、 視 覚 提 示 さ れ た
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英 単 語 の 認 知 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る  (例 え
ば A k a m a t s u ,  1 9 9 9 ,  2 0 0 5 )。 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 処
理  (音 韻 符 号 化 )  で 問 題 と な る の は 、 文 字 と 音 声 の 対 応 、 す
な わ ち 書 記 素 － 音 素 対 応 が ど の よ う な 原 理 で 形 成 さ れ て い る
か と い う 点 で あ る  (門 田 ,  2 0 0 2 )。 言 語 の 正 書 法 に お け る 書 記
体 系 に は 、 第 1 章 第 1 節 で 述 べ た よ う に 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト 方
式  ( a l p h a b e t i c、例 え ば 英 語 ) 、 音 節 方 式  ( s y l l a b i c、例 え ば 日
本 語 の 仮 名 )、 表 語 方 式  ( l o g o g r a p h i c、 例 え ば 日 本 語 の 漢 字 )  
の 三 つ が あ る 。 こ れ ら の 三 つ の 書 記 体 系 は 、 書 記 素 表 示 か ら
音 韻 情 報 を 取 得 す る 方 法 、 つ ま り 音 韻 符 号 へ の 変 換 方 式 が そ
れ ぞ れ 異 な る 。 書 記 体 系 が ア ル フ ァ ベ ッ ト 方 式 の 場 合 に は 書
記 素 が 1 音 素 を 表 し 、 音 節 方 式 は 書 記 素 が 1 音 節 を 表 し 、 書
記 素 毎 の 部 分 的 な 情 報 に 区 分 さ れ 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 等
に よ り 組 み 立 て ら れ る 。表 語 方 式 の 場 合 、表 示 単 位 は 単 語 で 、
一 つ の 書 記 素 と 1 語 全 体 の 音 が 対 応 す る 形 に な り 、 音 韻 符 号
化 の 可 否 は 、 そ の 語 の 発 音 を 知 っ て い る か 否 か に よ っ て 決 ま
る と 考 え ら れ る 。 母 語 の 書 記 体 系 が 英 語 と 異 な る 場 合 、 英 語
の 単 語 認 知 に 母 語 で 身 に つ け た 正 書 法 処 理 メ カ ニ ズ ム の 影 響
が あ り 、 日 本 語 の 漢 字 の よ う に 単 語 を 一 つ の ま と ま り と し て
処 理 す る メ カ ニ ズ ム が 、 英 語 の 単 語 認 知 処 理 の 効 率 化 に も 影
響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る 。 A k a m a t s u  ( 1 9 9 9 )  は 、 母 語 の 書 記
体 系 が 第 二 言 語 の リ ー デ ィ ン グ 能 力 、 特 に 単 語 認 知 に 及 ぼ す
影 響 に つ い て 調 査 し た 。 そ の 結 果 、 中 国 人 や 日 本 人 の よ う に
第 一 言 語 の 書 記 体 系 が ア ル フ ァ ベ ッ ト で は な い 場 合 、 ス ペ イ
ン 人 や ア ラ ブ 人 の よ う な ア ル フ ァ ベ ッ ト を 書 記 体 系 と す る 英
語 学 習 者 に 比 べ て 、 英 単 語 を 認 知 す る 際 に 単 語 の 視 覚 的 情 報
に 影 響 を 受 け る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 日 本 語 母 語 話 者 は 、
日 本 語 の 単 語 を 視 覚 的 に 処 理 し て 読 む こ と が 多 く 、 音 声 を 頼
り に し な い 傾 向 に あ る の で 、 デ ィ コ ー デ ィ ン グ し な く て は な
ら な い 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 が 不 得 意 で あ る と 指 摘 さ れ て い る 。 
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さ ら に 、 文 字 の 音 韻 符 号 化 に 関 係 す る 要 因 と し て 、 正 書 法
深 度 も 重 要 で あ る と 考 え ら れ て い る  (門 田 ,  2 0 0 7 )。 日 本 語 は
文 字 と 音 声 の 間 に 高 い 規 則 性 が 見 ら れ る 浅 い 正 書 法 で 、 英 語
は 文 字 と 音 声 の 関 係 が あ ま り 規 則 的 で は な く 、 深 い 正 書 法 の
言 語 と 言 わ れ て い る  (門 田 ,  2 0 0 7 )。 K o d a  ( 1 9 9 2 )  に よ れ ば 、
浅 い 正 書 法 を 有 し て い る 日 本 語 を 母 語 に 持 つ 日 本 人 の 場 合 、
単 語 を 発 音 し な が ら 認 知 す る よ り も 視 覚  (ス ペ リ ン グ )  情 報
に 頼 っ て 認 知 し よ う と す る 傾 向 が あ る と い う 。 韻 律 的 特 徴 に
加 え て 、 書 記 体 系 お よ び 正 書 法 深 度 が 英 語 と 異 な る 日 本 語 を
母 語 に 持 つ 日 本 人 の 場 合 、 英 語 の 単 語 認 知 に お け る 音 韻 情 報
へ の ア ク セ ス が う ま く で き ず 、 音 韻 符 号 化 に 困 難 を 抱 え る こ
と が 考 え ら れ る 。  
同 時 に 、 上 記 の 先 行 研 究 の 報 告 は 、 英 語 と 異 な る 書 記 体 系
の 言 語 を 母 語 に 持 つ 学 習 者 の 場 合 、 視 覚 提 示 さ れ た 単 語 の 音
韻 符 号 化 を す る た め に は 、 英 語 の 音 韻 情 報 を 利 用 す る こ と が
重 要 で 、 そ の た め に は 英 語 の 音 韻 認 識 を 有 す る こ と が 必 要 で
あ る こ と を 示 唆 し て い る と 言 え る 。 さ ら に 、 英 語 の 音 韻 認 識
は ア ル フ ァ ベ ッ ト の 活 字 に 触 れ る 経 験 か ら 発 達 し 、 ア ル フ ァ
ベ ッ ト を 書 記 体 系 と す る 言 語 間 で 音 韻 認 識 が 転 移 し 、 読 解 処
理 を 促 進 す る 効 果 を 持 つ と い う 指 摘 が あ る  (ア レ ン 玉 井 ,  
2 0 1 0 )。音 韻 認 識 は 言 語 的 に 独 立 し た 技 能 で 、第 一 言 語  (母 語 )  
か ら 第 二 言 語 へ と 転 移 す る と い う こ と を い く つ か の 研 究 は 示
唆 し て い る  ( D u r g u n o g l u , N a g y ,  &  H a n c i n  - B h a t t ,  1 9 9 3 ;  
G e v a  &  W a d e -  W o o l l e y , 1 9 9 3 )。  
D u r g u n o g l u , e t  a l .  ( 1 9 9 3 )  は 、 初 級 の 英 語 力 を 有 す る ス ペ
イ ン 人 中 学 1 年 生 の 英 単 語 の 認 識 に 影 響 す る 要 因 を 調 査 す る
た め 、 文 字 音 読 、 ス ペ イ ン 語 の 音 韻 認 識 、 英 語 と ス ペ イ ン 語
の 単 語 認 識 、 口 頭 に よ る 英 語 と ス ペ イ ン 語 の 熟 達 度 を 測 る テ
ス ト を 実 施 し た 。 多 重 回 帰 分 析 を 行 い 、 英 語 の 単 語 と 擬 似 単
語 の 語 認 知 に 関 す る 結 果 は ス ペ イ ン 語 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル か
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ら 予 想 さ れ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ れ は 、 英 語 へ の ス ペ
イ ン 語 の 音 韻 認 識 の 言 語 間 転 移 を 示 す も の で あ る と 考 え ら れ
る 。 ま た 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト で な い 言 語 背 景 を 持 つ 読 み 手 が 英
語 の 単 語 認 知 を 行 え ば 、 異 な る パ タ ー ン の 反 応 を 示 す と い う
指 摘 も あ る  ( R u s t e d , 1 9 8 8 ;  H a t t a , 1 9 9 2 )。 言 い 換 え る と 、 音
韻 認 識 の 程 度 が ア ル フ ァ ベ ッ ト に 触 れ る 経 験 量 に 起 因 す る 可
能 性 が あ る と す れ ば 、 書 記 体 系 が ア ル フ ァ ベ ッ ト で な い 言 語
を 母 語 に 持 つ 読 み 手 は 、 音 韻 認 識 の 獲 得 に お い て 不 利 な 条 件
に あ る と 推 測 で き る 。  
K o d a  ( 1 9 9 8 )  は 、 第 一 言 語 が ア ル フ ァ ベ ッ ト  (ハ ン グ ル 語 )  
の 正 書 法 的 背 景 を 持 つ 韓 国 人 と 、 非 ア ル フ ァ ベ ッ ト  (中 国 語 )  
の 正 書 法 的 背 景 を 持 つ 中 国 人 を 対 象 と し て 、 第 二 言 語 学 習 者
の ア ル フ ァ ベ ッ ト 経 験 が 、 第 二 言 語  (英 語 )  の 音 韻 認 識 と 音
韻 符 号 化 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 調 べ た 。 そ の 結 果 、 両 グ ル ー
プ は 音 韻 認 識 と 音 韻 符 号 化 の 正 答 率 に お い て 違 い が 見 ら れ な
か っ た 。 し か し 、 音 韻 認 識 と 音 韻 符 号 化 の 技 能 と の 関 係 は 、
両 グ ル ー プ で 質 的 に 異 な っ て い た こ と が 報 告 さ れ て い る 。 韓
国 人 学 習 者 に は 、 読 解 と 音 韻 符 号 化 と 音 韻 認 識 の 間 に 強 い 相
関 関 係 が 存 在 し た が 、 中 国 人 学 習 者 に は そ の よ う な 関 係 は な
か っ た 。 こ の こ と は 、 第 二 言 語 学 習 以 前 の 言 語 処 理 経 験 の 違
い が 多 様 な 音 韻 的 処 理 過 程 を 生 じ さ せ 、 第 二 言 語 処 理 行 為 で
質 的 な 違 い を 生 じ さ せ る こ と の 説 明 に な る 可 能 性 を 示 唆 し て
い る 。  
第 1 章 第 1 節 で 触 れ た 通 り 、 聴 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処
理 に つ い て 、 日 本 人 英 語 学 習 者 に は 、 分 節 化 お よ び 記 憶 負 荷
に 関 与 す る 母 語 の 制 約 が あ る た め 、 困 難 で あ る こ と が 実 証 さ
れ て い る  (水 口 他 ,  2 0 1 3 b )。さ ら に 、本 節 で は 、先 行 研 究 を 通
し 、 正 書 法 の 書 記 体 系 お よ び 正 書 法 深 度 が 英 語 と 異 な る 日 本
語 を 母 語 に 持 つ 日 本 人 英 語 学 習 者 の 場 合 、 英 語 の リ ー デ ィ ン
グ に お い て 、 単 語 認 知 に お け る 音 韻 情 報 へ の ア ク セ ス が う ま
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く で き ず 、 音 韻 符 号 化 に 困 難 を 抱 え る 可 能 性 が あ る こ と を 見
て き た 。 し か し な が ら 、 英 単 語 が 視 覚 提 示 さ れ た 場 合 に 、 日
本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 音 韻 処 理 が 日 本 語 の 影 響 と 絡 ん で ど の
よ う な も の に な る か に つ い て の 詳 細 は 、 従 来 の 研 究 か ら 明 ら
か に な っ て は い な い 。  
本 節 で は こ れ ま で 、 第 二 言 語 と し て 英 語 を 習 う 日 本 人 英 語
学 習 者 の リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る 、 日 本 語 の 影 響 を
検 討 し て き た 。 こ れ ら を 踏 ま え て 、 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 は ど
の よ う に し て 達 成 さ れ る の か を 見 て い く 。 先 行 研 究 か ら は 、
単 語 の 音 韻 符 号 化 に 際 し 、 二 つ の ル ー ト が あ る と す る 二 重 経
路 モ デ ル が 支 持 さ れ て い る  ( C o l t h e a r t ,  R a s t l e ,  P e r r y ,  
L a n g d o n ,  &  Z i e g l e r ,  2 0 0 1 )。 単 語 全 体 の 文 字 パ タ ー ン か ら 音
韻 表 象 を 形 成 し 音 韻 符 号 化 に 至 る ル ー ト と 、 文 字 ご と に 音 韻
に 変 換 し 、 音 韻 符 号 化 に 至 る ル ー ト の 二 つ で あ る 。 一 般 に 、
既 知 語 の ア ク セ ス に は 前 者 の ル ー ト が 利 用 さ れ 、 低 頻 度 語 や
未 知 語 に つ い て は 後 者 の ル ー ト が 利 用 さ れ る と 考 え ら れ て い
る  ( C o l t h e a r t  e t  a l . ,  2 0 0 1 ;  門 田 ,  2 0 0 3 )。 F i g u r e 2 - 3 は 、 先
行 研 究 の 知 見 を 踏 ま え て 作 成 し た 、 英 語 の 母 語 話 者 の 英 単 語
の 音 韻 符 号 化 モ デ ル で あ る 。 こ こ で は 、 音 韻 符 号 化 の プ ロ セ
ス に 焦 点 を 当 て る た め 、 正 書 法 お よ び 音 韻 の 処 理 の 要 素 を 抜
き 出 し て 図 示 し た 。  
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英 語 母 語 話 者 の 場 合 、 既 知 語 の 音 韻 符 号 化 で は 、 視 覚 入 力
し た 後 、 読 み 手 の 長 期 記 憶 内 の メ ン タ ル レ キ シ コ ン に ア ク セ
ス し て 、 単 語 の 各 種 情 報 を 検 索 す る 。 音 韻 情 報 に つ い て は 、
音 素 単 位 お よ び 音 節 単 位 で 保 持 さ れ て い る と 思 わ れ る 。 そ れ
ら の 情 報 を も と に 正 書 法 表 象 、 さ ら に 音 韻 表 象 を 形 成 し て 音
韻 符 号 化 を す る 。 す な わ ち 、 単 語 と し て 認 知 し た 上 で 、 そ の
語 の 発 音 な ど の 情 報 を 検 索 し て 音 韻 符 号 化 を す る 。 未 知 語 に
対 し て は 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン に ア ク セ ス し て 単 語 の 正 書 法
情 報 に 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し 、 音 韻 符 号 化 を す る 。
す な わ ち 、 ど の よ う な 単 語 か は 認 知 せ ず に 、 書 記 素 － 音 素 の
対 応 関 係 を 手 掛 か り に 音 韻 符 号 化 を す る 。 書 記 素 － 音 素 変 換
規 則 は 、文 字  (書 記 素 )  と 音 声  (音 素 )  の 対 応 の ル ー ル で あ る 。
書 記 素 は 一 つ の 音 素 に 対 応 す る 文 字 な い し 文 字 列 を 指 す 。 心
的 な 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 作 業 レ ベ ル で 表 わ し た も の が フ
ォ ニ ッ ク ス ル ー ル で あ る 。  
フ ォ ニ ッ ク ス ル ー ル を パ タ ー ン を 使 っ て 体 系 的 か つ 明 示 的
に 指 導 す る の が フ ォ ニ ッ ク ス  ( P h o n i c s )  で あ り  (山 下 ,  
1 9 9 8 )、フ ォ ニ ッ ク ス ル ー ル に は 、大 き く 分 け る と 以 下 の 四 つ
の ル ー ル が あ る  (松 香 フ ォ ニ ッ ク ス 研 究 所 ,  1 9 9 8 )  ( T a b l e 2 - 1
参 照 )。 英 語 の 母 語 話 者 の 場 合 、 未 知 語 に は 、 書 記 素 － 音 素 変
換 規 則  (フ ォ ニ ッ ク ス ル ー ル の 基 本 ル ー ル 、 応 用 ル ー ル が 相
当 )  を 適 用 し て 、 音 韻 符 号 化 へ 至 る と 推 測 さ れ る 。  
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T a b l e 2 - 1  フォニックスルール  
ルール No. ルール名  ルール内容  例  
ルール 1 Phonics  Alphabet １つの子音字・母音字が 1 音を
表す  
k  / k /  
i  / i /  
ルール 2 Si lent  E 
 
 
Pol i te  Vowels 
母音字＋子音字＋ e  
→母音はアルファベット読みを
して e は読まない  
母音が 2 つ並列  
→ 1 番目をアルファベット読み
し、 2 番目は読まない  
c a k e  
 
 
r a i n  
ルール 3 Consonant  Digraphs 
Vowel  Digraphs 
2 つの子音が 1 音を表す  
2 つの母音が 1 音を表す  
s h i p  
r o o m  
ルール 4 Consonant  Blends 
 
 
Murmuring Vowels 
2 つまたは 3 つの子音字が連続  
→それぞれが元の音を残しなが
ら混じり合った音となる  
母音の文字に R がつく  
→混じり合った新しい音となる  
s k a t e  
 
 
c a r  
 
 
 
 
フ ォ ニ ッ ク ス ル ー ル に つ い て は 、 英 語 の 母 語 話 者 に は 上 記
の 全 て の ル ー ル を 教 授 す る が 、 日 本 の 小 学 校 の 外 国 語 活 動 や
中 学 校 の 英 語 授 業 で は 、 主 と し て ル ー ル 1 の 基 本 ル ー ル を 教
授 し て い る と 見 受 け ら れ る 。 英 語 塾 等 で は 、 基 本 ル ー ル の 他
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に 応 用 ル ー ル の 教 授 が さ れ て い る と こ ろ も あ る 。 本 研 究 の 実
証 研 究 で 対 象 と し て い る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は 、 大 学 生 を
除 く 全 員 が フ ォ ニ ッ ク ス の ル ー ル 1 の 教 授 を 受 け て い る 。 研
究 2、 研 究 3、 研 究 4 に お け る 一 部 の 参 加 者 は 、 ル ー ル 2、 ル
ー ル 3、 ル ー ル 4 の 応 用 ル ー ル の 教 授 も 受 け て い る 。  
こ れ ら の こ と を 踏 ま え る と 、 英 語 を 第 二 言 語 と し て 学 び 始
め た 日 本 人 学 習 者 は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 を ど の よ う に 音 韻
符 号 化 す る の だ ろ う か 。 こ こ で 言 う 「 英 語 を 学 び 始 め た 日 本
人 学 習 者 」 と は 、 英 語 の 音 声 や リ ズ ム に 慣 れ 親 し む こ と を 目
的 と し て 英 語 を 聞 い た り 復 唱 す る 活 動 を 主 と し て 行 っ て い る
学 習 者 を 指 し て い る 。 こ れ 以 降 は 、 上 記 の 意 味 を 持 つ て 日 本
人 初 級 英 語 学 習 者 と い う 呼 び 方 を す る 。 F i g u r e 2 - 3 が 示 す 英
語 の 母 語 話 者 の 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 モ デ ル を 参 考 に 、 英 語 を
学 び 始 め た 日 本 人 学 習 者 の 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 を 英 語 の 音 韻
情 報 の 利 用 と の 関 連 か ら 考 え る と 、以 下 の こ と が 予 測 で き る 。
英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し て い な い 日 本
人 初 級 英 語 学 習 者 は 、 既 知 語 に 対 し て は 、 メ ン タ ル レ キ シ コ
ン に ア ク セ ス し て 、 単 語 の 正 書 法 情 報 を 検 索 す る 。 音 韻 に 関
す る 情 報 も 検 索 す る が 、 日 本 語 の リ ズ ム の 影 響 を 受 け モ ー ラ
単 位 で 保 持 さ れ て お り 、 英 語 の 母 語 話 者 と 比 べ て 情 報 量 は 少
な い 。 保 持 さ れ て い る 音 韻 情 報 を も と に 音 韻 表 象 を 形 成 し て
音 韻 符 号 化 を す る 。 た だ し 、 先 行 研 究 の 指 摘 を 踏 ま え る と 、
単 語 の 音 韻 情 報 の 保 持 に は 、 日 本 語 の モ ー ラ に よ る 分 節 化 の
み な ら ず 記 憶 負 荷 の 影 響 が 考 え ら れ 、 該 当 単 語 の 正 し い 音 韻
情 報 が 保 持 さ れ て い な い 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 視 覚 情 報 に 頼
り 単 語 を 一 つ の ま と ま り と し て 処 理 す る 日 本 語 の 正 書 法 処 理
メ カ ニ ズ ム の 影 響 に よ り 、 英 単 語 の 音 韻 情 報 を う ま く 利 用 で
き ず 音 韻 表 象 を 形 成 す る こ と が で き な い 場 合 に は 、 音 韻 符 号
化 に 困 難 を 抱 え る こ と が 予 想 さ れ る 。 一 方 で 、 単 語 情 報 の 保
持 が な い 未 知 語 の 処 理 は で き な い と 推 測 さ れ る  ( F i g u r e 	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日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル
ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、 英 単 語 の 音 韻 構 造 の 知 識 を 得 る こ
と で 、 個 々 の 既 知 語 の 音 韻 情 報 に つ い て も 、 モ ー ラ 単 位 で は
な く 音 素 ・ 音 節 単 位 で の 分 節 化 が 可 能 と な る 。 結 果 と し て 、
英 語 の 音 韻 認 識 が 深 化 す る と 考 え ら れ る 。  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル
ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、 個 々 の 既 知 語 の 音 韻 情 報 の 他 に 、
メ ン タ ル レ キ シ コ ン 内 に 英 語 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 と い っ
た 文 字 と 音 声 の 対 応 ル ー ル が 情 報 と し て 保 持 さ れ る よ う に な
る と 推 察 さ れ る 。 視 覚 提 示 さ れ た 未 知 語 に つ い て は 、 視 覚 入
力 し た 後 、 単 語 と し て は 認 知 し な い が 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規
則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を す る こ と が で き る よ う に な る 、 と
予 測 さ れ る 。 	 
先 行 研 究 に お い て 、 日 本 語 の リ ズ ム に よ る 制 約 が 英 語 に お
け る 音 韻 処 理 に 影 響 を 及 ぼ し 、 日 本 人 英 語 学 習 者 が 困 難 を 抱
え る と い う 報 告 が さ れ て い る 	 (李 他 ,	 2 0 0 9 な ど )。 し か し 、
報 告 は 幼 児 を 対 象 と し た 、 聴 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に
限 定 さ れ た も の で あ る 。 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字
と 音 声 の 対 応 関 係 を 獲 得 し 英 語 の 音 韻 認 識 の 深 化 を 伴 う と 、
視 覚 提 示 さ れ た 既 知 語 の 音 韻 処 理 に 、 モ ー ラ の リ ズ ム に よ る
日 本 語 の 制 約 は 依 然 と し て あ る も の の 、 英 語 の 音 韻 構 造 を 意
識 し 、 英 語 の 音 節 に 基 づ く 分 節 化 技 能 が 獲 得 さ れ る こ と で 、
単 語 の 音 韻 情 報 の 保 持 に お い て 前 述 の 日 本 語 の リ ズ ム に よ る
制 約 が 緩 和 さ れ 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン 内 に 個 々 の 既 知 語 の 正
し い 音 韻 情 報 が 保 持 さ れ る と 予 想 さ れ る 。 単 語 の 正 し い 音 韻
情 報 が 保 持 さ れ る と 、語 彙 の 情 報 検 索 か ら 音 韻 表 象 を 形 成 し 、
音 節 に 基 づ い た 英 語 の 音 韻 処 理 が で き る よ う に な る 、 と 予 測
さ れ る 。 そ し て こ の 点 に つ い て は 、 実 証 研 究 を 行 い 検 証 す る
必 要 が あ る 。 	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前 述 の よ う に 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字 と 音 声
の 対 応 関 係 の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る こ と で 、 単 語 情 報 が 保
持 さ れ て い な く そ れ ま で で き な か っ た 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 が
可 能 に な る と 推 測 さ れ る 。 た だ し 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応
関 係 の ル ー ル の 獲 得 の レ ベ ル は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 内 容 を
踏 ま え る と 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、 概 し て フ ォ ニ ッ
ク ス の 基 本 ル ー ル の 獲 得 が で き て い る レ ベ ル で あ る と 想 定 さ
れ る 。 具 体 的 に は 、 F i g u r e 2 - 3 で も 示 さ れ た 書 記 素 － 音 素 変
換 規 則  (フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル 、 応 用 ル ー ル )  の う ち 、
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は 1 子 音 字 ・ 1 母 音 字 が 1 音 を 表 す 基
本 ル ー ル  (フ ォ ニ ッ ク ス ル ー ル 1 )  の 適 用 範 囲 で 文 字 を 音 韻
に 変 換 し 、 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 へ と 至 る 可 能 性 が あ る 。 こ の
よ う に 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 は 、 英
語 の 母 語 話 者 と 比 較 し て 、 適 用 で き る 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則
が 限 定 的 で 、 適 用 可 能 な 範 囲 で 音 韻 符 号 化 を す る と 予 想 さ れ
る 。 そ し て 複 数 あ る 変 換 規 則 の 適 用 の 可 否 を 決 め る も の は 、
英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル の 獲 得 の 程 度 、 す な わ
ち 英 語 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル で あ る と 考 え ら れ る が 、 こ の 点 に
つ い て も 検 証 さ れ る 必 要 が あ る 。  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 と 音 韻 符 号 化 に つ
い て 解 明 が な さ れ る と 、 前 述 の よ う な 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 が 英 語 の 音 読 が で き な い と い う 問 題 の 解 決 の 手 が か り が 得
ら れ る 。 ま た 、 既 知 語 ・ 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 と い う リ ー デ ィ
ン グ の 低 次 処 理 に 焦 点 を 当 て て 検 討 す る こ と は 、 低 次 処 理  
(単 語 認 知 )  の 効 率 化 に 関 わ る 具 体 的 情 報 が 提 供 さ れ る 。 さ ら
に 、 単 語 認 知 の 効 率 化 は 、 他 部 門 の 処 理 に 必 要 な 作 動 記 憶 資
源 の 温 存 に 持 つ な が り 、 よ り 多 く の 注 意 を リ ー デ ィ ン グ の 高
次 処 理  (英 文 の 読 解 等 )  に 回 せ る 、 と い う 意 義 が あ る 。  
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2 . 3  英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 と リ ー デ ィ ン グ  
能 力  
第 1 章 第 2 節 お よ び 第 2 章 第 2 節 で 、 英 語 の 体 系 的 学 習 に
必 須 の リ ー デ ィ ン グ 技 能 の 習 得 に は 、 英 語 の 音 韻 処 理 能 力 、
特 に 英 語 の 音 韻 認 識 が 重 要 で あ る こ と を 見 て き た 。 日 本 人 の
よ う に 、 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 習 す る 環 境 を 考 え る と 、 英
語 の 音 韻 認 識 を 習 得 す る に は 時 間 が か か り 、 あ る 程 度 明 示 的
な 教 授 が 必 要 だ と 言 え る 。 本 節 で は 、 明 示 的 な 英 語 の 文 字 と
音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 の 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音
韻 処 理 に お け る 効 果 の 範 囲 を 検 討 す る 。 具 体 的 に は 、 リ ー デ
ィ ン グ 指 導 の ボ ト ム ア ッ プ ・ ア プ ロ ー チ の 中 で も 代 表 的 な 、
日 本 で も 採 用 が 見 ら れ る フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 に つ い て 概 観 す る 。
フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 と は 、 英 語 の 発 音 と ス ペ リ ン グ の 関 係 を パ
タ ー ン を 使 っ て 明 示 的 に 教 え る 方 法 で あ る  (山 下 ,  1 9 9 8 )。 文
字 と 音 声 の 対 応 ル ー ル を 習 得 す る と 、 英 単 語 の 約 7 0 %を 自 分
の 力 で 読 め る よ う に な る と 言 わ れ て い る  (山 下 ,  1 9 9 8 )  。フ ォ
ニ ッ ク ス 指 導 は 、 英 語 を 母 語 と す る 子 ど も を 対 象 に し て い る
が 、 子 ど も の 英 語 の 音 韻 認 識 を 深 め 、 英 語 の 文 字 学 習 を 容 易
に す る 手 法 と し て 、 近 年 日 本 で も 英 語 教 室 等 で 広 く 採 用 さ れ
て お り  (山 下 ,  1 9 9 8 )、 そ の 効 果 に つ い て も 喧 伝 さ れ て い る 。
主 催 団 体 等 関 係 者 は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 学 習 は 文 字 と 音 声 と の
対 応 関 係 の 獲 得 、 す な わ ち 英 語 の 聴 解 と 音 読 に と ど ま ら な い
と し て お り 、 音 声 と 意 味 の 直 結 等 の 効 果 が 期 待 さ れ る と 主 張
し て い る  (松 香 フ ォ ニ ッ ク ス 研 究 所 ,  1 9 9 8 ,  2 0 1 4 )。  
一 方 で 、 フ ォ ニ ッ ク ス だ け 学 習 し て も 英 語 が 読 め る よ う に
は な か な か な ら な い 、 と い う 指 摘 も あ る  (ア レ ン 玉 井 ; 2 0 1 0
小 野 村 ,  2 0 1 3 )。 小 野 村  ( 2 0 1 3 )  に よ る と 、 本 来 は 音 の 操 作 が
で き る よ う に な っ て か ら 文 字 習 得 に 結 び つ け る と い う 習 得 の
流 れ を 、 文 字 と 音 声 を い き な り 結 び つ け 単 な る 1 対 1 の 暗 記
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活 動 に し て し ま い 、 リ ー デ ィ ン グ 能 力 の 発 達 に つ な が ら な い
危 険 が あ る と い う 。 こ の よ う に 、 フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 の 効 果 に
つ い て は 評 価 が 分 か れ る の が 現 状 で あ る 。  
以 下 で 、 先 行 研 究 の 知 見 を 踏 ま え な が ら 、 フ ォ ニ ッ ク ス の
効 果 に つ い て 検 討 す る 。 本 研 究 で は 、 小 学 校 高 学 年 児 童 を 、
英 語 の 音 韻 符 号 化 が で き な い と 指 摘 さ れ て い る 初 級 英 語 学 習
者 と し て 想 定 し て い る 。 日 本 人 英 語 学 習 者 の 音 韻 処 理 研 究 の
多 く が 研 究 対 象 と し て い る 幼 児 と は 、 認 知 段 階 が 異 な る 。 小
学 校 の 高 学 年 に な る と 、 言 語 処 理 が 全 体 的 処 理 か ら 分 析 的 処
理 へ 徐 々 に 移 行 す る 。 英 語 に 接 す る 際 に 英 語 を 使 う こ と だ け
で な く 、 英 語 と い う 言 葉 自 体 に も 注 意 が 向 き や す く な る と い
う  (井 狩 ,  2 0 1 2 )。 さ ら に 、 小 学 校 高 学 年 児 童 は 、 音 声 へ の 敏
感 性 も 残 し て い る と 報 告 さ れ て い る  (會 澤 ・ 宮 曽 根 ,  2 0 0 4 )。
こ の よ う に 、 音 声 に 敏 感 で 、 論 理 的 ・ 分 析 的 思 考 が 強 く な る
の が 、 本 研 究 で 対 象 と す る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 特 徴 で あ
る と 言 え る 。 し か し 、 補 足 実 験 で 対 象 と し た 初 級 レ ベ ル の 英
語 力 を 有 す る 大 学 生 は 、 音 声 へ の 敏 感 性 は 小 学 生 と 比 較 し て
低 く 、 こ の 点 で 小 学 校 高 学 年 の 初 級 英 語 学 習 者 と は 異 な る と
考 え ら れ る 。 こ の よ う な 学 習 者 の 特 徴 お よ び 先 行 研 究 の 知 見
を 踏 ま え る と 、 フ ォ ニ ッ ク ス を 通 し た 明 示 的 な 英 語 の 文 字 と
音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 を 受 け て そ れ が 心 的 に 獲 得 さ れ た な ら
ば 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は 、 英 語 の 音 韻 処 理 に お い て 、 単
語 の 音 韻 情 報 に も と づ く 音 韻 符 号 化 だ け で な く 、 書 記 素 － 音
素 変 換 規 則 を 適 用 し 音 韻 符 号 化 が で き る と 考 え ら れ る 。 た だ
し 、 F i g u r e 2 - 3 と F i g u r e 2 - 4 を 踏 ま え る と 、 日 本 人 初 級 英 語
学 習 者 と 英 語 の 母 語 話 者 と は 適 用 で き る 書 記 素 － 音 素 変 換 規
則 の 多 様 性 の 点 で 異 な る た め 、 結 果 と し て 書 記 素 － 音 素 変 換
規 則 を 利 用 し た 音 韻 符 号 化 に も 違 い が 見 ら れ る と 推 察 さ れ る 。 
さ ら に 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、 英 単 語 の 音 韻 符 号
化 が で き て も 、 英 語 の 母 語 話 者 の よ う に た だ ち に 単 語 の 意 味
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想 起 が で き る わ け で は な い と 推 測 さ れ る 。 そ の 根 拠 は 二 つ あ
る 。 一 つ は 、 英 語 の 母 語 話 者 の 子 ど も が 小 学 校 で フ ォ ニ ッ ク
ス を 学 ぶ 場 合 と 、 第 二 言 語 と し て 英 語 に 触 れ る 日 本 人 初 級 英
語 学 習 者 が フ ォ ニ ッ ク ス を 学 ぶ 場 合 の 、 英 語 へ の 接 触 量 の 違
い で あ る 。 日 本 人 の 英 語 学 習 者 は 学 習 対 象 言 語 で あ る 英 語 へ
の 接 触 量 が き わ め て 少 な い 。 一 方 、 英 語 母 語 話 者 の 場 合 、 読
み 書 き は で き な く て も 、 聞 い た り 、 話 し た り し て 言 葉 を 使 う
こ と が で き る 。 そ の 言 葉 の 意 味 も わ か っ て い る こ と が 想 定 さ
れ る 。 そ の 上 で 、 英 語 母 語 話 者 の 子 ど も は フ ォ ニ ッ ク ス を 学
ん で お り 、 そ れ ま で 意 味 を な さ な か っ た ア ル フ ァ ベ ッ ト の 羅
列 が 読 め る よ う に な り 、 読 む と 同 時 に 意 味 も わ か る 、 と い う
プ ロ セ ス を 踏 む と 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 日 本 人 初 級 英
語 学 習 者 の 場 合 は 、 英 語 の 母 語 話 者 の よ う に 、 英 単 語 の 正 書
法 情 報 や 音 韻 情 報 、 意 味 情 報 を 保 持 し て い な く 、 英 単 語 の 情
報 量 が 少 な い の で あ る  (山 下 ,  1 9 9 8 )。  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 フ ォ ニ ッ ク ス を 用 い た 英
語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 の 、 英 語 の 母 語 話 者 の よ う
な 効 果 は 見 ら れ な い と 考 え る も う 一 つ の 根 拠 は 、 英 語 と 日 本
語 の 書 記 体 系 の 違 い と 正 書 法 深 度 の 違 い で あ る 。前 述 の 通 り 、
日 本 語 は 表 語 式 書 記 体 系 で 、 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 が 規 則 的
と い う 浅 い 正 書 法 で あ る 。 一 方 英 語 は ア ル フ ァ ベ ッ ト 式 書 記
体 系 で 、 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 が 不 規 則 な 深 い 正 書 法 を 持 つ
言 語 で あ る 。 文 字 が 導 入 さ れ る 学 齢 期 以 降 は 、 書 記 体 系 が 視
覚 提 示 さ れ る 文 字 の 読 み に 影 響 を 与 え る 。 先 行 研 究 の 報 告 に
あ る 通 り 、 日 本 人 の 場 合 視 覚 提 示 さ れ た 単 語 の 認 知 を 視 覚 情
報 に 頼 っ て 処 理 す る 傾 向 が あ る た め 、 フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 を 受
け て も 、 た だ ち に 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 が で き 、 か つ 意 味 の 想
起 が で き る と い っ た 英 語 の 母 語 話 者 の 子 ど も と 同 様 の 効 果 は
期 待 で き な い と 考 え ら れ る 。  
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第 3 章 	  目 的  
 
3 . 1  本 研 究 の 目 的  
本 研 究 は 、 日本人初級英語学習者が英 語 能 力 を 習 得 す る 上 で 、
視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化 が で き な い と い う 困 難 点 を
抱 え て い る こ と に 注 目 し た 。 先 行 研 究 の 知 見 を 踏 ま え る と 、
音 韻 符 号 化 が で き な い と い う 問 題 は 、 ス ピ ー キ ン グ ・ リ ス ニ
ン グ 技 能 か ら リ ー デ ィ ン グ 技 能 の 習 得 へ と つ な が ら ず 、 英 語
能 力 の ス ム ー ズ な 熟 達 化 の 妨 げ と な っ て い る 。 本 研 究 で は 、
上 記 の 問 題 を 抱 え て い る と 指 摘 さ れ た 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 を 研 究 の 対 象 と す る 。 日 本 語 を 母 語 に 持 つ 第 二 言 語 学 習 者
で あ る こ と 、 小 学 校 高 学 年 の 初 級 英 語 学 習 者 で あ る こ と 、 と
い っ た 学 習 者 の 持 つ 独 自 性 が 、 英 語 の リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処
理 に お け る 音 韻 符 号 化 に ど の よ う に 反 映 さ れ る か を 、 英 語 の
音 韻 認 識 と 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 の 関 係 か ら 検 討 す る 。  
本 章 で は 、 第 1 章 、 第 2 章 で の 議 論 を 踏 ま え て 、 本 研 究 の
目 的 と 仮 説 を 具 体 的 に 述 べ る 。  
第 二 言 語 の 習 得 に は 、 母 語 の 影 響 が 見 ら れ る と い う 先 行 研
究 の 報 告 が あ る 。 第 1 章 お よ び 第 2 章 で は 、 母 語 の 日 本 語 が
英 語 の 音 韻 処 理 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 。 １ 点 目 の 影
響 は 、 日 本 語 の 韻 律 的 特 徴 	 (モ ー ラ の リ ズ ム )	 を 踏 ま え た 音
声 知 覚 が 、 リ ス ニ ン グ に お け る 英 語 の 音 韻 処 理 を 制 約 す る こ
と で あ る 	 (O t a k e  e t  a l . ,  1 9 9 6 ;  C u t l e r , e t  a l . ,  2 0 0 2 ;  水 口 他 ,	 
2 0 1 3 a )。 2 点 目 の 影 響 は 、 日 本 語 の 正 書 法 の 書 記 体 系  (日 本
語 は 表 語 形 式 )	 と 正 書 法 深 度 に お け る 英 語 と の 違 い 	 (日 本 語
は 浅 い 正 書 法 )	 が 、 英 語 の リ ー デ ィ ン グ に お け る 音 韻 処 理 に
制 約 を も た ら す こ と で あ る 	 ( K o d a ,  1 9 9 8 ;  A k a m a t s u ,  1 9 9 9 )。 
前 者 の 日 本 語 の 制 約 に つ い て は 、水 口 他  ( 2 0 1 3 a )  に よ る と 、
聴 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 声 知 覚 に お い て 、 日 本 語 母 語 話 者 は
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日 本 語 の モ ー ラ の リ ズ ム に 準 じ た 分 節 化 を 行 い 、 困 難 を 抱 え
る と い う 。 そ し て 、 日 本 人 幼 児 の 段 階 で す で に 日 本 語 の 音 声
知 覚 の 制 約 が 強 く 、 年 長 の 英 語 学 習 者 に 対 し て も 、 日 本 語 の
制 約 に よ る 音 声 知 覚 を 変 え る こ と は 難 し い こ と が 指 摘 さ れ て
い る  (水 口 他 ,  2 0 1 3 a )。こ の こ と を 踏 ま え る と 、英 語 習 得 に お
け る 日 本 語 の 制 約 に 関 し て は 発 達 的 に 変 わ っ て い く も の で は
な い こ と が 示 唆 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ど の 年 代 の 日 本 人 英
語 学 習 者 に と っ て も 共 通 に 見 ら れ る 制 約 で あ る こ と が 推 察 さ
れ る 。ま た 、水 口 他 	 ( 2 0 1 3 a )  は 、モ ー ラ の リ ズ ム が 英 語 の 習
得 に 及 ぼ す 影 響 は 否 定 的 な も の ば か り で は な く 、 音 を 細 分 化
す る 特 徴 を 持 つ モ ー ラ の リ ズ ム に よ っ て 、 日 本 語 母 語 話 者 が
英 単 語 の 構 成 音 声 を 正 確 に 認 識 で き る と い う 利 点 を 示 唆 し て
い る 。さ ら に 、水 口 他  ( 2 0 1 3 a ) 	 は 、モ ー ラ の リ ズ ム は 日 本 語
母 語 話 者 に と っ て 、文 字 を 通 し て 英 語 の 語 彙 や 文 法 を 学 習 し 、
文 章 を 読 解 す る こ と に お い て 有 利 に 働 く と 考 え ら れ る 、 と 考
察 し て い る 。 	 
聴 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 が 日 本 語 の 制 約 を 強 く 受 け
る こ と が 指 摘 さ れ た が 、 そ の 制 約 を 補 う た め の 手 立 て と し て
は 、 こ の よ う に 文 字 の 導 入 の 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 視 覚 提 示
さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理  ( 音 韻 符 号 化 )  に お い て も 、 聴 覚 提 示
さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 と 同 様 に 、 日 本 語 の 制 約 を 強 く 受 け る
こ と が 指 摘 さ れ て い る  ( 例 え ば K o d a ,  1 9 9 8 ;  A k a m a t s u ,  
1 9 9 9 )。た だ し 、聴 覚 提 示 と は 異 な り 、視 覚 提 示 の 場 合 に は 文
字 ・ 綴 り の 情 報 が 付 加 さ れ て 提 示 さ れ る 。 先 行 研 究 か ら は 、
モ ー ラ の リ ズ ム は 、 文 字 を 通 し た 語 彙 や 文 法 の 獲 得 に 有 利 に
働 く 可 能 性 も あ る と 指 摘 さ れ 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処
理 に つ い て は 、 聴 覚 提 示 の 場 合 と 比 べ て 、 日 本 語 に よ る 制 約
は 緩 和 さ れ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 本 研 究 が 基 本 的 に 対 象 と
す る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は 、 小 学 校 高 学 年 児 童 を 想 定 し て
い る 。 こ の 時 期 は 音 声 へ の 敏 感 性 も 残 し つ つ 、 論 理 的 ・ 分 析
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的 思 考 が 強 く な る の が 特 徴 だ と 言 わ れ て い る 。 学 習 者 の こ の
よ う な 認 知 段 階 を 考 慮 す る と 、 幼 児 と 比 べ て 、 視 覚 提 示 さ れ
た 英 語 の 音 韻 処 理 に お け る 日 本 語 の 制 約 は 緩 和 さ れ る 可 能 性
も あ る と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 こ の 点 に つ い て は 実 証 研 究 を
通 し て 検 証 さ れ る 必 要 が あ る 。  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字 を 音 韻 符 号 化 す る と い
っ た 音 韻 処 理 に 困 難 を 抱 え る  (小 菅 ,  2 0 1 3 )  こ と は 、前 述 の よ
う な 日 本 語 か ら の 制 約 が 原 因 の 一 つ と 言 え る 。 と 同 時 に 、 も
う 一 つ の 要 因 と し て は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻
認 識 が 浅 い こ と が 考 え ら れ る  (ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )。  
こ れ ら の 先 行 研 究 の 知 見 を 踏 ま え て 、 本 研 究 は 、 第 二 言 語
と し て 英 語 を 学 ぶ 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に つ い て 、 母 語 の 日
本 語 の 制 約 を 考 慮 し つ つ 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル
ー ル の 獲 得 と 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に つ い て 検 討 す
る 。 本 研 究 で は 、 具 体 的 に 以 下 の 二 つ の 目 的 を 設 定 し 、 仮 説
を 立 て た 。  
 
目 的 1 .  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、英 語 の 文 字 と 音 声 の  
対 応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し て い る こ と と 、 視 覚 提 示
さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 、 特 に 既 知 語 ・ 未 知 語 の 音 韻
符 号 化 と の 関 連 に つ い て 検 討 す る 。  
仮 説 1 .  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関
係 の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、視 覚 提 示 さ れ た 既 知
語 に 対 し て は 音 節 に 基 づ い た 音 韻 処 理 を 行 い 、未 知 語
に 対 し て は 正 書 法 情 報 に 英 語 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規
則 を 適 用 し て 、 音 韻 符 号 化 が で き る よ う に な る 。 	 
	 
目 的 2 .  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 音 韻 認 識 の レ ベ ル  
と 達 成 で き る リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 と の 関 連 を 検
討 す る 。  
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仮 説 2 .  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て は 、音 節 レ ベ ル の 音 韻
認 識 を 獲 得 し て い る と 、 文 字 と 音 声 が 規 則 対 応 の 短
い 音 節 か ら 成 る 英 単 語 お よ び 短 文 の 音 韻 符 号 化 が で
き る 。 ま た 、 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 を 獲 得 し て い る
と 、 文 字 と 音 声 が 不 規 則 な 対 応 で 長 い 音 節 の 英 単 語
や 短 文 で も 音 韻 符 号 化 が で き る 。  
 
以 下 で そ れ ぞ れ の 目 的 と 仮 説 に つ い て 説 明 す る 。  
 
目 的 1 .  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、英 語 の 文 字 と 音 声 の
対 応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し て い る こ と と 、 視 覚 提 示
さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 、 特 に 既 知 語 ・ 未 知 語 の 音 韻
符 号 化 と の 関 連 に つ い て 検 討 す る 。  
 
先 行 研 究 か ら は 、 単 語 の 音 韻 符 号 化 に 際 し 、 二 つ の ル ー ト
が あ る と す る 二 重 経 路 モ デ ル が 支 持 さ れ て い る  ( C o l t h a r t , 	 
e t  a l . , 2 0 0 1 )。 既 知 語 の 音 韻 符 号 化 で は 、 視 覚 入 力 し た 後 、 読
み 手 の 長 期 記 憶 内 の メ ン タ ル レ キ シ コ ン に ア ク セ ス し て 、 単
語 の 正 書 法 情 報 を 検 索 し 、 さ ら に 音 韻 情 報 も 検 索 し そ れ を も
と に 音 韻 表 象 を 形 成 し て 音 韻 符 号 化 を す る 。 す な わ ち 、 単 語
と し て 認 知 し た 上 で 、 そ の 語 の 発 音 な ど の 情 報 を 検 索 し て 音
韻 符 号 化 を し て い る 。 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 で は 、 視 覚 提 示 さ
れ た 単 語 の 正 書 法 表 象 を 形 成 し た 後 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則
を 適 用 し 、 音 韻 符 号 化 を す る  (門 田 ,  2 0 0 7 )。 こ こ で 述 べ ら れ
て い る の は 、 英 語 の 母 語 話 者 が 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 を 音 読 す
る 際 の ル ー ト で あ る 。 で は 、 英 語 を 第 二 言 語 と し て 学 ぶ 日 本
人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 を 音 読 す る 場 合 に は 、 ど の よ う に 音
韻 符 号 化 へ と 至 る の で あ ろ う か 。 音 韻 符 号 化 に 関 す る 先 行 研
究 は 、 成 人 を 対 象 と し 、 既 知 の 単 語 を 材 料 と し て 調 査 ・ 実 験
を 行 っ て お り 、 学 習 者 が 未 習 の 単 語 に 接 し た 時 に ど の よ う な
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音 韻 処 理 を 行 う の か 、 あ る い は 行 わ な い の か に 関 し て は 明 ら
か に さ れ て い な い 。  
理 論 モ デ ル  ( C o l t h e a r t ,  1 9 9 8 ;  門 田 ,  2 0 0 6 )  か ら 予 想 す る
と 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 単 語 の 音 韻 符 号 化 が 可
能 な 場 合 と 不 可 能 な 場 合 が 想 定 さ れ る 。両 者 を 分 か つ も の は 、
英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し て い る か 否 か
だ と 考 え ら れ る 。 第 2 章 第 2 節 で F i g u r e 2 - 3 が 示 す 英 語 の 母
語 話 者 の 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 モ デ ル を 参 考 に 、 日 本 人 初 級 英
語 学 習 者 の 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 を 、 英 語 の 音 韻 認 識 の 深 化 と
の 関 連 で 考 え る と 、 以 下 の こ と が 予 想 で き る 。 英 語 の 文 字 と
音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し て い な い 日 本 人 初 級 英 語 学
習 者 が 英 単 語 を 音 韻 符 号 化 す る 場 合 、 既 知 語 に 対 し て は メ ン
タ ル レ キ シ コ ン に ア ク セ ス し て 、 単 語 の 正 書 法 情 報 を 検 索 す
る と 同 時 に 、 音 韻 に 関 す る 情 報 も 検 索 し  (た だ し 、 英 語 の 母
語 話 者 と 比 べ て そ の 情 報 量 は 少 な い )、そ れ を も と に 音 韻 表 象
を 形 成 し て 音 韻 符 号 化 を す る 。 し か し 、 既 知 語 の 音 韻 符 号 化
に つ い て は 、 日 本 語 の 韻 律 的 特 徴 や 書 記 体 系 の 英 語 と の 違 い
か ら く る 制 約 が あ り 、 音 韻 表 象 を う ま く 形 成 す る こ と が で き
な い 場 合 に は 、 音 韻 符 号 化 に 困 難 を 抱 え る と 考 え ら れ る 。 ま
た 、 既 知 語 で は な く 、 未 知 語 の 場 合 は 正 書 法 情 報 を 検 索 し て
も 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 利 用 す る こ と が で き な く 、 音 韻 情
報 を 検 索 し て も 音 韻 情 報 の 保 持 が な い た め 、 結 果 と し て 処 理
は で き な い と 推 察 さ れ る  (第 2 章 第 2 節 F i g u r e 2 - 4 参 照 )。  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル
ー ル を 心 的 に 獲 得 す る こ と は 、 視 覚 提 示 さ れ た 既 知 語 の 音 韻
処 理 に モ ー ラ の リ ズ ム に よ る 日 本 語 の 制 約 は あ る も の の 、 英
語 の 音 韻 構 造 を 理 解 し 、 英 語 の 音 節 に 基 づ く 分 節 化 技 能 が 獲
得 さ れ る こ と で 、 単 語 の 音 韻 情 報 の 保 持 に お い て 日 本 語 の リ
ズ ム に よ る 制 約 が 緩 和 さ れ 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン 内 に 個 々 の
既 知 語 の 正 し い 音 韻 情 報 が 保 持 さ れ る よ う に な る 。 そ し て 、
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単 語 の 音 韻 情 報 か ら 正 し い 音 韻 表 象 を 形 成 し 、 音 節 に 基 づ い
た 英 語 の 音 韻 処 理 が 可 能 に な る と 思 わ れ る 。 そ し て こ の 点 に
つ い て は 、 実 証 研 究 で 検 討 す る 必 要 が あ る 。 	 
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル
ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、 個 々 の 既 知 語 の 語 彙 情 報 の 他 に 、
メ ン タ ル レ キ シ コ ン 内 に 英 語 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 と い っ
た 、 文 字 と 音 声 の 対 応 ル ー ル が 情 報 と し て 保 持 さ れ る よ う に
な る と 考 え ら れ る 。 学 習 者 は 英 単 語 を 視 覚 入 力 し た 後 、 そ の
単 語 が 未 知 語 の 場 合 に 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン 内 で 単 語 と し て
は 認 知 し な い が 、 英 語 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 、
音 韻 符 号 化 が で き る よ う に な る 、 と 推 察 さ れ る 。 し か し な が
ら 、 こ の 点 に つ い て は 実 証 的 に 検 討 さ れ る 必 要 が あ る 。 本 研
究 で は 研 究 1 に お い て 、 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル の 獲
得 が 英 語 の 音 韻 処 理 に も た ら す 影 響 を 調 べ る た め に 、 フ ォ ニ
ッ ク ス の 教 授 を 受 け た 参 加 者 の 群 の 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音
韻 符 号 化 課 題 を 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け て い な い 群 と 比
較 す る 。 ま た 、 研 究 2、 研 究 3 に お い て 、 英 語 の 未 知 語 の 音
韻 符 号 化 の 可 否 を 調 べ る た め 擬 似 単 語 音 読 課 題 を 与 え 、 英 語
の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し た 日 本 人 初 級 英 語
学 習 者 の 、視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に つ い て 検 討 す る 。	 
文 字 を 学 習 し 、 外 国 語 活 動 に 参 加 し て い る 小 学 校 高 学 年 の 日
本 人 初 級 英 語 学 習 者 を 対 象 に 、日 本 語 の 制 約 を 踏 ま え な が ら 、
英 語 の 音 韻 認 識 の 深 化 と 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 と
の 関 係 に つ い て 立 て た 前 述 の 仮 説 は 、 本 研 究 独 自 の も の と 言
え よ う 。 	 
以 上 が 、 本 研 究 の 目 的 1 と 仮 説 で あ る 。  
 
目 的 2 .  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、音 韻 認 識 の レ ベ ル と  
達 成 で き る リ ー デ ィ ン グ 能 力 と の 関 連 を 検 討 す る 。  
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 英 語 の 初 期 の 学 習 段 階 で は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符
号 化 が 適 切 に 行 え る こ と が 、 英 語 能 力 の ス ム ー ズ な 熟 達 化 や
そ の 後 の 学 習 の 動 機 づ け に と っ て 大 切 で あ る こ と が 先 行 研 究
で 示 さ れ て い る  ( W a g n e r , e t  a l . ,  1 9 8 7 )。 ま た 、 英 語 の 音 韻 符
号 化 能 力 の 習 熟 プ ロ セ ス は 、 音 韻 認 識 の 深 化 と し て 考 え ら れ
て き た 。 し か し 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 音 韻 処 理 に つ い て
は 単 語 の 綴 り と 音 声 が 独 立 し て し ま っ て い る  ( 関 屋 ,  1 9 9 4 )  
と い っ た 先 行 研 究 の 知 見 も あ る こ と か ら 、 音 韻 認 識 の 深 化 と
そ こ で 達 成 さ れ る 音 韻 符 号 化 に 関 し て は 、 実 証 研 究 に 基 づ く
再 考 が 必 要 で あ る 。 本 研 究 で は 研 究 2 に お い て 、 フ ォ ニ ッ ク
ス の 学 習 期 間 の 異 な る 二 つ の グ ル ー プ を 対 象 と し 、 音 韻 認 識
を 音 節  (低 次 )  レ ベ ル 、音 素  (高 次 )  レ ベ ル に 細 分 化 し 、日 本
人 初 級 英 語 学 習 者 の 、 音 韻 認 識 の レ ベ ル と 可 能 と な る 低 次 処
理 に つ い て 検 討 す る 。  
リ ー デ ィ ン グ の 習 得 に 必 要 と さ れ る 音 韻 認 識 の レ ベ ル に つ
い て 、 英 語 圏 で は 諸 説 が あ り 、 オ ン セ ッ ト ・ ラ イ ム レ ベ ル の
処 理 能 力 が あ れ ば 可 能 で あ る と す る 立 場  ( B r a d e l y  &  B r y a n t ,  
1 9 8 3 ;  G o s w a m i  &  B r y a n t ,  1 9 9 0 等 )  と 、 音 素 レ ベ ル の 処 理 能
力 が 必 要 で あ る と い う 立 場  ( A d a m s ,  1 9 9 0 ;  E h r i , N u n e , 	 
W i l l o w s ,  S c h u s t e r ,  Y a g h o u b - Z a d e h ,  &  S h a n a h a n ,  2 0 0 1 等 )  
に 分 か れ 、 結 論 が 出 て い な い 。 た だ し 、 音 素 レ ベ ル の 処 理 の
訓 練 が リ ー デ ィ ン グ 能 力 の 習 得 を 促 進 す る と い う 知 見 も あ り  
( F o x  &  R o u t h ,  1 9 8 4 ;  H a r c h e r ,  H u l m e ,  &  S n o w l i n g ,  2 0 0 4 )、
音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が リ ー デ ィ ン グ 能 力 の 習 得 と 関 係 が あ
る と す る 見 方 は 、 否 定 さ れ る も の で は な い と 言 え る  ( 垣 花 ,  
2 0 0 4 )。先 行 研 究 の 報 告 を 参 考 に す る と 、日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 の 英 語 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル と 可 能 な 低 次 処 理 に つ い て は 、
以 下 の こ と が 予 想 さ れ る 。  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て は 、 音 節  (低 次 )  レ ベ ル の  
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音 韻 認 識 を 獲 得 し て い る と 、 視 覚 提 示 さ れ た 簡 単 な 英 単 語   
(英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 が 規 則 的 で 1～ 2 音 節 の も の )  と 短  
文 の 音 韻 符 号 化 が で き る 。 ま た 、 音 素 （ 高 次 ） レ ベ ル の 音 韻  
認 識 を 獲 得 し て い る と 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 が 不 規 則 な  
も の を 含 め た 3 音 節 以 上 の 英 単 語 と 短 文 の 音 韻 符 号 化 も で き  
る と 推 測 さ れ る 。 た だ し 、 低 次 お よ び 高 次 レ ベ ル の 音 韻 認 識  
を 獲 得 し て い て も 、 該 当 単 語 の 意 味 情 報 が 蓄 積 さ れ て い な い  
場 合 に は 、 英 単 語 の 意 味 想 起 と 短 文 の 意 味 理 解 に は つ な が ら  
な い と 考 え ら れ る 。 本 研 究 で は さ ら に 研 究 3 を 実 施 し 、 リ ー 	 
デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お い て 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 が 英 単 語 の 	 
意 味 想 起 に ど の よ う に 関 与 す る の か 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 	 
の 音 読 方 法 、 お よ び 意 味 の 把 握 の 仕 方 も 調 査 し な が ら 検 証 を 	 
行 う 。 そ れ ら の 検 証 を 行 う こ と で 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の  
リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 の 高 速 化 を 進 め る 要 因 に つ い て の 知  
見 を 得 る こ と が で き 、 そ の 後 の 高 次 処 理 の 読 解 の 促 進 に 持 つ  
な が る と 考 え ら れ る 。  
さ ら に 、 英 語 の 母 語 話 者 に お い て は 、 英 語 の 音 韻 認 識 は 、  
語 彙 の 知 識 や 新 し い 単 語 の 習 得 と 関 連 し  ( B o w e y , 1 9 9 6 , 	 
2 0 0 1 ;  M e t s a l a ,  1 9 9 9 ;  d e J o n g ,  e t  a l . ,  2 0 0 0 )、 ま た 文 字 の 読
解 能 力 を 予 測 す る こ と が 指 摘 さ れ て い る  ( A d a m s ,  1 9 9 0 ;  
C a s t l e s ,  e t  a l . ,  2 0 0 4 )。 研 究 4 に お い て は 、 英 語 の 音 素 レ ベ
ル の 音 韻 認 識 を 有 す る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 を 対 象 に 、 英 語
の 音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル )  と 単 語 の 知 識  (正 書 法 、 音 韻 、 意
味 )、お よ び 英 文 の リ ー デ ィ ン グ 能 力  (音 韻 符 号 化 、意 味 理 解 )  
と の 関 連 を 検 討 す る 。 英 語 の 母 語 話 者 に お い て は 上 記 三 つ の
能 力 が 密 接 に 関 連 し て い る と の 先 行 研 究 の 知 見 が あ る が 、 果
た し て 日 本 語 を 母 語 と す る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 に
は ど う な の か 、 検 討 す る 。 以 上 が 、 本 研 究 の 目 的 2 と 仮 説 で
あ る 。  
	 本 研 究 で は 、 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 ぶ 日 本 語 母 語 話 者 で
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あ り 、小 学 校 高 学 年 を 想 定 し た 初 級 英 語 学 習 者 を 対 象 と し て 、
英 語 の 音 韻 符 号 化 に つ い て 検 討 す る 。 そ の 際 、 英 語 の 音 韻 認
識 と 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 ル ー ル で あ る 、 書 記 素 － 音 素 変
換 規 則 の 関 係 か ら 検 討 を 行 う 。 さ ら に 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 の 英 語 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル と リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に つ
い て も 検 証 を 試 み る 。  
前 述 の よ う に 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は 、 英 語 の 文 字 の 音
声 化 に 困 難 を 伴 う と い う 指 摘 が あ る  (小 菅 ,  2 0 1 3 )。 そ の よ う
な 困 難 点 を 補 う も の の 一 つ と し て 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応
関 係 の 教 授 が あ る 。 フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 は 、 英 語 の 母 語 話 者 の
リ ー デ ィ ン グ 能 力 の 養 成 を 目 的 と し て 、 英 語 の 発 音 と ス ペ リ
ン グ の 関 係 を 合 理 的 に 教 え る 。 中 に は 、 フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 の
効 果 に つ い て 、 日 本 語 を 使 わ ず に 単 語 の 発 音 と 意 味 が 直 結 す
る と い う 効 果 を 宣 伝 し て い る 教 材 が あ る  (松 香 フ ォ ニ ッ ク ス
研 究 所 ,  1 9 9 8 )。 ま た 、 リ ー デ ィ ン グ 能 力 に と ど ま ら ず 、 リ ス
ニ ン グ 、 ス ピ ー キ ン グ 、 ラ イ テ ィ ン グ を 含 む 4 技 能 に お け る
学 習 効 果 も 謳 わ れ て い る  (松 香 フ ォ ニ ッ ク ス 研 究 所 ,  2 0 1 4 )。
し か し な が ら 、 先 行 研 究 の 知 見 を 踏 ま え る と 、 日 本 で 英 語 を
学 ぶ 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、 英 語 の 母 語 話 者 の 子 ど も
と 違 い 英 語 へ の 接 触 量 が 少 な く 、 記 憶 さ れ て い る 単 語 の 数 も
少 な い た め 、 果 た し て 英 語 の 母 語 話 者 の 子 ど も へ の 効 果 と 同
様 の 、 広 範 囲 の 効 果 が 見 ら れ る か ど う か 疑 問 が 持 た れ る 。 本
研 究 は 、前 述 の 二 つ の 目 的 に 加 え 、研 究 1 と 研 究 2 を 実 施 し 、
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け て 、 視 覚
提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 お よ び 意 味 想 起 が で き る か ど
う か に つ い て も 検 討 を 試 み る 。  
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3 . 2  本 研 究 の 構 成  
本 研 究 の 構 成 は 以 下 の 通 り  ( F i g u r e 3 - 1 )  で あ る 。  
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
第Ⅰ部 問題と目的
第1章 英語の母語話者と日本人英語学習者の英語の音韻処理
第2章 第二言語としての英語のリーディング
第3章 目的
第Ⅱ部 実証研究
第4章 研究1
フォニックスの基本ルールの教授が日本人初級英語学習者の
英語の音韻処理に与える効果
第5章 研究2  
英語の文字と音声の対応関係の教授が日本人初級英語学習者の
英語のリーディングの低次処理に与える効果
第6章 研究3-1,  研究3-2-1,  研究3-2-2  
リーディングの低次処理における音韻符号化の役割
第7章 研究4    
日本人初級英語学習者の英語の音韻認識とリーディング能力との関係
第Ⅲ部 総括
第8章 総合考察
 
 
F i g u r e 3 - 1  本研究の構成  
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第 I 部 で は 、 本 研 究 の 問 題 と 目 的 を 述 べ る 。 第 1 章 で 、 英
語 の 母 語 話 者 と 日 本 人 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 処 理 に つ い て
検 討 す る 。 初 め に 、 母 語 の 日 本 語 が 英 語 の 音 韻 処 理 に 与 え る
制 約 に つ い て 考 察 す る 。 さ ら に 、 言 語 の 理 解 と 習 得 に 必 要 と
さ れ る 音 韻 処 理 に つ い て 、 そ の 種 類 と 、 音 韻 処 理 の 一 つ で あ
る 音 韻 認 識 の 発 達 の 順 序 を 見 る 。 そ れ ら を 踏 ま え 、 英 語 習 得
と 音 韻 処 理 能 力 に つ い て 考 察 す る 。 第 2 章 で 、 第 二 言 語 と し
て の 英 語 の リ ー デ ィ ン グ に つ い て 、 リ ー デ ィ ン グ の プ ロ セ ス
と 各 プ ロ セ ス で 行 わ れ る 処 理 、 お よ び 英 語 母 語 話 者 と 日 本 人
初 級 英 語 学 習 者 の リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る 音 韻 符 号
化 に つ い て 、 日 本 語 の 制 約 を 考 慮 し な が ら 、 具 体 的 に 検 討 す
る 。 さ ら に 、 第 2 章 で は 、 英 語 の 母 語 話 者 を 対 象 と し た 、 英
語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 を 明 示 的 に 教 え る フ ォ ニ ッ ク ス 指
導 を 概 観 し 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 処 理 に お け
る 教 授 の 効 果 に つ い て も 検 討 す る 。 第 3 章 で は 、 第 1 章 と 第
2 章 で 概 観 し た 先 行 研 究 の 知 見 と 問 題 点 を 踏 ま え て 、 本 研 究
の 目 的 お よ び 仮 説 、 本 研 究 の 構 成 を 述 べ る 。  
第 I I 部 で は 、日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 処 理 と リ
ー デ ィ ン グ に つ い て の 実 証 研 究 を 報 告 す る 。 本 研 究 の 目 的 1
の 仮 説 の 検 証 の た め に 、 研 究 1、 研 究 2 お よ び 研 究 3 を 実 施
す る 。 目 的 2 の 仮 説 の 検 証 の た め に 、 研 究 2 お よ び 研 究 4 を
実 施 す る 。具 体 的 に は 、第 4 章  (研 究 1 )  で 、フ ォ ニ ッ ク ス の
基 本 ル ー ル の 教 授 が 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 処
理 に 与 え る 効 果 を 検 討 す る 。第 5 章  (研 究 2 )  で 、英 語 の 文 字
と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 が 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の
リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に 与 え る 効 果 を 検 討 す る 。 そ の 際 、
音 韻 認 識 を 低 次  (音 節 )  と 高 次  (音 素 )  レ ベ ル に 分 け 、音 韻 認
識 の レ ベ ル と 可 能 に な る 音 韻 処 理 と の 関 係 を 検 討 す る 。 第 6
章  (研 究 3 )  で は 、リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る 音 韻 符 号
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化 の 役 割 を 検 討 す る 。第 7 章  (研 究 4 )  で は 、日 本 人 初 級 英 語
学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 と リ ー デ ィ ン グ 能 力 と の 関 係 を 検 討
す る 。  
第 I I I 部 で は 、 第 I 部 と 第 I I 部 の 結 果 を 総 括 し 、 本 研 究 で
得 ら れ た 知 見 を ま と め 、 成 果 と 課 題 、 お よ び 応 用 と し て の 今
後 の 研 究 の 方 向 性 を 示 す 。  
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第 II 部	 実証研究	 
	 
第 4 章 	 	  
 
研 究 1 :  フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 が 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者  
の 英 語 の 音 韻 処 理 に 与 え る 効 果  
 
4 . 1 問 題 と 目 的  
先 行 研 究 の 知 見 を 踏 ま え る と 、 リ ー デ ィ ン グ に は 音 韻 処 理
が 重 要 で あ る と さ れ て い る 。 例 え ば 、 初 級 レ ベ ル の 日 本 人 英
語 学 習 者 が 、 リ ー デ ィ ン グ の デ ィ コ ー デ ィ ン グ  (低 次 処 理 )  
プ ロ セ ス に お い て 、 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 に つ い て の 知 識 が
十 分 で な く 、 文 字 を 音 声 に 変 換 す る 音 韻 符 号 化 が で き ず に 文
字 か ら 構 成 さ れ る 単 語 の 音 読 も 困 難 で あ る こ と が 報 告 さ れ て
い る  (宮 曽 根 ,  2 0 0 1 a ,  2 0 0 1 b ;  川 崎 ,  2 0 0 8 )。こ の よ う に 英 語 の
音 韻 認 識 が 浅 い こ と が 、 初 級 レ ベ ル の 日 本 人 英 語 学 習 者 が 英
語 を 読 め な い 主 な 理 由 と し て 指 摘 さ れ て い る と こ ろ で あ る  
(川 崎 ,  2 0 0 8 ;  ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )。 上 級 レ ベ ル の 英 語 学 習 者 に
と っ て も 音 韻 処 理 の 重 要 性 は 指 摘 さ れ て い る 。 上 級 レ ベ ル の
英 語 学 習 者 の 場 合 、 文 字 と 音 声 の 変 換 規 則 と い う 音 韻 認 識 は
あ る 程 度 あ り 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 お よ び 意 味 想 起 は で き る も
の の 、 プ ロ ソ デ ィ  (韻 律 の こ と で 音 節 構 造 ・ 音 節 連 続 ・ ア ク
セ ン ト ・ イ ン ト ネ ー シ ョ ン 等 、 音 韻 に 関 わ る さ ま ざ ま な 単 位
の 総 称 )  に 関 わ る 音 韻 符 号 化 が 不 正 確 で 、 コ ン プ リ ヘ ン シ ョ
ン プ ロ セ ス  (高 次 処 理 プ ロ セ ス )  に お い て 英 文 の 意 味 が 理 解
で き て い な い 場 合 が あ る と い う  (川 崎 ,  2 0 0 8 )。 こ の よ う に 、
初 級 レ ベ ル 上 級 レ ベ ル に か か わ ら ず 、 日 本 人 英 語 学 習 者 に と
っ て 、 音 韻 処 理 が 英 語 の リ ー デ ィ ン グ に 重 要 な 機 能 を 持 つ と
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言 え る 。  
英 語 の 母 語 話 者 に と っ て も 英 語 の 音 韻 処 理 能 力 が 必 要 で あ
る と 考 え ら れ て お り 、 英 語 圏 で は 、 英 語 の 母 語 話 者 の リ ー デ
ィ ン グ 能 力 の 養 成 を 目 的 と し て 、 英 語 の 発 音 と ス ペ リ ン グ の
関 係 を 明 示 的 に 教 え る 教 授 が 早 い 段 階 で 行 わ れ て い る 。 フ ォ
ニ ッ ク ス で は 発 音 記 号 を 用 い ず 、 英 語 の 文 字 を 直 接 に 音 声 と
結 び つ け て 教 え 、 英 語 の 子 音 2 4 と 母 音 1 5 の 音 声 と 文 字 を 結
び つ け て 、 一 つ 一 つ 学 ん で い く 。 す な わ ち 、 発 音 練 習 を 文 字
と 関 連 づ け て 行 う 。  
前 述 の 通 り 、 フ ォ ニ ッ ク ス に は 、 大 き く 分 け る と 四 つ の ル
ー ル が あ る  (松 香 フ ォ ニ ッ ク ス 研 究 所 ,  1 9 9 8 )  ( T a b l e 2 - 1 参 照 )。
日 本 の 公 教 育 の 場 で は フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル  (ル ー ル 1 :  
１つの子音字・母音字が 1 音を表す ) の指導が見受けられることから、
本 研 究 で は 、 フ ォ ニ ッ ク ス ル ー ル の 中 で も 基 本 ル ー ル の 教 授
に 焦 点 を 当 て る 。 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 1 文 字 に 対 応 す る 音 を 教
え る こ と で 、 子 ど も は 文 字 と 音 声 と の 対 応 を 知 り 、 単 語 を 構
成 し て い る 一 つ ず つ の 文 字 を 音 声 化 す る こ と に よ っ て 、 単 語
を 読 む こ と が で き る よ う に な る と い う  (ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )。  
こ の フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 の 有 効 性 は 外 国 語 学 習 者 に お い て も 報
告 さ れ て お り  (松 香 フ ォ ニ ッ ク ス 研 究 所 ,  1 9 9 8 ;  山 下 ,  1 9 9 8 )、
日 本 の プ ラ イ ベ ー ト な 英 語 教 室 を 中 心 に フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 が
導 入 さ れ て い る 。 た だ し 日 本 人 英 語 学 習 者 に お け る フ ォ ニ ッ
ク ス 指 導 の 効 果 に 関 し て は 、合 意 が 得 ら れ て い な い 。中 に は 、
日 本 語 を 使 わ ず に 、 英 単 語 の 発 音 と 意 味 が 直 結 す る と い う 効
果 を 宣 伝 し て い る 教 材 が あ る 。 ま た 、 リ ー デ ィ ン グ 能 力 に と
ど ま ら ず 、 リ ス ニ ン グ 、 ス ピ ー キ ン グ 、 ラ イ テ ィ ン グ を 含 む
4 技 能 の 学 習 に お け る 効 果 も 謳 わ れ て い る  (松 香 フ ォ ニ ッ ク
ス 研 究 所 ,  1 9 9 8 )。  
し か し な が ら 、 英 語 を 外 国 語 と し て 学 ぶ 日 本 人 初 級 英 語 学
習 者 へ の フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 は 、 英 語 の 母 語 話 者 の よ う な 効 果
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は 見 ら れ ず 、 限 定 さ れ た 効 果 を 持 つ と 考 え ら れ る 。 日 本 人 初
級 英 語 学 習 者 の 場 合 で も 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け る と 、
単 語 の 音 韻 符 号 化 が で き る よ う に な る 可 能 性 が 高 い 。し か し 、
た だ ち に 、 単 語 の 意 味 や 英 文 の 意 味 を 想 起 す る こ と が で き る
わ け で は な い と 推 測 さ れ る 。 何 故 な ら ば 、 英 語 の 母 語 話 者 の
子 ど も が 小 学 校 で フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け る 場 合 と 、 日 本
で 第 二 言 語 と し て 英 語 に 触 れ る 学 習 者 が フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授
を 受 け る 場 合 の 、 英 語 へ の 接 触 量 が 違 う か ら で あ る 。 日 本 人
の 英 語 学 習 者 は 学 習 対 象 言 語 で あ る 英 語 へ の 接 触 量 が 極 め て
少 な い 。 一 方 、 英 語 を 母 国 語 と す る 場 合 、 読 み 書 き は で き な
く て も 、 聞 い た り 、 話 し た り し て 言 葉 を 使 う こ と は で き る 。
使 用 し て い る そ の 言 葉 の 意 味 も わ か っ て い る 。 そ の 上 で 英 語
の 母 語 話 者 の 子 ど も は フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け て お り 、 ア
ル フ ァ ベ ッ ト の 羅 列 が 読 め る よ う に な る と 同 時 に 意 味 も わ か
る こ と に な る 。 し か し な が ら 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の
音 声 言 語 は 発 達 し て お ら ず  (ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )、 英 単 語 に つ
い て も 、 正 書 法 情 報 や 音 声 情 報 お よ び 意 味 情 報 を 保 持 し て い
な い の で あ る 。  
こ の よ う な こ と を 考 慮 す る と 、 日 本 人 初 級 学 習 者 に お け る
フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 の 効 果 は 限 定 さ れ た 効 果 で は な い か と 予
想 さ れ る 。 果 た し て 、 英 語 母 語 話 者 の 子 ど も へ の 効 果 と 同 様
の 広 範 囲 の 効 果 が 見 ら れ る か ど う か 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者
に お け る フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 の 効 果 に つ い て 検 証 が 必 要 で あ
る 。  
前 述 の こ と を 踏 ま え て 、 研 究 1 の 目 的 は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の
基 本 ル ー ル の 教 授 が 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 処 理
に 与 え る 効 果 を 検 討 す る こ と で あ る 。 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル
ー ル の 教 授 の 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 音 韻 処 理 に お け る 効
果 に つ い て は 、 以 下 の 仮 説 を 立 て た 。  
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仮 説 1 	 英語の文字と音声の対応関係のフォニックスの基本ルール  
の教授を受けた群は、英語の音韻認識が深化し、教授を受け
ていない群と比較して、英語の音韻処理ができる。  
作 業 仮 説 1 	 音 韻 認 識  (分 節 音 素 の 識 別 )  課 題 に お い て 介 入
有 群  (フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け
た 群 )  の 正 答 得 点 が 介 入 無 群  (フ ォ ニ ッ ク ス の
基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け て い な い 群 )  の 正 答 得
点 よ り も 高 い 。  
 
仮 説 2 	 英語の文字と音声の対応関係のフォニックスの基本ルール  
の教授を受けた群は、教授を受けていない群と比較して、聴  
覚提示された英単語、英文の音韻処理ができる。  
作 業 仮 説 2 - 1 	 音 韻 符 号 化  (単 語 対 、短 文 の 復 唱 )  課 題 に お い  
て 、 介 入 有 群 の 正 答 得 点 が 介 入 無 群 の 正 答 得    
点 よ り も 高 い 。  
作 業 仮 説 2 - 2 	 会 話 文 理 解  (聴 覚 提 示 )  課 題 に お い て 、介 入 有  
群 の 正 答 得 点 が 介 入 無 群 の 正 答 得 点 よ り 高 い 。 
 
仮 説 3 	 英語の文字と音声の対応関係のフォニックスの基本ルール  
の教授を受けた群は、教授を受けていない群と比較して、  
視覚提示された英単語、英文の音韻処理ができる。  
作 業 仮 説 3 	 音 韻 符 号 化  (単 語 お よ び 短 文 の 音 読 )  課 題 に お
い て 、 介 入 有 群 の 正 答 得 点 が 介 入 無 群 の 正 答 得
点 よ り も 高 い 。  
 
4 . 2  方 法  
参 加 者 ： 仙 台 市 と 名 取 市 の 英 語 教 室  (① 校 お よ び ② 校 の 2 か
所 )  に 通 う 生 徒 で 、 小 学 校 3～ 6 年 生 の 児 童 6 0 名 を 参 加 者 と
し た 。参 加 者 の 英 語 学 習 歴 は い ず れ も 1～ 2 年 で 、指 導 者 は 日
本 人 の 英 語 教 師 で あ る 。 二 つ の 英 語 教 室 は 同 じ 英 会 話 ス ク ー
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ル に 所 属 し 、 教 材 、 指 導 方 法 は ほ ぼ 同 じ で あ る 。 グ ル ー プ 1
と グ ル ー プ 2 の 2 グ ル ー プ を 設 け 、 2 グ ル ー プ の メ ン バ ー を
決 め る 際 、 英 語 学 習 歴 、 年 齢 の 他 に 、 簡 単 な 事 前 テ ス ト を 実
施 し た 。 テ ス ト は 6 3 名 の 生 徒 を 対 象 に 実 施 し 、 1． 視 覚 提 示
さ れ た 単 語 と 絵 の マ ッ チ ン グ  ( 1 0 題 で 1 題 1 点 1 0 点 満 点 )、
2 .視 覚 提 示 さ れ た 短 文 と 絵 の マ ッ チ ン グ  ( 5 題 で 1 題 1 点 5
点 満 点 )、3 .  空 所 に 適 語 を 補 い 自 分 紹 介  ( 5 題 で 1 題 1 点 5 点
満 点 )  の 3 項 目  ( 2 0 点 満 点 )  に つ い て 出 題 し た 。そ の 結 果 2 0
点 満 点 を と っ た 生 徒 1 名 と 2 点 を と っ た 生 徒 1 名 、 3 点 を と
っ た 生 徒 1 名 を 実 験 対 象 か ら は ず し 、1 グ ル ー プ 3 0 名 の 2 グ
ル ー プ を 設 け た 。 グ ル ー プ 2 は 介 入 有 群 と し 、 1 回 9 0 分 で 2
回 の フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル 1  ( 1 母 音 字 ・ 1 子 音 字 － 1 音
の ル ー ル )  の 教 授 を 行 い 、 グ ル ー プ 1 は 介 入 無 群 と し 、 フ ォ
ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 は 行 わ な か っ た 。  
実 験 実 施 時 期 ： 2 0 0 0 年 1 0 月  
材 料 ： 初 級 英 語 学 習 者 向 け の フ ォ ニ ッ ク ス の 教 本 を 参 考 に 以
下 A～ D の 課 題 を 作 成 し た 。 問 題 の レ ベ ル は 、 初 め て 英 語 の
フ ォ ニ ッ ク ス を 学 習 す る 初 級 英 語 学 習 者 で あ る 小 学 生 を 想 定
し 、フ ォ ニ ッ ク ス ア ル フ ァ ベ ッ ト  (英 語 の 文 字 と 音 声 の 1 対 1
音 の 基 本 ル ー ル )  を 扱 っ て い る 。 (   )  内 に 各 課 題 の 設 問 数 と
配 点 を 示 し た 。 質 問 紙 に は A～ D の 課 題 が 印 刷 さ れ て い る 。
た だ し 、 課 題 B は 聴 覚 提 示 に よ る 復 唱 課 題 で あ り 質 問 紙 上 の
提 示 は さ れ て い な い 。 課 題 A、 Ｂ 、 D の 質 問 は 、 ネ ィ テ ィ ブ
ス ピ ー カ ー に よ る 音 声 で 聴 覚 提 示 し た  (研 究 1 で 使 用 し た 課
題 に つ い て は 巻 末 資 料 2 を 参 照 の こ と )。  
A .  音 韻 認 識 :分 節 音 素 の 識 別 課 題  
a .  絵 選 択 課 題 	 聴 覚 提 示 さ れ た 単 語 に つ い て 、質 問 紙 上 の
2 つ の 絵 の い ず れ と 対 応 す る か 選 択 す る 課 題  ( 1 0 題 で 1
題 1 点 計 1 0 点 )。  
b .  単 語 選 択 課 題 	 聴 覚 提 示 さ れ た 単 語 に つ い て 、質 問 紙 上
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の 2 個 の 単 語 の い ず れ と 対 応 す る か 選 択 す る 課 題  ( 1 0
題 で 1 題 1 点 計 1 0 点 )。  
(課 題 で 扱 っ た 音 韻 認 識 に つ い て は 、課 題 A - a は 音 素 レ ベ ル 1、 
課 題 A - b は 音 素 レ ベ ル 2 に 対 応 す る )  
 
 
 
 
A - a  音 韻 認 識 : 分 節 音 素 の 識 別  ( 絵 選 択 )  課 題  
r u n  
 
 
 
A - b  音 韻 認 識 : 分 節 音 素 の 識 別  ( 単 語 選 択 )  課 題  
(     )  t o p    (      )  t a p  
 
F i g u r e 4 - 1  研 究 1  A 音 韻 認 識 : 分 節 音 素 の 識 別 課 題 の 例  
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B .  音 韻 符 号 化  (単 語 対 お よ び 短 文 の 復 唱 )  課 題  
単 語 対 お よ び 短 文 が 聴 覚 提 示 さ れ 、 そ れ を モ デ ル と し て  
発 音 す る 課 題  (単 語 対 お よ び 短 文 各 1 0 題 1 題 2 点 、計 4 0
点 )。  
 
C .  音 韻 符 号 化  (単 語 対 お よ び 短 文 の 音 読 )  課 題  
質 問 紙 上 で 提 示 さ れ た 単 語 対 お よ び 短 文 を 音 読 す る 課 題
(単 語 対 お よ び 短 文 各 1 0 題 で 1 題 2 点 、 計 4 0 点 )。  
 
 
 
 
T a b l e 4 - 1  研究 1 B 音韻符号化  (単語対および短文の復唱 )  課題と  
     	 	   	   C  音韻符号化  (単語対および短文の音読 )  課題の例              
B  単 語 対 お よ び 短 文 の 復 唱  
単 語 	 b e n c h ,  p u n c h  
短 文 	 I  w a n t  t o  b e  a  d e t e c t i v e .  
C  単 語 対 お よ び 短 文 の 音 読    
単 語 	 j a m ,  y a m  
    短 文 	 C a n  y o u  m a k e  c u r r y  a n d  r i c e ?                    	  
 
 
 
 
D .  会 話 文 理 解  (聴 覚 提 示 )  課 題  
聴 覚 提 示 さ れ た 英 語 の ス キ ッ ト  ( s k i t :短 い 会 話 )  に つ い
て 、 質 問 紙 上 に 提 示 さ れ て い る 英 語 の 質 問 に 英 語 で 口 頭
で 解 答 す る 課 題 。 2 つ の ス キ ッ ト が 提 示 さ れ る  ( 2 つ の ス
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キ ッ ト に つ い て の 質 問 は 合 計 5 題 で 1 題 4 点 、計 2 0 点 )。   
 
 
 
 
 
      	 T a b l e 4 - 2  研究 1 D 会話文理解  (聴覚提示 )  課題の例          	  
S k i t  1  ( I n  t h e  a i r p l a n e )  
A n n :  W h e r e ’ s  m y  w a t c h ?   I t ’ s  g o n e .  
B o b :  A n n ,  i t ’ s  u n d e r  t h e  b l a n k e t .  
A n n :  O h ,  y o u ’ r e  r i g h t .  
B o b :  D o  y o u  h a v e  y o u r  w a l l e t ?  
A n n :  Y e s ,  I  d o .   I t ’ s  h e r e .   I t ’ s  i n  m y  b a g .  
 
上 記 会 話 文 に 対 す る 質 問  
( 以 下 、 視 覚 提 示 )  
Q u e s t i o n  1 .  W h e r e  i s  A n n ’ s  w a t c h ?  
Q u e s t i o n  2 .  D o e s  A n n  h a v e  h e r  w a l l e t ? 	 	 	 	 	 	   
 
 
 
 
手 続 き ：   
グ ル ー プ 1  (介 入 無 群 )、 グ ル ー プ 2  (介 入 有 群 )  は 、 グ ル ー
プ ご と に 課 題 を 解 い て も ら っ た 。 2 グ ル ー プ と も 、 初 め に 参
加 者 に 課 題 Ａ 、 課 題 Ｂ 、 課 題 C、 課 題 D が 印 刷 さ れ た 質 問 紙
を 配 布 し た 。 次 に 課 題 A を 一 斉 に 解 答 さ せ た 。 課 題 A の 解 答
後 は 質 問 紙 を い っ た ん 回 収 し た 。 そ の 後 、 別 室 で 質 問 紙 を 再
配 布 し 、 個 別 に 課 題 B、 課 題 C、 課 題 D に 従 事 さ せ た 。 参 加
者 の 解 答 は 口 頭 で 行 わ れ 解 答 を テ ー プ に 録 音 し た 。 全 て の 課
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題 終 了 後 、 質 問 紙 を 回 収 し た 。  
 
採 点 方 法 ：  
課 題 A  音 韻 認 識 :分 節 音 素 の 識 別  ( A - a 絵 選 択 、 A - b 単 語 選
択 )  課 題  は A - a、 A - b そ れ ぞ れ 1 0 題 で 、 正 答 の 場 合 1 題 1
点 、 誤 答 の 場 合 0 点 と し て 採 点 し た 。 課 題 B 音 韻 符 号 化  (単
語 対 お よ び 短 文 の 復 唱 )  課 題 お よ び 課 題 C 音 韻 符 号 化  (単 語
対 お よ び 短 文 の 音 読 )  課 題 は い ず れ も 正 答 2 点 、誤 答 0 点 で 、
部 分 点 が あ る 場 合 に 1 点 と し て 採 点 し た 。 課 題 B の 単 語 の 課
題 に お い て は 1 問 に つ き 1 対 の 単 語 が 提 示 さ れ た 。 ど ち ら か
一 個 の 単 語 を 復 唱 で き た 場 合 に 1 点 と し た 。 短 文 の 課 題 に お
い て は 、 文 の 語 順 を 守 っ て 複 数 の 単 語 を 復 唱 で き た 場 合  (例
え ば T a b l e  4 - 1  短 文 復 唱 の 場 合 I  w a n t  t o )  に 1 点 を 与 え た 。
C の 単 語 の 課 題 に お い て は 1 問 に つ き 1 対 の 単 語 が 提 示 さ れ
た 。 ど ち ら か 一 語 を 音 読 で き た 場 合 に 1 点 と し た 。 短 文 の 課
題 に お い て は 、 文 の 語 順 を 守 っ て 複 数 の 単 語 を 音 読 で き た 場
合  (例 え ば T a b l e  4 - 1  短 文 音 読 の 場 合 C a n  y o u  m a k e )  に 1
点 を 与 え た 。課 題 D 会 話 文 理 解  (聴 覚 提 示 )  課 題 は 正 答 4 点 、
誤 答 0 点 、部 分 点 を 1～ 3 点 で 採 点 し た 。部 分 点 は 、正 答 と な
る 単 語 1 語 ま た は Y e s / N o の み の 解 答 は 1 点 、 単 語 に 前 置 詞
が つ い て い る 正 答 と な る 句 の 解 答 は 2 点 、 正 答 と な る 完 成 さ
れ た 文 で は な い が 、 正 答 に つ な が る 3 語 以 上 か ら な る 句 の 解
答 は 3 点 と し た  (例 え ば T a b l e  1  Q u e s t i o n  1 . W h e r e  i s  A n n ’ s  
w a t c h ?  に 対 し て は 、 b l a n k e t  の 場 合 1 点 、 u n d e r  b l a n k e t の
場 合 2 点 、 u n d e r  t h e  b l a n k e t の 場 合 3 点 、 I t  i s  u n d e r  t h e  
b l a n k e t ,  H e r  w a t c h  i s  u n d e r  t h e  b l a n k e t ,  A n n ’ s  w a t c h  i s  
u n d e r  t h e  b l a n k e t の い ず れ か の 場 合 に 4 点 )。 全 く で き な い
か 誤 答 の 場 合 に 0 点 と し た 。  
課 題 A は A - a、 A - b 各 1 0 題 で 1 題 1 点 、 計 2 0 点 、 課 題 B
は 単 語 対・短 文 各 1 0 題 で 1 題 2 点 、計 4 0 点 、課 題 C  は 単 語
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対 ・ 短 文 各 1 0 題 で 1 題 2 点 、計 4 0 点 、課 題 D は 質 問 5 題 で
1 題 4 点 、計 2 0 点 の 配 点 で 合 計 1 2 0 点 満 点 で あ る 。採 点 は 日
本 人 英 語 教 師 1 名 が 行 っ た 。採 点 者 は 英 語 教 育 に 2 0 年 以 上 従
事 し 、 フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 の 経 験 が あ り 、 上 記 課 題 の 採 点 を 円
滑 に 行 え る と 判 断 さ れ た 。  
 
4 . 3 結 果 と 考 察 	  
T a b l e 4 - 3 は 、 グ ル ー プ 1  (介 入 無 群 )  と グ ル ー プ 2  (介 入 有
群 )  の 課 題 の 平 均 と 標 準 偏 差 で あ る 。1 2 0 点 満 点 で 課 題 A～ 課
題 D ま で の 合 計 正 答 得 点 の 平 均 は 、 グ ル ー プ 1 の フ ォ ニ ッ ク
ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 の 介 入 無 群 が 8 6 . 9 点  (標 準 偏 差 9 . 4 7 )、
グ ル ー プ 2 の フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 の 介 入 有 群 が
9 4 . 7 5 点  (標 準 偏 差 9 . 6 2 )  で あ り 、 介 入 有 群 の ほ う が 有 意 に
高 か っ た  (ｔ ( 5 8 ) = 2 . 8 4 ,  p < . 0 1 )。 全 体 と し て み る と 、 日 本 人
初 級 英 語 学 習 者 の 音 韻 処 理 に お い て 、 短 時 間 で は あ る が フ ォ
ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 の 効 果 は あ っ た と 言 え る 。  
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 T a b l e  4 - 3  研究 1 課題の平均と標準 	 	 	 	 	 	 	 	   
14.34 (1.75)
32.07 (2.49)
17.35 (1.50) 
14.55 (1.77)
28.48 (5.30)
16.21 (2.75)
12.38 (2.85)
11.93 (2.13) 13.52 (2.54)
16.14 (2.42)
32.28 (2.64)
17.79 (1.52)
14.64 (1.69)
32.52 (4.31)
17.86 (1.74)
14.66 (2.77)
課題 A 音韻認識（20点満点）
課題 B 
課題 C
課題 D 
音韻符号化（復唱) (40点満点）
単語対復唱（20点満点）
短文復唱（20点満点）
音韻符号化（音読) (40点満点）
単語対音読（20点満点）
短文音読（20点満点）
会話文理解（20点満点）
グループ1(介入�無群） グループ 2 (介入�有群）
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4 . 3 . 1  聴 覚 提 示 さ れ た 課 題  
以 下 で 、 聴 覚 提 示 さ れ た 課 題 と 視 覚 提 示 さ れ た 課 題 に 分 け
て 、 結 果 を 検 討 す る 。 課 題 A 音 韻 認 識 ： 分 節 音 素 の 識 別 課 題
の 正 答 得 点 の 平 均 は 、 介 入 無 群 が 1 4 . 3 4 点  (標 準 偏 差 1 . 7 5 )、
介 入 有 群 が 1 6 . 1 4 点  (標 準 偏 差 2 . 4 2 )  で 、 介 入 無 群 と 介 入 有
群 と の 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 す な わ ち 、 作 業 仮 説
1 の 音 韻 認 識  (分 節 音 素 の 識 別 )  課 題 に お い て 介 入 有 群 の 正
答 得 点 の 方 が 介 入 無 群 の 正 答 得 点 よ り も 高 い 、 は 支 持 さ れ な
か っ た 。  
課 題 B 音 韻 符 号 化  (単 語 対 お よ び 短 文 の 復 唱 )  課 題 の 正 答
得 点 の 平 均 は 、介 入 無 群 が 3 2 . 0 7 点  (標 準 偏 差 2 . 4 9 )、介 入 有
群 が 3 2 . 2 8 点  (標 準 偏 差 2 . 6 4 )  で 、 介 入 無 群 と 介 入 有 群 と の
間 に 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 す な わ ち 、 作 業 仮 説 2 - 1  音
韻 符 号 化  (単 語 対 お よ び 短 文 の 復 唱 )  課 題 に お い て 介 入 有 群
の 正 答 得 点 が 介 入 無 群 の 正 答 得 点 よ り も 高 い 、 に つ い て は 支
持 さ れ な か っ た 。  
な お 、 課 題 B に お い て 部 分 点 が 見 ら れ た の は 単 語 対 の 復 唱
で は な く 、 短 文 の 復 唱 に お い て で あ っ た 。 短 文 の 復 唱 で 部 分
点 を つ け た 解 答 は 、 文 の 順 序 は 守 り つ つ も 、 英 文 を 最 後 ま で
復 唱 す る こ と が で き ず 、 文 の 途 中 ま で の 復 唱 に 終 わ る も の で
あ っ た 。 部 分 点 を つ け た 解 答 を し た 参 加 者 は 、 主 語 ＋ 述 部 動
詞 ～ と い う 英 文 の 順 序 を 意 識 し て お り 、 英 文 の 最 初 の 部 分 を
聴 き 取 る こ と に 傾 注 し 、 後 半 の 修 飾 語 群  (副 詞 句 )  の 部 分 を
記 憶 で き て い な か っ た と 思 わ れ る 。 さ ら に 、 短 文 の 音 韻 符 号
化 に お い て 、 単 語 の 子 音 に 母 音 を 加 え 日 本 語 の モ ー ラ と 同 様
の 処 理 を し た ケ ー ス も 、 両 群 の 解 答 か ら 見 ら れ た 。  
課 題 D 会 話 文 理 解  (聴 覚 提 示 )  課 題 の 正 答 得 点 の 平 均 は 、
介 入 無 群 が 1 1 . 9 3 点  (標 準 偏 差 2 . 1 3 )、 介 入 有 群 が 1 3 . 5 2 点  
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(標 準 偏 差 2 . 5 4 )  で 、介 入 無 群 と 介 入 有 群 と の 間 に は 有 意 差 が
認 め ら れ な か っ た 。す な わ ち 、作 業 仮 説  2 - 2  課 題 D 会 話 文 理
解  (聴 覚 提 示 )  課 題 に お い て 、 介 入 有 群 の 正 答 得 点 が 介 入 無
群 の 正 答 得 点 よ り 高 い 、 は 支 持 さ れ な か っ た 。  
課 題 D 聴 覚 提 示 さ れ た 会 話 文 理 解 の 課 題 で は 、 聴 覚 提 示 さ
れ た 会 話 文 を 音 韻 処 理 の 後 意 味 理 解 を し 、 そ れ を 記 憶 し 、 そ
れ に 基 づ き 、 質 問 に 解 答 す る 必 要 が あ る 。 そ の 質 問 は 視 覚 提
示 さ れ た も の で あ る 。 参 加 者 は 質 問 文 の 音 韻 処 理 お よ び 意 味
理 解 を 行 い 、 そ れ に 対 す る 解 答 を 音 声 化 す る と い っ た 作 業 が
必 要 で あ っ た 。 従 っ て こ れ ら の い ず れ の 処 理 で つ ま ず い た と
し て も 課 題 の 正 答 に は 至 ら な い 可 能 性 が あ る 。 こ の 点 に 関 連
し て 、参 加 者 の 実 験 後 の 感 想 を 見 て み る と 、「 聴 覚 提 示 さ れ た
会 話 文  (英 文 )  を 聴 き 取 り 意 味 を 理 解 し て い た 」 と 答 え た 人
は 、介 入 無 群 3 0 名 中 1 8 名 、介 入 有 群 3 0 名 中 2 5 名 で あ っ た 。
こ れ を 踏 ま え る と 、 会 話 文 の 音 韻 処 理 や 意 味 理 解 で は な く 、
視 覚 提 示 さ れ た 質 問 文  (英 文 )  の 音 韻 処 理 も し く は 意 味 理 解
が で き な か っ た と い う 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 た だ し 、 具 体 的
に 質 問 文 の 音 韻 処 理 と 意 味 理 解 の い ず れ か に 困 難 を 感 じ た の
か 、 両 方 に 困 難 を 感 じ た の か は 、 今 回 の 手 続 き か ら は 明 ら か
に さ れ な か っ た 。  
4 . 3 . 2  視 覚 提 示 さ れ た 課 題 	  
課 題 C 音 韻 符 号 化  (単 語 対 お よ び 短 文 の 音 読 )  課 題 の 正 答
得 点 の 平 均 は 、介 入 無 群 が 2 8 . 4 8 点  (標 準 偏 差 5 . 3 0 )、介 入 有
群 が 3 2 . 5 2 点  (標 準 偏 差 4 . 3 1 )  で 、 介 入 無 群 と 介 入 有 群 と の
間 に 有 意 差 が 認 め ら れ た  ( t  ( 5 8 ) = 4 . 2 7 ,  p < . 0 1 )。す な わ ち 、作
業 仮 説 3  音 韻 符 号 化  (単 語 対 お よ び 短 文 の 音 読 )  課 題 に お い
て 介 入 有 群 の 正 答 得 点 が 介 入 無 群 の 正 答 得 点 よ り も 高 い 、 に
つ い て は 支 持 さ れ た 。  
視 覚 提 示 さ れ た 単 語 お よ び 短 文 の 音 韻 符 号 化 に お い て 介 入
無 群 と 介 入 有 群 の 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ た こ と は 、 フ ォ ニ ッ
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ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 と 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 お よ び 英
文 の 音 韻 符 号 化  (音 読 )  の 成 績 と の 関 連 を 示 し て い る 。 フ ォ
ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け た 介 入 有 群 は 、 英 語 の 文
字 と 音 声 の 対 応 に つ い て の 知 識 を 獲 得 し 、 基 本 的 に は 書 記 素
－ 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し 、 視 覚 提 示 さ れ た 文 字 の 組 合 わ せ で
あ る 単 語 お よ び 短 文 を 音 韻 符 号 化 し た と 考 え ら れ る 。 ま た 、
介 入 無 群 の 解 答 の 間 違 い に 、 単 語 の 子 音 に 母 音 を 加 え て モ ー
ラ 化 し て 音 韻 符 号 化 を し て い る パ タ ー ン が 見 ら れ た が 、 介 入
有 群 の 解 答 か ら は そ の よ う な 間 違 い は 見 ら れ な か っ た 。 こ の
こ と は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 通 し て 英 語 の 文
字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、 視 覚 提 示
さ れ た 課 題 に お い て 、 日 本 語 の モ ー ラ に 基 づ く 分 節 化 を せ ず
に 、 英 語 の 音 韻 処 理 が で き る よ う に な る 可 能 性 を 示 唆 し て い
る と 言 え よ う 。  
ま た 、 課 題 C  音 韻 符 号 化  (単 語 対 お よ び 短 文 の 音 読 )  に お
い て 部 分 点 が 見 ら れ た の は 短 文 の 音 読 で あ っ た 。 短 文 の 音 読
で 部 分 点 を つ け た 解 答 は 、 文 の 語 順 を 守 っ て 前 半 部 の 音 読 は
で き た が 、 後 半 部 の 音 読 が で き て い な か っ た 。 こ れ は 、 後 半
部 分 に は 難 し い 単 語 が 複 数 出 て き て 、 単 語 の 正 書 法 情 報 に 英
語 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 す る こ と が で き ず 、 視 覚 提
示 さ れ た そ れ ら の 単 語 の 音 韻 符 号 化 が で き な か っ た こ と が 理
由 と し て 考 え ら れ る 。  
4 . 3 . 3  総 合 考 察  
課 題 A 音 韻 認 識 ： 分 節 音 素 の 識 別 課 題 、 課 題 B 音 韻 符 号 化  
(単 語 対 お よ び 短 文 の 復 唱 )  課 題 、課 題 D 会 話 文 理 解  (聴 覚 提
示 )  課 題 と い っ た 視 覚 提 示 以 外 の 課 題 に お い て 介 入 無 群 と 介
入 有 群 の 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 点 に 関 し て 、 先 行 研
究 で フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 用 い た 介 入 研 究 で は 、 事 前 に 一 定
の 英 語 の 音 声 体 験 を 経 た 場 合 に よ り フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 が 効
果 的 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る  (湯 澤 ・ 湯 澤 ・ 関 口 ・ 李 ・
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齊 藤 ， 2 0 1 0 )。こ の こ と か ら 、音 声 体 験 が 英 語 能 力 の 違 い や 聴
覚 提 示 に よ る 課 題 の 成 績 を 説 明 す る 可 能 性 も あ る と 考 え ら れ
る 。湯 澤 他  ( 2 0 1 0 )  に よ れ ば 、一 定 の 音 声 体 験 の 例 と し て は 、
D V D を 用 い た 英 語 の 音 素 や 単 語 の 発 声 、歌 の 練 習 が 挙 げ ら れ
る 。  
も う 一 つ の 解 釈 の 可 能 性 と し て は 、 支 持 さ れ な か っ た 予 測
に 関 わ る 課 題 は 、 い ず れ も 聴 覚 提 示 さ れ て い た 。 そ れ ぞ れ 関
連 す る 心 的 過 程 と し て は 、 課 題 A 音 韻 認 識 ： 分 節 音 素 の 識 別
課 題 で は 音 韻  (音 素 )  の 分 析 が 、 課 題 B 音 韻 符 号 化  (単 語 対
お よ び 短 文 の 復 唱 )  課 題 で は 音 韻  (音 素 )  の 分 析 と そ の 音 韻
表 象 の 作 動 記 憶 内 で の 保 持 お よ び 発 声 が 、 そ し て 課 題 D 会 話
文 理 解  (聴 覚 提 示 ）で は 音 韻  (音 素 )  の 分 析 と そ の 音 韻 表 象 の
作 動 記 憶 内 で の 保 持 が 、 必 要 な 課 題 で あ っ た と 考 え ら れ る 。  
こ れ ら の 音 韻 の 分 析 と 保 持 に 関 し て 、 日 本 人 英 語 学 習 者 の 場
合 、 母 語 で あ る 日 本 語 の リ ズ ム の 特 徴 が 強 い 制 約 と し て 働 く
こ と が 先 行 研 究 よ り 示 さ れ て い る  (例 え ば 水 口 他 ， 2 0 1 3 a )。
日 本 語 の 音 声 知 覚  (モ ー ラ の リ ズ ム )  が 第 二 言 語 で あ る 英 語
の 音 声 知 覚 を 制 約 し 、 日 本 人 英 語 学 習 者 が 聴 覚 提 示 さ れ た 英
語 の 音 声 知 覚 に 困 難 を 抱 え る と い う 報 告 が あ る  (水 口 他 ,  
2 0 1 3 a )。水 口 他  ( 2 0 1 3 a )  の 研 究 は 、研 究 対 象 で あ る 日 本 人 幼
児 の み で な く 、 大 学 で 英 語 を 専 門 的 に 学 習 し て い る 準 バ イ リ
ン ガ ル 日 本 語 母 語 話 者 で も 、 英 語 の 音 声 に 対 し て 、 完 全 に モ
ー ラ の リ ズ ム に よ る 分 節 化 を 抑 制 す る こ と が で き な い こ と 、
ま た 、 学 力 が 高 い 大 学 生 、 大 学 院 生 で あ っ て も 、 英 語 の 音 節
に よ る 分 節 化 を 行 う こ と が で き な い こ と は 、 日 本 語 母 語 話 者
が い っ た ん 習 得 し た モ ー ラ の リ ズ ム に よ る 音 声 知 覚 を 完 全 に
変 容 さ せ る こ と が 極 め て 難 し い こ と を 示 唆 し て い る 。  
こ れ ら の 知 見 を 踏 ま え る と 、 研 究 1 に お け る 聴 覚 提 示 に よ
る A、B、D の 課 題 の 得 点 の 差 が 介 入 無 群 と 介 入 有 群 と の 間 で
有 意 で な か っ た 理 由 と し て 、 今 回 の 参 加 者  (英 語 学 習 歴 1～ 2
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年 の 小 学 3～ 6 年 生 )  に と っ て 母 語 で あ る 日 本 語 の 制 約 が 両 グ
ル ー プ に 等 し く 働 い た 可 能 性 、 ま た 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 以
前 の 英 語 の 音 声 体 験 が 介 入 有 群 に お い て 十 分 で な か っ た 可 能
性 が 考 え ら れ る で あ ろ う 。  
 
4 . 4  本 章 の ま と め 	  
研 究 1 で は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 が 日 本 人 初
級 英 語 学 習 者 の 音 韻 処 理 に 与 え る 効 果 に つ い て 検 証 を 行 っ た 。 
そ の 結 果 、 課 題 A～ 課 題 D ま で の 合 計 正 答 得 点 の 平 均 は 、 グ
ル ー プ 1 の フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 の 介 入 無 群 と 比
べ て 、 グ ル ー プ 2 の フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 の 介 入
有 群 の 方 が 有 意 に 高 か っ た こ と か ら 、 研 究 1 の 仮 説 1 は 支 持
さ れ た と 言 え る 。 ま た 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の フ ォ
ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け た 参 加 者  (グ ル ー プ 2 の
介 入 有 群 )  は 、 教 授 を 受 け な か っ た 参 加 者  (グ ル ー プ 1 の 介
入 無 群 )  に 比 べ て 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 と 英 文 を 音 読 す る
課 題 に お い て 、介 入 有 群 の 成 績 が 介 入 無 群 の 成 績 よ り 良 く 、2
つ の グ ル ー プ 間 に は 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 す な わ ち 、 研 究 1
の 仮 説 3 に つ い て も 支 持 さ れ た と 言 え る 。 介 入 有 群 は 、 英 語
の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 を 受 け て 、 リ ー デ ィ ン グ の 低
次 プ ロ セ ス で あ る デ ィ コ ー デ ィ ン グ プ ロ セ ス に お い て 、 視 覚
提 示 さ れ た 英 単 語 お よ び 英 文 を 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適
用 し て 音 韻 符 号 化 を す る こ と が で き た と 考 察 さ れ る 。そ の 際 、
介 入 無 群 の 誤 答 と し て 見 ら れ た モ ー ラ 化 さ れ た 音 韻 処 理 は 、
視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 お よ び 英 文 の 音 韻 符 号 化 課 題 の 介 入 有
群 の 解 答 か ら は 見 ら れ な か っ た 。 こ の こ と は 、 フ ォ ニ ッ ク ス
の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け て 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の
ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 に 対 し て 日
本 語 の モ ー ラ に 基 づ く 分 節 化 を せ ず に 、 英 語 の 音 韻 処 理 が で
き る よ う に な る 可 能 性 を 示 唆 し て い る と 言 え よ う 。  
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上 述 の よ う に 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 お よ び 英 文 の 音 読 課
題 の 成 績 と フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 と の 関 連 が 示 さ
れ た も の の 、 聴 覚 提 示 の み の 課 題 に 関 し て は 、 研 究 1 の 仮 説
2 は 支 持 さ れ な か っ た 。 そ の 解 釈 は 難 し い が 、 先 行 研 究 の 知
見 も 踏 ま え る と 解 釈 の 可 能 性 と し て 2 点 考 え ら れ る 。 ま ず 、
フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 に 加 え て 、 音 声 体 験 が 聴 覚
提 示 さ れ た 課 題 に お け る 成 績 を 含 む 英 語 の 能 力 に 寄 与 す る 可
能 性 で あ る 。 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 は 単 体 で は な く 、 十 分 な 音
声 体 験 を 伴 う こ と で よ り 効 果 的 に な る と い う 報 告 に 合 致 す る
も の で あ る 。 も う 一 つ の 解 釈 可 能 性 と し て は 、 聴 覚 提 示 さ れ
た 問 題 で 必 要 と さ れ て い る 音 韻  (音 素 )  の 分 析 に お い て 、 先
行 研 究 で 報 告 さ れ て い る 通 り 、 日 本 語 の 制 約 に よ り 日 本 語 母
語 話 者 に と っ て は 両 群 に と っ て 容 易 で な か っ た 可 能 性 で あ る 。
い ず れ に し て も 、 日 本 語 母 語 話 者 に お け る フ ォ ニ ッ ク ス の 基
本 ル ー ル の 教 授 の 効 果 が 一 定 程 度 あ る が 、 そ の 効 果 の 限 界 も
示 唆 す る も の だ と も 言 え よ う 。  
さ ら に 、 研 究 1 で は 以 下 の 課 題 が 残 っ た 。 1 点 目 は 、 英 単
語 ・ 英 文 の 音 読 の 課 題 で は 、 参 加 者 が 書 記 素 に 対 応 す る 音 素
を あ て は め て 音 韻 符 号 化 し た の で は な く 、 記 憶 し て い た 単 語
の 音 韻 情 報 を 利 用 し て 音 韻 符 号 化 し た 可 能 性 が あ る と い う 点
で あ る 。 そ の た め 、 未 知 の 単 語 が 視 覚 提 示 さ れ た 場 合 に 、 英
語 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 に 至 っ た か
ど う か を 検 証 す る 必 要 が あ る 。  
2 点 目 は 、日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・
英 文 を 処 理 す る 際 の 音 韻 符 号 化 と 会 話 文 理 解 と の 関 係 は 明 確
に は 示 さ れ な か っ た と い う 点 で あ る 。課 題 D .  会 話 文 理 解  (聴
覚 提 示 )  課 題 に お い て 、 聴 覚 提 示 さ れ た 会 話 文 理 解 の 課 題 に
お い て 正 答 が で き な か っ た 理 由 と し て は 、 視 覚 提 示 さ れ た 質
問 文  (英 文 )  の 音 韻 処 理 も し く は 意 味 理 解 が で き な か っ た と
い う 可 能 性 が 残 さ れ た 。 音 韻 符 号 化 お よ び 意 味 理 解 の い ず れ
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か に 困 難 を 抱 え た の か 、 あ る い は 両 方 の 処 理 に 困 難 を 抱 え た
の か は 解 明 さ れ て い な い 。 そ こ で 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に
お い て 、 リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 で あ る デ ィ コ ー デ ィ ン グ プ
ロ セ ス の 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起 の 関
連 性 を 検 証 す る 必 要 が あ る 。  
 
 
付 記  
第 4 章 は 以 下 の 論 文 に 基 づ き 、加 筆・修 正 し た も の で あ る 。  
 
宮 曽 根 美 香  ( 2 0 0 1 a ) .  英 語 学 習 の 導 入 期 に お け る 音 声 指 導 に
つ い て の 一 考 察 .	 東 北 工 業 大 学 紀 要 II :人 文 社 会 科 学 編 ,	 
2 1 ,  1 1 - 1 9 .  
宮 曽 根 美 香 	 ( 2 0 0 1 b ) . 	 読 み に つ な が る 音 声 指 導 の 研 究 － 早 期
英 語 教 育 に お け る フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 の 可 能 性 に つ い て － .	 
	 	 東 北 英 語 教 育 学 会 研 究 紀 要 ,	 2 1 , 	 3 7 - 4 6 .   
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第 5 章 	  
 
研 究 2 ： 英語の文字と音声の対応関係の教授が日本人初級英語  
学習者の英語のリーディングの低次処理に与える効果  
 
5 . 1  問 題 と 目 的  
研 究 1 で は 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の フ ォ ニ ッ ク ス
の 基 本 ル ー ル の 教 授 が 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 音 韻 処 理 に
与 え る 効 果 に つ い て 検 証 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 英 単 語 ・ 英 文
の 音 読  ( 音 韻 符 号 化 )  に つ い て フ ォ ニ ッ ク ス の 介 入 有 群 の 正
答 得 点 が 介 入 無 群 の 正 答 得 点 よ り 高 く 、 介 入 無 群 と 介 入 有 群
と の 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 英 単 語 、 英 文 の 音 韻 符 号 化 は
リ ー デ ィ ン グ の 低 次 プ ロ セ ス に お け る 音 韻 処 理 に か か わ る も
の で あ り 、 こ の 部 分 に お い て 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係
の 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 の 効 果 を 示 す も の で あ
っ た 。  
し か し 、 研 究 1 で は 以 下 の 課 題 が 残 っ た 。  
1 .  英 単 語 ・ 英 文 の 音 読 の 問 題 で は 、参 加 者 が 記 憶 し て い た 英
単 語  ( 既 知 語 )  の 音 韻 情 報 を 利 用 す る こ と で 音 韻 符 号 化
を し た 可 能 性 が あ る 。そ の 場 合 、フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー
ル の 教 授 を 受 け る こ と で 参 加 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 が 深 ま
っ た と は 判 断 し づ ら い 。視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化
の 際 、英 語 の 書 記 素 ― 音 素 変 換 規 則 を 利 用 し て 音 韻 符 号 化
に 至 る か ど う か を 検 証 す る た め に 、既 知 語 の 音 読 以 外 の 課
題 を 実 施 す る 必 要 が あ る 。  
2 .  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語・英 文 を 処
理 す る 際 の 、音 韻 符 号 化 と 意 味 理 解 と の 関 係 は 明 確 に は 示
さ れ な か っ た 。そ こ で 、日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 、リ ー デ
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ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想
起 の 関 連 性 を 検 証 す る た め 、新 た な 課 題 を 実 施 す る 必 要 が
あ る 。  
研 究 1 の 結 果 と 課 題 を 踏 ま え て 、 研 究 2 は 、 英 語 の 文 字 と
音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 が 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の リ
ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に 与 え る 効 果 を 検 討 す る 。 具 体 的 に は
以 下 の 三 つ の 目 的 を 設 定 し た 。  
研 究 2 の 第 1 の 目 的 は 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル
ー ル を 心 的 に 獲 得 す る こ と に よ り 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は
視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 に あ た り 、 未 知 語 に 書 記
素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を す る か ど う か を 、
検 証 す る こ と で あ る 。 既 知 語 の 場 合 に は 音 韻 情 報 に 基 づ い て
音 韻 符 号 化 を 行 う で あ ろ う と 予 測 で き る 。  
第 2 の 目 的 は 、 音 韻 認 識 が ど の 程 度 獲 得 さ れ て い れ ば 視 覚
提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化 が 可 能 に な る の か 、 英 語 の 音 韻
認 識 の レ ベ ル と 音 韻 符 号 化 の 関 係 を 検 証 す る こ と で あ る 。  
第 3 の 目 的 は 、 リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 の デ ィ コ ー デ ィ ン
グ プ ロ セ ス に お け る 、 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起 と の 関
係 を 検 証 す る こ と で あ る 。  
第 １ の 目 的  (英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 心 的
に 獲 得 す る こ と に よ り 、 視 覚 提 示 さ れ た 未 知 語 に 書 記 素 － 音
素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を す る か 検 証 す る )  に 関 連
し て 、 単 語 の 音 韻 表 象 へ の ア ク セ ス モ デ ル と し て は 、 二 重 経
路 モ デ ル が 一 般 的 に 認 め ら れ て い る  (門 田 ,  2 0 0 3 )  (第 I 部 第 2
章 F i g u r e 2 - 3 参 照 )。単 語 の 音 韻 符 号 化 に 二 つ の ル ー ト が あ る
と さ れ 、 一 つ は 視 覚 提 示 さ れ た 単 語 を 単 語 全 体 と し て 認 識 し
た 上 で 音 韻 符 号 化 す る ル ー ト で 、 不 規 則 な 文 字 － 音 声 対 応 を
持 つ 単 語 の 音 韻 符 号 化 に 利 用 さ れ 、 も う 一 つ は 、 規 則 対 応 の
単 語 や 擬 似 単 語 の 音 韻 符 号 化 の た め に 用 意 さ れ 、 書 記 素 － 音
素 変 換 規 則 に 基 づ い て 音 韻 符 号 化 す る ル ー ト で あ る 。 研 究 1
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で 残 さ れ た 一 つ 目 の 課 題 、 英 単 語 ・ 英 文 の 音 読 課 題 で は 、 参
加 者 の 保 持 し て い た 単 語 の 音 韻 情 報 の 利 用 で 音 韻 符 号 化 に つ
な が っ た 可 能 性 が あ る 点 に つ い て 検 討 す る に は 、 擬 似 単 語 の
音 韻 符 号 化 を 課 題 に す る 必 要 が あ る 。 未 知 語 で あ る 擬 似 単 語
を 音 韻 符 号 化 で き る こ と は 、 正 書 法 情 報 に 書 記 素 － 音 素 変 換
規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 が で き る こ と で あ る 、 と 考 え ら れ
る 。  
第 2 の 目 的  (音 韻 認 識 の レ ベ ル と 音 韻 符 号 化 の 関 係 を 検 証
す る )  に 関 連 し て 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化 の 習 熟
プ ロ セ ス は 、音 韻 認 識 の 深 化 と し て 考 え ら れ て き た 。し か し 、
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 音 韻 処 理 に つ い て は 単 語 の 綴 り と 音
声 が 独 立 し て し ま っ て い る  (関 屋 ,  1 9 9 4 )、 と い っ た 先 行 研 究
の 知 見 も あ る こ と か ら 、 音 韻 認 識 の レ ベ ル の 深 化 と そ こ で 達
成 さ れ る 音 韻 符 号 化 に 関 し て は 、 実 証 研 究 に 基 づ く 再 考 が 必
要 で あ る 。  
第 1 章 第 2 節 で 述 べ た よ う に 、 音 韻 認 識 に は 、 音 節 レ ベ ル
の 音 韻 認 識 と 、音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が あ る  ( A d a m s ,  1 9 9 0 )。
英 語 の 母 語 話 者 の 場 合 、 音 節 レ ベ ル で の 音 韻 認 識 が 先 に 発 達
し 、 そ の 後 に 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が 発 達 す る  (ア レ ン 玉 井 ,  
2 0 1 0 )  こ と か ら 、 前 者 を 低 次 、 後 者 を 高 次 レ ベ ル の 音 韻 認 識
と 言 う こ と が で き る 。 音 韻 認 識 が ど の 程 度 獲 得 さ れ て い れ ば
視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化 が 可 能 に な る の か を 検 討 す
る に は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 音 韻 認 識 を レ ベ ル 別 に 調 べ
る 必 要 が あ る 。  
第 3 の 目 的  (英 単 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起 と の 関 係 を 検
証 す る )  に 関 連 し て 、 S a a r n i o ,  O k a ,  &  P a r i s  ( 1 9 9 0 )  は 、 小
学 校 3 年 生 と 5 年 生 の 英 語 を 母 語 と す る 子 ど も を 対 象 に 調 査
し 、音 韻 処 理 技 能 は 両 グ ル ー プ の 読 解 力 に 有 意 に 貢 献 し た が 、
よ り 効 率 よ く 読 め る 5 年 生 に は 3 年 生 ほ ど 役 に 立 た な か っ た
と 報 告 し て い る 。 こ の こ と は 、 熟 達 し た 読 み 手 に は 未 熟 な 読
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み 手 の 場 合 ほ ど 音 韻 処 理 が 重 要 な 役 割 を 果 た さ な く な る こ と
を 示 唆 し て い る 。 し か し な が ら 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場
合 に は 、 英 語 を 読 む 時 に 低 次 処 理 の デ ィ コ ー デ ィ ン グ が 自 動
化 で き ず に 理 解 と の 切 り 替 え を し な が ら 読 む の で  ( S a m u e l s ,  
1 9 9 4 a )、 正 確 な 音 韻 情 報 が 意 味 想 起 に 重 要 な 役 割 を 持 つ 可 能
性 が あ る と 考 え ら れ る 。  
以 上 を 踏 ま え て 、 研 究 2 の 仮 説 を ま と め る 。  
 
仮 説 1 	 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 英 語 の 書 記 素 － 音  
素 変 換 規 則 が 獲 得 さ れ て い る と 、 英 単 語 の 正 書 法 情
報 に 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 す る こ と が で き る 。 
 
仮 説 2 - 1 	 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 書 記 素 － 音 素 変
換 規 則 の 多 様 性 と 音 韻 認 識 の レ ベ ル は 関 係 が あ る 。 
 
仮 説 2 - 2 	 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 音 節 レ ベ ル ま で
の 音 韻 認 識 が あ る と 、 音 節 単 位 で の 音 韻 情 報 を 有
し て い る た め 、 音 節 単 位 で の 英 単 語 の 音 韻 符 号 化
が で き る 。  
 
仮 説 3 	 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 が で き る と 英 単  
語 の 意 味 想 起 も さ れ や す い 。  
 
5 . 2  方 法  
参 加 者 :  仙 台 市 の 2 つ の 英 語 教 室 に 通 う 小 学 3～ 6 年 生 の 児 童  
2 0 名 を 参 加 者 と し た 。フ ォ ニ ッ ク ス を 通 し て 英 語 の 文 字 と 音  
声 の 対 応 ル ー ル の 教 授 を 受 け 、 習 熟 度 が 異 な る 、 グ ル ー プ A  
と グ ル ー プ B の 2 グ ル ー プ を 設 け た 。グ ル ー プ A は 、英 語 学  
習 歴 が 1～ 2 年  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 未 満 )  の 1 3 名 で 、  
フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル で あ る 第 1 ル ー ル  ( 1 子 音 字 お よ
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び 母 音 字 が 1 音 を 表 す も の )  の 教 授 を 受 け て い る 。グ ル ー プ B
は 、英 語 学 習 歴 が 3 年  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 )  の 7 名 で 、
フ ォ ニ ッ ク ス の 第 1 ル ー ル の 他 に 、応 用 ル ー ル の 第 2  ル ー ル  
( S i l e n t  E ,  P o l i t e  v o w e l s )、第 3  ル ー ル  ( C o n s o n a n t  D i g r a p h s ,  
V o w e l  D i g r a p h s )、 第 4 ル ー ル  ( C o s o n a t  b l e n d s ,  M u r m u r i n g  
v o w e l s )  の 教 授 も 受 け て い る 。  
実 験 実 施 時 期 ： 2 0 0 8 年 1 0 月  
材 料 :課 題 1 - 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )： (擬 似 単 語 音 読 )、課 題  
1 - 2 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )： (英 単 語 音 読 )、 課 題 2 音 韻 認 識   
(音 節 レ ベ ル 1 )： (音 声 的 に 異 な る 語 を 選 択 す る )、 課 題 3 音 韻  
認 識  (音 節 レ ベ ル 2 )： (音 節 内 構 造 の 混 成 ・ 分 節 分 割 )、課 題 4  
音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 1 )： (音 素 の 消 去 、付 加 、再 生 )、課 題 5   
音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 2 )： (音 素 に 分 割 )、 課 題 6 - 1  音 韻 符 号  
化  (英 単 語 )  お よ び 意 味 想 起  (英 単 語 )、 課 題 6 - 2  音 韻 符 号  
化  (英 文 )  お よ び 意 味 理 解  (英 文 )  が 書 か れ た 質 問 紙 を 材 料  
と し た  (研 究 2 で 使 用 し た 課 題 に つ い て は 巻 末 資 料 3 を 参 照  
の こ と )。   
 
課 題 1 - 1 	 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )： 擬 似 単 語 音 読  
	 	 	 	 	   擬 似 単 語  ( 1 0 語 )  を 声 に 出 し て で き る だ け 速 く  
正 確 に 読 む  ( 1 題 1 点 、 計 1 0 点 )  
課 題 1 - 2 	 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )： 英 単 語 音 読 	  
   	 	 	 	  英 単 語  ( 1 0 語 )  を 声 に 出 し て で き る だ け 速 く 正  
確 に 読 む  ( 1 題 1 点 、 計 1 0 点 )  
 
課 題 2 	 音 韻 認 識  (音 節 レ ベ ル 1 )： 語 群 の 中 か ら 他 と 音 声 的 	 	  
に 異 な る 語 を 選 択 す る - - -音 節 の 認 識 能 力  
課 題 3 	 音 韻 認 識  (音 節 レ ベ ル 2 )： 音 節 内 構 造 の 混 成 と 分 節 	  
分 割 - - -音 節 の 分 析 能 力  
課 題 4 	 音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 1 )： 音 素 を 消 去 、 付 加 、  
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再 配 置 し 語 を 再 生 す る - - -音 素 の 操 作 能 力  
課 題 5 	 音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 2 )： 音 素 に 分 割 す る              
- - -音 素 の 分 析 能 力  
(課 題 2～ 5 は 5 題 ず つ 、 1 題 1 点 、 計 5 点 )  
 
課 題 6 - 1 	 音 韻 符 号 化  (英 単 語 )  お よ び 意 味 想 起  (英 単 語 )：  
英 単 語 を 音 読 し 意 味 を 言 う 。  
	 	 	 	 	 英 単 語  ( 5 語 )  を で き る だ け 速 く 正 確 に 音 読 す  
	 	 	 	 	 る 。 音 読 の 後 に 読 ん だ 英 単 語  ( 5 語 )  の 意 味 を 日  
本 語 で 口 頭 で 答 え る 。  ( 1 題 1 点 、 計 1 0 点 )  
課 題 6 - 2 	 音 韻 符 号 化  (英 文 )  お よ び 意 味 理 解  (英 文 )： 英 文  
を 音 読 し 意 味 を 言 う 。  
	 	 	 	 	 英 文  ( 5 文 )  を で き る だ け 速 く 正 確 に 音 読 す る 。  
音 読 の 後 に 読 ん だ 英 文  ( 5 文 )  の 意 味 を 日 本 語 で
口 頭 で 答 え る 。 ( 1 題 2 点 、 計 2 0 点 )  
課 題 1～ 課 題 6 - 2 ま で 合 計 7 0 点 満 点 と し た 。  
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 T a b l e 5 - 1  研究 2 の課題の例 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
課 題  課 題 例 と 正 答  
課 題 1 - 1  音 韻 符 号 化  
( 擬 似 単 語 )  
y a n  
→ / y a ： n /  
課 題 1 - 2  音 韻 符 号 化  
( 既 知 語 )  
n e s t  
→ / n e s t /  
課 題 2  音 韻 認 識  
( 音 節 レ ベ ル 1 )  
p i g ,  h i l l ,  p i n  
→ h i l l  
課 題 3  音 韻 認 識  
( 音 節 レ ベ ル 2 )  
/ s / ＋ / i / ＋ / t /  
→ / s i t /  
課 題 4  音 韻 認 識  
( 音 素 レ ベ ル 1 )  
l e g  か ら / l / を と っ て 発 音 し て く だ さ
い  →  / e g /  
課 題 5  音 韻 認 識  
( 音 素 レ ベ ル 2 )  
p e n の 音 を 分 解 し て 発 音 し て く だ さ い  
→ / p  / / e / / n /  
課 題 6 - 1  音 韻 符 号 化  
( 英 単 語 ) お よ び 意 味 想 起  
( 英 単 語 )  
g o a t  ( 音 読 )  _ _ _ _ _ _ _ _ _ _  
     ( 意 味 )  _ _ _ _ _ _ _ _ _ _  
→ / g o u t /  ヤ ギ  
課 題 6 - 2  音 韻 符 号 化  
( 英 文 ) お よ び 意 味 理 解  
( 英 文 )  
M o m ’ s  b i r t h d a y  i s  M a r c h  t h i r d .   
( 音 読 ) _ _ _ _ _ _ _ _ _ _  
( 意 味 ) _ _ _ _ _ _ _ _ _ _  
→ 母 の 誕 生 日 は 3 月 3 日 で す 。  
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手 続 き :  
実 験 は グ ル ー プ ご と に 個 別 に 行 い 、 参 加 者 に は 一 人 ず つ 解
答 さ せ た 。最 初 に 実 験 者 が 解 答 す る 参 加 者 に 質 問 紙 を 配 布 し 、
各 課 題 の 例 を 提 示 し て 、そ の 後 参 加 者 に 課 題 1 - 1 か ら 課 題 6 - 2
ま で 順 番 に 口 頭 で 解 答 さ せ た 。 課 題 1 - 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単
語 )、課 題 1 - 2 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )、課 題 6 - 1 音 韻 符 号 化  (英
単 語 )  お よ び 意 味 想 起  (英 単 語 )、課 題 6 - 2 音 韻 符 号 化  (英 文 )  
お よ び 意 味 理 解  (英 文 )  の 解 答 を 録 音 し た 。  
採 点 方 法 ：  
解 答 は 実 験 者 が 採 点 し 、 課 題 毎 の 正 答 得 点 と 合 計 点 を 出 し
た 。課 題 1 - 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  に つ い て は 、英 語 の 書 記
素 － 音 素 変 換 規 則 に 従 っ た も の を 正 答 と し 1 点 を 与 え た 。  
課 題 2～ 課 題 5 は 、 正 答 を 1 点 、 誤 答 ま た は 無 回 答 を 0 点 と
し た 。課 題 6 - 1 音 韻 符 号 化  (英 単 語 )  お よ び 意 味 想 起  (英 単 語 )  
に つ い て は 、 音 韻 符 号 化 で は 、 英 語 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則
に 従 っ た も の を 正 答 と し 1 点 を 与 え た 。 誤 答 か 長 い 沈 黙 が あ
っ た り 無 回 答 の 場 合 に は 0 点 と し た 。 意 味 想 起 に つ い て は 正
確 な 意 味 が 言 え る 場 合 に 1 点 、 誤 答 か 長 い 沈 黙 が あ っ た り 無
回 答 の 場 合 に は 0 点 と し た 。 課 題 6 - 2 音 韻 符 号 化  (英 文 )  お
よ び 意 味 理 解  (英 文 )  に つ い て は 、 音 韻 符 号 化 で は 、 英 語 の
書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 に 従 っ た も の を 正 答 と し 2 点 を 与 え た 。
文 の 語 順 を 守 っ て 複 数 の 単 語 を 音 読 で き た 場 合 に 1 点 を 与 え
た 。 意 味 理 解 に つ い て は 正 確 な 意 味 が 言 え る 場 合 に 正 答 と し
2 点 を 与 え た 。 文 の 語 順 を 守 っ て 複 数 の 単 語 の 意 味 が 言 え る
場 合 に 1 点 、 誤 答 か 長 い 沈 黙 が あ っ た り 無 回 答 の 場 合 に は 0
点 と し た 。  
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5 . 3  結 果 と 考 察  
5 . 3 . 1  英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 と 音 韻 符 号 化  
T a b l e 5 - 2 、 5 - 3  、 5 - 4 、 5 - 5 、 5 - 6 、 5 - 7 、 5 - 8 、 5 - 9 、 5 - 1 0 、
5 - 1 1 は 、 グ ル ー プ A  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 未 満 )  と グ ル
ー プ B  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 )  の 課 題 の 正 答 得 点 の 平 均 で
あ る 。  
 
 
 
T a b l e 5 - 2  課題 1-1 音韻符号化 (擬似単語 )課題の平均値の比較  
 N  平 均 値  標 準 偏 差   t 値  自 由 度  有 意 確 率  
グ ル ー プ A  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  
1 3  7 . 6 9  1 . 1 8   － . 8 2 7  1 8  n . s .  
グ ル ー プ B  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2  
年 )  
7  8 . 2 9  2 . 0 6      
 
 
 
 
 
T a b l e 5 - 3  課題 1-2 音韻符号化 (既知語 )課題の平均値の比較  
 N  平 均 値  標 準 偏 差   t 値  自 由 度  有 意 確 率  
グ ル ー プ A  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  
1 3  6 . 6 9  1 . 7 5   － 2 . 1 5  1 8  p < . 0 5  
グ ル ー プ B  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2
年 )  
7  8 . 5 7  2 . 0 7      
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T a b l e 5 - 4  課題 2 音韻認識 (音節レベル 1)：音声的に異なる語を選択する  
課題の平均値の比較  
 N  平 均 値  標 準 偏 差   t 値  自 由 度  有 意 確 率  
グ ル ー プ A  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  
1 3  5 . 0 0  0 . 0 0   1 . 0 0  6  n . s .  
グ ル ー プ B  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2
年 )  
7  4 . 8 6  0 . 3 8      
上 記 課 題 に つ い て は 、 グ ル ー プ A の 全 員 が 満 点 だ っ た た め 、 標 準 偏 差
が 0 . 0 0 に な っ た 。  
 
 
 
 
 
T a b l e 5 - 5  課題 3 音韻認識 (音節レベル 2)：音節内構造の混成と分節分割課題  
の平均値の比較  
 N  平 均 値  標 準 偏 差   t 値  自 由 度  有 意 確 率  
グ ル ー プ A  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  
1 3  4 . 6 9  0 . 6 3   0 . 4 3  1 8  n . s .  
グ ル ー プ B  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2
年 )  
7  4 . 5 7  0 . 5 3      
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T a b l e 5 - 6  課題 4 音韻認識 (音素レベル 1)：音素操作課題の平均値の比較  
 N  平 均 値  標 準 偏 差   t 値  自 由 度  有 意 確 率  
グ ル ー プ A  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  
1 3  4 . 6 9  0 . 6 3   － 1 . 7 6  1 2  n . s .  
グ ル ー プ B  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2
年 )  
7  5 . 0 0  0 . 0 0      
上 記 課 題 に つ い て は 、 グ ル ー プ B の 全 員 が 満 点 だ っ た た め 、 標 準 偏 差
が 0 . 0 0 に な っ た 。  
 
 
 
 
 
 
T a b l e 5 - 7  課題 5 音韻認識 (音素レベル 2)：音素分析課題の平均値の比較  
 N  平 均 値  標 準 偏 差   t 値  自 由 度  有 意 確 率  
グ ル ー プ A  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  
1 3  2 . 3 0  1 . 7 5   － 0 . 8 8  1 8  n . s .  
グ ル ー プ B  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2
年 )  
7  3 . 0 0  1 . 5 3      
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T a b l e 5 - 8  課題 6-1 音韻符号化 (英単語 )：英単語音読課題の平均値の比較  
 N  平 均 値  標 準 偏 差   t 値  自 由 度  有 意 確 率  
グ ル ー プ A  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  
1 3  3 . 6 2  1 . 0 4   － 3 . 2 0  1 8  p < . 0 1  
グ ル ー プ B  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2
年 )  
7  4 . 7 1  0 . 4 9      
 
 
 
 
 
 
T a b l e 5 - 9  課題 6-1 意味想起 (英単語 )：英単語の意味想起課題の平均値の比較  
 N  平 均 値  標 準 偏 差   t 値  自 由 度  有 意 確 率  
グ ル ー プ A  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  
1 3  2 . 6 9  0 . 8 5   － 1 . 4 1  1 8  n . s .  
グ ル ー プ B  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2
年 )  
7  3 . 4 3  1 . 5 1      
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T a b l e 5 - 1 0  課題 6-2 音韻符号化 (英文 )：英文音読課題の平均値の比較  
 N  平 均 値  標 準 偏 差   t 値  自 由 度  有 意 確 率  
グ ル ー プ A  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  
1 3  5 . 8 5  2 . 7 6   － 2 . 3 6  1 8  p < . 0 5  
グ ル ー プ B  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2
年 )  
7  8 . 5 7  1 . 7 2      
 
 
 
 
 
 
T a b l e 5 - 1 1  課題 6-2 意味理解 (英文 )：英文の意味を言う課題の平均値の比較  
 N  平 均 値  標 準 偏 差   t 値  自 由 度  有 意 確 率  
グ ル ー プ A  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  
1 3  3 . 9 2  2 . 4 0   － 1 . 5 3  1 8  n . s .  
グ ル ー プ B  
( フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2
年 )  
7  6 . 0 0  3 . 7 0      
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グ ル ー プ A は 英 語 学 習 歴 が 1～ 2 年  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1
年 未 満 )  の グ ル ー プ 、グ ル ー プ B は 英 語 学 習 歴 が 3 年 以 上  (フ
ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 )  の グ ル ー プ で あ る 。t 検 定 を 実 施 し た
主 な 結 果 は 次 の 通 り で あ る 。  
課 題 2  音 韻 認 識  (音 節 レ ベ ル 1 )：(音 声 的 に 異 な る 語 を 選 択
す る )  と 課 題 3  音 韻 認 識  (音 節 レ ベ ル 2 )：(音 節 内 構 造 の 混 成
と 分 節 分 割 )  に お い て 、グ ル ー プ A  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年
未 満 )  と グ ル ー プ B  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 )の 間 に は 有 意
差 は 見 ら れ な か っ た 。  
課 題 1 - 2 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )： (英 単 語 音 読 )  の 2 つ の グ ル  
ー プ の 平 均 点 は  A グ ル ー プ  6 . 6 9  点  (標 準 偏 差 1 . 7 5 )、 B グ
ル ー プ  8 . 5 7 点  (標 準 偏 差 2 . 0 7 )  と 、 フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2
年 の B グ ル ー プ の 方 が 、フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 の A グ ル ー
プ よ り も 高 か っ た 。2 グ ル ー プ の 差 は 5 %水 準 で 有 意 で あ っ た 。 
課 題 6 - 1 音 韻 符 号 化  (英 単 語 )  の  2 つ の グ ル ー プ の 平 均 点  
は A グ ル ー プ  3 . 6 2 点  (標 準 偏 差 1 . 0 4 )、 B グ ル ー プ  4 . 7 1  点  
(標 準 偏 差 . 4 9 )  で 、2 グ ル ー プ の 差 は 1 %水 準 で 有 意 で あ っ た 。
課 題 6 - 2 音 韻 符 号 化  (英 文 )  の 平 均 点 は  A グ ル ー プ 5 . 8 5 点  
(標 準 偏 差 2 . 7 6 )、 B グ ル ー プ  8 . 5 7  点  (標 準 偏 差 1 . 7 2 )  で 、
フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 の B グ ル ー プ の ほ う が 、 フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1 年 の A グ ル ー プ よ り も 高 か っ た 。 2 グ ル ー プ の 差
は 5 %水 準 で 有 意 で あ っ た 。  
し か し な が ら 、課 題 6 - 1 意 味 想 起  (英 単 語 )  お よ び 課 題 6 - 2  
意 味 理 解  ( 英 文 )  と い う 英 単 語 ・ 英 文 の 意 味 を 言 う 課 題 に 関
し て は 、 2 グ ル ー プ の 平 均 差 は 有 意 で な か っ た 。  
課 題 5 音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 2 )： (音 素 分 析 )  に つ い て は 、 
2 グ ル ー プ の 平 均 差 は 有 意 で な か っ た 。  
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項 目 別 分 析  
F i s h e r の 直 接 法 の 検 定 に よ り 、 課 題 1 - 1～ 課 題 6 - 2 の 1 問  
ず つ の 正 答 率 を グ ル ー プ A と グ ル ー プ B で 比 較 し た も の を 、
F i g u r e 5 - 1～ 5 - 1 0 で 示 し た 。 グ ル ー プ A は フ ォ ニ ッ ク ス 学 習
歴 1 年 未 満  (英 語 学 習 歴 1～ 2 年 )、 グ ル ー プ B は フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 2 年  (英 語 学 習 歴 3 年 以 上 )  で あ る 。  
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F i g u r e 5 - 1  課 題 1-1 音韻符号化 (擬似単語 )課題正答率  (%)  
 
 
 
 
 
 
 
 
F i g u r e 5 - 2  課 題 1-2 音韻符号化  (既知語 )  課題正答率  (%)  
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F i g u r e 5 - 3  課 題 2 音韻認識 (音節レベ
ル 1)：音声的に異なる語を選択する課題
正答率  (%)  
 
 
 
 
 
 
F i g u r e 5 - 4  課 題 3 音韻認識 (音節レべ
ル 2)：音節内構造の混成と分節分割課題
正答率  (%)  
 
F i g u r e 5 - 5  課 題 4 音韻認識 (音素レベ
ル 1)：音素操作課題正答率  (%)  
 
 
F i g u r e 5 - 6  課 題 5 音韻認識 (音素レベ
ル 2)：音素分析課題正答率  (%)  
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F i g u r e  5 - 7  課 題 6-1 音韻符号化 1(英
単  
語 )：英単語音読課題正答率  (%)  
 
 
 
 
 
 
F i g u r e 5 - 8  課 題 6-1 意味想起 1(英単
語 )：英単語の意味想起課題正答率  (%)  
 
 
F i g u r e 5 - 9  課 題 6-2 音韻符号化 2(英
文 )：英文音読課題正答率  (%)  
 
F i g u r e  5 - 1 0  課 題 6-2 意味理解 2(英
文 )：英文の意味理解課題正答率  (%)  
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F i s h e r の 直 接 法 の 検 定 の 結 果 は 次 の 通 り で あ る 。 グ ル ー プ
A は フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 未 満  (英 語 学 習 歴 1～ 2 年 )、 グ
ル ー プ B は フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年  (英 語 学 習 歴 3 年 以 上 )
で あ る 。  
課 題 の 個 々 の 問 題 で は 、課 題 1 - 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  の
第 4 問   “ t u s ”  (グ ル ー プ A の 正 答 率 7 . 7 % ,グ ル ー プ B の 正 答
率  5 7 % )、 1 - 2 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  の 第 5 問   “ m i n e ”  (グ ル
ー プ A の 正 答 率 2 3 % ,グ ル ー プ B 正 答 率  8 6 % )  お よ び 第 9 問   
“ t o w n ”   ( グ ル ー プ A の 正 答 率 3 8 % , グ ル ー プ B の 正 答 率  
1 0 0 % )、 6 - 1  音 韻 符 号 化  (英 単 語 )  の 第 3 問   “ l a t e ”  (グ ル ー
プ A の 正 答 率 4 6 . 2 % ,グ ル ー プ B の 正 答 率  1 0 0 % )  は 、フ ォ ニ
ッ ク ス 学 習 歴 2 年 で あ る グ ル ー プ B の ほ う が 、 フ ォ ニ ッ ク ス
学 習 歴 1 年 未 満 の グ ル ー プ A よ り も 高 か っ た 。 い ず れ も 2 グ
ル ー プ 間 の 正 答 率 の 差 は 5 %水 準 で 有 意 で あ っ た 。  
以 上 の t 検 定 お よ び F i s h e r の 直 接 法 の 検 定 結 果 の 分 析 か ら 、
次 の よ う な 考 察 が 可 能 で あ ろ う 。  
グ ル ー プ A と グ ル ー プ B と で は 、英 語 学 習 歴 が 異 な っ て お
り  (グ ル ー プ A は 1～ 2 年 、 グ ル ー プ B は 3 年 以 上 )、 グ ル ー
プ 間 の 差 は 、 英 語 学 習 歴 の み に よ る 差 で あ る と い う 解 釈 は 可
能 で あ る 。 た だ し 、 今 回 用 い た 課 題 1 - 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単
語 )  で は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 第 1 グ ル ー プ の ル ー ル を 主 と し て
扱 っ て い る の に 対 し 、課 題 1 - 2 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  で は 第 1
グ ル ー プ の ル ー ル 以 外 の ル ー ル を 多 く 扱 っ て い る 。そ の た め 、
課 題 1 - 2 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  に お い て 2 グ ル ー プ の 平 均 の
差 が 有 意 で あ る と い う 結 果 は 、 フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 未 満
の グ ル ー プ A と フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 と い う グ ル ー プ B と
の 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 習 熟 度 の 差 に よ る も の で あ る と 解 釈 す る
の が 妥 当 で あ ろ う 。  
課 題 1 - 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  お よ び 課 題 1 - 2  音 韻 符 号
化  (既 知 語 )  の 両 課 題 に お い て 、グ ル ー プ A お よ び グ ル ー プ B
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の 両 グ ル ー プ と も に 正 答 得 点 が 高 く 、 特 に グ ル ー プ B に お い
て は 1 0 点 満 点 に 近 い 値 と な っ て い た  (課 題 1 - 1： 音 韻 符 号 化  
(擬 似 単 語 )  の グ ル ー プ A の 平 均 7 . 6 9  (標 準 偏 差 1 . 1 8 ) ,  グ ル
ー プ B の 平 均 8 . 2 9  (標 準 偏 差 2 . 0 6 ) ,  課 題 1 - 2：音 韻 符 号 化  (既
知 語 )  の グ ル ー プ A の 平 均 6 . 6 9  (標 準 偏 差 1 . 7 5 ) ,  グ ル ー プ B
の 平 均 8 . 5 7  (標 準 偏 差 2 . 0 7 ) )。先 行 研 究  (日 野 ,  2 0 0 0 ;  H a r l e y ,  
2 0 0 1 )  を 踏 ま え る と 、 英 語 学 習 者 に お け る 既 知 語 の 処 理 は 、
文 字 列 や 音 節 ま た は 単 語 と い っ た 文 字 よ り 大 き な 単 位 で 処 理
し 、 未 知 語 の 処 理 に つ い て は 、 書 記 素 ― 音 素 変 換 規 則 が 利 用
可 能 で あ る 場 合 、 正 書 法 情 報 に 適 用 し て 音 韻 符 号 化 す る と 考
え ら れ る 。 今 回 の 結 果 で は 、 フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 の グ ル
ー プ B は 擬 似 単 語 も 既 知 語 と 同 様 に 音 韻 符 号 化 に 成 功 し て い
る こ と か ら 、 既 知 語 、 未 知 語 両 方 の 音 韻 符 号 化 の 方 法 を 使 っ
て い る と 推 察 さ れ る 。 ま た 、 フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 未 満 の
グ ル ー プ A に お い て も 、 同 様 の 傾 向 が 見 ら れ る こ と か ら 、 フ
ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 通 じ て 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 ル ー ル を
心 的 に 獲 得 し た 参 加 者 は 、 今 回 の 課 題 に 関 し て 、 未 知 語 の 正
書 法 情 報 に 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を し
て い た と 考 え ら れ 、 仮 説 1 は 支 持 さ れ た と 言 え る 。  
課 題 6 - 1  音 韻 符 号 化  ( 英 単 語 )  と 課 題 6 - 2  音 韻 符 号 化   
(英 文 )  に つ い て は 、 2 グ ル ー プ 間 の 平 均 の 差 が 有 意 で あ っ た 。
両 方 の 課 題 に は 、グ ル ー プ B  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 )  は 学
習 し て い る が グ ル ー プ A  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 未 満 )  が 習
っ て い な い フ ォ ニ ッ ク ス の ル ー ル を 使 用 し た 単 語 が 含 ま れ て
い る こ と か ら 、 前 述 の 考 察 と 同 様 、 英 語 学 習 歴 自 体 の 差 だ け
で は な く 、 2 グ ル ー プ の 参 加 者 の フ ォ ニ ッ ク ス の 習 熟 度 に よ
る 説 明 が 妥 当 で あ る だ ろ う 。  
課 題 の 個 々 の 問 題 の 正 答 率 に つ い て 、 前 述 の 通 り 課 題 1 - 1
音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  の 第 4 問  “ t u s ”、  課 題 1 - 2 音 韻 符 号
化  (既 知 語 )  の 第 5 問  “ m i n e ”お よ び 第 9 問  “ t o w n ”、 ま た 課
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題 6 - 1 音 韻 符 号 化  (英 単 語 )  の 第 3 問  “ l a t e ”  に お い て 、い ず
れ も フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 で あ る グ ル ー プ B の 方 が 、 フ ォ
ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 未 満 の グ ル ー プ A よ り も 高 か っ た 。 上 の
“ t u s ”の み フ ォ ニ ッ ク ス の 第 1 ル ー ル で あ る が 、そ れ 以 外 の 問
題 は 発 音 の 際 、 全 て 第 1 ル ー ル 以 外 の ル ー ル を 適 用 す る 必 要
が あ る た め 、 そ れ ら の ル ー ル を 学 習 し て い な い グ ル ー プ A の
正 答 率 が 低 か っ た と 推 察 さ れ る 。  
5 . 3 . 2  英 語 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル と 音 韻 符 号 化  
グ ル ー プ ご と に 課 題 1 - 1  音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )、 課 題 1 - 2
音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  の 正 答 率 と 課 題 2 音 韻 認 識  (音 節 レ ベ
ル 1 )： (音 声 的 に 異 な る 語 を 選 択 す る )、 課 題 3  音 韻 認 識  (音
節 レ ベ ル 2 )： (音 節 内 構 造 の 混 成 と 分 節 分 割 )、 課 題 4 音 韻 認
識  (音 素 レ ベ ル 1 )： (音 素 操 作 )、 課 題 5  音 韻 認 識  (音 素 レ ベ
ル 2 )： (音 素 分 析 )  の そ れ ぞ れ の 正 答 率 と の 相 関  ( P e a r s o n  の
相 関 係 数 )  を 求 め 、 T a b l e 5 - 1 2 と T a b l e 5 - 1 3 に 示 し た 。 グ ル
ー プ A は フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 未 満  (英 語 学 習 歴 1～ 2 年 )、
グ ル ー プ B は フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年  (英 語 学 習 歴 3 年 以 上 )
で あ る 。 な お 、 両 グ ル ー プ の 参 加 者 の 人 数 は 少 な い た め 、 相
関 は 参 考 値 と し て 解 釈 す る 。  
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T a b l e  5 - 1 2  グループ A  フォニックス学習歴 1 年未満  (英語学習歴 1~2 年 )  の  
1 -1 音韻符号化課題  (擬似単語 )  ・1-2 音韻符号化課題  (既知語 )  と音韻認識課題の
正答得点の相関係数 	 (N=13)	 	 	 	 	                                             
課 題 	                 1 -1 音 韻 符 号 化 (擬 似 単 語 )  1 -2 音 韻 符 号 化 (既 知 語 )           
1 -1  音韻符号化  (擬似単語 )                    －                     .76	     
1 -2  音韻符号化課題  (既知語 )            	   .76                    	 － 	  
2 音 韻 認 識  ( 音 節 レ ベ ル 1 )            ＋ 	 	 	 	 	 	  	 ＋  
3 音 韻 認 識  ( 音 節 レ ベ ル 2 ) 	 	 	 	 	 . 6 5 *              . 3 6  
4 音 韻 認 識  ( 音 素 レ ベ ル 1 )           . 4 5               . 6 6 *  
5 音 韻 認 識  ( 音 素 レ ベ ル 2 )           . 9 0 * *              . 8 2 * *           
* * p < . 0 1 ,  * p < . 0 5 	  
+  グ ル ー プ A の 成 績 は 全 員 が 満 点 で あ っ た た め 、相 関 が 計 算 さ れ な か っ た 。  
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T a b l e  5 - 1 3 グループ B  フォニックス学習歴 2 年  (英語学習歴 3 年以上 )  の  
1 -1 音韻符号化課題  (擬似単語 )と・ 1-2 音韻符号化課題  (既知語 )  と音韻認識課題  
の正答得点の相関係数  (N=7)	 	 	 	 	 	                                             
課 題 	                 1 -1 音 韻 符 号 化 (擬 似 単 語 )  1 -2 音 韻 符 号 化 (既 知 語 )    	  
1 -1  音韻符号化  (擬似単語 )                    －                      .93	     
1 -2  音韻符号化課題  (既知語 )                 .93                    	 － 	  
2 音 韻 認 識  ( 音 節 レ ベ ル 1 )           . 9 2 * * 	 	 	 	 	  	 . 9 7 * *  
3 音 韻 認 識  ( 音 節 レ ベ ル 2 ) 	 	 	 	 	 . 5 8               . 5 6  
4 音 韻 認 識  ( 音 素 レ ベ ル 1 )            +                 +  
5 音 韻 認 識  ( 音 素 レ ベ ル 2 )           . 9 0 * *              . 9 0         	  
* * p < . 0 1 ,  * p < . 0 5  
+  グ ル ー プ A の 成 績 は 全 員 が 満 点 で あ っ た た め 、相 関 が 計 算 さ れ な か っ た 。  
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フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 の グ ル ー プ A に つ い て は 、課 題 1 - 1
音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  の 正 答 率 と 課 題 3 音 韻 認 識  (音 節 レ
ベ ル 2 ) :  (音 節 内 構 造 の 混 成 と 分 節 分 割 )  の 正 答 率 と の 間 に 中
程 度 の 正 の 相 関 が 見 ら れ た  ( r = . 6 4 , p < . 0 5 )。 さ ら に 、 課 題 1 - 1  
音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  の 正 答 率 と 課 題 4  音 韻 認 識  (音 素 レ
ベ ル 1 )： (音 素 の 消 去 、 付 加 、 再 配 置 )  の 正 答 率 と の 間 に 中 程
度 の 正 の 相 関  ( r = . 6 5 , p < . 0 5 )、 課 題 1 - 2  音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  
の 正 答 率 と 課 題 4 音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 1 )： (音 素 の 消 去 、付
加 、 再 配 置 )  の 正 答 率 と の 間 に も 中 程 度 の 正 の 相 関  
( r = . 6 6 , p < . 0 5 )、 課 題 1 - 2  音 韻 符 号 化  (既 知 語 の 正 答 率 と タ ス
ク 5  音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 2 )：(音 素 分 析 )  の 正 答 率 と の 間 に
は 強 い 正 の 相 関  ( r = . 8 2 , p < . 0 1 )  が 見 ら れ た 。  
フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 の グ ル ー プ B に つ い て は 、課 題 1 - 1  
音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  の 正 答 率 と 課 題 2  音 韻 認 識  (音 節 レ
ベ ル 1 )： (語 群 の 中 か ら 音 声 的 に 異 な る 語 を 選 択 す る )  の 正 答
率 と の 間 に 強 い 正 の 相 関 が 見 ら れ た  ( r = . 9 2 , p < . 0 1 )。 さ ら に 、
課 題 1 - 1  音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  の 正 答 率 と 課 題 5 音 韻 認 識  
(音 素 レ ベ ル 2 )： (音 素 分 析 )  の 正 答 率 と の 間 に も 強 い 正 の 相
関  ( r = . 9 0 , p < 0 1 )、 課 題 1 - 2  音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  の 正 答 率 と
課 題 2  音 韻 認 識  (音 節 レ ベ ル 1 )：(語 群 の 中 か ら 音 声 的 に 異 な
る 語 を 選 択 す る )  の 正 答 率 と の 間 に 強 い 正 の 相 関  ( r = . 9 7 , 	 
p < . 0 1 )、課 題 1 - 2 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  の 正 答 率 と 課 題 5 音 韻
認 識  (音 素 レ ベ ル 2 )： (音 素 分 析 )  の 正 答 率 と の 間 に も 強 い 正
の 相 関  ( r = . 9 0 , p < . 0 1 )  が 見 ら れ た 。  
課 題 1 - 2 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  の 正 答 率 と 課 題 5  音 韻 認 識   
(音 素 レ ベ ル 2 )  の 正 答 率 と の 相 関 係 数 は 、 両 グ ル ー プ と も に
高 く 、1 %水 準 で 有 意 で あ っ た  (グ ル ー プ A   r  = . 8 2 ,  グ ル ー プ
B   r  = . 9 0 )。 相 関 係 数 の 差 の 検 定 を 行 っ た 結 果 、 フ ォ ニ ッ ク
ス 学 習 歴 1 年 未 満 の グ ル ー プ A と フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 の
グ ル ー プ B に お け る 相 関 係 数 は 、1 %水 準 で 有 意 差 が 見 ら れ た 。 
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以 上 の 結 果 か ら 、 次 の 考 察 が 可 能 で あ ろ う 。  
フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 の グ ル ー プ B に お け る 音 韻 符 号 化  
の 正 答 率 と 音 韻 認 識 の 正 答 率 と の 相 関 は 高 か っ た 。 音 韻 認 識
課 題 は 課 題 2  (音 節 レ ベ ル 1 )  か ら 課 題 5  (音 素 レ ベ ル 2 )  へ と
番 号 が 増 え る に つ れ 、 よ り 高 次 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が 必 要 と さ
れ る 。 こ の 音 韻 認 識 の 中 で も 課 題 5 音 素 レ ベ ル 2  (音 素 分 析 )  
と 擬 似 単 語 お よ び 既 知 語 の 音 韻 符 号 化 と の 相 関 が 強 い と い う
こ と は 、 学 習 者 が 音 素 レ ベ ル と い う 高 次 レ ベ ル の 音 韻 認 識 を
持 っ て い る こ と が 、 音 韻 符 号 化 の 成 功 率 と 強 く 関 連 し て い る
こ と を 示 し て い る 。 と 同 時 に 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 の 多 様
性 と 音 韻 認 識 の レ ベ ル は 関 係 が あ る と す る 、 仮 説 2 - 1 は 支 持
さ れ た と 言 え る 。  
ま た 、 今 回 両 グ ル ー プ の 課 題 2  音 韻 認 識  (音 節 レ ベ ル 1 )：
(語 群 の 中 か ら 音 声 的 に 異 な る 語 を 選 択 す る )、 課 題 3  音 韻 認
識  (音 節 レ ベ ル 2 )： (音 節 内 構 造 の 混 成 と 分 節 分 割 )  の 正 答 得
点 が 高 か っ た と い う 結 果 は 、 両 グ ル ー プ の 参 加 者 は 音 節 レ ベ
ル で の 音 韻 認 識 が あ る こ と を 示 唆 し て い る 。  
さ ら に 、 両 グ ル ー プ の 課 題 1 - 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )、 課
題 1 - 2 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  の 正 答 得 点 が 高 か っ た 結 果 を 踏
ま え る と 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 音 節 レ ベ ル の 音
韻 認 識 が 、 視 覚 提 示 さ れ た 既 知 語 お よ び 未 知 語 の 音 韻 符 号 化
を 支 え て い る 可 能 性 が 考 え ら れ 、 同 時 に 、 日 本 人 初 級 英 語 学
習 者 に お い て 、 音 節 レ ベ ル ま で の 音 韻 認 識 が あ る と 音 節 単 位
で の 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 が で き る と す る 、 仮 説 2 - 2 は 支 持 さ
れ た と 言 え る 。  
一 方 、課 題 4 音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 1 )：(音 素 の 消 去 、付 加 、
再 配 置 )  に お け る 両 グ ル ー プ の 正 答 得 点 は 5 点 満 点 の ほ ぼ 上
限 と 言 え る ほ ど 高 い も の の  (グ ル ー プ A の 正 答 得 点 は 4 . 6 9  
(標 準 偏 差 0 . 6 3 )、 グ ル ー プ B の 正 答 得 点 は 5 . 0 0  (標 準 偏 差
0 . 0 0 ) )、 課 題 5 音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 2 )： (音 素 分 析 )  に お け
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る 正 答 得 点 は 高 い と は 言 え ず  (グ ル ー プ A の 正 答 得 点 は 2 . 3 0  
(標 準 偏 差 1 . 7 5 )、 グ ル ー プ B の 正 答 得 点 は 3 . 0 0  (標 準 偏 差
1 . 5 3 ) )、今 回 の 参 加 者 全 員 が 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 を 有 し て い
た と は 言 え な い 。  
5 . 3 . 3  音 韻 符 号 化 と 英 単 語 意 味 想 起 お よ び 英 文 意 味 理 解 	  
フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 未 満 の グ ル ー プ A  (英 語 学 習 歴 1   
～ 2 年 )  と フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 の グ ル ー プ Ｂ  (英 語 学 習 歴
3 年 以 上 )  を 、 グ ル ー プ 毎 に 、 課 題 6 - 1  音 韻 符 号 化  (英 単 語 )
と 意 味 想 起  (英 単 語 )、 課 題 6 - 2  音 韻 符 号 化  (英 文 )  と 意 味 理
解  ( 英 文 )  に お い て 、 音 読 の 正 答 率 と 意 味 正 答 率 の 相 関  
( P e a r s o n の 相 関 係 数 )  を 求 め た 。 な お 、 両 グ ル ー プ の 参 加 者
の 人 数 は 少 な い た め 、 相 関 は 参 考 値 と し て 解 釈 す る 。 主 な 結
果 は 以 下 の 通 り で あ る 。  
グ ル ー プ A に お け る 課 題 6 - 2 音 韻 符 号 化  (英 文 )  の 正 答 率  
と 意 味 の 正 答 率 の 間 に 強 い 正 の 相 関 が 見 ら れ た  ( r = . 8 9 , 	 
p < . 0 1 )。ま た 、グ ル ー プ B  の 課 題 6 - 1 音 韻 符 号 化  (英 単 語 )  の
正 答 率 と 意 味 の 正 答 率 の 間 に 強 い 正 の 相 関 が 見 ら れ た  
( r = . 8 7 ,  p < . 0 5 )。  
以 上 の 結 果 か ら 、 次 の 考 察 が 可 能 で あ ろ う 。  
グ ル ー プ A に お い て は 音 韻 符 号 化  (英 文 )  と 意 味 理 解  (英 文 )  
と の 相 関 が 、 グ ル ー プ B に お い て は 音 韻 符 号 化  (英 単 語 )  と
意 味 想 起  ( 英 単 語 )  と の 相 関 が み ら れ た と い う 結 果 は 、 日 本
人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、 音 韻 処 理 と 単 語 の 意 味 想 起 お よ び
英 文 の 意 味 理 解 が 関 連 し て い る こ と を 示 す も の で あ る 。 よ っ
て 、 仮 説 3 は 支 持 さ れ た と 言 え る 。 た だ し 、 音 韻 処 理 と 単 語
意 味 想 起 お よ び 英 文 意 味 理 解 と の 間 の 詳 細 な 影 響 関 係 に つ い
て は 、 こ の デ ー タ か ら は 明 ら か に さ れ て い な い 。 一 部 の 参 加
者 の 場 合 、 音 韻 符 号 化 に は 成 功 し た も の の 、 意 味 想 起 ・ 意 味
理 解 に は 失 敗 し て お り 、 こ の 結 果 は 、 単 語 の 意 味 情 報 と そ の
想 起 に は 、 音 韻 符 号 化 に よ る ル ー ト と は 異 な る ア ク セ ス が 存
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在 す る 可 能 性 も 示 唆 し て い る と 言 え る 。  
英 文 の 意 味 を 理 解 す る た め に は 、 英 文 を 意 味 チ ャ ン ク に 分
け て 理 解 す る こ と や 、 学 習 し た 単 語 が 安 定 し て 利 用 可 能 な 記
憶 表 象 で あ る こ と が 必 要 で あ る と さ れ て い る こ と か ら  (門 田 ,  
2 0 0 3 )、フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 と と も に 英 語 学 習 歴 自 体 が グ ル ー
プ B よ り も 短 い グ ル ー プ A の 参 加 者 は 、こ れ ら に お い て 十 分
で は な か っ た 可 能 性 が あ る が 、 こ れ は 今 後 の 検 討 課 題 と な る
で あ ろ う 。  
 
5 . 4  本 章 の ま と め  
研 究 2 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お け る 英 語 の 音 声 と 文
字 の 対 応 関 係 の 教 授 の 効 果 を 、 4 技 能 の 中 の リ ー デ ィ ン グ 、
特 に リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に 焦 点 を 当 て て 検 証 を 試 み た 。
結 果 は 、 英 単 語 お よ び 英 文 の 音 読 に お い て フ ォ ニ ッ ク ス 学 習
歴 の 長 短 の 差 が 有 意 と な っ た こ と か ら 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 が 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 の 経 験 と 、 正 書 法 情
報 に 英 語 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 で き
る 能 力 の 習 得 と の 関 連 が 高 い こ と を 示 し た 。 ま た 、 研 究 2 で
の 課 題 の 平 均 値 は 、課 題 2 音 韻 認 識  (音 節 レ ベ ル 1 )： (語 群 か
ら 音 声 的 に 異 な る 語 を 選 択 ;  音 節 の 認 識 能 力 )、 課 題 3 音 韻 認
識  (音 節 レ ベ ル 2 )： (音 節 内 構 造 の 混 成 と 分 節 分 割 ;  音 節 の 分
析 能 力 )  お よ び 課 題 4 音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 1 )：(音 素 を 消 去 、
付 加 、再 配 置 し 語 を 再 生 ;  音 素 の 操 作 能 力 )  は 両 グ ル ー プ と も
に 上 限 か そ れ に 近 い 値 を 示 し て い た 。 実 験 に 参 加 し た 日 本 人
初 級 英 語 学 習 者 の こ の よ う な 成 績 か ら 判 断 す る と 、 英 語 学 習
歴 が 1 年 以 上 の 学 習 者 に と っ て 音 節 を 区 別 す る の は 困 難 で は
な い こ と 、 音 節 内 単 位 に 基 づ く 音 韻 判 断 が 可 能 で あ る こ と 、
音 節 内 単 位 を よ り 小 さ い 音 素 に 分 節 す る こ と に つ い て は 個 人
差 が あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。  
さ ら に 、 研 究 2 の 結 果 は 、 低 次 の 音 韻 認 識 	 (音 節 レ ベ ル の
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音 韻 認 識 )	 と 高 次 の 音 韻 認 識 	 (音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 )	 の う
ち 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は 、 最 低 限 、 音 節 レ ベ ル の 音 韻 認
識 を 有 し て い る と 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 お よ び 簡 単 な 英 文 の 音
読 が 可 能 に な る こ と を 示 し た 。  
課 題 6 - 1 音 韻 符 号 化  (英 単 語 )  お よ び 意 味 想 起  (英 単 語 )、
課 題 6 - 2  音 韻 符 号 化  (英 文 )  お よ び 意 味 理 解  (英 文 )  に 関 し
て は 、  2 グ ル ー プ の 平 均 の 差 は 有 意 で は な か っ た 。課 題 5  音
韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 2 )  (音 素 分 析 )  に つ い て も 、予 想 に 反 し 有
意 で は な か っ た 。 そ の 理 由 と し て 、 グ ル ー プ A に は 英 語 学 習
歴 は 1～ 2 年 だ が 、グ ル ー プ B と 同 学 年  ( 6 年 生 )  で 同 じ ク ラ
ス で レ ッ ス ン を 受 け 、 今 回 の 課 題 も 得 点 が 高 か っ た 3 名 の 参
加 者 が お り 、 彼 ら の 得 点 が グ ル ー プ A の 平 均 値 を 高 め た と い
う こ と が 考 え ら れ る 。  
今 回 の 結 果 か ら は 音 読 の 正 確 さ が 単 語 の 意 味 想 起 お よ び 英
文 の 意 味 理 解 に 影 響 し た と は 必 ず し も 言 え な い 。 研 究 2 で 残
さ れ た 課 題 と し て 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 と 意
味 想 起 の 関 連 性 に つ い て 検 証 す る 必 要 が あ る 。  
 
 
付 記  
第 5 章 は 以 下 の 論 文 に 基 づ き 、加 筆・修 正 し た も の で あ る 。  
 
宮 曽 根 美 香 	 ( 2 0 0 9 ) .  英 語 の 初 期 学 習 者 に 文 字 と 音 声 の 関 係
を 教 え る 効 果 － リ ー デ ィ ン グ の 観 点 か ら － .  東 北 英 語 教 育
学 会 研 究 紀 要 ,  2 9 ,  4 7 - 6 1 .  	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第 6 章 	  
 
研 究 3 :  リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る 音 韻 符 号 化 の 役
割  
 
6 . 1  研 究 3 - 1  
6 . 1 . 1  問 題 と 目 的  
研 究 2 で は 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 を 受 け た
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は 、 正 書 法 情 報 に 書 記 素 － 音 素 変 換 規
則 を 適 用 し て 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 が で き る こ と が 示 さ れ た 。
さ ら に 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 音 節 レ ベ ル の 音 韻
認 識 を 持 っ て い る こ と と 、 音 韻 符 号 化 の 成 功 と の 間 に 相 関 が
見 ら れ た 。 し か し な が ら 、 研 究 2 で は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単
語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起 と の 関 連 に つ い て 、 一 部 の 参 加 者
の 場 合 、 既 知 語  (正 確 に は 、 既 知 語 と し て 想 定 し て い た 英 単
語 )  の 音 韻 符 号 化 は 、 正 確 な 意 味 の 想 起 と 関 連 し て い な か っ
た 。 す な わ ち 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想
起 の 関 連 に つ い て 明 ら か に さ れ な か っ た 、 と い う 課 題 が 残 さ
れ た 。  
英 語 の 母 語 話 者 に つ い て の 先 行 研 究 を 踏 ま え る と 、 英 単 語
や 英 文 の 音 韻 符 号 化 の 際 に は 、 既 知 語 の 音 韻 情 報 を 利 用 し て
音 韻 符 号 化 を す る ル ー ト と 、 未 知 語 の 正 書 法 情 報 に 書 記 素 －
音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を す る ル ー ト の 、 二 つ の
ル ー ト が 想 定 さ れ て い る  ( 日 野 ,  2 0 0 0 ;  H a r l e y ,  2 0 0 1 ) 。
F i g u r e 2 - 3  (第 Ⅰ 部 第 2 章 )  で 示 し た よ う に 、 既 知 語 の 音 韻 符
号 化 に お い て は 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン に 蓄 え ら れ て い る 該 当
す る 既 知 語 の 音 韻 情 報 等 に ア ク セ ス す る と 考 え ら れ る 。一 方 、
未 知 語 の 音 韻 符 号 化 に お い て は 、 そ の よ う な メ ン タ ル レ キ シ
コ ン で の 音 韻 情 報 の 利 用 を 経 ず に 、 文 字 と 音 声 の 対 応 ル ー ル
で あ る 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 、 音 韻 符 号 化 す る と
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さ れ る 。研 究 2 で 英 単 語 の 音 読 と 意 味 想 起 が で き た 参 加 者 は 、
単 語 の 音 韻 情 報 を 利 用 し て 音 韻 符 号 化 す る 方 法 と 、 単 語 の 正
書 法 情 報 に 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 す る
二 つ の 方 法 を 併 用 し 、 単 語 の 音 韻 表 象 に ア ク セ ス し 、 そ の 後
は 、 主 と し て 音 韻 ル ー ト を 経 由 し て 意 味 ア ク セ ス を し た と 推
測 さ れ る 。 す な わ ち 、 英 単 語 を 知 覚 し 正 書 法 表 象 を 形 成 し た
後 は 、 い っ た ん そ れ を 音 韻 符 号 化 し 、 そ の 後 意 味 を 想 起 す る
と い う ル ー ト を 主 と し て 経 由 し た と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 英
文 の 場 合 に は 、 書 か れ た 文 中 に 含 ま れ る 単 語 の 語 彙 ア ク セ ス
を し て 、 そ の 構 造 や 意 味 を 考 え な が ら 読 む と い う 音 読 を し た
の で あ ろ う 。 ま た 、 前 述 の 研 究 2 の 参 加 者 は 、 単 語 に よ っ て
は 正 書 法 表 象 か ら 直 接 意 味 の 想 起 に 至 る 非 音 韻 ル ー ト を 通 り 、
音 韻 ル ー ト を 主 に 使 用 し な が ら 非 音 韻 ル ー ト も 活 用 し た と 推
測 さ れ る 。  
し か し な が ら 、 研 究 2 で は 、 既 知 語 の 音 韻 符 号 化 が で き た
も の の 、 意 味 想 起 が で き な か っ た 参 加 者 が い た 。 結 果 の 解 釈
と し て は 、 彼 ら が メ ン タ ル レ キ シ コ ン に 保 持 し て い た 情 報 が
既 知 語 の 音 韻 情 報 の み で あ っ た 可 能 性 、 あ る い は 既 知 語 と し
て 設 定 し た 材 料 が 本 人 に と っ て は 習 得 が 十 分 で な く 、 未 知 語
と し て の 扱 い と な っ た 可 能 性 の い ず れ か と 思 わ れ る 。  
こ れ ら を 踏 ま え 、 研 究 3 - 1 で は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 を
対 象 に 、 リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る 音 韻 符 号 化 の 役 割
を 検 討 す る こ と を 目 的 と し 、 以 下 三 つ の 仮 説 を 立 て た 。  
 
仮 説 1 	 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 に お い
て は 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 が 適 用 で き る 場 合 、 規
則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を す る 。  
 
仮 説 2 	 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 単 語 の 意 味 想 起 に お い て
は 、 音 韻 と 非 音 韻 の 二 つ の ア ク セ ス ル ー ト の う ち 、
97 
音 韻 ル ー ト が 優 先 さ れ る 。  
仮 説 3 	 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て は 、 視 覚 提 示 さ れ た  
英 単 語 お よ び 英 文 の 音 韻 符 号 化 に 既 知 語 の 音 韻 符 号  
化 お よ び 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 の 方 法 を 併 用 す る と 、  
正 確 な 英 単 語 の 意 味 想 起 お よ び 英 文 の 意 味 理 解 が  
で き る 。  
 
6 . 1 . 2  方 法  
参 加 者 :  名 取 市 の 英 語 教 室 に 通 う 中 学 校 1 年 生  (英 語 学 習 歴
4～ 5 年 )  8 名 、 小 学 校 5 年 生  (英 語 学 習 歴 2～ 3 年 )  7 名 の 計
1 5 名 を 参 加 者 と し た 。い ず れ も フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け て
い る 。  
実 験 実 施 時 期 ： 2 0 0 9 年 1 1 月  
材 料 :  以 下 の 課 題 1～ 3 が 書 か れ た 質 問 紙 お よ び ア ン ケ ー ト
用 紙 を 使 用 し た  (研 究 3 - 1 で 使 用 し た 課 題 に つ い て は 巻 末 資
料 4、 ア ン ケ ー ト の 質 問 は 巻 末 資 料 5 を 参 照 の こ と )。  
課 題 1 	 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )： 擬 似 単 語 音 読 課 題 	  
( 5 題 で 1 題 1 点 、 計 5 点 ) 	  
課 題 2 	 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  お よ び 意 味 想 起  (既 知 語 )：  
	 	 	 	 既 知 の 英 単 語 音 読 と 意 味 を 言 う 課 題  
	 	 	  (音 韻 符 号 化 、 意 味 想 起 各 5 題 で 1 題 1 点 、 計 1 0 点 )  
課 題 3 	 音 韻 符 号 化  (英 文 )  お よ び 意 味 理 解  (英 文 )： 英 文  
音 読 と 意 味 を 言 う 課 題  
(音 韻 符 号 化 、 意 味 理 解 各 5 題 で 1 題 2 点 、 計 2 0 点 )  
課 題 1～ 課 題 3 は 合 計 3 5 点 満 点 。  
英 語 学 習 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査  ( 1 )  英 語 の 学 習 歴 、  
 ( 2 )  音 読 の 仕 方 、 ( 3 )  意 味 の と ら え 方 に 関 す る 質 問 。   
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                 T a b l e 6 - 1  研究 3-1 の課題の例  
課 題 	  課 題 例   
課 題 1 音 韻 符 号
化 ( 擬 似 単 語 )  
音 読  
r o a t  
 
課 題 2 音 韻 符 号
化 ( 既 知 語 ) お よ
び 意 味 想 起 ( 既 知
語 )  
音 読  
f a m i l y  
意 味  
_ _ _ _ _ _ _ _ _  
課 題 3 音 韻 符 号
化 ( 英 文 ) お よ び
意 味 想 起 	  
音 読  
I  need a  b irthday card for  my 
mother .  
意 味  
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _  
 
 
 
 
手 続 き ：  音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  と 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  お
よ び 意 味 想 起 、 音 韻 符 号 化  (英 文 )  お よ び 意 味 理 解  (英 文 )  
の 三 つ の 課 題 は 、中 学 生 8 名 、小 学 生 7 名 に 分 け て 行 っ た 。
課 題 は 一 人 ず つ 個 別 に 行 っ た 。 実 験 者 は 、 音 韻 符 号 化  (擬
似 単 語 )  の 課 題 に つ い て 例 を 挙 げ て 解 答 を 示 し 、 質 問 紙 に
記 さ れ て い る 擬 似 単 語 を 音 読 す る よ う 指 示 し た 。 ま た 、 音
韻 符 号 化  ( 既 知 語 )  お よ び 音 韻 符 号 化  ( 英 文 )  も 例 を 挙 げ
て 解 答 を 示 し 、 そ の 後 質 問 紙 の 単 語 ・ 英 文 を 発 音 し 、 そ の
後 で 意 味 を 言 う よ う 指 示 し た 。 実 験 参 加 者 の 回 答 は 実 験 実
施 者 が 記 録 し 、 採 点 を 行 っ た 。  
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採 点 方 法 ：   
課 題 1 音 韻 符 号 化 課 題  (擬 似 単 語 )  は 、 書 記 素 － 音 素 変 換
規 則 に 従 い 音 韻 符 号 化 し た も の を 正 答 と し て 1 点 を 与 え た 。
課 題 2 音 韻 符 号 化 課 題  (既 知 語 )  は 、 正 し く 発 音 さ れ た も の
を 正 答 と し て 1 点 を 与 え た 。意 味 想 起  (既 知 語 )  に つ い て も 、
正 し い 意 味 を 答 え た も の を 正 答 と し て 1 点 を 与 え た 。 課 題 3  
音 韻 符 号 化 課 題  (英 文 )  は 、1 題  2 点 で 、1 文 全 体 を 正 し く 音
韻 符 号 化 し た も の を 正 答 と し て 2 点 、 複 数 の 単 語 を 正 し く 音
韻 符 号 化 で き た 場 合 に 1 点 、 誤 答 か 無 回 答 の 場 合 に 0 点 と し
た 。意 味 理 解  (英 文 )  に つ い て は 、1 文 全 体 の 意 味 を 正 確 に 述
べ た も の を 正 答 と し て 2 点 、 文 の 語 順 を 守 り 複 数 の 単 語 の 意
味 が 正 し く 言 え た 場 合 に 1 点 、 誤 答 か 無 回 答 の 場 合 に 0 点 と
し た 。 課 題 1～ 課 題 3 の 解 答 は 録 音 さ れ 、 実 験 実 施 者 1 名 が
採 点 し た 。  
6 . 1 . 3  結 果 と 考 察  
音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起  
	 T a b l e  6 - 2 は 課 題 の 正 答 得 点 の 平 均 と 標 準 偏 差 で あ る 。  
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T a b l e 6 - 2  課題 1 音韻符号化 (擬似単語 )、課題 2 音韻符号化・意味想起 (既知  
単語 )、課題 3 音韻符号化・意味理解 (英文 )の正答得点  (N=15)  
課 題 	 平 均 	 標 準 偏 差 	 
課 題 1 音 韻 符 号 化 (擬 似 単 語 ) 	 5 点 満 点 	 3 . 8 7  1 . 0 9  
課 題 2 音 韻 符 号 化 (既 知 語 ) 5 点 満 点 	 3 . 4 7  1 . 5 0  
	 	 	 	 	 	 意 味 想 起 	 (既 知 語 ) 5 点 満 点 	 3 . 0 0  1 . 7 1  
課 題 3 	 音 韻 符 号 化 	 (英 文 ) 1 0 点 満 点 	 4 . 4 0  3 . 7 4  
	 	 	 	 	 	 	 意 味 理 解 	 	 	 (英 文 ) 1 0 点 満 点 	 5 . 2 0  3 . 8 3  
 
 
 
 
課 題 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  の 正 答 得 点 が 課 題 2 音 韻 符
号 化  (既 知 語 )  の 正 答 得 点 を 上 回 っ て い た こ と か ら 、 仮 説 1  
(日本人初級英語学習者の英単語の音韻符号化においては、書記素－音
素変換規則が適用できる場合、規則を適用して音韻符号化をする ) が
支持されたと言えよう。  
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T a b l e  6 - 3 は 、課 題 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  と 他 の 課 題 と
の 相 関 結 果 で あ る 。  
 
 
 
 
	 	 	  T a b l e 6 - 3  課題 1 擬似単語音読と課題 2  既知語音読・既知語意味想起 	  
      	 	 	 	 	 	 および課題 3 英文音読・英文意味理解の相関係数 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 課 題 1 	 課 題 2 - 1 	 課 題 2 - 2 	 課 題 3 - 1 	 課 題 3 - 2  
課題 1 音韻符号化       ― 	   . 7 7 * *   	  . 6 4 * *    	  . 6 0 * *       . 7 1 *  
(擬似単語 )  
課題 2-1 音韻符号化 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ―       . 9 3 * *       . 5 6      	 . 8 4 * * 	 
(既知語 )	 
課題 2-2  意味想起 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ―        . 9 0 * *    	 . 8 8 * *  
	 	 	 (既知語 )  
課題 3-1 音韻符号化 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ―       . 8 8 * *  
	 (英文 )	 
課題 3-2 意味理解 (英文 )	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ―      
* * p < . 0 1 ,  * p < . 0 5  
 
 
 
 
課 題 1  (擬 似 単 語 音 読 課 題 )  と 課 題 2 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  
と の 間 に 、 中 程 度 の 正 の 相 関 が 見 ら れ た  ( r = . 7 7 , p < . 0 0 1 )。 さ
ら に 、課 題 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  と 課 題 2 意 味 想 起  (既 知
語 )  と の 間 に も 、 中 程 度 の 正 の 相 関 が 見 ら れ た  ( r = . 6 4 ,  
p < . 0 1 )。 課 題 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  と 課 題 3 音 韻 符 号 化  
(英 文 )  の 間 に も 、 中 程 度 の 正 の 相 関 が 見 ら れ た  ( r = . 6 0 , 	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p < . 0 5 )。 さ ら に 、 課 題 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  と 課 題 3 意
味 理 解  (英 文 )  の 間 に 中 程 度 の 正 の 相 関 が 見 ら れ た ( r = . 7 1 , 	 
p < . 0 1 )。 こ の 結 果 は 、 未 知 語 の 正 書 法 情 報 に 書 記 素 － 音 素 変
換 規 則 を 適 用 し て 行 う 音 韻 符 号 化 の 能 力 が 、 英 単 語 と 英 文 の
音 読 お よ び 英 単 語 意 味 想 起 、 英 文 意 味 理 解 に 関 係 し て い る こ
と を 示 唆 し て い る 。  
さ ら に 、課 題 2  音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  と 意 味 想 起  (既 知 語 )  
の 間 に は 強 い 正 の 相 関 が あ っ た  ( r = . 9 3 , p < . 0 0 1 )。課 題 3  音 韻
符 号 化  ( 英 文 )  と 意 味 理 解  ( 英 文 )  の 間 に も 強 い 正 の 相 関 が
あ っ た  ( r = . 8 8 , p < . 0 0 1 )。 こ の 結 果 は 、 単 語 の 音 韻 符 号 化 の 成
功 は 英 単 語 の 意 味 想 起 に 関 係 が 深 く 、 英 文 の 音 韻 符 号 化 の 成
功 は 英 文 の 意 味 理 解 に 関 係 が あ る こ と を 示 唆 し て い る 。  
既 知 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起 、 お よ び 英 文 の 音 韻 符 号 化
と 意 味 理 解 課 題 の 得 点 に 相 関 が あ る こ と 、 擬 似 単 語 音 読 課 題
と 既 知 語 音 読 課 題 お よ び 意 味 想 起 課 題 の 得 点 と に 相 関 が あ る
こ と 、 そ し て 擬 似 単 語 音 読 課 題 と 英 文 音 読 課 題 お よ び 英 文 意
味 理 解 課 題 の 得 点 に は 相 関 が あ る と い う 結 果 を 踏 ま え る と 、
仮 説 2  (日本人初級英語学習者の英単語の意味想起においては、音韻
と非音韻の二つのアクセスルートのうち、音韻ルートが優先される )
は 支 持 さ れ た と 言 え る 。  
ま た 、 研 究 2 で 音 韻 符 号 化 が で き て も 意 味 想 起 が で き な か
っ た 参 加 者 が 、 研 究 3 - 1 で は 音 韻 符 号 化 と 共 に 意 味 想 起 が で
き た こ と が 観 察 さ れ た 。 こ の こ と は 、 参 加 者 に お い て よ り 多
く の 英 語 の 語 彙 が 獲 得 さ れ 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン 内 の 語 彙 情
報 が 増 え た こ と が 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 研 究 3 - 1 で は 、 第
二 言 語 と し て 英 語 を 学 ぶ 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 英
単 語 の 音 韻 符 号 化 が で き 意 味 想 起 も で き る に は 、 メ ン タ ル レ
キ シ コ ン に 十 分 な 英 単 語 の 語 彙 情 報 、 と り わ け 音 韻 情 報 と 意
味 情 報 を 蓄 え る こ と が 大 事 で あ る こ と も 確 認 さ れ た 。  
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音 読 の 仕 方 と 意 味 想 起  
T a b l e 6 - 4 は 、 英 語 学 習 に 関 す る ア ン ケ ー ト 4  音 読 の 仕 方  
毎 の 課 題 2 意 味 想 起  (既 知 語 )  の 正 答 得 点 で あ る 。  
 T a b l e 6 - 4  アンケート 4 音読の仕方毎の課題 2 意味想起 (既知語 )の正答得点  
ア ン ケ ー ト 回 答 項 目  N  平 均  標 準 偏 差  
1 	 知 っ て い る 単 語 な ら 発 音 す る  4  2 . 7 5  1 . 7 1  
2 	 つ づ り と 発 音 の 規 則 に あ て は め
て 読 む  
2  4 . 5 0  0 . 7 1  
3 	 1 と 2 の 両 方 の 読 み を す る  7  2 . 1 4  2 . 0 4  
4 	 あ ま り 意 識 し て い な い  2  1 . 4 1  1 . 4 1  
合 計  1 5    
 
 
 
T a b l e 6 - 5 は 、 英 語 学 習 に 関 す る ア ン ケ ー ト 4  音 読 の 仕 方  
毎 の 課 題 3 意 味 理 解  (英 文 )  の 正 答 得 点 で あ る 。  
 
 
 
    T a b l e 6 - 5  アンケート 4 音読の仕方毎の課題 3 意味理解 (英文 )の正答得点  
ア ン ケ ー ト 回 答 項 目  N  平 均  標 準 偏 差  
1 	 知 っ て い る 単 語 な ら 発 音 す る  4   3 . 2 5  4 . 2 7  
2 	 つ づ り と 発 音 の 規 則 に あ て は め
て 読 む  
2  1 0 . 0 0  0 . 0 0  
3 	 1 と 2 の 両 方 の 読 み を す る  7   4 . 2 9  3 . 7 3  
4 	 あ ま り 意 識 し て い な い  2   7 . 5 0  2 . 1 2  
合 計  1 5    
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ア ン ケ ー ト 4 音 読 の 仕 方 を 独 立 変 数 と し 、 課 題 2 意 味 想 起
(既 知 語 )  の 正 答 得 点 を 従 属 変 数 と し て 分 散 分 析 を 行 っ た 結
果 、 正 答 得 点 の 差 は 有 意 で は な か っ た  ( F ( 3 , 1 1 ) = 1 . 1 8 , n . s . )。  
ま た 、 同 様 に ア ン ケ ー ト 4  音 読 の 仕 方 と 課 題 3 意 味 理 解 	 
(英 文 )  の 正 答 得 点 と を 用 い た 分 析 で は 、 有 意 で は な か っ た  
( F ( 3 , 1 1 ) = 2 . 0 0 ,  n . s . )。 今 回 の 実 験 参 加 者 に お い て は 、 音 読 の 仕
方 と 意 味 想 起  (既 知 語 )  お よ び 意 味 理 解  (英 文 )  の 間 に 強 い
関 連 は 見 ら れ な か っ た 。  
ま た 、 数 は 少 な い が 、 未 知 語 の 正 書 法 情 報 に 書 記 素 － 音 素  
変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 す る と と 答 え た 参 加 者 の 英 単
語 ・ 英 文 の 意 味 得 点 が 一 番 高 く 、仮 説 3  (日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 に お い て は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 お よ び 英 文 の 音 韻 符 号
化 に 既 知 語 の 音 韻 符 号 化 お よ び 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 の 方 法 を
併 用 す る と 、 正 確 な 英 単 語 意 味 想 起 お よ び 英 文 意 味 理 解 を す
る こ と が で き る )  は 支 持 さ れ な か っ た 。上 述 の 結 果 に つ い て 、
以 下 の 考 察 が 可 能 で あ ろ う 。 英 語 母 語 話 者 の 場 合 は 、 音 韻 符
号 化 の 際 に 、 規 則 対 応 の 語 や 擬 似 単 語 の 発 音 の た め 書 記 素 －
音 素 変 換 規 則 に 基 づ い て 音 韻 符 号 化 す る 方 法 も 、 意 味 想 起 に
つ な が る と い う 先 行 研 究 が あ る  (例 え ば 、 H a r l e y ,  2 0 0 1 )  よ
う に 、 母 語 の 言 語 環 境 に あ っ て は 、 英 単 語 の 発 音 と 意 味 が 語
彙 情 報 と し て 一 緒 に 保 持 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、
語 と そ の 意 味 概 念 と の 結 び つ き は 、 母 語 と の 方 が 、 第 二 言 語
と の 場 合 よ り も よ り 緊 密 で あ る  ( K r o l l  a n d  T o k o w i c z ,  2 0 0 1 )  
と い う こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 母 語 に お い て は 、
リ ー デ ィ ン グ の デ ィ コ ー デ ィ ン グ プ ロ セ ス に お け る 単 語 処 理
が 自 動 化 さ れ る と 、 ス ム ー ズ に 意 味 想 起 に つ な が る と 考 え ら
れ る 。 そ れ に 対 し 、 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 ぶ 学 習 者 の 場 合
は 、 語 彙 情 報 、 特 に 意 味 情 報 が 英 語 母 語 話 者 の よ う に は 保 持
さ れ て い な い 。 そ の た め 、 今 回 の 実 験 参 加 者 に お い て も 、 既
105 
知 語 の 音 読 に 保 持 さ れ て い る 音 韻 情 報 を 検 索 し て 音 韻 表 象 に
ア ク セ ス し た と し て も 、そ の 後 の 意 味 ア ク セ ス 過 程 に お い て 、 
必 ず し も 正 し い 意 味 想 起 に は つ な が ら な か っ た 可 能 性 が あ る 。
さ ら に 、 参 加 者 は 初 級 英 語 学 習 者 で あ る こ と か ら 、 英 単 語 や
英 文 を 読 む 際 に 、 デ ィ コ ー デ ィ ン グ が 自 動 化 さ れ て い な か っ
た 可 能 性 に つ い て も 指 摘 で き よ う 。 す な わ ち 、 低 次 処 理 の デ
ィ コ ー デ ィ ン グ が 自 動 化 で き ず に 意 味 想 起 と の 切 り 替 え を し
な が ら 読 ん で い る た め 、 正 し い 意 味 想 起 に は つ な が ら な か っ
た と 考 え ら れ る 。 ア ン ケ ー ト 結 果 を 踏 ま え る と 、 中 学 生 は 全
員 が 既 知 語 の 音 読 方 法 を 使 っ て 音 韻 表 象 に ア ク セ ス し て 音 韻
符 号 化 を 行 い 、 そ の 後 音 韻 ル ー ト で 単 語 の 意 味 表 象 へ の ア ク
セ ス を 行 い 、 さ ら に は 英 文 の 意 味 理 解 を し て い た と 推 測 さ れ
る 。  
視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英 文 の 意 味 の と ら え 方 と 意 味 想 起  
T a b l e 6 - 6 は 、 ア ン ケ ー ト 5「 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英 文
の 意 味 の と ら え 方 」 毎 の 課 題 2 意 味 想 起  (既 知 語 )  の 正 答 得
点 で あ る 。  
 
 
 
T a b l e 6 - 6  アンケート 5「視覚提示された英単語・英文の意味のとらえ方」毎の  
課題 2 意味想起 (既知語 )の正答得点  
ア ン ケ ー ト 回 答 項 目  N  平 均  標 準 偏 差  
1 	 読 み な が ら 意 味 を 考 え て い る  3  4 . 6 7  0 . 5 8  
2 	 音 読 し て 、読 み 終 わ っ た ら 意 味 を
考 え る  
7  3 . 0 0   1 . 5 3  
3 	 1 の や り 方 の 時 も あ る し 2 の や り
方 の 時 も あ る  
5  2 . 0 0  2 . 0 0  
4 	 あ ま り 意 識 し て い な い  0  ―  	  ―  
合 計  1 5    
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 T a b l e 6 - 7 は 、 ア ン ケ ー ト 5「 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英 文
の 意 味 の と ら え 方 」 毎 の 課 題 3 意 味 理 解  (英 文 )  の 正 答 得 点
で あ る 。  
 
 
 
T a b l e 6 - 7  アンケート 5「視覚提示された英単語・英文の意味のとらえ方」毎の  
課題 3 意味理解 (英文 )の正答得点  
ア ン ケ ー ト 回 答 項 目  N  平 均  標 準 偏 差  
1 	 読 み な が ら 意 味 を 考 え て い る  3  9 . 0 0  1 . 0 0  
2 	 音 読 し て 、読 み 終 わ っ た ら 意 味 を
考 え る  
7  4 . 5 7  3 . 7 4  
3 	 1 の や り 方 の 時 も あ る し 2 の や り
方 の 時 も あ る  
5  3 . 8 0  4 . 4 4  
4 	 あ ま り 意 識 し て い な い  0  ―  ―  
合 計  1 5    
 
 
 
ア ン ケ ー ト 5  「 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英 文 の 意 味 の と ら  
え 方 」 を 独 立 変 数 と し 、 課 題 2 意 味 想 起  (既 知 語 )  の 正 答 得
点 を 従 属 変 数 と し た 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 、 有 意 で は な か っ
た  ( F ( 2 , 1 2 ) = 2 . 6 1， n . s . )。 ま た 、 ア ン ケ ー ト 5「 視 覚 提 示 さ れ
た 英 単 語 ・ 英 文 の 意 味 の と ら え 方 」 を 独 立 変 数 と し 、 課 題 3
意 味 理 解  (英 文 )  の 正 答 得 点 を 従 属 変 数 と し た 分 散 分 析 を 行
っ た が 、 有 意 で は な か っ た  ( F ( 2 , 1 2 ) = 2 . 0 4， n . s . )。 従 っ て 、 今
回 の 実 験 参 加 者 に お い て は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英 文 の
意 味 の と ら え 方 と 意 味 想 起  (既 知 語 )  お よ び 意 味 理 解  (英 文 )  
と の 間 に 関 連 が あ る と は 言 え な い 。  
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6 . 2  研 究 3 - 2 - 1  
6 . 2 . 1  問 題 と 目 的  
研 究 3 - 1 で は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け た 、 小 ・ 中 学 生
を 対 象 に 実 験 と ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し 、 日 本 人 初 級 英 語 学
習 者 に お け る 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起
と の 関 連 を 検 討 し た 。 結 果 は 、 未 知 語 の 音 読 ル ー ト を 使 用 し
た 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 に 基 づ く 音 韻 符 号 化 能 力 が 、 英 単 語
と 英 文 の 音 韻 符 号 化 お よ び 英 単 語 意 味 想 起 、 英 文 意 味 理 解 に
関 連 が あ る こ と を 示 し た 。 さ ら に 、 単 語 の 音 韻 符 号 化 の 成 功
は 英 単 語 の 意 味 想 起 と 関 連 し 、 英 文 の 音 韻 符 号 化 の 成 功 は 英
文 の 意 味 理 解 と 関 連 が あ る こ と を 示 唆 し た 。 ま た 、 研 究 3 - 1
で は 、 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 ぶ 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お
い て 、 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 が で き 意 味 想 起 も で き る に は 、 メ
ン タ ル レ キ シ コ ン に 十 分 な 英 単 語 の 語 彙 情 報 、 と り わ け 音 韻
情 報 と 意 味 情 報 を 蓄 え る こ と が 大 事 で あ る こ と も 確 認 さ れ た 。 
研 究 3 - 1 の 結 果 を 踏 ま え て 、 研 究 3 - 2 で は 二 つ の 補 足 的 実  
験 を 行 う 。 対 象 は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け て い な い 、 初
級 レ ベ ル の 英 語 力 を 有 す る 大 学 生 で あ る 。 熟 達 し て い な い 読
み 手 の 場 合 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 が で き な い 、 す
な わ ち 英 語 の 音 読 が で き な い 、 と い う 問 題 を 抱 え て い る と い
う 指 摘 が あ る  (川 崎 , 2 0 0 8 ;  ア レ ン 玉 井 , 2 0 1 0 )。 研 究 3 - 2 - 1 で
は 、 初 級 レ ベ ル の 日 本 人 英 語 学 習 者 に つ い て 、 リ ー デ ィ ン グ
の 低 次 処 理 に お け る 困 難 点 が 、 年 齢 が 異 な っ て い て も 共 通 に
見 ら れ る も の で あ る の か を 確 認 す る 。 さ ら に 、 大 学 生 の 初 級
レ ベ ル の 日 本 人 英 語 学 習 者 に お け る 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の
音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起 と の 関 連 を 検 討 す る 。  
研 究 3 - 2 - 1 で は 以 下 の 三 つ の 仮 説 を 立 て た 。  
 
仮 説 1 	 成 人 の 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は 既 知 語 が 多 い た め 、
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英 単 語 の 音 韻 符 号 化 に は 、 既 知 語 の 音 韻 情 報 を 利 用
し た 音 韻 符 号 化 を す る 。 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 が 適
用 で き る 場 合 、 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を す る と
い っ た 二 つ の 方 法 を 併 用 す る 。  
 
仮 説 2 	 成 人 の 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て も 、 英 単 語 の  
意 味 想 起 に は 音 韻 ル ー ト が 優 先 さ れ る 。  
 
仮 説 3 	 成 人 の 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て も 、 視 覚 提 示  
さ れ た 英 単 語 お よ び 英 文 の 音 韻 符 号 化 に 既 知 語 の 音  
韻 符 号 化 お よ び 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 の 方 法 を 併 用 す  
る と 、 正 確 な 英 単 語 の 意 味 想 起 お よ び 英 文 の 意 味 理  
解 が で き る 。   
 
6 . 2 . 2  方 法  
参 加 者 : 仙 台 市 内 の 大 学 に 通 う 学 生  (私 立 大 学 文 系 学 生 2 年
生 、 T O E I C 獲 得 得 点 2 5 0 ~ 4 0 0 点 )  計 1 5 名 を 参 加 者 と し た 。
い ず れ も フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け て い な い 。  
実 験 実 施 時 期 ： 2 0 0 9 年 1 1 月  
材 料 :  以 下 の 課 題 1～ 3 が 書 か れ た 質 問 紙 お よ び ア ン ケ ー ト
用 紙 を 使 用 し た  (研 究 3 - 2 - 1 で 使 用 し た 課 題 に つ い て は 巻 末
資 料 6、 ア ン ケ ー ト の 質 問 は 巻 末 資 料 5 を 参 照 の こ と )。  
課 題 1 	 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )： 擬 似 単 語 音 読 課 題 	  
( 5 題 で 1 題 1 点 、 計 5 点 ) 	  
課 題 2 	 音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  お よ び 意 味 想 起  (既 知 語 )：  
既 知 の 英 単 語 音 読 と 意 味 を 言 う 課 題  
(音 韻 符 号 化 、 意 味 想 起 各 5 題 で 1 題 1 点 、 計 1 0 点 )  
課 題 3 	 音 韻 符 号 化  (英 文 )  お よ び 意 味 理 解  (英 文 )： 英 文  
音 読 と 意 味 を 言 う 課 題  
(音 韻 符 号 化 、 意 味 理 解 各 5 題 で 1 題 2 点 、 計 2 0 点 )  
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英 語 学 習 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査  ( 1 )  英 語 の 学 習 歴 、  
 ( 2 )  音 読 の 仕 方 、 ( 3 )  意 味 の と ら え 方 に 関 す る 質 問 。   
 
 
 
 
                T a b l e 6 - 8 研究 3-2-1 の課題の例  
課 題 	  課 題 例   
課 題 1 音 韻 符 号
化 ( 擬 似 単 語 )  
音 読  
r o a t  
 
課 題 2 音 韻 符 号
化 ( 既 知 語 ) お よ
び 意 味 想 起 ( 既 知
語 )  
音 読  
s i g n i f i c a n t  
意 味  
_ _ _ _ _ _ _ _ _  
課 題 3 音 韻 符 号
化 ( 英 文 ) お よ び
意 味 想 起 	  
音 読  
C o m m i t t e e  m e e t i n g s  a r e  
s e l d o m  l o n g e r  t h a n  t h i r t y  
m i n u t e s .  
意 味  
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _  
 
 
 
 
手 続 き :  音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  と 音 韻 符 号 化 (既 知 語 )  お  
よ び 意 味 想 起 、 音 韻 符 号 化  (英 文 )  お よ び 意 味 理 解  (英 文 )   
の 三 つ の 課 題 は 、 一 人 ず つ 個 別 に 行 っ た 。 実 験 者 は 、 音 韻 符  
号 化  (擬 似 単 語 )  の 課 題 に つ い て 例 を 挙 げ て 解 答 を 示 し 、 質  
問 紙 に 記 さ れ て い る 擬 似 単 語 を 音 読 す る よ う 、 指 示 し た 。 ま  
た 、音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  お よ び 音 韻 符 号 化  (英 文 )  も 例 を 挙  
げ て 解 答 を 示 し 、 そ の 後 質 問 紙 の 単 語 ・ 英 文 を 発 音 し 、 そ の  
後 で 意 味 を 言 う よ う 、 指 示 し た 。 実 験 参 加 者 の 回 答 は 実 験 実  
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施 者 が 記 録 し 、 採 点 を 行 っ た 。  
採 点 方 法 ：   
課 題 1 音 韻 符 号 化 課 題  (擬 似 単 語 )  は 、 書 記 素 － 音 素 変 換
規 則 に 従 い 音 韻 符 号 化 し た も の を 正 答 と し て 、1 点 を 与 え た 。
課 題 2 音 韻 符 号 化 課 題  (既 知 語 )  は 、 正 し く 発 音 さ れ た も の
を 正 答 と し て 1 点 を 与 え た 。意 味 想 起  (既 知 語 )  に つ い て も 、
正 し い 意 味 を 答 え た も の を 正 答 と し て 1 点 を 与 え た 。 課 題 3  
音 韻 符 号 化 課 題  (英 文 )  は 、1 題  2 点 で 、1 文 全 体 を 正 し く 音
韻 符 号 化 し た も の を 正 答 と し て 2 点 、 複 数 の 単 語 を 正 し く 音
韻 符 号 化 で き た 場 合 に 1 点 、 誤 答 か 無 回 答 の 場 合 に 0 点 と し
た 。  意 味 理 解  (英 文 )  に つ い て は 、 1 文 全 体 の 意 味 を 正 確 に
述 べ た も の を 正 答 と し て 2 点 、 文 の 語 順 を 守 り 複 数 の 単 語 の
意 味 が 正 し く 言 え た 場 合 に 1 点 、 誤 答 か 無 回 答 の 場 合 に 0 点
と し た 。 課 題 1～ 課 題 3 の 解 答 は 録 音 さ れ 、 実 験 実 施 者 1 名
が 採 点 し た 。  
6 . 2 . 3  結 果 と 考 察  
音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起  
T a b l e 6 - 9 は 、 課 題 の 正 答 得 点 の 平 均 と 標 準 偏 差 で あ る 。  
 
 
 
T a b l e 6 - 9  課題 1 音韻符号化 (擬似単語 )、課題 2 音韻符号化・意味想起   
(既知語 )、課題 3 音韻符号化・意味理解 (英文 )の正答得点  (N=15)  
課 題 	 平 均 	 標 準 偏 差 	 
課 題 1 音 韻 符 号 化 (擬 似 単 語 ) 5 点 満 点 	 3 . 7 3  1 . 8 6  
課 題 2 音 韻 符 号 化 (既 知 語 ) 5 点 満 点 	 3 . 2 0  0 . 7 5  
	 	 	 	 	 	 意 味 想 起 	 	 (既 知 語 ) 5 点 満 点 	 	 1 . 6 7  1 . 4 0  
課 題 3 音 韻 符 号 化 (英 文 ) 	 1 0 点 満 点 	 6 . 4 0  2 . 0 6  
	 	 	 	 	 	 意 味 理 解 	 	 	 (英 文 ) 	 1 0 点 満 点 	 7 . 8 6  1 . 4 6  
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T a b l e 6 - 1 0 は 、課 題 1 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  と 他 の 課 題 と
の 相 関 結 果 で あ る 。  
 
 
 
 
 
T a b l e 6 - 1 0  課題 1 音韻符号化 (擬似単語 )、課題 2 音韻符号化・意味想起   
	 	          (既知語 )、課題 3 音韻符号化・意味理解 (英文 )の相関係数 	 	   
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 課 題 1 	 課 題 2 - 1 	 課 題 2 - 2 	 課 題 3 - 1 	 課 題 3 - 2  
課題 1 音韻符号化       ― 	    . 2 9       . 5 4 *       . 1 7  . 1 1  
(擬似単語 )  
課題 2-1 音韻符号化 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ―       . 4 5       . 1 6  . 3 0  
(既知語 )	 
課題 2-2  意味想起 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ―       . 3 9  . 0 7    
	 	 	 (既知語 )  
課題 3-1 音韻符号化 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ―  . 6 2 *  
	 (英文 )	 
課題 3-2 意味理解 (英文 )	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ―      
* * p < . 0 1 ,  * p < . 0 5  
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大 学 生 の 実 験 参 加 者 の 場 合 、 擬 似 単 語 の 音 韻 符 号 化  (既 知
語 )  と 意 味 想 起 と の 間 に 中 程 度 の 正 の 相 関 が 見 ら れ た
( r = . 5 4 , p < . 0 5 )。 し か し な が ら 、 そ れ 以 外 の 課 題 と の 間 に は 有
意 な 相 関 は 見 ら れ な か っ た 。 こ の 結 果 は 、 初 級 レ ベ ル の 大 学
生 英 語 学 習 者 の 場 合 は 、 小 中 学 生 ほ ど 、 未 知 語 の 正 書 法 情 報
に 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 行 う 音 韻 符 号 化 が 、 英 単
語 の 意 味 想 起 や 英 文 の 意 味 理 解 の 成 功 に 関 与 し て い な い こ と
を 示 唆 し て い る 。 加 え て 、 こ の 結 果 は 、 小 中 学 生 が フ ォ ニ ッ
ク ス の 指 導 を 受 け て い る の に 対 し 、 大 学 生 は フ ォ ニ ッ ク ス 指
導 を 受 け て い な い と い う 、 今 回 の 実 験 参 加 者 の 英 語 学 習 歴 の
違 い と も 関 連 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  
音 読 の 仕 方 と 意 味 想 起  
T a b l e 6 - 1 1 は 、 英 語 学 習 に 関 す る ア ン ケ ー ト 4  音 読 の 仕 方  
毎 の 課 題 2 意 味 想 起  (既 知 語 )  の 正 答 得 点 で あ る 。  
 
 
 
 
T a b l e 6 - 1 1  アンケート 4 音読の仕方毎の課題 2 意味想起 (既知語 )の正答得点  
ア ン ケ ー ト 回 答 項 目  N  平 均  標 準 偏 差  
1 	 知 っ て い る 単 語 な ら 発 音 す る  4  1 . 7 5  1 . 9 2  
2 	 つ づ り と 発 音 の 規 則 に あ て は め
て 読 む  
4  2 . 2 5  1 . 0 9  
3 	 1 と 2 の 両 方 の 読 み を す る  5  1 . 2 0  0 . 7 5  
4 	 あ ま り 意 識 し な い  2  1 . 5 0  1 . 5 0  
合 計  1 5    
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T a b l e 6 - 1 2 は 、 英 語 学 習 に 関 す る ア ン ケ ー ト 4  音 読 の 仕 方  
毎 の 課 題 3 意 味 理 解  (英 文 )  の 正 答 得 点 で あ る 。  
 
 
 
 
T a b l e 6 - 1 2  アンケート 4 音読の仕方毎の課題 3 意味理解 (英文 )の正答得点  
ア ン ケ ー ト 回 答 項 目  N  平 均  標 準 偏 差  
1 	 知 っ て い る 単 語 な ら 発 音 す る  4  6 . 7 5  1 . 4 8  
2 	 つ づ り と 発 音 の 規 則 に あ て は め
て 読 む  
4  9 . 0 0  0 . 7 1  
3 	 1 と 2 の 両 方 の 読 み を す る  5  8 . 8 0  0 . 7 5  
4 	 あ ま り 意 識 し な い  2  6 . 5 0  0 . 5 0  
合 計  1 5    
 
	  
 
 
ア ン ケ ー ト 結 果 か ら は 、 必 ず し も 英 語 の 音 韻 符 号 化 に お い
て 単 語 の 音 韻 情 報 を 利 用 し た 音 韻 符 号 化 と 、 単 語 の 正 書 法 情
報 に 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を す る と い
っ た 二 つ の 方 法 を 併 用 す る と い う 回 答 は 多 く な く 、 仮 説 1 は
支 持 さ れ な か っ た 。  
ア ン ケ ー ト 4 音 読 の 仕 方 を 独 立 変 数 と し 、 課 題 2 意 味 想 起
(既 知 語 )  の 正 答 得 点 を 従 属 変 数 と し て 分 散 分 析 を 行 っ た 結
果 、 正 答 得 点 の 差 は 有 意 で は な か っ た  ( F ( 3 , 1 1 ) = 0 . 3 5 ,  n . s .  )。  
ま た 、 同 様 に ア ン ケ ー ト 4  音 読 の 仕 方 と 課 題 3 意 味 理 解  
(英 文 )  の 正 答 得 点 と を 用 い た 分 析 で は 、 有 意 で あ っ た   
( F (  3 , 1 1 ) = 4 . 6 8 ,  p < . 0 5 )。 さ ら に 多 重 比 較 検 定  ( R y a n ’ s  m e t h o d )  
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を 行 っ た 結 果 、有 意 差 が 見 ら れ た 項 目 は な か っ た 。す な わ ち 、  
音 読 の 仕 方 の 主 効 果 は あ る も の の 、 具 体 的 な 音 読 方 法 の 間 で  
有 意 差 は 見 ら れ な か っ た 。よ っ て 、仮 説 3  (成 人 の 日 本 人 初 級  
英 語 学 習 者 に お い て も 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 お よ び 英 文 の  
音 韻 符 号 化 に 既 知 語 の 音 韻 符 号 化 お よ び 未 知 語 の 音 韻 符 号 化  
の 方 法 を 併 用 す る と 、 正 確 な 英 単 語 意 味 想 起 お よ び 英 文 意 味  
理 解 を す る こ と が で き る )  は 支 持 さ れ な か っ た 。   
視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英 文 の 意 味 の と ら え 方 と 意 味 想 起  
T a b l e 6 - 1 3  は 、 ア ン ケ ー ト 5「 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英
文 の 意 味 の と ら え 方 」 毎 の 課 題 2 意 味 想 起  (既 知 語 )  の 正 答
得 点 で あ る 。  
 
 
 
 
T a b l e 6 - 1 3  アンケート 5「視覚提示された英単語・英文の意味のとらえ方」  
毎の課題 2 意味想起 (既知語 )の正答得点  
ア ン ケ ー ト 回 答 項 目  N  平 均  標 準 偏 差  
1 	 読 み な が ら 意 味 を 考 え て い る  5  2 . 6 0  1 . 6 2  
2 	 音 読 し て 、読 み 終 わ っ た ら 意 味 を
考 え る  
6  0 . 8 3   0 . 0 0  
3 	 1 の や り 方 の 時 も あ る し 2 の や り
方 の 時 も あ る  
3  2 . 0 0  0 . 6 3  
4 	 あ ま り 意 識 し な い  1  1 . 0 0   0 . 0 0  
合 計  1 5    
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T a b l e 6 - 1 4 は 、ア ン ケ ー ト 5「 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英 文
の 意 味 の と ら え 方 」 毎 の 課 題 3 意 味 理 解  (英 文 )  の 正 答 得 点
で あ る 。  
 
 
 
 
T a b l e 6 - 1 4 	 アンケート 5「視覚提示された英単語・英文の意味のとらえ方」  
毎の課題 3 意味理解 (英文 )の正答得点  
ア ン ケ ー ト 回 答 項 目  N  平 均  標 準 偏 差  
1 	 読 み な が ら 意 味 を 考 え て い る  5  8 . 5 0  1 . 3 6  
2 	 音 読 し て 、読 み 終 わ っ た ら 意 味 を
考 え る  
6  7 . 4 0  1 . 2 6  
3 	 1 の や り 方 の 時 も あ る し 2 の や り
方 の 時 も あ る  
3  8 . 3 3  1 . 5 8  
4 	 あ ま り 意 識 し な い  1  7 . 0 0  0 . 0 0  
合 計  1 5    
 
 
 
 
ア ン ケ ー ト 5  「 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英 文 の 意 味 の と  
ら え 方 」 を 独 立 変 数 と し 、 課 題 2 意 味 想 起  (既 知 語 )  の 正 答  
得 点 を 従 属 変 数 と し た 分 散 分 析 の 結 果 は 、 有 意 で は な か っ た   
( F ( 3 , 1 1 ) = 1 . 7 0， n . s . )。 ま た 同 様 に ア ン ケ ー ト 5「 視 覚 提 示 さ  
れ た 英 単 語 ・ 英 文 の 意 味 の と ら え 方 」 を 独 立 変 数 と し 、 課 題  
3 意 味 理 解  (英 文 )  の 正 答 得 点 を 従 属 変 数 と し た 分 散 分 析 を  
行 っ た が 、 有 意 で は な か っ た  ( F ( 3 , 1 1 ) = 0 . 6 2， n . s . )。 し た が っ  
て 、 ア ン ケ ー ト 5「 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英 文 の 意 味 の と  
ら え 方 」 と 課 題 2 意 味 想 起  (既 知 語 )  と の 間 、 ア ン ケ ー ト 5
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「 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 ・ 英 文 の 意 味 の と ら え 方 」 と 課 題 3  
意 味 理 解  ( 英 文 )  と の 間 に 関 連 が あ る と は 言 え な い 。 こ の 結
果 を 踏 ま え る と 、仮 説 2  (成 人 の 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い
て も 、 英 単 語 の 意 味 想 起 に は 音 韻 ル ー ト が 優 先 さ れ る )  は 支
持 さ れ な か っ た 。  
 
6 . 3  研 究 3 - 2 - 2  
6 . 3 . 1  問 題 と 目 的  
研 究 3 - 2 - 1 の 結 果 は 、 初 級 レ ベ ル の 大 学 生 英 語 学 習 者 に お
い て 、 音 読 方 法 の 併 用 が 見 ら れ 音 韻 処 理 の 手 段 は 増 え た も の
の 、 単 語 の 意 味 想 起 や 英 文 の 意 味 理 解 に 継 続 し て 困 難 を 抱 え
て い る こ と を 示 し た 。 ま た 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 に 基 づ く
音 韻 符 号 化 は 、 単 語 の 意 味 想 起 や 英 文 の 意 味 理 解 の 可 否 と の
間 に 有 意 な 相 関 が 見 ら れ な か っ た 。 こ の 結 果 は 、 フ ォ ニ ッ ク
ス の 教 授 を 受 け て い な い と い っ た 、 実 験 参 加 者 の 英 語 学 習 歴
と も 関 連 す る 可 能 性 が あ る 。 し か し な が ら 、 初 級 英 語 学 習 者
の 場 合 、 音 韻 符 号 化 は 意 味 の 想 起 に ど の く ら い 関 与 し て い る
の か 、 と い う 疑 問 が 研 究 3 - 2 - 1 で も 残 さ れ た 。 上 記 を 踏 ま え
て 、 研 究 3 - 2 - 2 は 、 熟 達 し て い な い 読 み 手 で あ る 初 級 レ ベ ル
の 英 語 学 習 者 に お い て 、 音 韻 符 号 化 が 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語
の 意 味 想 起 の 前 提 と な っ て い る の か 、 明 ら か に す る こ と を 目
的 と す る 。  
単 語 の 意 味 表 象 へ の ア ク セ ス に お い て は 、 こ れ ま で 音 韻 表
象 へ の ア ク セ ス が 、 単 語 の 意 味 表 象 へ の ア ク セ ス の 前 提 に な
る か ど う か が 議 論 さ れ て き た 。 英 語 母 語 話 者 の 英 単 語 の 意 味
ア ク セ ス と 音 韻 符 号 化 に 関 す る 先 行 研 究 に は 、 意 味 範 疇  (品
詞 )  判 断 に お け る 同 音 異 義 語 の 干 渉 を 扱 っ た り 、 音 声 的 プ ラ
イ ミ ン グ  (前 に 提 示 さ れ た 項 目 に よ っ て 後 の 関 連 項 目 の 学 習
に 促 進 効 果 を 及 ぼ す こ と )  が 音 読 や 意 味 判 断 に 与 え る 影 響 を
調 査 し た も の が あ る  ( V a n  O r d e n ,  1 9 8 7 ;  L e s c h  a n d  
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P o l l a t s e k ,  1 9 9 3 )。そ の 結 果 は 、英 語 母 語 話 者 が 音 読 を す る 際
書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を す る 方 法 、 す
な わ ち 集 積 型 の 音 韻 表 象  ( a s s e m b l e d  p h o n o l o g y )  を 主 と し
て 利 用 す る こ と や 、 集 積 方 式 で 高 速 ・ 自 動 的 に 取 得 さ れ る 音
韻 表 象 が 、 語 の 意 味 ア ク セ ス の 前 提 に な っ て い る 可 能 性 を 示
唆 し て い る 。 日 本 人 英 語 学 習 者 の 場 合 、 音 韻 表 象 へ の ア ク セ
ス が 単 語 の 意 味 表 象 へ の ア ク セ ス の 前 提 に な る か ど う か を 検
討 す べ く 、門 田  ( 1 9 9 8 b )  は 、視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 持 つ 語
彙 範 疇 、 音 韻 、 意 味 の う ち 、 ど の 語 彙 情 報 に 対 す る ア ク セ ス
の 検 索 が 最 も 迅 速 に な さ れ る か に つ い て の 実 験 を 行 っ た 。 日
本 人 大 学 生 に 同 一 品 詞 語 ペ ア 、 類 義 語 ペ ア 、 同 音 異 義 語 ペ ア
の 3 種 類 を パ ソ コ ン の デ ィ ス プ レ イ 上 に 提 示 し 、 ペ ア の 関 係
を 推 測 さ せ た 。 そ の 結 果 、 語 彙 範 疇 や 意 味 の 類 似 性 に つ い て
の 判 断 は 音 韻 的 な 同 一 性 の 判 断 よ り も 時 間 が か か り 、 音 韻 表
象 へ の ア ク セ ス は 、 こ れ ら の 語 彙 情 報 に 比 べ て 、 迅 速 で か な
り 自 動 化 さ れ た プ ロ セ ス で あ る と い う 可 能 性 が 示 さ れ た 。 す
な わ ち 、 音 韻 表 象 の 方 が 意 味 表 象 よ り も 先 行 す る こ と が 示 唆
さ れ た 。 そ の 後 の 門 田 の 研 究  ( 1 9 9 8 c ,  1 9 9 8 d )  か ら も 、 英 単
語 の 音 韻 表 象 へ の ア ク セ ス は 意 味 表 象 へ の ア ク セ ス よ り も 迅
速 で あ り 、 音 韻 符 号 化 に よ る 音 韻 表 象 の 形 成 が 、 意 味 ア ク セ
ス の 前 段 階 と し て 生 じ る と い う 、 前 述 の 研 究 結 果 を 再 度 確 認
す る こ と と な っ た 。 し か し 後 者 の 研 究 か ら は 、 音 韻 化 制 限 条
件 の 下 で も 、 非 音 韻 ル ー ト  ( 視 覚 ル ー ト )  の み で 単 語 の 意 味
ア ク セ ス が 可 能 で あ る こ と も 示 唆 さ れ た 。 こ れ ら の 研 究 結 果
を 説 明 す る た め に は 、 英 単 語 の 意 味 処 理 に お い て 、 音 韻 と 非
音 韻 と い う 二 つ の ア ク セ ス ル ー ト を 仮 定 す る こ と が 必 要 に な
っ て く る と 言 え る 。 た だ し 二 つ の ル ー ト が 同 レ ベ ル で 活 性 化
さ れ る か ど う か に つ い て 、 門 田  ( 2 0 0 6 )  は 「 音 韻 ル ー ト 優 先
説 」 を 主 張 し て い る 。 そ し て 、 非 音 韻 ル ー ト は あ く ま で も バ
ッ ク ア ッ プ 的 な 機 能 を 担 う こ と を 示 唆 し て い る 。 た だ し 、 先
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行 研 究  (門 田 ,  2 0 0 6 )  で は 、提 示 さ れ た 単 語 の ペ ア が 、語 彙 範
疇・意 味・音 韻 の い ず れ か の 属 性 に お い て 等 し い か を 選 ば せ 、
そ れ 自 体 実 験 参 加 者 の 意 識 的 な 方 略 や 予 測 の 影 響 を 大 き く 受
け る 可 能 性 を 秘 め て い る と 指 摘 し て い る 。 こ の よ う な 課 題 の
克 服 の た め 、 語 彙 範 疇 ・ 意 味 ・ 音 韻 の そ れ ぞ れ の 判 断 に お い
て 各 リ ス ト 毎 に Y e s - N o の 判 断 を 課 す 他 に 、 そ れ ぞ れ の 課 題
の 遂 行 に 際 し て 何 ら 干 渉 課 題 を 伴 わ な い 通 常 の 提 示 を し た 音
韻 化 非 制 限 条 件 と 上 記 課 題 の 遂 行 と 同 時 に 、 提 示 さ れ た 語 の
音 韻 化 に 干 渉 す る よ う に ラ ン ダ ム な 3 桁 の 数 字 列 を 頭 の 中 で
反 復 ・ 保 持 さ せ る 二 重 処 理 課 題 を 与 え た 音 韻 化 制 限 条 件 の 2
水 準 を 設 定 し た 。  
門 田  ( 1 9 9 8 b , 2 0 0 6 )  の 調 査 を 参 考 に 、 研 究 3 - 2 - 2 の 実 験 を
実 施 し 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起 と の
関 連 を 検 討 す る 。 具 体 的 に は 、 英 語 の 語 彙 情 報 、 特 に 意 味 情
報 へ の ア ク セ ス 過 程 に お い て 、 単 語 の 音 韻 符 号 化 に よ る 音 韻
情 報 が ど の よ う に 関 係 し て い る か  (初 級 レ ベ ル の 日 本 人 英 語
学 習 者 の 場 合 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 語 彙 情 報 の う ち 、 語
彙 範 疇 、 音 韻 、 意 味 の ど の 情 報 へ の ア ク セ ス が 一 番 速 く 行 わ
れ る か )  を 検 討 す る 。実 験 は 小 中 学 生 に は 負 荷 が か か る た め 、
初 級 レ ベ ル の 英 語 力 を 有 し て い る 大 学 生 を 対 象 と す る 。 研 究
3 - 2 - 2 に お い て は 通 常 課 題 条 件 の 他 に 、音 韻 符 号 化 を 制 限 す る
二 重 課 題 条 件 を 設 け 、 以 下 の 仮 説 を 立 て た 。  
 
仮 説  視覚提示された英単語の処理において、英単語の音韻符号化に  
よる音韻情報は意味情報へのアクセスの前提条件となる。  
 
6 . 3 . 2  方 法  
参 加 者 :  仙 台 市 内 の 大 学 に 通 う 学 生 2 6 名  (私 立 大 学 文 系 学
科 2 年 生 の 男 女 、 T O E I C 獲 得 得 点  2 5 0 ~ 4 0 0 点 )  を 参 加 者 と
し た 。 い ず れ も フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け て い な い 。  
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実 験 実 施 時 期 ： 2 0 0 9 年 1 1 月  
材 料 ： 門 田  ( 1 9 9 8 b ,  1 9 9 8 c )  を 参 考 に 作 成 し た  ( 研 究 3 - 2 - 2
で  
使 用 し た 課 題 に つ い て は 巻 末 資 料 7 を 参 照 の こ と )。  
①  英 単 語 の 関 係 判 断 課 題 	 語 彙 範 疇  (品 詞 が 同 じ か )   
判 断 用 英 単 語 ペ ア                             5 ペ ア  
②  意 味  (意 味 が 類 似 し て い る か )  判 断 用 英 単 語 ペ ア  5 ペ ア  
③  音 韻  (同 音 異 義 語 か )  判 断 用 英 単 語 ペ ア          5 ペ ア  
英 単 語 ペ ア の 関 係 判 断 課 題  (通 常 提 示 条 件 お よ び 二 重 課 題
条 件 )  の 問 題 は 1 題  1 点 で 語 彙 範 疇 判 断 、 意 味 判 断 、 音 韻 判
断 各 5 点 満 点 、 各 条 件 で 合 計 1 5 点 満 点 。  
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T a b l e 6 - 1 5  研究 3-2-2 の課題の例  
(通常提示条件 )  
課 題 	  課 題 例   
語 彙 範 疇 判 断  r e a d   f o r g e t   
Y e s   N o  
反 応 時 間  ( 秒 )  
_ _ _ _ _ _ _ _  
意 味 判 断  a r e a   r e g i o n    	 
Y e s   N o  
反 応 時 間  ( 秒 )  
_ _ _ _ _ _ _ _  
音 韻 判 断  w a i t   w e i g h t    	 
Y e s   N o  
反 応 時 間  ( 秒 ) .  
_ _ _ _ _ _ _ _   
 
 
 
(二重課題条件 )  
課 題 	  課 題 例    
  3 桁 の 数 字  反 応 時 間  
( 秒 )  
語 彙 範 疇 判 断  a n i m a l   g a s    	  
Y e s   N o  
_ _ _ _ _ _ _  _ _ _ _ _ _ _  
意 味 判 断  r e a l   f o r c e    
Y e s   N o  
_ _ _ _ _ _ _  _ _ _ _ _ _ _  
音 韻 判 断  c e l l  s e l l        	  
Y e s   N o  
_ _ _ _ _ _ _  _ _ _ _ _ _ _  
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手 続 き : 	  
英 単 語 の 関 係 判 断 課 題 を 実 施 す る に あ た り 、 ,英 単 語 の ペ ア
リ ス ト を 『 デ ー タ ベ ー ス 4 , 5 0 0』  (荻 野 ,  2 0 0 6 )  を 参 照 し て 作
成 し た 。 以 下 の 手 続 き で 調 査 を し た 。 調 査 は 参 加 者 全 員 に 一
斉 に 行 っ た 。 参 加 者 に 質 問 紙 を 配 布 し 、 調 査 に つ い て 説 明 し
た 。そ の 後 、質 問 紙 に あ る 英 単 語 ペ ア に つ い て 、語 彙 範 疇  (品
詞 が 同 じ か ど う か )、意 味  (意 味 が 類 似 し て い る か ど う か )、音
韻  (発 音 が 同 じ か ど う か )  に 関 し て 、 Y e s－ N o の 判 断 を し て
も ら っ た 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 判 断 に お け る 反 応 時 間 を 測 定 し
て も ら っ た 。 3 種 類 の 課 題 の 遂 行 は 、 初 め に 音 韻 化 干 渉 課 題
を 伴 わ な い 通 常 の 関 係 判 断 課 題 を 行 う 通 常 提 示 条 件 で 行 っ た 。
次 に 音 韻 化 を 干 渉 す る 別 の 課 題 を 課 し た 二 重 課 題 条 件  (音 韻
化 干 渉 課 題 - - -ラ ン ダ ム な 3 桁 の 数 字 列 を 頭 の 中 で 反 復 、 保 持
し て 、 後 で 記 入 し て も ら う - - -を 与 え た )  で 行 っ た 。 正 答 の 場
合 反 応 時 間 も 測 定 し た 。 実 験 で は 、 全 員 、 通 常 提 示 条 件 お よ
び 音 韻 化 干 渉 課 題 を 伴 う 二 重 課 題 条 件 で 取 り 組 ん だ 。 通 常 提
示 条 件 の 問 題 は 個 々 の 参 加 者 の ペ ー ス で 進 め 、 二 重 課 題 条 件
の 問 題 は 1 問 ご と に 同 時 に 開 始 し 、 一 緒 に 進 め て も ら っ た 。
二 重 課 題 条 件 の 3 桁 の 数 字 は 、パ ソ コ ン 上 に 3 秒 間 提 示 し た 。  
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6 . 3 . 3  結 果 と 考 察  
語彙情報へのアクセス過程における音韻情報の関与  
T a b l e 6 - 1 6 は 英 単 語 ペ ア の 関 係 判 断 課 題 別 正 答 得 点  ( 2 条
件 3 課 題 )  で あ る 。 そ れ ぞ れ 5 点 満 点 で あ る 。  
 
 
 
 
T a b l e 6 - 1 6  英単語ペアの関係判断課題別正答得点  (N=26)  
 
条 件  通 常 提 示 条 件   二 重 課 題 条 件  
課 題  語 彙 範 疇  意 味  音 韻   語 彙 範 疇  意 味  音 韻  
平 均  3 . 8 8  2 . 9 6  4 . 1 2   3 . 1 9  2 . 5 0  4 . 1 5  
標 準 偏 差  1 . 3 1  1 . 1 8  0 . 9 9   1 . 2 7  1 . 2 1  1 . 0 1  
 
 
 
 
通 常 提 示 条 件 と 二 重 課 題 条 件 の 2 条 件 に お い て 、 音 韻 判 断  
＞ 語 彙 範 疇 判 断 ＞ 意 味 判 断 の 順 に 平 均 正 答 得 点 が 高 か っ た 。
分 散 分 析 の 結 果 、 条 件 ×課 題 の 交 互 作 用 お よ び 条 件 の 主 効 果
は 有 意 で は な く 、 課 題 の 主 効 果 は 有 意 で あ っ た   
( F ( 2 ,  4 8 ) = 2 2 . 6 6 ,  p < . 0 1 )。 B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 検 定 を 実 施 す
る と 、 語 彙 範 疇 判 断 － 意 味 判 断  ( p < . 0 1 ) 、 語 彙 範 疇 判 断 － 音
韻 判 断  ( p < . 0 5 )、 意 味 判 断 － 音 韻 判 断  ( p < . 0 1 )  の 全 て の 課 題
間 に 有 意 差 が 見 ら れ た 。   
以 上 の 結 果 は 、 音 韻 に つ い て 、 他 の 2 つ の 関 係 判 断 よ り も  
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判 断 が 容 易 で あ る こ と と 、 意 味 に つ い て は 正 し い 把 握 お よ び  
判 断 が さ れ に く い こ と を 示 唆 し て い る 。  
 
T a b l e 6 - 1 7 は 正 答 反 応 の 場 合 の 反 応 時 間  ( 2 条 件 3 課 題 )  で
あ る 。  
 
 
 
 
T a b l e 6 - 1 7  正答反応の場合の反応時間  (N=26)  
 
条 件  通 常 提 示 条 件   二 重 課 題 条 件  
課 題  語 彙 範 疇  意 味  音 韻   語 彙 範 疇  意 味  音 韻  
平 均  3 . 4 6  3 . 6 1  2 . 8 7   4 . 9 0  4 . 5 5  3 . 9 8  
標 準 偏 差  1 . 4 8  1 . 6 4  1 . 2 3   1 . 8 7  2 . 2 3  1 . 5 7  
平均値の単位：秒  
 
 
 
 
分 散 分 析 の 結 果 、 条 件 ×課 題 の 交 互 作 用 は 有 意 で は な く 、
条 件 の 主 効 果  ( F ( 1 ,  2 4 ) = 3 5 . 9 1 ,  p < . 0 1 )  お よ び 課 題 の 主 効 果  
( F ( 2 ,  4 8 ) = 8 . 8 1 ,  p < . 0 1 )  は 共 に 有 意 で あ っ た 。条 件 別 に 見 る と 、
分 散 分 析 で は 、通 常 提 示 条 件 の 課 題 間 に 有 意 差  ( F ( 2 ,  5 0 ) = 3 . 8 5 ,  
p < . 0 5 )  が 見 ら れ 、B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 検 定 を 行 う と 意 味 判
断  (平 均 3 . 6 1 ,  標 準 偏 差 1 . 6 4 )  － 音 韻 判 断  (平 均 2 . 8 7 ,  標 準
偏 差 1 . 2 3 )  が 有 意  ( p < . 0 5 )  で あ っ た 。ま た 、分 散 分 析 の 結 果 、
二 重 課 題 条 件 の 課 題 間 に 有 意 差  ( F ( 2 ,  4 8 ) = 5 . 1 4 ,  p < . 0 1 )  が 見
ら れ 、 B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 検 定 を 行 う と 語 彙 範 疇 判 断  (平
均 4 . 9 0 ,  標 準 偏 差 1 . 8 7 )  － 音 韻 判 断  (平 均 3 . 9 8 ,  標 準 偏 差
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1 . 5 7 )  が 有 意  ( p < . 0 1 )  で あ っ た 。  
以 上 の 結 果 か ら 次 の 考 察 が 可 能 で あ る 。  
通 常 提 示 条 件 で は 、 意 味 判 断 ＞ 音 韻 判 断 の 反 応 時 間 に な っ
た 。 こ の こ と は 、 音 韻 ア ク セ ス が 意 味 ア ク セ ス よ り も 迅 速 に
行 わ れ 、 よ り 自 動 化 さ れ た も の で 、 語 の 意 味 ア ク セ ス の 前 提
に な っ て い る 可 能 性 を 示 し て い る 。た だ し 、仮 説 を 立 て る 際 、
課 題 の 遂 行 に 要 す る 時 間 に つ い て 、 語 彙 範 疇 判 断 ＞ 意 味 判 断
＞ 音 韻 判 断 の 順 に 反 応 時 間 が 長 い と 予 想 し た が 、 結 果 は 、 音
韻 判 断 の 時 間 が 最 も 短 い と い う 部 分 の み が 示 さ れ た 。 意 味 判
断 の 平 均 正 答 得 点 が 音 韻 判 断 お よ び 語 彙 範 疇 判 断 よ り も 低 か
っ た こ と を 踏 ま え る と 、 こ の 結 果 は 、 参 加 者 の 英 語 の 語 彙 力
が 高 く な い こ と と 関 係 し て い る 可 能 性 が あ る 。 全 て の 参 加 者
が 必 ず し も 音 韻 お よ び 意 味 ア ク セ ス を し た 後 で 、 そ れ ら の 語
彙 情 報 を 前 提 と し て 語 彙 範 疇 へ の ア ク セ ス を し た わ け で は な
い と 言 え る 。  
同 様 の 調 査 を 実 施 し た 先 行 研 究  (門 田 ,  2 0 0 6 )  で は 、提 示 さ
れ た 単 語 の ペ ア が 、 語 彙 範 疇 ・ 意 味 ・ 音 韻 の い ず れ か の 属 性
に お い て 等 し い か を 選 ば せ る も の で 、 そ れ 自 体 実 験 参 加 者 の
意 識 的 な 方 略 や 予 測 の 影 響 を 大 き く 受 け る 可 能 性 を 秘 め て い
る と 報 告 し て い る 。 こ の よ う な 課 題 の 克 服 の た め 、 門 田 は 、
語 彙 範 疇 ・ 意 味 ・ 音 韻 の そ れ ぞ れ の 判 断 に お い て 各 リ ス ト 毎
に Y e s - N o の 判 断 を 課 す 他 に 、 そ れ ぞ れ の 課 題 の 遂 行 に 際 し
て 何 ら 干 渉 課 題 を 伴 わ な い 通 常 の 提 示 を し た 音 韻 化 非 制 限 条
件 と 上 記 課 題 の 遂 行 と 同 時 に 、 提 示 さ れ た 語 の 音 韻 化 に 干 渉
す る よ う に ラ ン ダ ム な 3 桁 の 数 字 列 を 頭 の 中 で 反 復 ・ 保 持 さ
せ る 二 重 処 理 課 題 を 与 え た 音 韻 化 制 限 条 件 の 2 水 準 を 設 定 し
た 。  
上 記 を 踏 ま え て 、 研 究 3 - 2 - 2 に お い て は 通 常 課 題 条 件 の 他 に
音 韻 化 を 制 限 す る 二 重 課 題 条 件 を 設 け た 。 結 果 は 、 二 重 課 題
条 件 下 で は 、 語 彙 範 疇 判 断 ＞ 意 味 判 断 ＞ 音 韻 判 断 の 反 応 時 間
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に な っ た 。語 彙 範 疇 判 断 課 題 の 反 応 時 間 が 最 も 長 か っ た の は 、
十 分 な 訓 練 セ ッ シ ョ ン を 経 ず 、 二 重 課 題 条 件 の 最 初 の 語 彙 範
疇 判 断 課 題 の 時 点 で は 、 参 加 者 が 音 韻 化 干 渉 課 題 に 慣 れ て い
な い た め 時 間 が か か っ て し ま っ た こ と が 、 原 因 の 一 つ と 考 え
ら れ る 。  
意 味 判 断 課 題 で は 、 通 常 提 示 条 件 と 二 重 課 題 条 件 の 間 で 反
応 時 間 に 有 意 差 が 見 ら れ な か っ た こ と か ら 、音 韻 干 渉 課 題 が 、
視 覚 提 示 さ れ た 語 の 音 韻 符 号 化 に 与 え た 効 果 は 顕 著 で は な か
っ た と 推 察 さ れ る 。 す な わ ち 、 今 回 の 音 韻 化 干 渉 課 題 は 、 音
韻 情 報 へ の ア ク セ ス に 干 渉 す る よ う な 働 き が あ っ た と は 必 ず
し も 言 え な い 。 今 回 の 結 果 に つ い て は 、 3 桁 の 数 字 の 反 復 、
保 持 、 記 述 と い っ た 音 韻 化 干 渉 課 題 は 難 度 が 低 い も の で あ っ
た こ と 、 ま た 音 韻 判 断 課 題 は 二 重 課 題 条 件 の 最 後 で あ り 、 参
加 者 が 干 渉 課 題 に 順 応 し て い た と 推 察 さ れ る こ と 等 か ら 解 釈
で き る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 音 韻 化 干 渉 課 題 の 影 響 に よ る 音
韻 判 断 課 題 の 反 応 時 間 に 遅 れ が な か っ た と い う 結 果 は 、 音 韻
符 号 化 に 基 づ く 音 韻 表 象 を 経 由 し な い 、 単 語 の 意 味 表 象 へ の
ア ク セ ス ル ー ト が 別 に 存 在 す る 可 能 性 を 示 唆 し て い る と 言 え
る 。 	 	  
 
6 . 4  本 章 の ま と め  
研 究 3 で は 、 研 究 3 - 1 で 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号
化 と 意 味 想 起 の 関 係 、 お よ び 音 韻 符 号 化 の 方 法 と 意 味 想 起 の
関 係 に つ い て 検 討 し 、 小 ・ 中 学 生 を 対 象 に 、 課 題 と ア ン ケ ー
ト 調 査 を 実 施 し た 。 結 果 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 視 覚 提
示 さ れ た 英 単 語 の 意 味 想 起 に お い て 、 音 韻 符 号 化 と い っ た 音
韻 処 理 の 自 動 化 が 果 た す 役 割 が 大 き い こ と が 示 さ れ た 。  
研 究 3 - 1 の 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 単 語 の 音 韻 符 号 化
に お い て は 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 が 適 用 で き る 場 合 、 規 則 を
適 用 し て 音 韻 符 号 化 を す る と い う 仮 説 は 支 持 さ れ た 。 音 読 の
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方 法 と 意 味 想 起 の 関 係 に つ い て は 、 単 語 の 音 韻 情 報 を 利 用 し
て 音 韻 符 号 化 す る 既 知 語 の 音 読 方 法 と 、 単 語 の 正 書 法 情 報 に
書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 す る 未 知 語 の 音
読 方 法 を 併 用 す る 参 加 者 の 意 味 得 点 が 最 も 高 い と 予 想 し た 。
し か し 、 得 ら れ た デ ー タ は こ れ ら を 支 持 す る も の で は な か っ
た 。 研 究 3 - 1 の 結 果 が 仮 説 と 異 な っ た こ と に つ い て は 、 参 加
者 の 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 が ス ム ー ズ に で き て い な い こ と 、 お
よ び 単 語 情 報 が 十 分 に 保 持 さ れ て い な い こ と が 考 え ら れ る 。  
研 究 3 - 1 の 結 果 は 、 英 語 を 第 二 言 語 と し て 学 ぶ 日 本 人 学 習 者
が 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 が で き 、 意 味 想 起 も で
き る た め に は 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン に 十 分 な 英 単 語 の 語 彙 情
報 、 と り わ け 音 韻 情 報 と 意 味 情 報 が 蓄 積 さ れ て い る 必 要 が あ
る 可 能 性 を 示 唆 す る も の と 解 釈 さ れ る 。  
研 究 3 - 2 - 1 で は 、 初 級 レ ベ ル の 成 人 の 英 語 学 習 者 に お い て
も 、 研 究 3 - 1 で 得 ら れ た 結 果 と 同 様 の こ と が 見 ら れ る か ど う
か を 検 討 す る こ と を 目 的 と し て 、大 学 生 英 語 学 習 者 を 対 象 に 、
課 題  ( 異 な る 問 題 を 作 成 )  と ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 結
果 は 、 初 級 レ ベ ル の 大 学 生 英 語 学 習 者 に お い て は 、 既 知 語 の
音 韻 符 号 化 、 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 で 使 用 す る 音 韻 符 号 化 の 方
法 の 併 用 が 見 ら れ 、 音 韻 処 理 の 手 段 は 増 え た も の の 、 単 語 の
意 味 想 起 や 英 文 の 意 味 理 解 に お い て は 継 続 し て 困 難 を 抱 え て
い る こ と を 示 し た 。  
上 記 を 踏 ま え て 、 研 究 3 - 2 - 2 で は 、 大 学 生 を 対 象 に 、 初 級
レ ベ ル の 日 本 人 英 語 学 習 者 の 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 意 味 想
起 に お い て 、音 韻 符 号 化 が ど の よ う に 関 与 す る か を 検 討 し た 。
結 果 は 、 人 数 は 多 く な い が 、 英 語 力 が 初 級 レ ベ ル で あ る 未 熟
な 日 本 人 英 語 学 習 者 の 読 み 手 に お い て は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英
単 語 の 意 味 想 起 に 音 韻 符 号 化 が 前 提 と な っ て い る 可 能 性 が 高
い こ と を 示 し た 。 た だ し 、 音 韻 判 断 課 題 が 意 味 判 断 よ り 短 時
間 で 達 成 さ れ る と い う こ と が 、 音 韻 符 号 化 が 意 味 想 起 の 前 提
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と な っ て い る 、 も し く は 音 韻 符 号 化 が 意 味 想 起 に お い て 直 接
的 な 役 割 を 果 た す と 断 定 で き る も の で は な く 、 こ の 点 は 新 た
な 検 証 が 必 要 で あ る 。  
 
付 記  
第 6 章 は 以 下 の 論 文 に 基 づ き 、加 筆・修 正 し た も の で あ る 。  
 
宮 曽 根 美 香 	 ( 2 0 1 0 ) .  英 語 の 意 味 想 起 に お け る 音 韻 符 号 化 の
関 与 .  東 北 英 語 教 育 学 会 研 究 紀 要 ,  3 0 ,  7 5 - 8 4 .   
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第 7 章 	  
 
研 究 4  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 と リ ー デ ィ ン グ
能 力  
	 	 	 と の 関 係  
 
7 . 1  問 題 と 目 的  
研 究 3 の 結 果 は 、 熟 達 し て い な い 読 み 手 に お い て は 、 視 覚
提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化 が 意 味 想 起 と 関 連 し て い る 可 能
性 を 示 し た 。 さ ら に 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、 リ ー デ
ィ ン グ の デ ィ コ ー デ ィ ン グ プ ロ セ ス に お い て 音 韻 符 号 化 の 後
意 味 想 起 に 至 る に は 、 英 単 語 の 音 韻 情 報 の 他 に 意 味 情 報 が 獲
得 さ れ て い る こ と が 重 要 で あ る こ と も 示 唆 し た 。  
英 語 圏 に お け る 音 韻 認 識 と リ ー デ ィ ン グ 能 力 の 関 係 に つ い
て は 、 音 韻 認 識 が 深 い 子 ど も は 、 単 語 認 識 能 力 お よ び リ ー デ
ィ ン グ 能 力 が 伸 び る と の 報 告 が あ る  ( W a g n e r , e t  a l . ,  1 9 8 7 ;  
S a w y e r  &  F o x ,  1 9 9 1 )  。  
日 本 人 の 音 韻 認 識 に 関 し て は 、 モ ー ラ を 単 位 と し て 音 を 分
節 化 し て い る 可 能 性 が 指 摘 さ れ 、 そ れ に つ い て は 心 理 学 的 に
も 実 証 さ れ て い る  (湯 澤 他 ,  2 0 1 0 )。 モ ー ラ は 、 音 節 よ り も 細
か く 音 素 よ り も 大 き い レ ベ ル に 相 当 す る  ( 湯 澤 ・ 関 口 ・ 李 ,  
2 0 0 7 )。 湯 澤 他  ( 2 0 0 7 )  に よ れ ば 、 日 本 語 母 語 話 者 に と っ て 、
モ ー ラ の 音 の 構 成 と 一 致 し な い 母 音 ＋ 子 音 の 末 尾 音 や 連 続 し
た 子 音 を 聞 き 取 る こ と は 難 し い と い う 。 英 語 の 音 節 に は 、 母
音 ＋ 子 音 の 末 尾 音 や 連 続 し た 子 音 を 含 む も の が 多 い た め 、 モ
ー ラ の リ ズ ム に 慣 れ 親 し ん だ 日 本 語 母 語 話 者 は 、 英 語 の 音 節
を 知 覚 す る こ と が 困 難 に な る と 考 え ら れ る 。 モ ー ラ 単 位 で の
音 韻 認 識 は 、 記 憶 負 荷 を か け る た め 、 聴 覚 提 示 さ れ た 英 単 語
の 聞 き 取 り に お い て 中 国 語 母 語 話 者 よ り も 遂 行 が 劣 る と い う
結 果 も 報 告 さ れ て い た  (湯 澤 他 ,  2 0 0 7 )。 こ の よ う な 特 徴 を 持
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つ 日 本 人 英 語 学 習 者 に つ い て 、 研 究 2 で 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 に お け る 英 語 の 音 韻 認 識 の 獲 得 と リ ー デ ィ ン グ 能 力 に つ い
て 調 査 し 、 学 習 者 が 少 な く と も 音 節 レ ベ ル の 音 韻 認 識 を 保 持
し て い る こ と と 英 単 語 お よ び 英 文 の 音 韻 符 号 化 の 遂 行 と が 関
連 し て い る こ と を 示 し た 。 さ ら に 研 究 3 で は 、 熟 達 し て い な
い 読 み 手 で あ る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 視 覚 提 示 さ
れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起 と の 遂 行 が 関 連 し て い る
可 能 性 も 示 し た 。  
前 述 の よ う に 、 英 語 母 語 話 者 に 関 す る 音 韻 認 識 と リ ー デ ィ
ン グ 能 力 の 関 係 に つ い て の 知 見  ( W a g n e r , e t  a l . ,  1 9 8 7 他 )  や 、
音 韻 認 識 の 中 で も よ り 高 度 だ と さ れ る 音 素 認 識 が リ ー デ ィ ン
グ 能 力 と 関 連 が あ る と す る 知 見  ( A d a m s ,  M . J . ,  1 9 9 0 )  は 、 果
た し て 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 習 す る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者
に も あ て は ま る だ ろ う か 。  
以 上 を 踏 ま え て 、 研 究 4 の 目 的 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者
の 英 語 の 音 韻 認 識 と 単 語 の 知 識  ( 正 書 法 、 音 韻 、 意 味 )  お よ
び リ ー デ ィ ン グ 能 力  ( 英 文 の 音 韻 符 号 化 、 意 味 理 解 )  と の 関
連 を 検 討 す る こ と で あ る 。 な お 、 研 究 4 で は 、 音 韻 認 識 の う
ち 、 音 節 認 識 の 後 に 発 達 す る と さ れ る 音 素 認 識 に 重 点 を 置 い
て 調 査 を 行 う 。 そ の 理 由 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 研 究 2 と 研
究 3 の 知 見 か ら 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、 音 節 レ ベ ル
の 音 韻 認 識 を 保 持 し て い る と 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符
号 化 が で き る と い う こ と が 明 ら か に さ れ た 。 英 語 と い う 言 語
は 音 素 に 対 応 す る よ う に 文 字 を あ て て い る 言 語 で 、 音 素 の 理
解 が 音 声 を よ り 正 確 に 聞 き 分 け た り 、 文 字 の 組 み 合 わ せ を 正
し く 発 音 す る こ と の 前 提 と な っ て い る と 指 摘 さ れ て い る 。 す
な わ ち 、 よ り 高 い レ ベ ル の 音 素 認 識 は 単 語 知 識 と リ ー デ ィ ン
グ 能 力 の 前 提 と な っ て い る と い う 指 摘 が あ る  ( ア レ ン 玉 井 ,  
2 0 1 0 )。し か し な が ら 、日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 音 素 認 識 と 単
語 知 識 、 リ ー デ ィ ン グ 能 力 と の 関 係 に つ い て の 詳 細 は わ か っ
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て い な い た め 、 調 査 す る 必 要 が あ る 。 ア レ ン 玉 井  ( 2 0 0 6 )  は
小 学 校 5 年 生 1 5 4 名 を 対 象 に 、 音 素 認 識 テ ス ト  (最 初 の 音 を
聞 き 分 け る テ ス ト と 最 後 の 音 を 聞 き 分 け る テ ス ト )  を そ れ ぞ
れ 単 語 の 音 素 の 組 み 合 わ せ が 異 な る 三 つ の 条 件 で 実 施 し た 。
そ の 結 果 、二 つ の 条 件 で は モ ー ラ 認 識 が あ れ ば 答 え ら れ る が 、
も う 一 つ の 条 件  (最 初 に 来 る 子 音 が 同 じ で 母 音 が 違 う 複 数 の
単 語 で 最 初 の 音 を 聞 き 分 け る 、 お よ び 最 後 の 子 音 が 同 じ で 母
音 が 違 う 複 数 の 単 語 で 最 後 の 音 を 聞 き 分 け る )  で は 音 素 の 単
位 で こ と ば を 分 節 す る 力 、 す な わ ち 音 素 認 識 が 浅 い と 答 え ら
れ な い こ と が 報 告 さ れ て い る 。 こ の こ と は 、 単 語 の 音 の 組 み
合 わ せ に よ っ て は 、 音 韻 処 理 に 音 節 認 識 よ り 上 の レ ベ ル の 音
素 認 識 が 必 要 と さ れ る こ と を 示 唆 し て い る 。 上 記 の 研 究 で 実
施 し た の は 聴 覚 提 示 さ れ た 単 語 の 最 初 の 音 お よ び 最 後 の 音 を
聞 き 分 け る テ ス ト で あ る の に 対 し 、 視 覚 提 示 さ れ た 文 字 情 報
が あ る 単 語 で 最 初 の 音 と 最 後 の 音 を 知 覚 す る 能 力 と 音 素 認 識
に つ い て は 明 ら か に さ れ て い な い 。 研 究 4 で は そ の 点 を 実 証
的 に 検 討 す る こ と を 試 み る 。  
さ ら に 、 英 語 圏 で は 、 音 韻 認 識 は 音 韻 符 号 化 を 可 能 に す る
だ け で な く 、 語 彙 の 獲 得 と も 関 連 が あ る こ と が 指 摘 さ れ て い
る  ( B o w e y ,  1 9 9 6 ,  2 0 0 1 )。 語 彙 の 獲 得 と 音 韻 処 理 能 力 と の 関
係 に つ い て は 、 英 単 語 に 類 似 し た 音 節 構 造 を 持 つ 非 単 語 の 繰
り 返 し 課 題 の 成 績 が 、 語 彙 力 と 相 関 が 高 い こ と が 知 ら れ て お
り 、 作 動 記 憶 内 で の 音 韻 処 理 の 効 率 性 が 語 彙 獲 得 を 助 け る と
解 釈 さ れ て い る  ( B a d d d e l e y ,  G a t h e r c o l e ,  &  P a p a g n o ,  1 9 9 8 )。 
語 彙 を 獲 得 す る と い う こ と に つ い て は 、 語 の 意 味 を 知 る だ け
で な く 、 そ の 語 の 音 韻 構 造 を 知 り 、 読 み 書 き を 習 得 し て い る
場 合 に は ス ペ リ ン グ の 知 識 を 獲 得 す る こ と も 含 ん で い る と 考
え る べ き で あ る と 指 摘 さ れ て い る  (津 田 他 ,  2 0 1 4 )。  
前 述 の こ と を 踏 ま え 、 研 究 4 で は 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対
応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し て い る と 推 測 さ れ る 日 本 人 初 級 英 語
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学 習 者 を 対 象 に 、 英 語 の 音 韻 認 識 と 英 単 語 の 知 識  (正 書 法 、
音 韻 、 意 味 )、 お よ び 英 文 の リ ー デ ィ ン グ  (音 韻 符 号 化 、 意 味
理 解 )  に つ い て の 関 係 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。 以
下 、 研 究 4 の 仮 説 で あ る 。  
 
仮 説  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識  
が 獲 得 さ れ て い る と 、メ ン タ ル レ キ シ コ ン に 保 持 さ れ て  
い る 正 書 法 や 音 韻 な ど の 単 語 情 報 が 多 い 。  
 
7 . 2  方 法  
参 加 者 ：  
幼 稚 園 か ら 継 続 的 に 英 語 教 育 を 実 施 し て い る 英 語 ク ラ ブ A
の 小 学 生 1 0 3 名 、 英 語 教 室 B に 通 う 小 学 生 1 1 名 の 合 計 1 1 4
名 を 参 加 者 と し た 。 英 語 ク ラ ブ A か ら の 参 加 者 は 、 い ず れ も
英 語 ク ラ ブ の 新 し い カ リ キ ュ ラ ム で 英 語 を 学 習 し て い る 。 新
し い カ リ キ ュ ラ ム で の 学 習 期 間 は 約 4 年  ( 2 年 生 は 4 歳 か ら 、
5 年 生 は 7 歳 か ら 開 始 )  で あ る 。カ リ キ ュ ラ ム に お い て は 、日
常 生 活 場 面 で の 最 頻 出 単 語 を 重 点 的 に 学 習 し 、 英 単 語 の 音 声
と 綴 り の 関 係 お よ び 意 味 の 習 得 が で き る よ う な 学 習 を ビ デ オ 、
ゲ ー ム 、 演 習 等 を 通 じ て 行 っ て い る 。 ま た 、 英 語 教 室 B か ら
の 参 加 者 に つ い て は 、学 習 期 間 は 3～ 5 年 で あ る 。参 加 者 は い
ず れ も 英 語 の レ ッ ス ン を 通 し て 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル
で あ る 第 1 ル ー ル お よ び そ れ 以 外 の 応 用 ル ー ル の ル ー ル 2、
ル ー ル 3、 ル ー ル 4 の 教 授 を 受 け て い る 。 今 回 の 実 験 で は 、
参 加 者 を 以 下 の 3 グ ル ー プ に 分 け た 。  
グ ル ー プ 1 は 、 ク ラ ブ 2 年 生  (英 語 ク ラ ブ の 2 年 生 、 英 語
の ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー 指 導 に よ る 英 語 学 習 歴 4 年 )  4 1 名 で
あ る 。 グ ル ー プ 2 は 、 ク ラ ブ 5 年 生  (英 語 ク ラ ブ の 5 年 生 、
英 語 の ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー 指 導 に よ る 英 語 学 習 歴 4 年 )  6 2
名 で あ る 。グ ル ー プ 3 は 、教 室 5・ 6 年 生  (英 語 教 室 の 5 年 生
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6 名 と 6 年 生 5 名 、 日 本 人 指 導 に よ る 英 語 学 習 歴 3～ 5 年 )  1 1
名 で あ る 。  
実 験 実 施 時 期 ： 2 0 1 0 年 1 1 月  
材 料 ： 課 題 1～ 課 題 3 の 3 種 6 項 目 か ら 構 成 さ れ て い る 。 課
題 は 全 て 質 問 紙 に 印 刷 さ れ て い る  (研 究 4 で 使 用 し た 課 題 に
つ い て は 巻 末 資 料 8 を 参 照 の こ と )。  
課 題 1  音 韻 認 識  (音 素 認 識 )  課 題  
 K i r t l e y ,  B r y a n t ,  M a c l e a n ,  &  B r a d l e y  ( 1 9 8 9 )  と ア レ ン  
玉 井  ( 2 0 0 6 )  の O p e n  O d d i t y  T e s t お よ び E n d  O d d i t y  T e s t
の 形 式 を 参 考 に 作 成 し た 。  
先 行 研 究  ( K i r t l e y ,  e t  a l . ,  1 9 8 9 )  で は 英 語 母 語 話 者 を 対 象
に 難 易 度 の 高 い 長 い 音 節 の 単 語 が 扱 わ れ て い た が 、 今 回 は 日
本 人 初 級 英 語 学 習 者 で あ る 小 学 生 を 対 象 に し た た め 、 短 い 1
～ 2 音 節 の 単 語 を 扱 っ た 。先 行 研 究  (ア レ ン 玉 井 ,  2 0 0 6 )  で は 、
聴 覚 提 示 さ れ た 単 語 に つ い て 、 結 果 と し て E n d  O d d i t y  T e s t
の 成 績 の 方 が 良 か っ た と い う 報 告 が あ る 。 研 究 4 で は 視 覚 提
示 さ れ た 単 語 の 音 節 判 断 を 扱 う 。  
( 1 )  音 韻 認 識  (音 素 識 別 ： 語 頭 音 )： O p e n  O d d i t y  T e s t   (三 つ
の 単 語 で 最 初 の 音 が 違 う 語 を 選 ぶ )  
	 	 6 題 で 1 題 1 点 、 計 6 点 。  
( 2 )  認 識  (音 素 識 別：語 尾 音 ) :  E n d  O d d i t y  T e s t   (三 つ の 単 語
で 最 後 の 音 が 違 う 語 を 選 ぶ ) 。 6 題 で 1 題 1 点 、 計 6 点 。 
 
課 題 2  単 語 課 題  
   児 童 英 語 検 定 5 級 の 単 語 の リ ス ニ ン グ の 問 題 の 出 題 形 式 を
参 考 に 作 成 し た 。( 1 ) ( 2 )共 に 単 語 の 文 字 を 質 問 紙 に 視 覚 提 示 し 、
( 1 )の み 単 語 の 音 声 を 聴 覚 提 示 し た 。  
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( 1 )  カ テ ゴ リ ー 判 断 ： 単 語 選 択 課 題 ：「 違 う も の は ど れ ?」  四
つ の 単 語  (名 詞 )  が 音 声 で 流 れ 、 意 味 的 に 同 じ 種 類 で な
い 単 語 を 一 つ 選 ぶ 。 5 題 で 1 題 1 点 、 計 5 点 。  
例 題 1 .  t o w e l   2 .  s o a p   3 .  t e a c h e r   4 .  s h a m p o o  
 
( 2 )  単 語 － 絵 画 ペ ア 選 択 課 題 ：「 文 字 に 合 う 絵 は ？ 」 チ ャ イ ム
が 鳴 っ た ら 書 か れ て い る 単 語  (名 詞 )  を 黙 読 し 、 一 致 す
る 絵 を 複 数 の 絵 画 か ら 1 つ 選 ぶ 。 5 題 で 1 題 1 点 、 計 5
点 。  
 
 
 
 
 
1 . k a n g a r o o    (    )  
2 . p a n d a       (    )  
3 . t i g e r        (    )  
4 . e l e p h a n t    (    )  
5 . s n a k e       (    )  
 
 
 
 
 
F i g u r e 7 - 1  課題 2 単語課題 (2 )  単語－絵画ペア選択課題の例  
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課 題 3 リ ー デ ィ ン グ 課 題  
児 童 英 語 検 定 シ ル バ ー と ゴ ー ル ド の 出 題 形 式  (笠 木 ,  2 0 0 8 a ,  
2 0 0 8 b )  を 参 考 に 作 成 し た 。 ( 1 )、( 2 )共 に 英 文 と 絵 画 を 質 問 紙
に 視 覚 提 示 し た 。  
( 1 )  英 文 － 絵 画 正 誤 判 断 課 題 「 文 は 絵 と 合 っ て い る ?」  単 文
と 絵 が 同 時 に 提 示 さ れ 、 英 文 を 見 て 絵 の 内 容 と 合 っ て い
る か ど う か を 判 断 し 、 合 っ て い れ ば ○ 、 合 っ て い な け れ
ば ×を つ け る 。  5 題 で 1 題 1 点 、 計 5 点 。   
 
( 2 )  英 文 － 絵 画 選 択 課 題 「 ど っ ち の 絵 ?」  2 文 か ら な る 英 文
と 2 枚 の 絵 が 提 示 さ れ 、そ の 内 容 が 2 枚 の 絵 の ど ち ら に
つ い て 述 べ ら れ て い る か を 判 断 し 、 正 し い 絵 に ○ を つ け
る 。  5 題 で 1 題 1 点 、 計 5 点 。  
 
 
 
	 	 	 	  
 
 
 
T h e  g i r l  h a s  l o n g  h a i r .  (      )  
 
 
 
 
 
F i g u r e 7 - 2  課題 3 リーディング課題 (1 )  英文－絵画正誤判断課題の例  
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1 .  A  g i r l  h a s  d i s h e s .   S h e  i s  s e t t i n g  t h e  t a b l e .   (      )  
2 .  T h e r e  a r e  f i v e  p e o p l e .   T h e  t e a c h e r  i s  h o l d i n g  a  s p o o n  i n  h e r  
h a n d .    (      )  
3 .  A  b o y  i s  s t a n d i n g  b y  t h e  f i r e .   H e  h a s  a  f a n  i n  h i s  h a n d .   
(      )  
 
F i g u r e 7 - 3  リーディング課題 (2 )  英文絵画選択課題の例  
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手 続 き ：  
実 験 は 、 グ ル ー プ 毎 に 教 室 で 一 斉 に 実 施 し た 。 初 日 に グ ル  
ー プ 1 と グ ル ー プ 2 の 順 で 、 翌 日 に グ ル ー プ 3 の 実 験 を 実 施
し た 。 実 験 で は 参 加 者 一 人 一 人 に 課 題 の 冊 子  (質 問 紙 )  を 配
布 し 、 記 名 さ せ た 。 初 め に 実 験 全 体 の 流 れ と 方 法 を 実 験 実 施
者 が 口 頭 で 説 明 し た 。 そ の 後 、 課 題 1 音 韻 認 識 課 題 、 課 題 2
単 語 課 題 、 課 題 3 リ ー デ ィ ン グ 課 題 の 順 に 実 施 し た 。 全 て の
課 題 の 解 答 は 質 問 紙 に 記 入 さ せ た 。課 題 1 音 韻 認 識 課 題 ( 1 )は 、
質 問 紙 に 提 示 さ れ た 三 つ の 単 語 の う ち 、 最 初 の 音 が 違 う 語 を
選 ば せ た 。 課 題 1 音 韻 認 識 課 題  ( 2 )  は 、 質 問 紙 に 提 示 さ れ た
三 つ の 単 語 の う ち 、 最 後 の 音 が 違 う 語 を 選 ば せ た 。 課 題 2 単
語 課 題  ( 1 )  は 、 音 声 を 流 し 、 単 語 が 提 示 さ れ て い る 質 問 紙 か
ら 正 解 を 選 ば せ た 。 課 題 2 単 語 課 題  ( 2 )  は 、 音 声 の 提 示 な し
に 質 問 紙 の 単 語 を 黙 読 し て 解 答 さ せ た 。 課 題 3 リ ー デ ィ ン グ
課 題  ( 1 )  は 、質 問 紙 に 提 示 さ れ た 絵 画 と 英 文 を 見 て 解 答 さ せ
た 。 課 題 3 リ ー デ ィ ン グ 課 題 ( 2 )  は 、 質 問 紙 に 提 示 さ れ た 絵
画 と 英 文 を 見 て 解 答 さ せ た 。 実 験 終 了 後 、 質 問 紙 で あ る 課 題
冊 子 を 回 収 し 、 実 験 実 施 者 1 名 が 採 点 を し た 。  
採 点 方 法 ：  課 題 1 ( 1 )～ 課 題 3 ( 2 )  ま で 1 題 1 点 で 、正 答 の 場
合 に 1 点 、 誤 答 か 無 回 答 の 場 合 に 0 点 と し た 。 課 題 1 ( 1 ) ( 2 )
が 各 計 6 点 、課 題 2 が 各 計 5 点 、課 題 3 ( 1 ) ( 2 )が 各 計 5 点 、合
計 3 2 点 満 点 で あ る 。  
 
7 . 3  結 果 と 考 察  
7 . 3 . 1  参 加 者 の 英 語 の 音 韻 認 識  
T a b l e 7 - 1 は 、 グ ル ー プ 毎 の 課 題 の 平 均 と 標 準 偏 差 で あ る 。
グ ル ー プ を 独 立 変 数 と し 、 各 課 題 の 得 点 を 従 属 変 数 と し た 分
散 分 析 の 結 果 、課 題 1 音 韻 認 識 課 題  ( F  ( 2 , 1 1 1 ) ＝ 6 . 0 8 ,  p < . 0 1 )、
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課 題 2 単 語 課 題  ( F  ( 2 , 1 1 1 ) ＝ 3 1 . 4 4 ,  p < . 0 1 )、 課 題 3 リ ー デ ィ ン
グ 課 題  ( F  ( 2 , 1 1 1 ) ＝ 2 1 . 5 9 ,  p < . 0 1 )  で グ ル ー プ 間 に 有 意 差 が 見
ら れ 、多 重 比 較 検 定  ( T u k e y  H S D )  で は い ず れ も 、グ ル ー プ 2   
(英 語 ク ラ ブ の 5 年 生 )  －  グ ル ー プ 1  (英 語 ク ラ ブ の 2 年 生 )  
が 有 意  (音 韻 p < . 0 1 )  (単 語 p < . 0 1 )  (リ ー デ ィ ン グ p < . 0 1 )  で あ
っ た 。 グ ル ー プ 2  (英 語 ク ラ ブ の 5 年 生 )  －  グ ル ー プ 3  (英 語
教 室 の 5・ 6 年 生 )  の 間 に は 有 意 差 が 見 ら れ な か っ た 。  
 
 
 
 
 
T a b l e 7 - 1  課題の記述統計  
 全 体 (N  =114 )  
グループ１ 
クラブ 2 年生 
(N =41) 
グループ 2  
クラブ 5 年生 
(N =62) 
グループ 3 
教室 5・6 年生 
(N=11) 
テスト(項 目 数 ) 平 均  標 準 偏 差  平 均  標 準 偏 差  平 均  標 準 偏 差  平 均  標 準 偏 差  
課 題 1 ( 1 ) 音 韻
認 識 ( 音 素 識
別 ： 頭 語
音 ) O p e n ( 6 )  
4 . 4 3   1 . 7 4   4 . 0 7   1 . 5 6   4 . 6 6   1 . 8 4   4 . 4 5   1 . 8 1   
課 題 1 ( 2 ) 音 韻
認 識 ( 音 素 識
別 ： 語 尾
音 ) E n d ( 6 )  
5 . 1 1   1 . 3 7   4 . 3 7  1 . 7 3  5 . 5 6  0 . 9 0  5 . 2 7   0 . 7 9   
課 題 2 ( 1 ) 単
語 ： 聴 覚 提 示
( 5 )  
3 . 5 1   1 . 4 6   2 . 4 4  1 . 4 8   4 . 0 0  1 . 1 0  4 . 7 2   0 . 4 7   
課 題 2 ( 2 ) 単 語  
： 視 覚 提 示 ( 5 )  3 . 9 2   1 . 6 4   2 . 8 5   2 . 0 3  4 . 5 0  0 . 9 7  4 . 6 3   0 . 9 2   
課 題
3 ( 1 ) R e a d i n g  
： 絵 画 正 誤 判
断 ( 5 )  
3 . 9 1   1 . 2 8   3 . 2 0  1 . 3 5   4 . 2 4  1 . 1 0  4 . 7 2   0 . 6 5   
課 題
3 ( 2 ) R e a d i n g  
： 絵 画 選 択 ( 5 )  
3 . 4 7   1 . 2 8   2 . 6 8   1 . 4 2  3 . 8 5  0 . 9 7  4 . 2 7   0 . 7 9   
合 計 ( 3 2 )  2 4 . 3 5   5 . 8 2   1 9 . 6 1  5 . 6 8  2 6 . 8 2  3 . 9 9  2 8 . 1 0   3 . 4 2   
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結 果 は 、 課 題 1 音 韻 認 識 課 題 に つ い て は 、 英 語 ク ラ ブ の 5
年 生  (グ ル ー プ 2 )  の 得 点 が O p e n  T e s t、 E n d  T e s t 共 に 最 も
高 く 、英 語 ク ラ ブ の 2 年 生  (グ ル ー プ 1 )  の 得 点 と の 間 に 有 意
差 が 見 ら れ た 。 今 回 の 研 究 に お い て 、 い ず れ の グ ル ー プ も 英
語 学 習 歴 は 3～ 5 年 と ほ ぼ 同 じ で あ る こ と か ら 、 グ ル ー プ 2
ク ラ ブ 5 年 生 と グ ル ー プ 1 ク ラ ブ 2 年 生 と の 間 で 得 ら れ た 差
は 、 カ リ キ ュ ラ ム や 年 数 等 英 語 学 習 歴 の 要 因 に 直 接 帰 す る も
の で は な い こ と も 示 唆 さ れ る 。 す な わ ち 、 英 語 習 得 開 始 年 齢
を よ り 幼 少 に し た と し て も  (グ ル ー プ 1 は 4 歳 か ら 、 グ ル ー
プ 2 お よ び グ ル ー プ 3 は 7 歳 以 降 )、同 じ 学 習 期 間 で 達 成 さ れ
る レ ベ ル は 同 じ で は な い こ と が 示 さ れ た と 考 え ら れ る 。  
音 素 識 別 課 題 の 英 語 母 語 話 者 を 対 象 と し た 先 行 研 究 で は 、
英 語 の 音 素 認 識 と リ ー デ ィ ン グ 能 力 と は 強 い 関 連 性 が あ る こ
と が 指 摘 さ れ て お り  ( A d a m s ,  1 9 9 0 )、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者
を 対 象 と し た 研 究 4 で は 、 参 加 者 の 音 素 認 識 と 単 語 知 識  (英
単 語 の 正 書 法 、 音 韻 、 意 味 の 知 識 )  お よ び 英 文 の リ ー デ ィ ン
グ 能 力  (音 韻 符 号 化 、 意 味 理 解 )  と の 間 に も 関 連 性 が あ る こ
と を 予 測 し た 。  
音 韻 認 識 に つ い て 、語 頭 音 の 音 素 識 別 で あ る O p e n  T e s t  の
グ ル ー プ 全 体 の 平 均 点  ( 4 . 4 3 点 )  と 語 尾 音 の 音 素 識 別 で あ る
E n d  T e s t  の グ ル ー プ 全 体 の 平 均 点  ( 5 . 1 1 点 )  に つ い て
M a t c h e d - T 検 定 を 行 っ た 結 果 、 語 尾 音 の 音 素 識 別 で あ る E n d  
T e s t の 平 均 点 の 方 が 有 意 に 高 く  ( t  ( 1 1 3 ) = 4 . 3 8 ,  p < . 0 1 )、 参 加
者 が 英 単 語 の 最 初 の 音 よ り も 英 単 語 の 最 後 の 音 の 違 い を よ り
識 別 で き て い る こ と も わ か っ た 。 こ の 結 果 は 、 興 味 深 い も の
で あ る 。先 行 研 究 で は 、日 本 語 母 語 話 者 の 英 語 の 音 声 知 覚 は 、
日 本 語 の リ ズ ム で あ る モ ー ラ の 影 響 を 強 く 受 け る と さ れ る  
(水 口 他 ， 2 0 1 3 a )  。 こ の こ と は 、 英 語 の 音 声 知 覚 に お い て 、
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日 本 語 母 語 話 者 は 音 を よ り 細 分 化 し て 表 象 し 作 動 記 憶 内 で 保
持 す る た め 、 英 語 の 聞 き 取 り の 負 荷 が 高 い こ と を 意 味 す る 一
方 で 、 日 本 語 母 語 話 者 が 単 語 の 構 成 音 声 を 正 確 に 認 識 で き る
こ と も 意 味 し て い る と さ れ 、 モ ー ラ の リ ズ ム が 、 文 字 を 通 し
た 学 習 に お い て 有 利 に 働 く と 考 え ら れ る と 指 摘 さ れ て き た 。
た だ し 、 こ の よ う な 指 摘 に 対 し て 、 こ れ ま で の 湯 澤 ら の 一 連
の 研 究 に お い て は 、 日 本 語 母 語 話 者 は 聴 覚 提 示 さ れ た 音 声 の
最 初 の 音 の 識 別 能 力 に 優 れ て い る こ と は 示 さ れ て き た も の の 、
そ れ 以 外 は 不 明 で あ っ た 。 研 究 4 に お い て 、 最 初 の 音 の 識 別
以 上 に 最 後 の 音 の 成 績 が 良 か っ た こ と は 、 記 憶 負 荷 が か か る
が ゆ え に 、 最 後 の 音 の 識 別 の 方 が 優 れ て い た と も 解 釈 可 能 で
あ る が 、 前 述 の 指 摘 を 部 分 的 に 実 証 す る も の だ と 言 え よ う 。  
7 . 3 . 2  英 語 の 音 韻 認 識 と 単 語 知 識 お よ び リ ー デ ィ ン グ 能
力  
と の 関 係  
T a b l e 7 - 2、T a b l e 7 - 3 は 、課 題 間 の 相 関 を 表 し た も の で あ る 。
課 題 1 音 韻 認 識 課 題 と 課 題 2 単 語 課 題  ( r = . 3 5 ,  p < . 0 1 )、 課 題
1 音 韻 認 識 課 題 と 課 題 3 リ ー デ ィ ン グ 課 題  ( r = . 2 6 ,  p < . 0 1 )  の
間 に は 弱 い 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 課 題 1 音 韻 認 識 課 題 と 課
題 2 単 語 課 題 の グ ル ー プ 3 に つ い て の 結 果  ( r = . 0 4 )  は 、無 相
関 に 見 え る が 天 井 効 果 の た め と 考 え ら れ る 。 ま た 、 課 題 2 単
語 課 題 と 課 題 3 リ ー デ ィ ン グ 課 題 の 間 に 中 程 度 の 正 の 相 関 が
見 ら れ  ( r = . 5 5 ,  p < . 0 1 )、 3 グ ル ー プ の 中 で 音 韻 認 識 が 最 も 高
い グ ル ー プ 2   ( 英 語 ク ラ ブ の 5 年 生 )  は 相 関 が 強 か っ た  
( r = . 4 3 ,  p < . 0 1 )。日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 課 題 1 の 音 素 レ ベ ル
の 音 韻 認 識 課 題 の 得 点 の 高 低 と 課 題 2 単 語 課 題 お よ び 課 題 3
リ ー デ ィ ン グ 課 題 の 得 点 と は ゆ る や か な 相 関 が 見 ら れ た こ と
か ら 、 英 語 の 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が 視 覚 提 示 さ れ た 英 文 の
音 韻 符 号 化 ・ 意 味 理 解 と 関 連 が あ る こ と を 示 唆 し て い る 。 す
な わ ち 、 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が 獲 得 さ れ て い る と 保 持 さ れ
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て い る 単 語 の 情 報 も 多 い と す る 仮 説 は 、 支 持 さ れ た と 言 え る
と 考 え ら れ る 。  
ま た 、 課 題 1 音 韻 認 識 課 題 の E n d  T e s t  と 課 題 2 単 語 課 題  
( r = . 4 0 ,  p < . 0 1 )、  お よ び E n d  T e s t と 課 題 3 リ ー デ ィ ン グ 課
題  ( r = . 3 2 ,  p < . 0 1 )と の 間 に 弱 い 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 こ の
結 果 は 、 英 単 語 の 最 後 の 音 を 認 識 す る 能 力 が 、 単 語 知 識 と リ
ー デ ィ ン グ 能 力 に あ る 程 度 影 響 を 及 ぼ す こ と を 示 唆 し て い る 。 
 
 
 
 
T a b l e 7 - 2   課 題 の相 関 係 数  
  課題 2 単語課題得点合計  
    全 体  
グ ル ー プ 1  
ク ラ ブ 2
年 生  
グ ル ー プ 2  
ク ラ ブ 5
年 生  
グ ル ー プ 3  
教 室 5 ・ 6
年 生  
課題 1 音韻認識課題 
得点合計 
. 3 5  . 2 2  . 2 7  . 0 4  
 
 
 
	 	 	 	  
T a b l e 7 - 3   課題の相関係数 
  課題3Reading課題正答得点合計  
  全 体  グ ル ー プ 1  
ク ラ ブ 2 年
生  
グ ル ー プ 2  
ク ラ ブ 5 年
生  
グ ル ー プ 3  
教 室 5 ・ 6
年 生  
課題1音韻認識課題 
得点合計 
. 2 6  . 1 8  . 0 6  . 2 7  
課 題 2 単 語 課 題  
得 点 合 計  
. 5 5  . 3 1  . 4 3  . 3 9  
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7 . 4  本 章 の ま と め  
研 究 4 で は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識  (音
素 認 識 )  と リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 と の 関 係 を 検 証 し よ う と
試 み た 。 以 下 に 、 結 果 を ま と め る 。  
英 語 学 習 歴 が 同 じ で あ る グ ル ー プ 1 と グ ル ー プ 2 の 成 績 に
有 意 差 が 認 め ら れ た こ と か ら 、学 習 歴 が ほ ぼ 同 じ で あ っ て も 、
英 語 学 習 開 始 年 齢 に よ っ て 、 獲 得 さ れ る 音 韻 認 識 と 単 語 知 識
お よ び リ ー デ ィ ン グ 能 力 が 異 な る こ と が 示 さ れ た 。 こ の こ と
は 、 前 倒 し を し て 、 よ り 幼 少 か ら 英 語 学 習 を 開 始 す る こ と に
対 し て は 肯 定 的 な 知 見 が 示 さ れ な か っ た と 言 え る 。 ま た 、 単
語 の 最 初 の 音 の 識 別 よ り も 単 語 の 最 後 の 音 の 識 別 の 方 が 成 績
が 良 か っ た こ と は 、 先 行 研 究 で 指 摘 さ れ て き た 日 本 語 母 語 話
者 の 音 声 知 覚 の 正 確 さ と 、 そ れ ゆ え の 記 憶 負 荷 に よ る も の と
解 釈 さ れ 、 こ れ を 実 証 的 に 示 し た こ と は 研 究 4 の 成 果 と 言 え
よ う 。  
各 課 題 間 の 相 関 係 数 か ら は 、日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、
英 語 の 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が 単 語 力 お よ び リ ー デ ィ ン グ 能
力 と 関 連 し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 す な わ ち 、 英 語 を 母
語 と す る 子 ど も 同 様 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 も 英 語 の 高 次 レ
ベ ル の 音 韻 認 識 を 持 っ て い る 者 の 方 が 、 英 単 語 を 音 韻 的 ・ 意
味 的 に 認 識 す る 力 、 ま た 英 文 を 音 韻 符 号 化 し 意 味 理 解 す る 力
が あ る と 言 え る 。 さ ら に 、 こ こ で の 相 関 の 結 果 は 、 音 韻 認 識
と 単 語 課 題 と の 関 係 の あ り 方 が グ ル ー プ に よ っ て 異 な っ て い
る こ と を 示 し て い た 。 グ ル ー プ 1 ク ラ ブ 2 年 生 お よ び グ ル ー
プ 2 ク ラ ブ 5 年 生 は 中 程 度 の 相 関 が あ っ た の に 対 し 、 数 は 少
な い が 、グ ル ー プ 3 教 室 5・ 6 年 生 で は 無 相 関 に 近 い 値 で あ っ
た 。 こ の こ と か ら 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 音 韻 、
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正 書 法 、 意 味 の 習 得 を 含 む 単 語 知 識 に は 、 音 韻 認 識 以 外 の 要
因 も 関 与 し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 	 	 
	 
付 記  
第 7 章 は 以 下 の 論 文 に 基 づ き 、加 筆・修 正 し た も の で あ る 。  
 
宮 曽 根 美 香  ( 2 0 1 3 ) .  日 本 人 小 学 生 の 英 語 の 音 韻 認 識 能 力 と
単 語 力 お よ び リ ー デ ィ ン グ 能 力 に つ い て .  宮 城 教 育 大 学 附
属  小 学 校 英 語 教 育 セ ン タ ー J E S  J o u r n a l  1  ( I ) ,  1 2 - 2 0 .  
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第 8 章  総 合 考 察  
 
8 . 1  本 研 究 の ま と め  
本 研 究 は 、 言 語 習 得 に お け る 音 韻 処 理 の 理 論 的 観 点 か ら 音
韻 認 識 に 着 目 し 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル  (書
記 素 － 音 素 変 換 規 則 )  の 心 的 獲 得 が 音 韻 符 号 化 に 与 え る 影 響
に つ い て 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 を 対 象 と し て 明 ら か に す る
こ と を 目 的 と し た 。 先 行 研 究 を 踏 ま え る と 、 日 本 人 初 級 英 語
学 習 者 が 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 符 号 化 に 困 難 を 抱 え る こ
と は 、音 声 の 授 受 を 伴 う ス ピ ー キ ン グ・リ ス ニ ン グ 技 能 か ら 、
文 字 を 介 し た リ ー デ ィ ン グ 技 能 の 習 得 へ と つ な が ら ず 、 英 語
能 力 の ス ム ー ズ な 熟 達 化 を 妨 げ る 一 要 因 と な っ て い る と 考 え
ら れ る 。 更 に 、 音 韻 符 号 化 を す る た め に は 、 英 語 の 音 韻 認 識
を 深 め る こ と が 大 切 で あ る と い う 指 摘 が あ る  (ア レ ン 玉 井 ,  
2 0 1 0 )。本 研 究 で は 、基 本 的 に 英 語 を 第 二 言 語 と し て 学 び 始 め
た 小 学 校 高 学 年 の 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 を 対 象 と し 、 英 語 の
音 韻 符 号 化 に つ い て 、 英 語 の 音 韻 認 識 と 書 記 素 － 音 素 変 換 規
則 の 関 係 か ら 検 討 し た 。  
本 研 究 で 対 象 と し て い る 学 習 者 の 一 つ の 特 性 は 、 日 本 語 を
母 語 に 持 つ と い う こ と で あ る 。 ま た 、 小 学 校 の 高 学 年 に な る
と 、 言 語 処 理 が 全 体 的 処 理 か ら 分 析 的 処 理 に 移 行 し 、 英 語 を
使 う こ と だ け で な く 英 語 と い う 言 葉 自 体 に も 注 意 が 向 き や す
く な る と い う  (井 狩 ,  2 0 1 2 )  。 さ ら に 音 声 へ の 敏 感 性 も 残 し
て い る と 指 摘 さ れ て い る  (會 澤 ・ 宮 曽 根 ,  2 0 0 4 )。 す な わ ち 、
音 声 に 敏 感 で 、 分 析 的 思 考 が 発 達 し て い る と い う こ と が 、 本
研 究 の 対 象 で あ る 学 習 者 の も う 一 つ の 特 性 と し て 挙 げ ら れ る 。	 	 	  
学 習 者 の 一 つ 目 の 特 性 に 関 連 し て 、 母 語 の 日 本 語 が 英 語 の
音 韻 処 理 に 制 約 を も た ら す こ と が あ る 、 と い う 先 行 研 究 の 報
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告 が あ る  (李 他 ,  2 0 0 9 ;  湯 澤 他 ,  2 0 1 2 )。 日 本 語 が 英 語 の 音 韻
処 理 に 与 え る 制 約 と し て は 、 以 下 の 二 つ が 挙 げ ら れ る 。 す な
わ ち 、 1 .日 本 語 の モ ー ラ の リ ズ ム に よ る 音 声 知 覚 が 、 英 語 の
リ ス ニ ン グ に お け る 音 韻 処 理 を 制 約 す る と い う こ と 	 (O t a k e  
e t  a l . ,  1 9 9 6； C u t l e r ,  e t  a l . ,  2 0 0 2 ;  水 口 他 ,  2 0 1 3 a )、 お よ び  
2 .日 本 語 の 正 書 法 の 書 記 体 系  (日 本 語 の 漢 字 は 表 語 形 式 、 英
語 は ア ル フ ァ ベ ッ ト 形 式 )	 と 正 書 法 深 度 	 (日 本 語 は 浅 い 正 書
法 、 英 語 は 深 い 正 書 法 )	 に お け る 英 語 と の 違 い が 、 英 語 の リ
ー デ ィ ン グ に お け る 音 韻 処 理 に 制 約 を も た ら す こ と 	 ( K o d a ,  
1 9 9 8 ;  A k a m a t s u ,  1 9 9 9 ) 	 で あ る 。 	 
こ れ ら を 踏 ま え て 、 本 研 究 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英
語 の 習 得 に お い て 困 難 を 抱 え る と 指 摘 さ れ て い る 、 英 語 の 音
韻 符 号 化 に 焦 点 を 当 て て 、 英 語 の 音 韻 認 識 と 文 字 と 音 声 の 対
応 関 係 で あ る 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 の 関 係 か ら 検 討 す る こ と
を 目 的 と し た 。  
上 記 を 検 討 す る た め に 、 具 体 的 に 二 つ の 目 的 を 設 定 し た 。
本 研 究 の 1 番 目 の 目 的 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 英
語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し て い る こ と と 、
視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 、 特 に 既 知 語 ・ 未 知 語 の 音 韻
符 号 化 と の 関 連 に つ い て 検 討 す る こ と で あ っ た 。 音 韻 符 号 化
に 関 す る 先 行 研 究 は 英 語 の 母 語 話 者 を 中 心 と し た も の で あ る 。
一 方 で 日 本 人 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 符 号 化 に つ い て は 、 成
人 を 対 象 と し 、 既 知 語 を 材 料 と し て 調 査 が 行 わ れ て お り  (例
え ば C o l t h e a r t ,  e t  a l . ,  2 0 0 1 )、 小 学 生 の 初 級 英 語 学 習 者 が 未
知 語 に 接 し た 時 に 、 ど の よ う な 音 韻 処 理 を 行 う の か に 関 し て
は 明 ら か で な い 。 未 知 語 に 遭 遇 す る ケ ー ス が 多 い 日 本 人 初 級
英 語 学 習 者 に お い て 、 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 が 可 能 な 場 合 と そ
う で な い 場 合 の 両 者 を 分 か つ も の は 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対
応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し て い る か 否 か だ と 考 え ら れ る 。 そ の
点 に つ い て 、 本 研 究 で は 研 究 1、 研 究 2 を 行 い 、 実 証 的 に 検
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討 し た 。  
本 研 究 の 2 番 目 の 目 的 は 、日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、
音 韻 認 識 の レ ベ ル と 達 成 で き る リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 と の
関 連 を 検 討 す る こ と で あ っ た 。 英 語 の 音 韻 符 号 化 能 力 に 関 し
て 、 そ の 習 熟 プ ロ セ ス は 音 韻 認 識 の 深 化  ( A d a m s ,  1 9 9 0 ;  
C a s t l e s , e t  a l .  ,  2 0 0 4 )  と し て 考 え ら れ て き た 。 し か し 、 日 本
人 初 級 英 語 学 習 者 の 音 韻 処 理 に つ い て は 、 単 語 の 綴 り と 音 声
が 独 立 し て い る  (関 屋 ,  1 9 9 4 )  と い っ た 先 行 研 究 の 指 摘 も あ
る 。 音 韻 認 識 の 深 化 と そ こ で 達 成 さ れ る 音 韻 符 号 化 に 関 し て
は 、 実 証 研 究 に 基 づ く 再 考 が 必 要 で あ り 、 本 研 究 で は 研 究 2
を 通 し て 検 討 を 行 っ た 。  
T a b l e 8 - 1 は 、 第 Ⅱ 部 の 実 証 研 究 の 研 究 テ ー マ を 示 し た も の
で あ る 。  
 
 
 
T a b l e 8 - 1  実証研究の研究テーマ  
研 究  章  研 究 テ ー マ  
研 究 1  第 4 章  フォニックスの基本ルールの教授が日本人初級英語学習者
の英語の音韻処理に与える効果  
研 究 2  第 5 章  
 
英語の文字と音声の対応関係の教授が日本人初級英語学習
者の英語のリーディングの低次処理に与える効果  
研究 3-1  
研究 3-2-1  
研究 3-2-2 
第 6 章  
 
リーディングの低次処理における音韻符号化の役割  
研究 4 第 7 章  
 
日本人初級英語学習者の英語の音韻認識とリーディング  
能力との関係  
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T a b l e 8 - 2 a 、 T a b l e 8 - 2 b 、 T a b l e 8 - 2 c 、 T a b l e 8 - 2 d お よ び
T a b l e 8 - 2 e に 、 第 Ⅱ 部 の 各 研 究 の 仮 説 と 結 論 に つ い て ま と め
た 。  
 
 
T a b l e 8 - 2 a  各研究の仮説と結論  
研 究   仮説 No.  仮 説  結 論  
研 究 1  1  
 
 
 
 
2  
 
 
 
 
3  
英語の文字と音声の対応関係のフォニ  
ックスの基本ルールの教授を受けた群  
は、英語の音韻認識が深化し、教授を受  
けていない群と比較して、英語の音韻処  
理ができる。  
英語の文字と音声の対応関係のフォニ  
ックスの基本ルールの教授を受けた群  
は、教授を受けていない群と比較して、 
聴覚提示された英単語、英文の音韻処理  
ができる。  
英語の文字と音声の対応関係のフォニ  
ックスの基本ルールの教授を受けた群  
は、教授を受けていない群と比較して、 
視覚提示された英単語、英文の音韻処理
ができる。  
支 持 さ れ た 。  
 
 
 
 
支 持 さ れ な か
っ た 。  
 
 
 
支 持 さ れ た 。  
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T a b l e 8 - 2 b  各研究の仮説と結論  
研 究   仮説 No.  仮 説  結 論  
研 究 2  1  
 
 
 
 
2 - 1  
 
 
  2 - 2  
 
 
 
 
3  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、
英 語 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 が 獲
得 さ れ て い る と 、 英 単 語 の 正 書 法
情 報 に 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適
用 す る こ と が で き る 。  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、
書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 の 多 様 性 と
音 韻 認 識 の レ ベ ル は 関 係 が あ る 。  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、  
音 節 レ ベ ル ま で の 音 韻 認 識 が あ る  
と 、 音 節 単 位 で の 音 韻 情 報 を 有 し  
て い る た め 、 音 節 単 位 で の 英 単 語  
の 音 韻 符 号 化 が で き る 。  
視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号
化 が で き る と 英 単 語 の 意 味 想 起 も
さ れ や す い 。  
支 持 さ れ た 。  
 
 
 
 
支 持 さ れ た 。  
 
 
支 持 さ れ た 。  
 
 
 
 
支 持 さ れ た 。  
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T a b l e 8 - 2 c  各研究の仮説と結論  
研究  仮説 No.  仮説  結論  
研 究 3 - 1  
 
1  
 
 
 
2  
 
 
 
	  3  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 単 語 の 音 韻
符号化においては、書記素－音素変換規
則が適用できる場合、規則を適用して音
韻符号化をする。  
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 単 語 の 意 味
想起においては、音韻と非音韻の二つの
アクセスルートのうち、音韻ルートが優
先される。  
日本人初級英語学習者においては、視覚  
提示された英単語および英文の音韻符  
号化に既知語の音韻符号化および未知  
語の音韻符号化の方法を併用すると、正  
確な英単語の意味想起および英文の意  
味理解ができる。  
支持された。  
 
 
 
支 持 さ れ た 。  
 
 
 
支 持 さ れ な か
っ た 。  
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T a b l e 8 - 2 d  各研究の仮説と結論  
研 究   仮説 No.  仮 説  結 論  
研究 3-2-1  
 
1  
 
 
 
 
 
2  
   
 
3  
 
 
 
成人の日本人初級英語学習者は既知語  
が多いため、英単語の音韻符号化には、 
既知語の音韻情報を利用した音韻符号  
化をする。書記素－音素変換規則が適用  
できる場合、規則を適用して音韻符号化  
をするといった二つの方法を併用する。 
成人の日本人初級英語学習者において  
も、英単語の意味想起には音韻ルートが  
優先される。  
成人の日本人初級英語学習者において  
も、視覚提示された英単語および英文の  
音韻符号化に既知語の音韻符号化およ  
び未知語の音韻符号化の方法を併用す  
ると、正確な英単語の意味想起および英
文の意味理解ができる。  
支持されなかっ
た。  
 
 
 
 
支持されなかっ
た。  
 
支持されなかっ
た。  
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T a b l e 8 - 2 e  各研究の仮説と結論  
研 究   仮説 No.  仮 説  結 論  
研究 3-2-2  
 
 
 
 
研究 4 
1  
 
 
 
 
1  
 
視覚提示された英単語の処理において、
英単語の音韻符号化による音韻情報は
意味情報へのアクセスの前提条件とな
る。  
 
日本人初級英語学習者において、音素レ
ベルの音韻認識が獲得されていると、メ
ンタルレキシコンに保持されている正
書法や音韻などの単語情報が多い。  
支 持 さ れ た 。  
 
 
 
 
支 持 さ れ た 。  
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研 究 1 で は 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の フ ォ ニ ッ ク ス
の 基 本 ル ー ル の 教 授 が 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻
処 理 に 与 え る 効 果 に つ い て 検 討 し た 。 二 つ の 英 語 教 室 に 通 う
小 学 3～ 6 年 生 6 0 名 を 参 加 者 と し 、 英 語 の 事 前 テ ス ト を 行 っ
て 等 質 性 を 確 認 し た 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 の 介
入 無 群  (グ ル ー プ 1 )  3 0 名 と 介 入 有 群  (グ ル ー プ 2 )  3 0 名 に 分
け た 。 参 加 者 は 、 A 音 韻 認 識 ： 分 節 音 素 の 識 別 課 題 、 B 音 韻
符 号 化  (単 語 対 お よ び 短 文 の 復 唱 )  課 題 、C 音 韻 符 号 化  (単 語
対 お よ び 短 文 の 音 読 )  課 題 、D 会 話 文 理 解  (聴 覚 提 示 )  課 題 に
回 答 し た 。 そ の 結 果 、 A～ D の 課 題 の 合 計 正 答 得 点 の 平 均 は 、
グ ル ー プ 2 の フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 の 介 入 有 群 が
グ ル ー プ 1 の 介 入 無 群 よ り 有 意 に 高 く 、 こ の 中 で Ｃ の 音 韻 符
号 化  (単 語 対 お よ び 短 文 の 音 読 )  課 題 の 正 答 得 点 は 、 介 入 有
群 と 介 入 無 群 と の 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 フ ォ ニ ッ ク ス の
基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け た 介 入 有 群 は 、 受 け て い な い 介 入 無
群 よ り も 、単 語 や 文 を 視 覚 提 示 さ れ て 音 読 す る 課 題 に お い て 、
成 績 が 優 れ て い た 。 こ の 結 果 か ら 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が
フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け 、 英 語 の 文 字 と 音 声
の 対 応 関 係 の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る こ と で 、 リ ー デ ィ ン グ
の 低 次 処 理 に お い て 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し 、 音 韻
符 号 化 を す る こ と が で き る よ う に な っ た と 考 察 さ れ る 。 さ ら
に 、C の 音 韻 符 号 化  (単 語 対 お よ び 短 文 の 音 読 )  課 題 で 、フ ォ
ニ ッ ク ス 介 入 無 群 の 解 答 で 見 ら れ た 、 子 音 に 母 音 を 付 加 し て
モ ー ラ 化 す る 音 韻 符 号 化 の 間 違 い が 介 入 有 群 で は 見 ら れ な か
っ た こ と か ら 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 通 し て 英
語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、 英
語 の 音 節 に 基 づ く 音 韻 処 理 が で き る よ う に な る こ と も 示 さ れ
た 。  
な お 、 単 語 や 文 が 聴 覚 提 示 さ れ た 場 合 の 成 績 に つ い て は 、  
研 究 1 で は 、「 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け た 群 は
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受 け て い な い 群 と 比 較 し て 、 聴 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 、 英 文 の
音 韻 処 理 が で き る 」 と い う 仮 説 が 支 持 さ れ な か っ た 。 こ の 理
由 と し て 、 課 題 で 必 要 と さ れ て い た 、 音 韻 の 分 析 に お け る 日
本 語 の モ ー ラ の リ ズ ム の 影 響 か ら の 説 明 が 考 察 さ れ た 。ま た 、
先 行 研 究 の 知 見 よ り 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 に お い て 十 分 な 音
声 体 験 が 不 足 し て い た 可 能 性 に つ い て も 指 摘 さ れ た 。 こ れ ら
の 結 果 は 、 日 本 語 母 語 話 者 の 英 語 の 音 韻 処 理 に お け る 、 フ ォ
ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 の 効 果 が 一 定 程 度 あ る が 、 そ の
効 果 の 限 界 も 示 唆 す る も の だ と 考 え ら れ る 。 研 究 1 の 課 題 と
し て 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 の 、 視 覚 提 示 さ れ た
英 単 語 の 意 味 想 起 に つ い て の 効 果 に つ い て は 、 さ ら な る 検 証
が 必 要 と な っ た 。  
研 究 2 で は 、 研 究 1 の 結 果 を 踏 ま え て 、 日 本 人 初 級 英 語 学  
習 者に お け る 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 の 効 果 を 、
リ ー デ ィ ン グ に 焦 点 を 当 て て 検 証 し た 。 具 体 的 に は 、 日 本 人
初 級 英 語 学 習 者 に お け る 、英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル
ー ル の 獲 得 と 既 知 語 、 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 に つ い て 、 そ し て
英 語 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル と 可 能 に な る リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処
理 に つ い て 検 討 し た 。 参 加 者 は 、 二 つ の 英 語 教 室 に 通 う 小 学
3～ 6 年 生  2 0 名 で あ る 。 グ ル ー プ A  ( 1 3 名 )  は 英 語 学 習 歴 が
1～ 2 年  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 未 満 )  で 、グ ル ー プ B  ( 7 名 )  
は 英 語 学 習 歴 が 3 年 以 上  (フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 )  で あ る 。
習 熟 度 が 異 な る 2 つ の グ ル ー プ が 、 音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )、
音 韻 符 号 化  (既 知 語 )、音 韻 認 識  (音 節 レ ベ ル 1 )、音 韻 認 識  (音
節 レ ベ ル 2 )、 音 韻 認 識  (音 素 レ ベ ル 1 )、 音 韻 認 識  (音 素 レ ベ
ル 2 )、音 韻 符 号 化 お よ び 意 味 想 起  (英 単 語 )、音 韻 符 号 化 お よ
び 意 味 理 解  (英 文 )  の 6 種 類 の 課 題 を 解 い た 。  課 題 は 、 英 語
の 音 韻 認 識 能 力 を 音 節 レ ベ ル  ( 低 次 レ ベ ル の 音 韻 認 識 )  と 音
素 レ ベ ル  ( 高 次 レ ベ ル の 音 韻 認 識 )  に 分 け て 、 作 成 さ れ た 。
先 行 研 究  (日 野 ,  2 0 0 0 ;  H a r l e y ,  2 0 0 1 )  を 踏 ま え て 、 実 験 参 加
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者 に お け る 既 知 語 の 処 理 は 、 文 字 列 や 音 節 、 単 語 と い っ た 文
字 よ り 大 き な 単 位 で 処 理 し 、 未 知 語 の 処 理 に つ い て は 、 書 記
素 ― 音 素 変 換 規 則 が 適 用 可 能 で あ る 場 合 、 単 語 を 構 成 す る
個 々 の 文 字 に 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を す る と 予 想 し た 。
今 回 の 結 果 で は 、 フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 の グ ル ー プ B は 擬
似 単 語 も 既 知 語 と 同 様 に 音 韻 符 号 化 に 成 功 し て い る こ と か ら 、
既 知 語 の 音 韻 符 号 化 の 方 法 お よ び 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 の 方 法
を 使 っ て い る と 推 察 さ れ る 。 ま た 、 フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年
未 満 の グ ル ー プ A に お い て も 、 同 様 の 傾 向 が 見 ら れ る こ と か
ら 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 通 じ て 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関
係 を 心 的 に 獲 得 し た 参 加 者 は 、 視 覚 提 示 さ れ た 未 知 語 を 、 書
記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻 符 号 化 を し た と 考 え ら れ
る 。 ま た 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 お よ び 英 文 を 音 韻 符 号 化 す
る 課 題 に お い て 、フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 の グ ル ー プ の 方 が 、
1 年 の グ ル ー プ よ り も 成 績 が 優 れ て い た 。 こ の 結 果 か ら 、 日
本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル
を 心 的 に 獲 得 し 、 正 書 法 情 報 に 適 用 で き る 書 記 素 － 音 素 変 換
規 則 が 多 様 に な る こ と は 、 英 語 の 音 韻 符 号 化 の 促 進 を 予 測 す
る と 言 え る だ ろ う 。  
ま た 、実 験 参 加 者 と な っ た 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お け る 、
音 節 や 音 素 の 認 識 ・ 分 析 ・ 操 作 等 の 音 韻 認 識 の 成 績 は 、 両 グ
ル ー プ と も 上 限 値 に 近 い 値 で あ っ た 。 特 に フ ォ ニ ッ ク ス 学 習
歴 1 年 の グ ル ー プ に お い て 音 節 の 認 識 ・ 分 析 ・ 操 作 課 題 の 成
績 が 上 限 値 に 近 い 結 果 で あ っ た こ と は 、 参 加 者 に と っ て 、 音
節 を 区 別 す る の に 困 難 は な い こ と 、 音 節 内 単 位 に 基 づ く 音 韻
判 断 が 可 能 で あ る こ と を 示 唆 す る も の と 言 え よ う 。 そ し て 、
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が こ の よ う な 音 節 レ ベ ル の 音 韻 認 識 を
有 す る と 、 視 覚 提 示 さ れ た 簡 単 な 英 単 語  (文 字 と 音 声 の 対 応
が 規 則 的 な も の 、 1～ 2 音 節 の 短 い も の )  お よ び 短 文 の 音 韻 符
号 化 が で き る こ と も 示 唆 し て い る 。  
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英 単 語 お よ び 英 文 の 意 味 を 問 う 課 題 に つ い て は 、 両 グ ル ー
プ 間 の 差 は 有 意 で は な か っ た 。 ま た 、 英 文 の 意 味 を 問 う 課 題
に つ い て は 、 標 準 偏 差 値 が 大 き く グ ル ー プ 内 の 個 人 差 が 大 き
い こ と が 示 さ れ て い る 。  
研 究 2 で は 、 音 素 操 作 課 題 の 成 績 で 上 限 値 の 結 果 が 見 ら れ
た 、 フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 の グ ル ー プ に お け る 音 韻 認 識 の
レ ベ ル と 、音 韻 符 号 化 の 成 績 の 間 に 強 い 正 の 相 関 が 見 ら れ た 。
こ の こ と か ら 、 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が 音 韻 符 号 化 の 可 否 と
強 く 関 連 し て い る こ と が 示 さ れ た と 思 わ れ る が 、 分 析 で の 各
グ ル ー プ の 人 数 が 少 人 数 で あ る た め 、 慎 重 に 解 釈 す る 必 要 が
あ る 。  
た だ し 研 究 2 で は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 と
意 味 想 起 と の 関 連 に つ い て 、一 部 の 参 加 者 の 場 合 、既 知 語  (正
確 に は 、既 知 語 と し て 想 定 し て い た 英 単 語 )  の 音 韻 符 号 化 は 、
正 確 な 意 味 の 想 起 と 関 連 し て い な か っ た 。 す な わ ち 、 視 覚 提
示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起 の 関 連 に つ い て 明 ら
か に さ れ な か っ た 、 と い う 課 題 が 残 さ れ 、 両 者 の 関 連 性 に つ
い て は 再 検 討 す る こ と が 必 要 と な っ た 。  
研 究 2 で の 結 果 を 受 け て 、 研 究 3 - 1 で は 、 日 本 人 初 級 英 語
学 習 者 に お い て 、 音 韻 符 号 化 が 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 意 味
想 起 の 前 提 と な っ て い る か 、明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。
そ の 際 、 音 読 の 方 法 お よ び 意 味 の 把 握 方 法 の 観 点 か ら も 、 問
題 を 検 討 し た 。  
研 究 3 - 1 の 実 験 参 加 者 は 、 一 つ の 英 語 教 室 に 通 う 中 学 生 8
名  (英 語 学 習 歴 4～ 5 年 )、小 学 生 7 名  (英 語 学 習 歴 2～ 3 年 )  計
1 5 名 で 、 い ず れ も フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け て い る 。 参 加 者
を 対 象 に 課 題 と ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 課 題 は 、 音 韻 符
号 化 課 題  (擬 似 単 語 )、 音 韻 符 号 化 お よ び 意 味 想 起 課 題  (既 知
語 )、 音 韻 符 号 化 お よ び 意 味 理 解 課 題  (英 文 )  の 三 種 類 か ら 構
成 さ れ た 。 ア ン ケ ー ト で は 、 英 語 の 学 習 歴 、 音 読 の 方 法 、 意
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味 の 把 握 方 法 に 関 し て 質 問 を し た 。  
結 果 は 、 音 韻 符 号 化  ( 擬 似 単 語 )  課 題 と 音 韻 符 号 化  ( 既 知
語 )  課 題 、 お よ び 音 韻 符 号 化  ( 擬 似 単 語 )  課 題 と 音 韻 符 号 化  
(英 文 )  課 題 と の 間 に 、中 程 度 の 正 の 相 関 が 見 ら れ た 。さ ら に 、
音 韻 符 号 化  (擬 似 単 語 )  課 題 と 意 味 想 起  (既 知 語 )  課 題 、お よ
び 音 韻 符 号 化  ( 擬 似 単 語 )  課 題 と 意 味 理 解  ( 英 文 )  課 題 と の
間 に 、 い ず れ も 中 程 度 の 正 の 相 関 が 見 ら れ た 。 こ の 結 果 は 、
未 知 語 に 対 し 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 行 う 音 韻 符 号
化 の 能 力 が 、 英 単 語  ( 既 知 語 )  と 英 文 の 音 韻 符 号 化 お よ び 英
単 語 意 味 想 起 、 英 文 意 味 理 解 と 関 連 が あ る こ と を 示 し た と 言
え よ う 。 	 	 	  
さ ら に 、音 韻 符 号 化  (既 知 語 )  課 題 と 意 味 想 起  (既 知 語 )  課
題 の 間 に 、ま た 音 韻 符 号 化  (英 文 )  課 題 と 意 味 理 解  (英 文 )  課
題 の 間 に 強 い 正 の 相 関 が 見 ら れ た 。 こ の 結 果 は 、 単 語 の 音 韻
符 号 化 の 成 功 は 英 単 語 の 意 味 想 起 の 成 功 と 関 連 が あ り 、 英 文
の 音 韻 符 号 化 の 成 功 は 英 文 の 意 味 理 解 の 成 功 と 関 連 が あ る こ
と を 示 し た 。 ま た 、 研 究 2 で 音 韻 符 号 化 が で き て も 意 味 想 起
が で き な か っ た 参 加 者 が 、 研 究 3 - 1 で は 音 韻 符 号 化 と 共 に 意
味 想 起 も で き た こ と が 観 察 さ れ た 。 こ の 理 由 と し て 、 参 加 者
に お い て よ り 多 く の 英 語 の 語 彙 が 獲 得 さ れ 、 メ ン タ ル レ キ シ
コ ン 内 の 語 彙 情 報 が 増 え た こ と が 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 研
究 3 - 1 で は 、 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 ぶ 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 に お い て 、 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 が で き 意 味 想 起 も で き る に
は 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン に 十 分 な 英 単 語 の 語 彙 情 報 、 と り わ
け 音 韻 情 報 と 意 味 情 報 を 蓄 え る こ と が 大 事 で あ る こ と も 確 認
さ れ た 。参 加 者 の 数 は 多 く な い が 、研 究 3 - 1 の 前 述 の 結 果 は 、
英 単 語 の 音 韻 符 号 化 と 意 味 想 起 の 関 連 性 に 一 定 の 示 唆 を 与 え
る も の で あ る と 言 え よ う 。  
研 究 3 - 1 の 結 果 を 踏 ま え て 、研 究 3 - 2 - 1、研 究 3 - 2 - 2 で 補 足
的 実 験 を 行 っ た 。 対 象 は 、 初 級 レ ベ ル の 英 語 力 を 有 す る 大 学
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生 で あ る 。 熟 達 し て い な い 読 み 手 の 場 合 、 視 覚 提 示 さ れ た 英
語 の 音 韻 処 理 が で き な い と い う 問 題 を 抱 え る と い う 先 行 研 究
の 指 摘 が あ る  (川 崎 ,  2 0 0 8 ;  ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )。 こ の よ う な
先 行 研 究 の 指 摘 を 踏 ま え て 、 研 究 3 - 2 - 1 で は 、 初 級 レ ベ ル の
日 本 人 英 語 学 習 者 に つ い て 、 リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け
る 前 述 の よ う な 困 難 点 が 、 小 学 生 と 大 学 生 と い う よ う に 年 齢
が 異 な っ て い て も 共 通 に 見 ら れ る も の で あ る の か 、 確 認 す る
こ と を 試 み た 。 さ ら に 、 大 学 生 の 初 級 レ ベ ル の 日 本 人 英 語 学
習 者 に お い て 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 が 意 味 想
起 の 前 提 と な っ て い る か 、 検 討 し た 。 研 究 3 - 2 - 1 は 、 フ ォ ニ
ッ ク ス の 教 授 を 受 け て い な い 大 学 生 1 5 名  (私 立 大 学 文 系 学 科
2 年 生 、 T O E I C 獲 得 得 点 2 5 0 ~ 4 0 0 点 )  を 参 加 者 と し 、 課 題 と
ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 研 究 3 - 1 同 様 、 課 題 は 、 音 韻 符
号 化 課 題  (擬 似 単 語 )、 音 韻 符 号 化 お よ び 意 味 想 起 課 題  (既 知
語 )、 音 韻 符 号 化 お よ び 意 味 理 解 課 題  (英 文 )  の 三 種 類 か ら 構
成 さ れ 、3 - 1 と は 異 な る 問 題 を 与 え た 。ア ン ケ ー ト で は 、英 語
の 学 習 歴 、 音 読 の 方 法 、 意 味 の 把 握 方 法 に 関 し て 質 問 し た 。  
研 究 3 - 2 - 1 の 結 果 は 、 音 読 の 方 法 に つ い て の ア ン ケ ー ト の
質 問 で 既 知 語 と 未 知 語 の 二 つ の 音 読 方 法 を 併 用 す る と い う 回
答 が 1 / 3 の 参 加 者 に 見 ら れ た こ と 、 お よ び 意 味 想 起  (既 知 語 )  
課 題 の 成 績 が 低 か っ た と い う 結 果 か ら 、 初 級 レ ベ ル の 大 学 生
英 語 学 習 者 は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 の 手 段 は 増 え
た も の の 、 単 語 の 意 味 想 起 に は 継 続 的 に 困 難 を 抱 え て い る こ
と が 示 さ れ た 。 ま た 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 に 基 づ く 音 韻 符
号 化 と 、 単 語 の 意 味 想 起 や 英 文 の 意 味 理 解 と の 間 に 有 意 な 相
関 が 見 ら れ な か っ た 。 こ の 結 果 は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受
け て い な い と い っ た 、 参 加 者 の 英 語 学 習 歴 と も 関 連 す る 可 能
性 が あ る 。 年 齢 は 異 な っ て い て も 、 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、
音 韻 符 号 化 は 意 味 の 想 起 に ど の く ら い 関 与 し て い る の か 、 と
い う 疑 問 が 研 究 3 - 2 - 1 で 依 然 と し て 残 さ れ た 。  
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上 記 を 踏 ま え て 、 研 究 3 - 2 - 2 は 、 熟 達 し て い な い 読 み 手 で
あ る 初 級 レ ベ ル の 英 語 学 習 者 に お い て 、 音 韻 符 号 化 が 、 視 覚
提 示 さ れ た 英 単 語 の 意 味 想 起 の 前 提 と な っ て い る の か 、 明 ら
か に す る こ と を 目 的 と し た 。 具 体 的 に 、 英 単 語 の 意 味 情 報 へ
の ア ク セ ス 過 程 に 英 単 語 の 音 韻 情 報 が ど う 関 係 す る か 、 大 学
生 2 6 名  (私 立 大 学 文 系 学 科 2 年 生 、T O E I C 獲 得 得 点  2 5 0 ~ 4 0 0
点 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け て い な い )  を 対 象 に 調 査 を 実
施 し た 。 実 験 で は 、 英 単 語 の 関 係 判 断 タ ス ク を 通 常 提 示 条 件
と 二 重 課 題 条 件 の 下 で 課 し た 。 調 査 の 結 果 、 通 常 提 示 条 件 で
の 反 応 時 間 は 、 意 味 判 断 ＞ 音 韻 判 断 と な り 、 二 重 課 題 条 件 で
の 反 応 時 間 は 、 語 彙 範 疇 判 断 ＞ 音 韻 判 断 と な っ た 。 こ の 結 果
は 、 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、 音 韻 符 号 化 が 視 覚 提 示 さ れ た 英
語 の 意 味 想 起 の 前 提 と な っ て い る 可 能 性 が あ る こ と を 示 唆 し
た 。 た だ し 、 音 韻 判 断 課 題 が 意 味 判 断 課 題 よ り 短 時 間 で 達 成
さ れ る と い う こ と が 、 音 韻 符 号 化 が 意 味 想 起 の 前 提 と な っ て
い る 、 も し く は 音 韻 符 号 化 が 意 味 想 起 に お い て 直 接 的 な 役 割
を 果 た す と 断 定 で き る も の で は な く 、 こ の 点 は 新 た に 検 証 が
必 要 で あ ろ う 。 ま た 、 意 味 判 断 課 題 で は 通 常 提 示 条 件 と 二 重
課 題 条 件 の 間 で 反 応 時 間 に 有 意 差 が 見 ら れ な か っ た こ と は 、
音 韻 表 象 を 形 成 し て そ れ を 前 提 と し な く て も 語 の 意 味 ア ク セ
ス に 行 き 着 け る 、 別 の ル ー ト が あ る 可 能 性 を 示 唆 し て い る と
も 言 え よ う 。  
研 究 3 を ま と め る と 、 英 単 語 の 課 題 に お い て 、 音 韻 符 号 化
が で き ず に 意 味 想 起 の 正 答 に 至 っ た 例 は 少 な い こ と か ら 、 視
覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 意 味 へ の ア ク セ ス に 音 韻 符 号 化 が 前 提
と な っ て い る か 、 も し く は 共 変 し て い る 可 能 性 が 示 さ れ た 。
研 究 2 で 音 韻 符 号 化 は で き た が 意 味 想 起 が で き な か っ た 参 加
者 が 、 研 究 3 - 1 で は 音 韻 符 号 化 と 共 に 意 味 想 起 が で き る よ う
に な っ て い た 。 こ の こ と か ら 、 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 ぶ 日
本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て は 、 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 が で き
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意 味 想 起 も で き る に は 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン に 十 分 な 英 単 語
の 語 彙 情 報 、 と り わ け 音 韻 情 報 と 意 味 情 報 を 蓄 え る こ と が 大
事 で あ る こ と も 示 さ れ た 。 こ の こ と は 、 研 究 3 - 2 - 1 で 大 学 生
の 初 級 英 語 学 習 者 が 音 韻 符 号 化 の 成 績 と 比 較 し て 単 語 の 意 味
想 起 の 成 績 が 低 か っ た こ と か ら も 、 確 認 す る こ と が で き た 。
ま た 、 研 究 3 - 2 - 2 に お け る 英 単 語 の 意 味 判 断 課 題 で 、 通 常 提
示 条 件 と 二 重 課 題 条 件 の 間 で 反 応 時 間 に 有 意 差 が 見 ら れ な か
っ た こ と か ら 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 意 味 想 起 に は 、 音 韻
符 号 化 を 経 ず に 意 味 に ア ク セ ス す る ル ー ト が 存 在 す る こ と が
示 唆 さ れ た 。  
英 語 母 語 話 者 に 関 し て 、 音 韻 認 識 と 単 語 認 識 能 力 お よ び リ
ー デ ィ ン グ 能 力 に は 関 係 が あ る と す る 報 告  ( W a g n e r , e t  a l . ,  
1 9 8 7 他 )  や 、音 韻 認 識 の 中 で も よ り 高 次 レ ベ ル だ と さ れ る 音
素 認 識 が リ ー デ ィ ン グ 能 力 と 関 連 が あ る と す る 先 行 研 究 の 知
見  ( A d a m s ,  1 9 9 0 )  が あ る 。同 様 の こ と が 第 二 言 語 と し て 英 語
を 学 習 す る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に も あ て は ま る の か 、 本 研
究 で は 研 究 4 を 実 施 し 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻
認 識  (音 素 認 識 )  と 単 語 の 知 識  (正 書 法 、音 韻 、意 味 )  お よ び
リ ー デ ィ ン グ 能 力  ( 英 文 の 音 韻 符 号 化 、 意 味 理 解 )  と の 関 連
を 検 討 し た 。 実 験 参 加 者 は 、 一 つ の 英 語 教 室 に 通 う 小 学 生 お
よ び 幼 稚 園 か ら 継 続 し て 英 語 教 育 を 受 け て い る 一 つ の 英 語 ク
ラ ブ の 小 学 生 合 計 1 1 4 名 で 、 グ ル ー プ 1： 英 語 ク ラ ブ 2 年 生
4 1 名  (英 語 の ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー 指 導 に よ る 英 語 学 習 歴 4
年 )、グ ル ー プ 2：英 語 ク ラ ブ 5 年 生 6 2 名  (英 語 の ネ イ テ ィ ブ
ス ピ ー カ ー 指 導 に よ る 英 語 学 習 歴 4 年 )、 グ ル ー プ 3： 英 語 教
室 5～ 6 年 生 1 1 名  (日 本 人 指 導 に よ る 英 語 学 習 歴 3～ 5 年 )  の
3 つ の グ ル ー プ に 分 け た 。 参 加 者 は い ず れ も 英 語 の レ ッ ス ン
を 通 し て 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル お よ び 応 用 ル ー ル の 教
授 を 受 け て い る 。 課 題 は 、 1  音 韻 認 識  (音 素 認 識 )  ( 1 )  音 韻 認
識  (視 覚 提 示 さ れ た 単 語 の 音 素 識 別 ： 語 頭 音 )・ ( 2 )  音 韻 認 識  
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(視 覚 提 示 さ れ た 単 語 の 音 素 識 別：語 尾 音 )、2  単 語 知 識  (正 書
法 、音 韻 、意 味 )  ( 1 )  語 彙 範 疇 判 断：単 語 選 択  (単 語 聴 覚 提 示 )・
( 2 )  語 彙 範 疇 判 断 ： 絵 画 選 択  (単 語 視 覚 提 示 )、 3  英 文 の リ ー
デ ィ ン グ 能 力  ( 1 )  英 文 正 誤 判 断 ： 絵 画 正 誤 判 断 ・ ( 2 )  英 文 正
誤 判 断 ： 絵 画 選 択 の 3 種 類 か ら 構 成 さ れ る 。  
そ の 結 果 、 音 韻 認 識 、 単 語 知 識  (正 書 法 、 音 韻 、 意 味 )  お
よ び 英 文 の リ ー デ ィ ン グ  (音 韻 符 号 化 、 意 味 理 解 )  の 課 題 に
お い て 、 グ ル ー プ 2 の 参 加 者 の 成 績 は 、 グ ル ー プ 1 の 参 加 者
の 成 績 よ り も 優 れ て い た 。 研 究 4 の 実 験 に お い て 、 い ず れ の
グ ル ー プ も 英 語 学 習 歴 は 4 年 と ほ ぼ 同 じ で あ る こ と か ら 、 こ
の 結 果 は 英 語 学 習 歴 に 直 接 帰 す る も の で は な い こ と が 示 唆 さ
れ た 。 す な わ ち 、 英 語 習 得 開 始 年 齢 が 異 な る 場 合  (開 始 年 齢
は グ ル ー プ 1 は 4 歳 か ら 、 グ ル ー プ 2 お よ び グ ル ー プ 3 は 7
歳 以 降 )、同 じ 学 習 期 間 で 達 成 さ れ る レ ベ ル は 同 じ で は な い こ
と が 示 さ れ て い る 。 言 い 換 え る と 、 英 語 習 得 開 始 年 齢 を 早 め
て も よ り 高 い 効 果 が 得 ら れ る 保 証 は な い 、 と い う こ と を 示 唆
し て い る と も 言 え る 。  
ま た 、 音 韻 認 識 課 題 に お い て 、 グ ル ー プ 2 の 成 績 は 単 語 の
語 頭 音 の 分 析 が 必 要 で あ る 課 題 お よ び 単 語 の 語 尾 音 の 分 析 を
必 要 と す る 課 題 の 両 方 で 、 他 の グ ル ー プ よ り も 優 れ て い た 。
こ の 結 果 は 、 英 語 学 習 開 始 年 齢 が 学 校 で の 文 字 学 習 開 始 時 期
と 重 な る こ と が 、 グ ル ー プ 1 お よ び グ ル ー プ 2 の 受 け た 指 導
プ ロ グ ラ ム で の 音 韻 認 識 の 獲 得 に 、 よ り 効 果 を も た ら し て い
る 可 能 性 を 示 し た と 言 え る 。  
全 体 と し て 、 単 語 の 語 頭 音 の 分 析 が 必 要 で あ る 課 題 よ り も 、
語 尾 音 の 分 析 を 必 要 と す る 課 題 の 結 果 が 優 れ て い た こ と か ら 、
今 回 の 参 加 者 が 英 単 語 の 最 後 の 音 の 違 い を よ り 識 別 で き て い
る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ れ ら の 結 果 に 関 連 し た 先 行 研 究
で は 、 英 語 の 音 声 の 知 覚 に お い て 、 日 本 語 母 語 話 者 は 日 本 語
の モ ー ラ の リ ズ ム に 基 づ き 、 音 を よ り 細 分 化 し て 表 象 し 作 動
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記 憶 内 で 保 持 す る た め 、 英 語 の 聞 き 取 り の 負 荷 が 高 い こ と を
意 味 す る と 指 摘 さ れ た  (水 口 ,  2 0 1 3 a )。一 方 で 、日 本 語 母 語 話
者 が 単 語 の 構 成 音 声 を 正 確 に 認 識 で き る こ と も 意 味 し て い る
と さ れ 、 モ ー ラ の リ ズ ム が 、 文 字 を 通 し た 学 習 に お い て 有 利
に 働 く と 考 え ら れ る と 指 摘 さ れ て き た  (水 口 他 ， 2 0 1 3 a )。 し
か し 、 こ れ ま で 日 本 語 母 語 話 者 は 聴 覚 提 示 さ れ た 単 語 の 語 頭
音 の 識 別 能 力 に 優 れ て い る こ と は 示 さ れ て き た も の の 、 視 覚
提 示 さ れ た 単 語 の 語 頭 音 の 識 別 能 力 や 語 尾 音 の 識 別 能 力 等 、
そ れ 以 外 は 不 明 で あ っ た 。 今 回 の 結 果 に お い て 、 語 頭 音 の 識
別 以 上 に 語 尾 音 の 成 績 が 良 か っ た こ と は 、 日 本 語 母 語 話 者 が
英 単 語 の 構 成 音 声 を 正 確 に 認 識 で き る と い う 指 摘 を 、 部 分 的
に 実 証 す る も の だ と 言 え よ う 。 同 時 に 、 記 憶 負 荷 が か か る が
ゆ え に 、 最 後 の 音 の 識 別 の ほ う が 優 れ て い た と も 解 釈 す る こ
と が 可 能 で あ ろ う 。 以 上 、 本 研 究 で 実 施 し た 実 証 研 究 に つ い
て ま と め た 。  
 
8 . 2  本 研 究 の 総 括 的 考 察  
本 研 究 の 目 的 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 を 対 象 と し て 、  
1 .英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル の 獲 得 と 視 覚 提 示 さ
れ た 英 語 の 音 韻 処 理 、 特 に 既 知 語 ・ 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 に つ
い て 検 討 す る こ と 、 お よ び 2 .英 語 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル と 達 成
で き る リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 と の 関 連 を 検 討 す る こ と で あ
っ た 。 前 節 で は 、 実 証 研 究  (研 究 1、 研 究 2、 研 究 3 - 1、 研 究
3 - 2 - 1、研 究 3 - 2 - 2、研 究 4 )  の 結 果 を ま と め た 。本 節 で は 実 証
研 究 の 結 果 明 ら か に さ れ た こ と に つ い て 考 察 す る 。  
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8 . 2 . 1  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応
関 係  
の ル ー ル の 獲 得 と 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理  
日 本 人 英 語 学 習 者 の 英 語 の 習 得 に お い て 、先 行 研 究 か ら は 、
母 語 の 日 本 語 と 英 語 と の 韻 律 的 特 徴 の 違 い が 、 聴 覚 提 示 さ れ
た 英 語 の 音 韻 処 理 に 制 約 を 与 え る こ と が 報 告 さ れ て い る  (例
え ば O t a k e ,  H a t a n o ,  &  Y o n e y a m a ,  1 9 9 6 ;  李 ・ 湯 澤 ・ 関 口 ,  
2 0 0 9 ;  湯 澤・湯 澤・関 口・李 ,  2 0 1 2 ;  水 口・湯 澤・李 ,  2 0 1 3 a )。
日 本 人 英 語 学 習 者 は 、 モ ー ラ の リ ズ ム で 日 本 語 の 音 声 を 知 覚
す る た め 、 英 語 の 音 声 知 覚 に お い て も そ の 影 響 を 受 け 、 モ ー
ラ の リ ズ ム に よ っ て 英 語 の 分 節 化 を 行 う こ と が 明 ら か に さ れ
て い る  ( O t a k e ,  e t  a l . ,  1 9 9 6 な ど )。 さ ら に 、 日 本 人 英 語 学 習
者 は 、 聴 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 声 を モ ー ラ の 単 位 で 細 か く 分
析 し 、 作 業 記 憶 内 で 保 持 し よ う と す る た め 、 記 憶 負 荷 が か か
り や す く 、 結 果 的 に 維 持 で き ず 、 そ の 後 の 発 声  (音 韻 符 号 化 )  
や 操 作 に も 失 敗 す る と 報 告 さ れ て い る  (水 口 他 ,  2 0 1 3 b )  。 	 	     
音 韻 認 識 は そ の 言 語 の 語 彙 の 知 識 や 新 し い 単 語 の 習 得 と 関
連 し  ( B o w e y ,  1 9 9 6 ,  2 0 0 1 な ど )、 そ の 言 語 の 文 字 の 読 解 能 力
を 予 測 す る  ( A d a m s ,  1 9 9 0 な ど )  と い う 先 行 研 究 の 知 見 を 踏
ま え る と 、 上 記 の よ う な 英 語 の 音 韻 処 理 に 困 難 を 抱 え る 要 因
の 一 つ と し て 、日 本 語 と 英 語 の 韻 律 的 特 徴 等 の 違 い に 加 え て 、
日 本 人 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 が 浅 い こ と が 考 え ら れ た 。
た だ し 、 先 行 研 究 は 幼 児 を 対 象 と し た も の で あ る た め 、 他 の
年 代 例 え ば 文 字 を 学 習 し た 小 学 生 に つ い て は 明 ら か に さ れ て
い な か っ た 。 さ ら に 、 先 行 研 究 に お け る 課 題 は 聴 覚 提 示 さ れ
て お り 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 、 文 字 の 手 が か り を 伴 う 視
覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に つ い て は 、 明 ら か で は な か っ
た 。  
以 上 の こ と を 踏 ま え て 、 本 研 究 で は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 の 英 語 の 音 韻 符 号 化 に つ い て 、 音 韻 認 識 と 文 字 と 音 声 の 対
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応 関 係 を 表 す 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 の 関 係 か ら 、 検 討 を 試 み
た 。  
F i g u r e 8 - 1、 F i g u r e 8 - 2 は 、 実 証 研 究 で の 結 果 を も と に 、 英
語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し た 日 本 人 初 級 英
語 学 習 者 の 、英 単 語 の 音 韻 符 号 化 に つ い て 表 し た も の で あ る 。
F i g u r e 8 - 1 は 音 節 レ ベ ル の 音 韻 認 識 の 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 、
F i g u r e 8 - 2 は 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 の 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者
を 想 定 し て い る 。  
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F igure8-1  音節レベルの音韻認識の日本人初級英語学習者  
における英単語の音韻符号化モデル  
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Figure8-2  音素レベルの音韻認識の日本人初級英語学習者  
における英単語の音韻符号化モデル  
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日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 単 語 の 音 韻 処 理 に つ い て は 、 研
究 1 の フ ォ ニ ッ ク ス 基 本 ル ー ル の 教 授 の 介 入 無 群 の 、 視 覚 提
示 さ れ た 英 単 語 お よ び 短 文 の 音 韻 符 号 化 課 題 の 結 果 、 お よ び
研 究 2 の フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 が 短 い グ ル ー プ の 擬 似 単 語 、 既
知 語 の 音 韻 符 号 化 課 題 の 結 果 か ら 、 以 下 が 考 察 さ れ た 。 日 本
人 初 級 英 語 学 習 者 は モ ー ラ の 影 響 に よ る 単 語 の 細 か い 分 節 化
や 、 細 か い 分 節 化 に よ る 記 憶 負 荷 の た め 、 単 語 の 正 し い 音 韻
情 報 を 保 持 で き な い 可 能 性 が あ り 、 単 語 の 正 し い 音 韻 情 報 を
保 持 で き な い 場 合 、 該 当 単 語 の 音 韻 表 象 の 形 成 さ ら に は 音 韻
符 号 化 に 困 難 を 抱 え る 。 ま た 、 視 覚 情 報 に 頼 り 単 語 を 一 つ の
ま と ま り と し て 処 理 す る 日 本 語 の 正 書 法 処 理 メ カ ニ ズ ム の 影
響 に よ り 、 英 単 語 の 音 韻 情 報 を う ま く 利 用 で き ず 音 韻 表 象 を
形 成 す る こ と が で き な い 場 合 に も 、 音 韻 符 号 化 に 困 難 を 抱 え
る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 単 語 の 音 韻 情 報 が な い 未 知 語 の 音
韻 処 理 は で き な い こ と が 明 ら か に な っ た 。 上 記 の こ と は 、 研
究 1 の フ ォ ニ ッ ク ス 教 授 介 入 無 群 の 既 知 語 の 音 韻 符 号 化 得 点
お よ び 誤 答 パ タ ー ン か ら 考 察 す る と 、 第 I 部 第 2 章 の
F i g u r e 2 - 4 の 、 英 語 を 学 び 始 め た 日 本 人 学 習 者 の 英 単 語 の 音
韻 符 号 化 モ デ ル に 反 す る も の で は な い と 言 え る 。 こ の モ デ ル
全 体 が 適 合 し て い る か ど う か に つ い て は 、 未 知 語 の 音 韻 符 号
化 課 題 で 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 が 適 用 さ れ て い る か ど う か を
確 認 す る こ と が 必 要 で 、 こ れ は 今 後 の 課 題 で あ る 。 	 
フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け た 研 究 1、 研 究 2、
研 究 3 - 1 の 参 加 者 は 、 英 語 の 既 知 語 お よ び 短 文 の 音 韻 符 号 化
の 課 題 に お い て 正 答 得 点 が 高 く 、 音 節 に 基 づ く 単 語 の 音 韻 処
理 が で き て い た 。 ま た 、 研 究 1 で は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル
ー ル の 教 授 を 受 け た 介 入 有 群 は 、 受 け て い な い 介 入 無 群 よ り
も 、 視 覚 提 示 さ れ た 単 語 や 短 文 の 音 韻 符 号 化 課 題 に お い て 、
成 績 が 優 れ て い た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習
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者 が フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け て 英 語 の 文 字 と
音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、 既 知 語 に 対 し
て は 英 語 の 音 節 に 基 づ い た 音 韻 処 理 が で き る こ と が 明 ら か に
な っ た 。 	 
先 行 研 究 で 、 日 本 人 幼 児 が 英 語 を 学 習 す る 場 合 に は 、 英 語
の 語 彙 知 識 は ほ と ん ど な く 、 そ の 場 合 に 日 本 語 と 英 語 の 韻 律
的 特 徴 の 違 い の た め に 、 英 語 の 音 声 知 覚 を し て 音 韻 的 作 動 記
憶  ( p h o n o l o g i c a l  w o r k i n g  m e m o r y )  に 保 持 す る こ と は む ず
か し い こ と が 指 摘 さ れ て い る  (湯 澤 他 ,  2 0 0 7 )。 研 究 1 の 、 視
覚 提 示 さ れ た 英 単 語 や 短 文 の 音 韻 符 号 化 課 題 の 解 答 に お い て 、
フ ォ ニ ッ ク ス 基 本 ル ー ル の 教 授 の 介 入 無 群 の 間 違 い に は 、 単
語 の 子 音 の 後 に 母 音 を 付 加 し モ ー ラ 化 し て 音 韻 符 号 化 す る パ
タ ー ン が 見 ら れ た が 、 介 入 有 群 の 解 答 か ら は そ の よ う な 間 違
い は 見 ら れ な か っ た 。 聴 覚 提 示 さ れ た 単 語 や 短 文 の 復 唱 課 題
に お い て は 、 両 群 で モ ー ラ 化 さ れ た 音 韻 処 理 の 間 違 い が 認 め
ら れ た 。 こ れ ら の 結 果 を 踏 ま え る と 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語
の 音 韻 処 理 に お い て は 、 聴 覚 提 示 さ れ た 場 合 と 同 様 に モ ー ラ
の リ ズ ム に よ る 日 本 語 の 制 約 は 依 然 と し て あ る も の の 、 音 節
に 基 づ く 音 韻 処 理 技 能 の 獲 得 と 文 字 の 提 示 が 記 憶 負 荷 を 軽 減
し 、 音 韻 表 象 を 音 韻 的 作 動 記 憶 に 保 持 で き 、 音 韻 符 号 化 に 至
る と 推 察 さ れ る 。 す な わ ち 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の
文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る こ と は 、 視
覚 提 示 さ れ た 既 知 語 の 音 韻 処 理 に お い て 、 日 本 語 の モ ー ラ の
リ ズ ム に よ る 制 約 を 補 う 可 能 性 が あ る と 言 え る 。 	 
さ ら に 、 研 究 2 お よ び 研 究 3 - 1 の フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受
け た 参 加 者 は 、 擬 似 単 語 の 音 韻 符 号 化 課 題 に お い て 高 い 正 答
得 点 を 残 し た こ と か ら 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を
通 し て 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係
の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、メ ン タ ル レ キ シ コ ン 内 に 音 節 、
音 素 単 位 に よ る 単 語 の 音 韻 情 報 が 保 持 さ れ る 以 外 に 、 英 語 の
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書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 が 情 報 と し て 保 持 さ れ る こ と が 示 さ れ
た 。 そ し て 、 視 覚 提 示 さ れ た 未 知 語 に つ い て 、 単 語 と し て は
認 知 し な い が 、 英 語 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 音 韻
符 号 化 が で き る よ う に な る こ と が 明 ら か に な っ た 。 	 
以 上 の 知 見 を ま と め る と 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の
音 韻 符 号 化 に つ い て 、 音 韻 認 識 と 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 の 関
係 か ら 次 の こ と が 言 え る だ ろ う 。 	 
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の
ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 単 語 の
正 書 法 情 報 に 適 用 す る こ と が で き る 。 変 換 規 則 が 使 え る こ と
は 、 英 単 語 の 音 韻 構 造 に つ い て 書 記 素 が 1 音 素 に 対 応 す る な
ど の 知 識 を 持 ち 、 英 単 語 の 音 韻 の 分 節 化 技 能 を 獲 得 す る こ と
に つ な が り 、 モ ー ラ 単 位 で 保 持 し て い た 英 語 の 音 韻 情 報 が 音
節 、 音 素 単 位 で 保 持 で き る よ う に な る 。 保 持 す る 音 韻 情 報 の
質 が 変 化 し 、 正 し い 音 韻 情 報 を 検 索 し て 音 韻 表 象 を 形 成 し 、
音 韻 符 号 化 が ス ム ー ズ に で き る よ う に な る と 考 え ら え る 。 す
な わ ち 、 結 果 と し て 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 が 深 化 し た と 言
え る 。 読 解 中 の 音 韻 情 報 に は 、 個 々 の 単 語 に ア ク セ ス し よ う
と す る 際 に 自 動 的 に 活 性 化 さ れ る 音 韻 情 報 	 ( p r e - l e x i c a l 	 
p h o n o l o g y ) 	 と ワ ー キ ン グ メ モ リ の 音 韻 ル ー プ 	 
( p h o n o l o g i c a l 	 l o o p :言 語 的 な 情 報 処 理 に 関 わ り 、 内 的 な 言 語
リ ハ ー サ ル に よ り 情 報 を 保 持 す る メ カ ニ ズ ム で 、 音 韻 情 報 を
保 持 す る 音 韻 性 短 期 貯 蔵 庫 と 音 韻 情 報 を 反 芻 す る サ ブ ボ ー カ
ル リ ハ ー サ ル か ら 構 成 さ れ る )	 内 の 音 韻 性 短 期 貯 蔵 庫 に 保 持
し て お く 音 韻 情 報 の 2 種 類 が あ る 、 と 指 摘 さ れ て い る 	 
( P e r f e t t i , 	 1 9 8 5 )。 本 研 究 で 着 目 し た 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則
の 適 用 は 、 音 韻 ル ー プ 内 の 音 韻 性 短 期 貯 蔵 庫 に 保 持 す る 、 音
韻 情 報 の 保 持 の 仕 方 に 影 響 を も た ら す と 思 わ れ る が 、 こ の 点
に つ い て は 新 た な 検 討 が 必 要 で あ る 。 	 
先 行 研 究 か ら は 、 英 語 の 母 語 話 者 の 単 語 の 音 韻 符 号 化 に 際
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し 、 二 つ の ル ー ト が あ る と す る 二 重 経 路 モ デ ル が 支 持 さ れ て
い る  ( C o l t h e a r t ,  R a s t l e , P e r r y ,  L a n g d o n ,  &  Z i e g l e r ,  2 0 0 1 )。
単 語 全 体 の 文 字 パ タ ー ン か ら 音 韻 表 象 に ア ク セ ス し 音 韻 符 号
化 に 至 る ル ー ト と 、 文 字 ご と に 音 韻 に 変 換 し 、 音 韻 符 号 化 に
至 る ル ー ト の 二 つ で あ る 。 一 般 に 、 既 知 語 の ア ク セ ス に は 前
者 の ル ー ト が 利 用 さ れ 、 低 頻 度 語 や 未 知 語 に つ い て は 後 者 の
ル ー ト が 利 用 さ れ る と 考 え ら れ て い る  ( C o l t h e a r t  e t  a l . ,  
2 0 0 1 ;  門 田 ,  2 0 0 3 )。 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 ぶ 日 本 人 英 語 学
習 者 の 音 韻 符 号 化 に つ い て も 、 英 語 の 母 語 話 者 の モ デ ル を 踏
ま え て 、 リ ー デ ィ ン グ の 音 韻 処 理 に つ い て は 、 単 語 の 正 書 法
情 報 に 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し て 行 う 音 韻 符 号 化 と 、
単 語 の 音 韻 情 報 を 利 用 し た 音 韻 符 号 化 の 、 二 つ の ル ー ト が
別 々 に 存 在 す る と 考 え ら れ て き た 。し か し な が ら 、本 研 究 は 、
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー
ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、 未 知 語 の 正 書 法 情 報 に 書 記 素 － 音 素
変 換 規 則 を 適 用 で き る よ う に な り 、 変 換 規 則 を 利 用 す る こ と
が 、 単 語 の 音 韻 情 報 の 保 持 や 処 理 の 方 法 と 連 動 す る こ と を 実
証 し た 。 す な わ ち 、 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 通 し て 、 英 語 の
書 記 素 が 1 音 素 と 対 応 す る こ と を 認 識 し た り 英 単 語 の 分 節 技
能 を 獲 得 す る こ と で 、 既 知 語 の 音 韻 情 報 が モ ー ラ 単 位 の み か
ら 、 音 節 単 位 、 さ ら に は 音 素 単 位 で 保 持 で き る よ う に な り 、
既 知 語 の 音 韻 符 号 化 が ス ム ー ズ に で き る よ う に な る 。 こ の こ
と は 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す
る こ と が 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に お け る 、 母 語 の
日 本 語 の 制 約 を 補 う こ と を 示 唆 し て い る と 言 え よ う 。 音 韻 情
報 の 保 持 の 仕 方 は 、 学 習 者 の 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 の 適 用 の
多 様 性 、 言 い 換 え れ ば 音 韻 認 識 の 深 度 に よ っ て 変 わ っ て く る
こ と も 、 本 研 究 は 実 証 し た 。 こ の よ う に 、 母 語 の 制 約 を 抱 え
る 日 本 人 英 語 学 習 者 の 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 の 特
殊 性 を 明 ら か に し 、 困 難 点 を 補 う 手 立 て を 示 し た 点 が 、 本 研
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究 の 最 大 の 貢 献 で あ る と 言 え る 。  
前 述 の こ と を 踏 ま え る と 、 日 本 人 英 語 学 習 者 の 場 合 、 文 字
を 伴 う 英 語 学 習 が 英 語 の 音 韻 認 識 を 深 め 、 さ ら に は 効 率 的 に
単 語 を 習 得 す る こ と に つ な が る と 考 え ら れ る 。 研 究 4 の 、 英
語 学 習 期 間 は グ ル ー プ 1 と 同 じ で も 小 学 校 就 学 後 に 英 語 学 習
を 開 始 し た グ ル ー プ 2 の 成 績 が 最 も 良 か っ た と い う 結 果 を 考
慮 す る と 、 英 語 学 習 の 開 始 時 期 に つ い て は 、 就 学 年 齢 が 関 係
し て い る と 思 わ れ る 。 た だ し 、 開 始 時 期 の 特 定 に つ い て は 今
後 の 研 究 で 検 討 さ れ る 必 要 が あ る 。 	 
8 . 2 . 2  日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お け る 英 語 の 音 韻 認 識 の  
レ ベ ル と リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 と の 関 連  
先 行 研 究 で は 、 英 語 の 母 語 話 者 に つ い て 、 視 覚 提 示 さ れ た
英 語 の 音 韻 符 号 化 の 習 熟 プ ロ セ ス は 、 音 韻 認 識 の 深 化 と し て
考 え ら れ て き た  ( A d a m s ,  1 9 9 0 ;  ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )。 英 語 の
学 習 歴 お よ び フ ォ ニ ッ ク ス ル ー ル の 習 熟 度 の 異 な る 二 つ の 参
加 者 の グ ル ー プ を 対 象 に し た 、 研 究 2 の 結 果 か ら も こ の 点 を
確 認 す る こ と が で き 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 の 可 否
お よ び 可 能 な 音 韻 処 理 に つ い て は 、 英 語 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル
で 予 想 さ れ る と 言 え る 。 し か し な が ら 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル と そ こ で 達 成 さ れ る 低 次 処 理 に つ い て
は デ ー タ が な く 、 実 証 研 究 に 基 づ く 検 討 が 必 要 で あ っ た 。 こ
れ ら を 踏 ま え て 、 本 研 究 で は 、 H a r l e y  ( 2 0 0 1 )  の 提 唱 し た 音
韻 認 識 の レ ベ ル に 基 づ い て 課 題 を 設 定 し た 。 T a b l e 8 - 3 に 、 本
研 究 で 検 討 し た 音 韻 認 識 を 形 成 す る 能 力 が 示 さ れ て い る 。 上
に 位 置 し て い る も の が 低 次 レ ベ ル 、 下 に い く ほ ど 高 次 レ ベ ル
の 音 韻 認 識 と 言 う こ と が で き る 。  
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T a b l e 8 - 3  本研究で検討した音韻認識能力  
 
	 
	 
	 
	 
音 韻 認 識 の レ ベ ル と 可 能 と な る リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に
つ い て は 、 研 究 2 の 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 習 熟 度 が 異 な る 二 つ の
グ ル ー プ の 課 題 結 果 か ら 明 ら か に さ れ た 。 音 節 や 音 素 の 認
識 ・ 分 析 ・ 操 作 等 の 音 韻 認 識 の 成 績 は 、 両 グ ル ー プ と も 上 限
値 に 近 い 値 で あ っ た 。 特 に フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 1 年 の グ ル ー
プ に お い て 音 節 の 認 識 ・ 分 析 ・ 操 作 課 題 の 成 績 が 上 限 値 に 近
い 結 果 で あ っ た こ と は 、 参 加 者 に と っ て 、 音 節 を 区 別 す る の
に 困 難 は な い こ と 、 音 節 内 単 位 に 基 づ く 音 韻 判 断 が 可 能 で あ
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る こ と を 示 唆 し た 。 そ し て 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 音 節 レ
ベ ル の 音 韻 認 識 を 有 す る と 、 文 字 と 音 声 の 対 応 が 規 則 的 で 1
～ 2 音 節 の 短 い 英 単 語  (未 知 語 )  お よ び 短 文 の 音 韻 符 号 化 が
で き る こ と も 示 し た 。 英 語 の 音 節 レ ベ ル の 音 韻 認 識 を 獲 得 す
る と 、 英 単 語 の 音 韻 構 造 に つ い て の 知 識 や 音 節 に よ る 分 節 技
能 が 獲 得 さ れ 、 メ ン タ ル レ キ シ コ ン 内 で モ ー ラ を 単 位 と し た
も の 以 外 に 、 主 と し て 英 語 の 音 節 を 単 位 と し た 既 知 語 の 音 韻
情 報 が 保 持 さ れ る こ と が 推 察 さ れ る 	 (F i g u r e 8 - 1 参 照 )。 そ し
て 、 学 習 者 は 正 し い 音 韻 情 報 を 検 索 し て 音 韻 表 象 を 形 成 し 、
既 知 語 に 対 し て 日 本 語 の モ ー ラ に よ る 分 節 化 で は な く 、 音 節
を 踏 ま え た 音 韻 処 理 、 す な わ ち 音 韻 符 号 化 が 可 能 に な る と 考
え ら れ る 。 	 
ま た 、 研 究 2 で は 、 音 素 操 作 課 題 の 成 績 で 上 限 値 の 結 果 が
見 ら れ た 、 フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 2 年 の グ ル ー プ に お け る 音 韻
認 識 の レ ベ ル と 、 音 韻 符 号 化 の 成 績 の 間 に 強 い 正 の 相 関 が 見
ら れ た 。 こ の こ と か ら 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 も 、 音
素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が 音 韻 符 号 化 の 可 否 と 強 く 関 連 し て い る
可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。そ し て 、研 究 2、研 究 3 - 1、研 究 4 の 結
果 か ら 、音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 の 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 は 、3
音 節 以 上 の 、 文 字 と 音 声 の 対 応 が 規 則 的 で な い 未 知 語 に 対 し
て も 、 文 字 と 音 声 の 対 応 が 不 規 則 な 変 換 規 則 を 適 用 し て 、 音
韻 符 号 化 が で き る こ と が 示 さ れ た 。ま た 、研 究 2 の 結 果 か ら 、
適 用 可 能 な 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 は 、 学 習 者 の 獲 得 し て い る
フ ォ ニ ッ ク ス の ル ー ル に よ っ て 増 え る こ と が 示 さ れ た 。 	 
さ ら に 、 研 究 2 の 結 果 は 、 英 語 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル に よ っ
て 個 人 の 保 持 す る 単 語 の 音 韻 情 報 の 量 が 異 な る こ と も 示 唆 し
て い た 。 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が あ る と 単 語 の 音 声 を 保 持 す
る こ と が で き る が 、 音 節 レ ベ ル の 音 韻 認 識 ま で し か な い と 、
必 ず し も 単 語 の 正 し い 音 韻 情 報 の 保 持 に は 至 ら な い 。 そ の た
め 、 正 し く 聞 き 取 る こ と  (音 声 知 覚 )  が で き な い し 、 正 し い
172 
発 音 で 読 む こ と  (音 韻 符 号 化 )  が で き な い 、 等 の 言 語 処 理 上
の 問 題 が 生 じ て い る こ と が 示 さ れ た 。こ れ に 対 し て 、研 究 2、
研 究 3 - 1 の フ ォ ニ ッ ク ス 学 習 歴 が 長 い 参 加 者 の 、 視 覚 提 示 さ
れ た 擬 似 単 語 、既 知 語 、英 文 の 音 韻 符 号 化 課 題 の 結 果 か ら は 、
フ ォ ニ ッ ク ス の 応 用 ル ー ル の 教 授 を 受 け て 英 語 の 音 素 レ ベ ル
の 音 韻 認 識 を 有 す る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、 モ ー ラ 単
位 、 音 節 単 位 以 外 に 音 素 単 位 で 単 語 の 音 韻 情 報 の 保 持 が 可 能
に な り 、 該 当 単 語 の 音 韻 表 象 の 形 成 、 音 韻 符 号 化 が 円 滑 に で
き る よ う に な る と 言 え る 	 (F i g u r e 8 - 2 参 照 )。  
本 研 究 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 英 単 語 の 処 理
に 英 語 の 音 韻 情 報 を 利 用 で き る こ と が 重 要 で 、 簡 単 な 英 単 語
の 音 韻 符 号 化 に は 音 節 レ ベ ル の 音 韻 認 識 が 必 要 と さ れ 、 そ れ
以 上 の 音 韻 処 理 に は 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識 を 有 す る こ と が 必
要 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 英 語 の 音 素 レ ベ ル の 音 韻 認 識
を 有 し て 音 韻 符 号 化 が で き る と 、 英 語 能 力 の ス ム ー ズ な 熟 達
化 や そ の 後 の 学 習 の 動 機 づ け に つ な が る こ と が 先 行 研 究 で 指
摘 さ れ て い る  ( W a g n e r , e t  a l . ,  1 9 8 7 )。 そ の 点 を 踏 ま え 、 日 本
語 母 語 話 者 の 特 徴 を 考 慮 し た 、 英 語 の 音 韻 認 識 の 教 授 を 工 夫
す る 必 要 が あ る だ ろ う 。 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻
認 識 の 深 化 を 目 指 す 上 で 、 本 研 究 の 知 見 が 貢 献 す る も の と 思
わ れ る 。  
 
8 . 3  本 研 究 の 意 義  
前 節 を 踏 ま え 、 本 研 究 の 意 義 は 、 1 .英 語 の 音 韻 処 理 に 母 語
の 制 約 が あ る と さ れ る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 、 英 語 の 音 韻
符 号 化 に つ い て の 、 音 韻 認 識 と 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 の 関 係
か ら の 検 証 、 2 .日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 の レ
ベ ル と リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 と の 関 係 に 関 す る 理 論 的 貢 献 、
3 .日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お け る 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応
関 係 の 教 授 の 実 践 的 効 果 の 検 証 の 3 点 を 挙 げ る こ と が で き る 。 
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前 述 の 通 り 、 日 本 語 を 母 語 と す る 初 級 英 語 学 習 者 に 関 し て
は 、 母 語 で あ る 日 本 語 の リ ズ ム  (モ ー ラ )  の 特 徴 が 、 聴 覚 的
な 音 韻 処 理 そ し て 聴 覚 的 な 作 業 記 憶 に 制 約 的 に 機 能 す る こ と
が 、 先 行 研 究 に よ っ て 報 告 さ れ て い る 。 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 が 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る
と 、 未 知 語 に 対 し て 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 を 適 用 し 、 音 韻 符
号 化 が で き る よ う に な る 。 変 換 規 則 の 利 用 は 、 既 知 語 の 音 韻
情 報 の 保 持 や 処 理 の 仕 方 に も 連 動 す る 。 そ し て 、 聴 覚 提 示 さ
れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に お け る 分 節 化 や 記 憶 負 荷 と い っ た 日 本
語 の 制 約 は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に お い て も あ る
も の の 、 音 節 に 基 づ い た 英 単 語 の 処 理 技 能 の 獲 得 と 文 字 の 提
示 に よ る 記 憶 負 荷 の 軽 減 が 、 日 本 語 の 制 約 を 補 う 可 能 性 が あ
る こ と を 、 実 証 研 究 を 通 し て 示 し た 。 こ の 点 が 本 研 究 の 一 つ
目 の 意 義 と 言 え る 。  
ま た 、 リ ー デ ィ ン グ の 対 象 は 通 常 既 知 語 で あ り 、 従 来 の 先
行 研 究 に お い て も 材 料 と し て 既 知 語 が 用 い ら れ て き た 。 従 っ
て 、 未 知 語 が 視 覚 提 示 さ れ た 場 合 に 関 し て は 、 音 韻 符 号 化 を
行 う こ と が 想 定 さ れ て い な か っ た 。 こ の 未 知 語 の 音 韻 処 理 に
つ い て も 、 本 研 究 で は 、 正 書 法 情 報 に 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則
を 適 用 し て 、 音 韻 符 号 化 を す る こ と を 支 持 す る 結 果 を 得 た 。
こ の よ う に 、 未 知 語 に 関 し て も 一 定 程 度 音 韻 符 号 化 が 可 能 で
あ る こ と は 、 当 該 未 知 語 の 視 覚 的 な 文 字 情 報 だ け で な く 、 聴
覚 的 な 音 韻 情 報 も 作 業 記 憶 中 に 保 持 さ れ る こ と を 意 味 す る  
(湯 澤 他 ,  2 0 1 0 )。 そ し て 、 未 知 語 の リ ー デ ィ ン グ に お い て も 、
文 字 情 報 と 音 韻 情 報 と が 利 用 可 能 で あ る こ と は 、 未 知 語 の 意
味 習 得 や 未 知 語 を 含 む 文 の 音 韻 符 号 化 等 に お い て も 、 促 進 的
に 機 能 す る と 予 想 さ れ る 。 既 知 語 お よ び 未 知 語 そ れ ぞ れ に お
い て 、 そ の リ ー デ ィ ン グ に 音 韻 情 報 が 関 与 し て い る こ と を 実
証 的 に 示 し た 本 研 究 の 知 見 は 、 後 続 す る リ ー デ ィ ン グ の 高 次
プ ロ セ ス で あ る コ ン プ リ ヘ ン シ ョ ン プ ロ セ ス や 、 あ る い は 4
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技 能 の 習 得 過 程 に お い て 、 英 単 語 や 英 文 の 音 韻 符 号 化 が 一 定
の 役 割 を 果 た し て い る 可 能 性 に つ い て も 示 唆 す る も の と 考 え
ら れ る 。  
本 研 究 の 二 つ 目 の 意 義 は 、 日 本 語 を 母 語 と す る 初 級 英 語 学
習 者 に お い て 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 や 英 文 の 音 韻 符 号 化 の
際 に 必 要 と さ れ る 、 音 韻 認 識 の レ ベ ル を 同 定 し た 点 で あ る 。
本 研 究 で は 英 語 の 音 韻 認 識 を 、 音 節 認 識  (低 次 レ ベ ル の 音 韻
認 識 )  と 音 素 認 識  (高 次 レ ベ ル の 音 韻 認 識 )  と に 分 け た 上 で 、
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 音 韻 認 識 の レ ベ ル と 、 可 能 に な る リ
ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 と の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。そ の 結 果 、
音 韻 符 号 化 が 可 能 に な る 音 韻 認 識 の レ ベ ル が 、 母 音 を 中 心 と
し た 音 の か た ま り で あ る 音 節 レ ベ ル で あ る こ と を 実 証 的 に 示
し た 。先 行 研 究 で は 英 語 の 音 韻 認 識 が 音 素 認 識 の み を 指 す か 、
一 括 り に 論 じ ら れ る こ と が 多 か っ た が  (ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )、
本 研 究 で は 、 音 節 レ ベ ル の 音 韻 認 識 を 有 す る こ と が 、 1 音 節
～ 2 音 節 の 短 い 、 文 字 と 音 声 の 対 応 が 規 則 的 な 英 単 語 の 聴 き
取 り と 音 韻 符 号 化 を 可 能 に し 、 し か し な が ら 文 字 と 音 声 の 対
応 が 不 規 則 な 英 単 語 や 英 文 の 正 確 な 音 韻 符 号 化 に は 音 素 レ ベ
ル の 音 韻 認 識 が 必 要 と さ れ る こ と を 明 ら か に し た 。 英 語 は 音
節 や モ ー ラ を さ ら に 細 か く 分 節 し た 音 素 に 対 応 す る よ う に 文
字 を あ て て い る 言 語 で あ る  (ア レ ン 玉 井 ,  2 0 1 0 )  こ と を 踏 ま
え る と 、 音 素 の 理 解 が 英 語 の 音 声 を 正 確 に 聞 き 分 け る だ け で
な く 、長 い 単 語 や 英 文 の 音 韻 符 号 化 に 必 要 で あ る と 考 え ら れ 、
本 研 究 で は 研 究 2 で そ の 点 を 実 証 し た 。 こ の よ う に 、 音 韻 認
識 の レ ベ ル は 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 を あ る 程
度 予 測 す る も の で あ る 。 こ の 点 で 音 韻 符 号 化 を 苦 手 と す る 日
本 人 初 級 英 語 学 習 者 の リ ー デ ィ ン グ 指 導 に お い て も 、 学 習 者
の 保 持 す る 音 韻 認 識 の レ ベ ル を 考 慮 し た 指 導 や 、 よ り 深 い 音
韻 認 識 を 持 て る よ う 介 入 で き る 可 能 性 に つ い て も 、 本 研 究 は
示 唆 を 与 え る も の で あ る 。  
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三 つ 目 の 意 義 は 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 の 効
果 の 範 囲 と 限 界 に つ い て 、 実 証 的 に 示 し た 点 で あ る 。  
日 本 人 英 語 学 習 者 の 英 語 習 得 に は 、 英 語 の 音 韻 処 理 が で き
る こ と が 重 要 で 、 そ の た め に は 英 語 の 音 韻 認 識 を 深 め る こ と
が 大 切 で あ る と い う 先 行 研 究 の 指 摘 を 、 本 研 究 の 結 果 か ら も
確 認 し た 。 た だ し 、 第 二 言 語 と し て 英 語 を 学 ぶ 日 本 人 の 英 語
学 習 環 境 を 考 慮 す る と 、 あ る 程 度 明 示 的 な 教 授 が 必 要 で あ る
と 思 わ れ る 。 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 を 明 示 的 に 教 え る
フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 は 、 英 語 母 語 話 者 で あ る 幼 児 ・ 児 童 へ の 、
文 字 の 導 入 を 含 め た リ ー デ ィ ン グ 指 導 と し て 、 効 果 が 示 さ れ
て き た  (山 下 ,  1 9 9 8 )。 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 音 に 慣 れ 親 し む こ と
か ら 始 め 、 文 字 を 組 み 合 わ せ た 複 数 の フ ォ ニ ッ ク ス ル ー ル を
学 ぶ こ と で 、 そ の ル ー ル を 当 て は め て 、 だ ん だ ん と 自 分 で 英
単 語 を 読 め る よ う に な っ て く る と い う  (松 香 フ ォ ニ ッ ク ス 研
究 所 ,  2 0 1 4 )。 日 本 を 含 め 英 語 を 母 語 と し な い 国 々 に お い て も
広 く 実 践 さ れ て お り 、 そ の 効 果 に つ い て も 喧 伝 さ れ て い る 。
主 催 団 体 等 関 係 者 は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 は 音 声 と 文 字 と の
対 応 関 係 の 獲 得 、 す な わ ち 英 語 の 聴 解 と 音 読 に と ど ま ら な い
と し て お り 、 音 声 と 意 味 の 直 結 等 の 効 果 が 期 待 さ れ る と 主 張
し て い る と こ ろ も あ る  (松 香 フ ォ ニ ッ ク ス 研 究 所 ,  1 9 9 8 )。  
こ の よ う な 主 張 に 対 し て 、 実 際 に フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 の 有
無 を 操 作 し た 研 究 1 と 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け た 習 熟 度
の 異 な る 学 習 者 の 音 韻 処 理 に つ い て 検 討 し た 研 究 2 か ら は 、
否 定 的 な 結 果 が 得 ら れ た 。 英 単 語 の 音 韻 符 号 化 お よ び 英 文 の
音 韻 符 号 化 を 可 能 に す る と い う 限 定 的 な 効 果 の み 示 さ れ た も
の の 、意 味 想 起 に 至 る ま で を 保 証 す る 結 果 は 得 ら れ な か っ た 。 
研 究 1 で は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル の 教 授 を 受 け た 日
本 人 初 級 英 語 学 習 者 の グ ル ー プ は 、 教 授 を 受 け な か っ た 学 習
者 の グ ル ー プ と 比 較 し て 、 英 単 語 ・ 英 文 の 音 韻 符 号 化 の 課 題
に お い て 得 点 が 高 く 、 2 つ の グ ル ー プ の 間 に は 有 意 差 が 認 め
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ら れ た 。こ の 結 果 は 、英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 が 、
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 視 覚 提 示 さ れ た 英 単 語 、 英
文 の 音 韻 符 号 化 を 促 進 す る と い っ た 効 果 が あ る こ と を 示 し た 。 
一 方 で 、 研 究 2 の 結 果 は 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 を 受 け て 英
語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し た 日 本 人 初 級 英
語 学 習 者 に お い て 、 既 知 語 に つ い て 音 韻 符 号 化 は で き て も 意
味 想 起 が で き な い 単 語 が あ る こ と を 示 し た 。 こ の 原 因 と し て
は 、 既 知 語  (習 得 済 み 単 語 )  で あ る は ず だ が 、 学 習 者 の 英 単
語 の 意 味 情 報 の 保 持 が 不 十 分 で あ る こ と が 考 え ら れ る 。 こ れ
は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英 単 語 の 意 味 情 報 を 利 用 で き な
い こ と に 起 因 す る 、 特 徴 的 な 言 語 処 理 の 仕 方 で あ る 可 能 性 も
あ る 。  
研 究 2 の 結 果 か ら 、 例 外 を 除 く 基 本 的 な 英 語 の 文 字 と 音 声
の 対 応 関 係 を 扱 っ た フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本 ル ー ル を 教 授 す る と 、
日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 を 音 節 レ ベ ル ま で 深
め ら れ る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 ま た 、 フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 で 英
語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 心 的 に 獲 得 す る と 、 視
覚 提 示 さ れ た 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 が で き る こ と が 明 ら か に な
っ た 。 こ の 点 が 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の 教 授 の 、 日
本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お け る 効 果 と 言 え る 。  
た だ し 、 研 究 2 の 結 果 か ら は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 が 英
語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 の ル ー ル を 獲 得 し て も 、 音 韻 符 号
化 に 続 く 意 味 想 起 に は 至 ら な か っ た 。す な わ ち 、「 発 音 と 意 味
の 直 結 」 と い う 効 果 は 、 今 回 の 研 究 結 果 か ら は 見 ら れ な か っ
た 。 研 究 2 の 結 果 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 は 、 フ ォ
ニ ッ ク ス の み の 教 授 で は 、 リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る
単 語 の 意 味 想 起 に は 十 分 で は な い こ と を 示 唆 し た 。  
こ の よ う に 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 を 教 え る フ ォ ニ
ッ ク ス の 教 授 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お い て 、 英 語 の 音
韻 認 識 を 深 め 、 リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お い て 音 韻 符 号 化
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が で き る よ う に な る と い う 一 定 程 度 の 効 果 が 見 ら れ た も の の 、
意 味 想 起 に 直 接 的 に 関 与 す る 証 拠 は 得 ら れ な か っ た 。 従 来 の
理 論 や 研 究 に お い て は 、 既 知 語 の 保 持 に お い て 、 当 該 単 語 の
音 韻 情 報 お よ び 正 書 法 情 報 、 そ し て 意 味 情 報 と が 常 に 一 体 と
し て 保 持 さ れ て い る と い う 仮 定 が な さ れ て き た 。そ れ に 対 し 、
本 研 究 で 得 ら れ た 結 果 は 、 異 な る 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。 す
な わ ち 、単 語 の 保 持 に お い て 、日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 場 合 、
音 韻 情 報 ・ 正 書 法 情 報 ・ 意 味 情 報 が 必 ず し も 完 全 で 一 体 と し
て で は な く 、 不 完 全 な 状 態 で も し く は 一 部 の み が 保 持 さ れ る
可 能 性 で あ る 。 で は 、 な ぜ こ の よ う な 相 違 が 生 じ た の で あ ろ
う か 。 従 来 の 理 論 や 研 究 で 当 初 想 定 さ れ て い た の は 、 英 語 を
母 語 と す る 幼 児 ・ 児 童 で あ っ た と い う 点 が 大 き い の で は な い
か と 考 え ら れ る 。 英 語 母 語 話 者 は 、 母 語 の 音 韻 情 報 や 意 味 情
報 の 知 識 を 十 分 保 持 し た 上 で 、 文 字 や フ ォ ニ ッ ク ス の 教 授 が
な さ れ る 。 従 っ て 、 既 に 保 持 し て い る 単 語 ／ 概 念 に 、 文 字 や
綴 り の 情 報 が 付 加 さ れ る 形 で 学 習 が 進 む と 考 え ら れ る 。 こ れ
に 対 し て 、 日 本 人 英 語 学 習 者 の よ う に 、 母 語 が 英 語 で な い 学
習 者 の 場 合 、 習 得 単 語 の 概 念 あ る い は 意 味 情 報 に つ い て 、 母
語 で あ る 日 本 語 で は 保 持 し て い る も の の  (日 英 間 で 一 対 一 で
対 応 で き る 単 語 ／ 概 念 だ と 仮 定 し て も )、そ れ は 英 語 で の 当 該
単 語 の 音 韻 情 報 あ る い は 正 書 法 情 報 と 必 ず し も 一 貫 さ せ て 保
持 さ れ る わ け で は な い た め 、本 研 究 で 得 ら れ た 結 果 の よ う に 、
習 得 し た 既 知 語 で あ っ た と し て も 、 意 味 想 起 に 失 敗 す る 課 題
が 存 在 し た と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 知 見 か ら 、 日 本 人 初 級 英
語 学 習 者 に 対 し て ど の よ う な 示 唆 が 得 ら れ る で あ ろ う か 。 英
語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 を 教 授 す る 場 合 、 限 定 的 な 効 果 を
認 識 し た 上 で 介 入 す る 、 全 体 的 な 効 果 を 期 待 す る 場 合 に は 、
英 語 母 語 話 者 と 比 較 し て 、 不 足 し て い る と 考 え ら れ る 音 韻 情
報 や 意 味 情 報 を 十 分 に 与 え 保 持 さ せ た 上 で 、 上 記 の 教 授 を 行
う 等 の 方 策 が 一 案 と し て 考 え ら れ る で あ ろ う 。  
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以 上 の 3 点 が 本 研 究 の 意 義 で あ る 。  
8 . 4  今 後 の 課 題 と 展 望  
本 研 究 は 、 第 二 言 語 と し て の 英 語 の 習 得 過 程 で 、 日 本 人 初
級 英 語 学 習 者 に 見 ら れ る 言 語 処 理 、 特 に 視 覚 提 示 さ れ た 英 語
の 音 韻 符 号 化 に つ い て 、 音 韻 認 識 と 書 記 素 － 音 素 変 換 規 則 の
関 係 か ら 実 証 的 に 検 討 し た 。  
英 語 の 音 韻 処 理 に お け る 日 本 語 の 制 約 に 関 す る 先 行 研 究 の
知 見 を 踏 ま え 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 処 理 に つ
い て 検 討 し 、第 二 言 語 習 得 に 新 た な 知 見 を も た ら し た こ と が 、
本 研 究 の 独 自 性 と 言 え る 。 具 体 的 に は 、 本 研 究 で は 視 覚 提 示
さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に 焦 点 を 当 て 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者
の 英 語 の 音 韻 認 識 の 深 化 と 既 知 語 ・ 未 知 語 の 音 韻 符 号 化 の プ
ロ セ ス 、 お よ び 英 語 の 音 韻 認 識 と 文 字 の 提 示 が 日 本 語 の 制 約
を 補 う 可 能 性 に つ い て 明 ら か に し た 。 さ ら に 、 日 本 人 初 級 英
語 学 習 者 に お け る 音 韻 認 識 の レ ベ ル と 可 能 に な る リ ー デ ィ ン
グ の 低 次 処 理 の 関 係 の 検 討 も 行 い 、示 唆 を 得 る こ と が で き た 。
ま た 、 英 語 の 音 韻 認 識 を 深 め る こ と を 含 む リ ー デ ィ ン グ の 教
授 に つ い て も 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 特 質 に 合 わ せ た 意 識
的 な 教 授 が 必 要 で 、 こ の 観 点 か ら 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応
関 係 の 教 授 に つ い て 検 討 し 、 そ の 効 果 を 具 体 的 に 検 証 す る こ
と が で き た 。 こ の よ う に 、 本 研 究 は 複 数 の 実 証 研 究 を 重 ね 、
第 二 言 語 習 得 プ ロ セ ス に お け る 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 特 有 の
視 覚 提 示 さ れ た 英 語 の 音 韻 処 理 に お け る 問 題 と 、 問 題 改 善 の
方 略 に つ い て の 効 果 を 解 明 し た こ と が 、本 研 究 の 成 果 で あ る 。 
次 に 、 本 研 究 の 教 育 的 な 示 唆 を 述 べ る 。 日 本 人 初 級 英 語 学
習 者 の 音 韻 処 理 に お け る 日 本 語 の 制 約 を 踏 ま え る と 、 英 語 教
育 に 対 す る 一 つ の 教 育 的 な ア プ ロ ー チ と し て 、 以 下 の こ と が
考 え ら れ る 。 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 へ の 接 触 量 の 少 な
さ や 、 英 語 と 日 本 語 の 韻 律 的 特 徴 や 正 書 法 の 書 記 体 系 の 違 い
か ら く る 特 有 の 言 語 処 理 を 踏 ま え て 、 初 級 学 習 者 の 英 語 の 音
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韻 認 識 を 深 め る よ う に 意 識 す る こ と が 必 要 で あ る 。 そ の た め
に は フ ォ ニ ッ ク ス と い う 明 示 的 な 教 授 法 を 導 入 す る こ と も 可
能 性 と し て あ る だ ろ う 。 そ の 際 、 音 韻 符 号 化 は で き る よ う に
な っ て も 意 味 想 起 ま で は 至 ら な い 教 授 の 限 界 も 踏 ま え て 、 教
授 前 に 英 語 の 音 声 に 十 分 に 触 れ る こ と 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 小
文 字 を 学 習 す る こ と に 加 え 、 単 語 の 文 字 と 音 声 と 意 味 が 一 緒
に 覚 え ら れ る よ う な 提 示 の 仕 方 を す る な ど 、 足 り な い 部 分 を
補 っ て い く 工 夫 を 促 す こ と に も な る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 本
研 究 が 基 本 的 に 想 定 し た 小 学 校 高 学 年 の 初 級 英 語 学 習 者 は 分
析 的 思 考 が 発 達 し て い る こ と も 踏 ま え て 、 学 習 者 が 英 語 と 日
本 語 の 音 韻 構 造 の 違 い に 気 づ く よ う に す る こ と 、 英 語 の 文 字
と 音 声 の 間 の 関 係 に 注 意 を 向 け て 意 識 さ せ る よ う に す る 取 り
組 み が 、 初 期 段 階 に お け る 英 語 の 教 授 で は 有 効 だ と 考 え ら れ
る 。  
本 研 究 に 残 さ れ た 課 題 と 展 望 に つ い て 、 1 点 目 と し て は 、
対 象 者 の 選 択 が 挙 げ ら れ る 。 本 研 究 で は 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 を 対 象 と し た が 、 研 究 遂 行 上 、 そ の 対 象 者 を フ ォ ニ ッ ク ス
の 教 授 を 受 け て い る こ と を 考 慮 し て 選 択 し た た め に 、 日 本 人
初 級 英 語 学 習 者 の 中 で も 学 校 の 外 国 語  (英 語 )  活 動 以 外 で 英
語 を 学 ぶ 小 学 校 高 学 年 の 児 童 、 あ る い は 英 語 教 室 に 通 う 児 童
が 対 象 と さ れ 、 結 果 的 に 対 象 が 偏 っ て し ま っ た 。 本 研 究 で 得
ら れ た 、 英 語 の 文 字 と 音 声 の 対 応 関 係 を 明 示 的 に 教 え る フ ォ
ニ ッ ク ス の 教 授 の 効 果 に 関 す る 知 見 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学 習
者 全 般 に あ て は ま る こ と と 想 定 さ れ る も の の 、 よ り 年 少 の 、
あ る い は よ り 年 長 の 日 本 人 初 級 英 語 学 習 者 に お け る 特 有 の
現 象 や 課 題 の 有 無 、 あ る い は 年 齢 層 ご と の 比 較 に 関 し て は 、
今 後 さ ら な る 実 証 研 究 を 積 み 重 ね て い く こ と が 望 ま れ る で
あ ろ う 。  
2 点 目 と し て は 、 本 研 究 の 実 証 研 究 は 、 日 本 人 初 級 英 語 学  
習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 と リ ー デ ィ ン グ の 低 次 処 理 に お け る
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音 韻 処 理 に つ い て の 知 見 は 得 ら れ た も の の 、 横 断 的 研 究 で 行
っ た た め 、 学 習 者 の リ ー デ ィ ン グ 能 力 が ど の よ う に 発 達 し て
い く の か 、 そ の 軌 跡 の 把 握 は で き て い な い 点 で あ る 。 先 行 研
究 で は 、 英 語 の 音 韻 認 識 を 深 め る こ と で 、 リ ー デ ィ ン グ の 低
次 処 理 プ ロ セ ス で あ る 、 単 語 を 長 期 記 憶 内 の ス ペ リ ン グ 情 報
と 照 合 し て 単 語 検 索 を 行 い 、 単 語 を 頭 の 中 で 音 韻 符 号 化 し 、
単 語 の 意 味 想 起 を す る 、 と い っ た 一 連 の 処 理 が 高 速 化 さ れ 、
英 文 の 意 味 内 容 の 理 解 に 注 意 資 源 を 向 け る こ と が で き る と
い う 指 摘 が さ れ て い る  (門 田 ,  2 0 0 7 )。 本 研 究 に お い て も 、 日
本 人 初 級 英 語 学 習 者 の 英 語 の 音 韻 認 識 が 単 語 知 識 お よ び リ
ー デ ィ ン グ 能 力 と 関 係 が あ り 、 さ ら に 学 習 者 の 年 齢 も 音 韻 認
識 お よ び 単 語 知 識 と リ ー デ ィ ン グ 能 力 に 関 係 し て い る 可 能
性 を 示 唆 し た 。 高 次 レ ベ ル の 音 韻 認 識 で あ る 音 素 認 識 は メ タ
言 語 的 な 能 力 で 、 あ る 程 度 知 的 に 発 達 し な い と そ の 能 力 を 用
い た 音 韻 処 理 が 難 し い と 思 わ れ る 。 本 研 究 の 結 果 を 踏 ま え る
と 、 前 述 の よ う な リ ー デ ィ ン グ 能 力 の 発 達 に つ い て の 軌 跡 が
想 定 さ れ る 。 こ の 点 に 関 し て 、 今 後 縦 断 的 研 究 を 行 っ て 明 ら
か に し て い く こ と が 望 ま れ る で あ ろ う 。  
3 点 目 と し て は 、 低 次 の リ ー デ ィ ン グ 能 力 を 測 る テ ス ト と  
し て 実 験 で 使 用 し た 課 題  (資 料 8 を 参 照 の こ と )  に つ い て で
あ る 。 課 題 は 、 単 語 を 提 示 し て 答 え さ せ る も の で あ っ た 。 こ
の 形 式 の 試 験 は 、 既 存 の 初 級 英 語 学 習 者 の 能 力 を 測 る 児 童 英
語 検 定 に 準 拠 し た 問 題 で あ り 、 英 語 の 低 次 の リ ー デ ィ ン グ 能
力 を 測 る テ ス ト と し て は 妥 当 で あ っ た 。 今 回 は 低 次 の リ ー デ
ィ ン グ 能 力 を 測 る テ ス ト を 実 施 し た が 、 高 次 の リ ー デ ィ ン グ
能 力 を 測 定 す る こ と が 今 後 の 課 題 で あ る 。 今 回 調 べ た こ と と
高 次 の リ ー デ ィ ン グ 能 力 と の 関 連 に つ い て は 実 証 的 に 検 討 す
る 必 要 が あ り 、そ の 際 に は 方 法 を 検 討 す る 余 地 が あ る だ ろ う 。 
本 研 究 に お け る 上 記 の 課 題 は 、 い ず れ も 今 後 の 研 究 を よ り  
発 展 さ せ る た め の 重 要 な 課 題 と 位 置 づ け た い 。  
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門 田 修 平  ( 2 0 0 6 ) .  第 二 言 語 理 解 の 認 知 メ カ ニ ズ ム  く ろ し お
出 版 .  
門 田 修 平  ( 2 0 0 7 ) .  シ ャ ド ー イ ン グ と 音 読 の 科 学  東 京 ： コ ス
モ ピ ア 株 式 会 社 .  
垣 花 真 一 郎 .  ( 2 0 0 4 ) .  英 語 学 習 者 の 英 語 文 字 単 語 認 知 研 究 ： 音
韻 意 識 の 観 点 か ら の 再 検 討 .  慶 応 義 塾 大 学 大 学 院 社 会 学
研 究 科 紀 要 ,  5 9 , 1 - 1 1 .  
K r o l l , J , E . , a n d  N . T o k o w i c z . ( 2 0 0 1 ) .  T h e  d e v e l o p m e n t  o f  
c o n c e p t u a l  r e p r e s e n t a t i o n  f o r  w o r d s  i n  a  s e c l n d  
l a n g u a g e .  I n  J . L . N i c o l ( e d . ) ,  O n e  m i n d ,  t w o  l a n g u a g e :  
B i l i n g u a l  l a n g u a g e  p r o c e s s i n g , p p . 4 9 - 7 1 .  M a l d e n ,  
M a s s a c h u s e t t s : B l a c k w e l l .  
笠 木 え り あ  ( 2 0 0 8 a ) .  は じ め て の 児 童 英 検 シ ル バ ー 対 応 版 	 
ア ル ク .  
笠 木 え り あ  ( 2 0 0 8 b ) .  は じ め て の 児 童 英 検 ゴ ー ル ド 対 応 版 	 
ア ル ク .  
川 崎 真 理 ( 2 0 0 8 ) .  P h o n o l o g i c a l  P r o c e s s i n g  a n d  
C o m p r e h e n s i o n  T h e  F r o n t , M P I , 2 4 - 3 1 .  
K i r t l e y , C . , B r y a n t , P . ,  M a c l e a n , M . ,  &  B r a d l e y ,  L .  ( 1 9 8 9 ) .  
R h y m e ,  r i m e ,  a n d  t h e  o n s e t  o f  r e a d i n g .   
K o d a ,  K .  ( 1 9 9 2 ) .  T h e  e f f e c t s  o f  l o w e r - l e v e l  p r o c e s s i n g  
s k i l l s  o n  F L  r e a d i n g  p e r f o r m a n c e :  I m p l i c a t i o n s  f o r  
i n s t r u c t i o n .  M o d e r n  L a n g u a g e  J o u r n a l , 7 6 ,  5 0 3 - 5 1 2 .   
K o d a ,  K .  ( 1 9 9 8 ) .  T h e  r o l e  o f  p h o n e m i c  a w a r e n e s s  i n  s e c o n d  
l a n g u a g e  r e a d i n g .  S e c o n d  L a n g u a g e  R e s e a r c h  1 4 , 1 9 4 - 	 
2 1 5 .  
小 池 生 夫 ・ 河 野 守 夫 ・ 田 中 春 美 ・ 水 谷 修 ・ 井 出 祥 子 ・ 鈴 木 博  
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 ( 2 0 0 3 ) .  応 用 言 語 学 事 典  研 究 社 出 版 .  
小 菅 敦 子  ( 2 0 1 3 ) .  小 中 連 携 を 意 識 し て の 文 法 指 導  英 語 教 育 ,  
6 2  ( 1 ) ,  1 4 - 1 6 .   
L e s c h ,  M . F .  a n d  A . P o l l a t s e k .  ( 1 9 9 3 ) .  A u t o m a t i c  a c c e s s  o f  
s e m a n t i c  i n f o r m a t i o n  b y  p h o n o l o g i c a l  c o d e s  i n  v i s u a l  
w o r d  r e c o g n i t i o n .   J o u r n a l  o f  E x p e r i m e n t a l  
P s y c h o l o g y :  L e a r n i n g ,  M e m o r y ,  a n d  C o g n i t i o n  1 9 ,  
2 8 5 - 2 9 4 .  
L i b e r m a n ,  I . Y . ,  S h a n k w e i l e r ,  D . ,  F i s c h e r ,  F . W . ,  &  C a r t e r ,  
B .  ( 1 9 7 4 ) .  E x p l i c i t  s y l l a b l e  a n d  p h o n e m e  s e g m e n t a t i o n  
i n  t h e  y o u n g  c h i l d .  J o u r n a l  o f  E x p e r i m e n t a l  C h i l d  
P s y c h o l o g y ,  1 8 ,  2 0 1 - 2 1 2 .  
L i n , H . ,  &  W a n g , Q .  ( 2 0 0 7 ) .  M a n d a r i n  r h y t h m : A n  a c o u s t i c  
s t u d y .  J o u r n a l  o f  C h i n e s e  L i n g u i s t i c s  a n d  C o m p u t i n g ,  
1 7 ,  1 2 7 - 1 4 0 .  
松 香 フ ォ ニ ッ ク ス 研 究 所  ( 1 9 9 8 ) .  4 0 時 間 で フ ォ ニ ッ ク ス 	 指
導 者 用 教 本  松 香 フ ォ ニ ッ ク ス 研 究 所 .  
宮 迫 靖 静  ( 2 0 0 9 ) .  音 読 は 読 解 力 に ど う 影 響 す る か ― リ ー デ
ィ ン グ 能 力 と の 関 連  英 語 教 育 , 5 8 , 9 , 3 0 - 3 2 .  
宮 曽 根 美 香  ( 2 0 0 1 a ) .  英 語 学 習 の 導 入 期 に お け る 音 声 指 導 に
つ い て の 一 考 察 .  東 北 工 業 大 学 紀 要 I I :人 文 社 会 科 学 編 ,  
2 1 ,  1 1 - 1 9 .  
宮 曽 根 美 香  ( 2 0 0 1 b ) .  読 み に つ な が る 音 声 指 導 の 研 究 － 早 期
英 語 教 育 に お け る フ ォ ニ ッ ク ス 指 導 の 可 能 性 に つ い て － .   
東 北 英 語 教 育 学 会 研 究 紀 要 ,  2 1 ,  3 7 - 4 6 .   
M i y a s o n e ,  M .  ( 2 0 0 8 ) .  E f f e c t s  o f  T e a c h i n g  a n d  E n g l i s h  
L e t t e r s  a n d  S o u n d s  a t  t h e  B e g i n n i n g  o f  E n g l i s h  
L e a r n i n g ,  P r o c e e d i n g s  o f  A s i a ,  T E F L  2 0 0 8  
I n t e r n a t i o n a l  C o n f e r e n c e , 1 2 - 1 6 .   
M i y a s o n e ,  M .  ( 2 0 0 9 a ) .  D e c o d i n g  S k i l l  a n d  P h o n o l o g i c a l  
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A w a r e n e s s  － A  C a s e  o f  Y o u n g  J a p a n e s e  E F L  L e a r n e r s
－ ,  P r o c e e d i n g s  o f  2 0 0 9  I n t e r n a t i o n a l  C o f e r e n c e  o f  
F o r e i g n  L a n g u a g e  L e a r n i n g  a n d  T e a c h i n g , 6 0 - 6 3 .   
宮 曽 根 美 香  ( 2 0 0 9 b ) .  英 語 の 初 期 学 習 者 に 文 字 と 音 声 の 関 係
を 教 え る 効 果 － リ ー デ ィ ン グ の 観 点 か ら － .  東 北 英 語 教
育 学 会 研 究 紀 要 ,  2 9 ,  4 7 - 6 1 .   
宮 曽 根 美 香  ( 2 0 1 0 ) .  英 語 の 意 味 想 起 に お け る 音 韻 符 号 化 の
関 与 .  東 北 英 語 教 育 学 会 研 究 紀 要 ,  3 0 ,  7 5 - 8 4 .   
宮 曽 根 美 香  ( 2 0 1 3 ) .  日 本 人 小 学 生 の 英 語 の 音 韻 認 識 能 力 と
単 語 力 お よ び リ ー デ ィ ン グ 能 力 に つ い て .  宮 城 教 育 大 学
付 属   小 学 校 英 語 教 育 セ ン タ ー J E S  J o u r n a l  1  ( I ) ,  
1 2 - 2 0 .  
水 口 啓 吾 ・ 湯 澤 正 通 ・ 李 思 嫻  ( 2 0 1 3 a ) .  日 本 語 母 語 話 者 に お
け る 英 語 の 熟 達 化 と 中 国 語 母 語 話 者 に お け る 日 本 語 の 熟
達 化 が 英 単 語 音 声 分 節 化 に 及 ぼ す 影 響  教 育 心 理 学 研 究 ,  
6 1 ,  6 7 - 7 8 .  
水 口 啓 吾 ・ 湯 澤 正 通 ・ 李 思 嫻  ( 2 0 1 3 b ) .  日 本 語 母 語 幼 児 に お
け る 英 単 語 音 声 分 節 化 傾 向 ： 英 単 語 記 憶 ス パ ン を 用 い て
の 中 国 語 母 語 幼 児 と の 比 較 に よ る 検 討  発 達 心 理 学 研 究 ,  
2 4 ,  1 7 1 - 1 8 2 .  
荻 野 治 雄  ( 2 0 0 6 ) .  デ ー タ ベ ー ス 4 5 0 0  完 成 英 単 語・熟 語  桐 原
書 店 .  
小 野 村 哲  ( 2 0 1 3 ) .  小 学 校 (入 門 期 )英 語 活 動 の W h a t ?と H o w ?     
特 定 非 営 利 活 動 法 人 リ ヴ ォ ル ヴ 学 校 教 育 研 究 所 .  
O t a k e ,  T . ,  H a t a n o ,  G . ,  &  Y o n e y a m a ,  K .  ( 1 9 9 6 ) .  S p e e c h  
s e g m e n t a t i o n  b y  J a p a n e s e  l i s t e n e r s .  I n  T .  O t a k e  &  A .  
C u t l e r  ( E d s . ) ,  P h o n o l o g i c a l  s t r u c t u r e  a n d  l a n g u a g e  
p r o c e s s i n g :  C r o s s - l i n g u i s t i c  s t u d i e s ,  B e r l i n : M o u t o n  d e  
G r u y t e r , P p . 1 8 3 - 2 0 1 .  
P e r f e t t i ,  C . A .  ( 1 9 8 5 ) .  R e a d i n g  a b i l i t y .  N e w  Y o r k :  O x f o r d  
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U n i v e r s i t y  P r e s s .  
李 思 嫻 ・ 湯 澤 正 通 ・ 関 口 道 彦  ( 2 0 0 9 ) .  日 本 語 母 語 幼 児 と 中 国
語 母 語 幼 児 に お け る 英 語 音 韻 処 理 の 違 い 	 発 達 心 理 学 研
究 , 2 0 , 2 8 9 - 2 9 8 .  
R o s t ,  M .  ( 1 9 9 0 ) .  L i s t e n i n g  i n  L a n g u a g e  L e a r n i n g , L o n d o n :  
L o n g m a n .  
R u s t e d ,  J .  ( 1 9 8 8 ) .  O r t h o g r a p h i c  e f f e c t s  f o r  C h i n e s e - 	 
E n g l i s h  b i l i n g u a l s  i n  a  p i c t u r e - w o r d  i n t e r f e r e n c e  t a s k .  
C u r r e n t  P s y c h o l o g y : R e s e a r c h  R e v i e w , 7 , 2 0 7 - 2 2 0 .  
S a a r n i o , D . A . , O k a , E . R . , &  P a r i s ,  S . G . ( 1 9 9 0 ) .  D e v e l o p m e n t a l       
p r e d i c t o r s  o f  c h i l d r e n ’ s  r e a d i n g  c o m p r e h e n s i o n .   I n  
T . C a r r  a n d  B . L e v y  ( e d s . ) ,  R e a d i n g  a n d  i t s  
D e v e l o p m e n t :  C o m p o n e n t  S k i l l s  A p p r o a c h e s ,  S a n  
D i e g o :  A c a d e m i c  P r e s s ,  p p . 1 2 9 - 1 5 9 .  
S a m u e l s ,  S . J .  ( 1 9 9 4 a ) .  T o w a r d  a  t h e o r y  o f  a u t o m a t i c  
i n f o r m a t i o n  p r o c e s s i n g  i n  r e a d i n g ,  r e v i s i t e d .   I n  R . B .  
R u d d e l l  a n d  H . S i n g e r ( e d s . ) ,  T h e o r e t i c a l  M o d e l s  a n d  
P r o c e s s e s  o f  R e a d i n g  ( 4 t h  e d . ) ,  N e w a r k ,  D E :  
I n t e r n a t i o n a l  R e a d i n g  A s s o c i a t i o n ,   p p . 8 1 6 - 8 3 7 .  
S a w y e r ,  D . J . , & B . J . F o x .  ( 1 9 9 1 ) .  P h o n o l o g i c a l  a w a r e n e s s  i n  
r e a d i n g : T h e  e v o l u t i o n  o f  c u r r e n t  p e r s p e c t i v e s  
D a t a b a s e : P s y c I N F O  i n  L a n g u a g e  a n d  C o m m u n i c a t i o n  
2 8 ,  N e w  Y o r k ,  N . Y . U S : S p r i n g e r - V e r l a g  P u b l i s h i n g  X  
2 6 2 .  
関 屋 康  ( 1 9 9 4 ) .  音 韻 の 習 得  第 二 言 語 習 得 に 基 づ く 最 新 の 英
語 教 育  4 9 - 6 1 ,  大 修 館 書 店 .  
S n o w l i n g , M . J .  ( 1 9 8 6 ) .  P h o n e m i c  d e f i c i t s  i n  d e v e l o p m e n t a l  
d y s l e x i a .  P s y c h o l o g i c a l  R e s e a r h ,  4 3 ,  2 1 9 - 2 3 4 .  
T r e i m a n ,  R .  a n d  A .  Z u k o w s k i .  ( 1 9 9 6 ) .  C h i l d r e n ’ s  
s e n s i t i v i t y  t o  s y l l a b l e s ,  o n s e t s ,  r i m e s ,  a n d  p h o n e m e s .  
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J o u r n a l  o f  E x p e r i m e n t a l  C h i l d  P s y c h o l o g y ,  6 1 ,  
1 9 3 - 2 1 5 .  
T r e i m a n ,  R . ,  T i n c o f f ,  R . ,  R o d r i g u e z ,  K . ,  M o u z a k i ,  A . ,  &  
F r a n c i s ,  D . J .  ( 1 9 9 8 ) .  T h e  f o u n d a t i o n s  o f  l i t e r a c y :  
L e a r n i n g  t h e  s o u n d s  o f  l e t t e r s .  C h i l d  D e v e l o p m e n t ,  6 9 ,  
1 5 2 4 - 1 5 4 0 .  
津 田 知 春 ・ 高 橋 登  ( 2 0 1 4 ) .  日 本 語 母 語 話 者 に お け る 英 語 の 音
韻 意 識 が 英 語 学 習 に 与 え る 影 響  発 達 心 理 学 研 究  2 0 1 4 ,  
2 5 ,  9 5 - 1 0 6 .  
V a n  O r d e n ,  G . C .  ( 1 9 8 7 ) .  A  R o w s  i s  a  R O S E :  S p e l l i n g ,  s o u n d  
a n d  m e a n i n g .   M e m o r y  &  C o g n i t i o n  1 5 , 1 8 1 - 1 9 8 .  
W a g n e r ,  R . ,  &  T o r g e s e n ,  J .  ( 1 9 8 7 ) .  T h e  n a t u r e  o f  
p h o n o l o g i c a l  p r o c e s s i n g  a n d  i t s  c a u s a l  r o l e  i n  t h e  
a c q u i s i t i o n  o f  r e a d i n g  s k i l l s .  P s y c h o l o g i c a l  B u l l e t i n ,  
1 0 1 ,  1 9 2 - 2 1 2 .   
山 下 千 里  ( 1 9 9 8 ) .  フ ォ ニ ッ ク ス と 文 字 指 導  児 童 英 語 教 師 	 
ア ル ク ,  7 8 - 8 1 .  
湯 澤 正 通 ・ 関 口 道 彦 ・ 李 思 嫻  ( 2 0 0 7 ) .  日 本 人 幼 児 に お け る 英
語 の 音 韻 認 識 － 日 本 人 幼 児 に ふ さ わ し い 英 語 教 育 に つ い
て 考 え る － 広 島 大 学 大 学 院 教 育 研 究 科 紀 要  第 三 部 5 6 ,  
1 5 3 - 1 6 .  
湯 澤 正 通 ・ 湯 澤 美 紀 ・ 関 口 道 彦 ・ 李 思 嫻 ・ 齊 藤 智  ( 2 0 1 0 ) .  
英 語 の 多 感 覚 音 韻 認 識 プ ロ グ ラ ム が 日 本 人 幼 児 の 英 語 音
韻 習 得 に 及 ぼ す 効 果  教 育 心 理 学 研 究 , 5 8 , 4 9 1 - 5 0 2 .  
湯 澤 正 通 ・ 湯 澤 美 紀 ・ 関 口 道 彦 ・ 李 思 嫻  ( 2 0 1 2 ) .  日 本 人 幼 児
に お け る 英 語 音 韻 習 得 能 力  教 育 心 理 学 研 究 ,  6 0 ,  6 0 - 6 9 .  
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資 料 1 フ ォ ニ ッ ク ス ア ル フ ァ ベ ッ ト 一 覧 表  
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資 料 2  研 究 1 で 使 用 し た 課 題  
 
課 題 A  音 韻 認 識 ： 分 節 音 素 の 識 別 課 題  
a .  発音された単語を表す絵を○でかこみなさい。 (1 点×10 題 =10 点 )  
①  r u n                       f u n  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
②  t o p                        h o p  
 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
③  f i s h                       d i s h  
	 	 	 	  	 	 	 	 	 	 	 	 	  
④  p o t                        h o t  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   
⑤  p e n                       p a n  
	 	 	  	 	 	 	 	 	 	 	  
⑥  b i g                        b u g  
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⑦  s i t                         h i t  
	 	 	 	 	 	 	   
⑧  m a t                        b a t  
 	 	 	 	 	 	 	 	  
⑨  m a n                        m e n  
	 	 	 	 	 	 	 	 	  
⑩  b e d                        b a d  
	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
b .  発音された単語の (   )に○を書きなさい。 (1 点×10 題 =10 点 )  
①  (   )  t o p       (   )  t a p  
②  (   )  g u m      (   )  g u n  
③  (   )  w i n g      (   ) r i n g  
④  (   )  c a p       (   )  g a p  
⑤  (   )  f a n       (   )  v a n  
⑥  (   )  l i g h t      (   )  r i g h t  
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⑦  (   )  h e n       (   )  t e n   
⑧  (   )  p i n        (   )  p e n  
⑨  (   )  r u n        (   )  s u n  
⑩  (   )  b i g        (   )  f i g  
課 題 B  音 韻 符 号 化  ( 単 語 対 お よ び 短 文 の 復 唱 )  課 題  
(1)   モデルに従って発音しなさい。 (2 点×10 題 =20 点 )  
①  b e n c h ,  p u n c h  
②  n e t ,  n o t  
③  p h o t o ,  p h o n e  
④  t h i s ,  t h e s e  
⑤  s a t ,  s e t  
⑥  b e d ,  r e d  
⑦  b o x ,  s i x  
⑧  n o t ,  p o t  
⑨  c a p ,  c a p e  
⑩  r e a d ,  e a t  
( 2 )  モデルに従って発音しなさい。 (2 点×10 題 =20 点 )  
①  I  w a n t  t o  b e  a  d e t e c t i v e .  
②  I  c a n ’ t  p l a y  t h e  x y l o p h o n e .  
③  D i d  y o u  k i c k  t h e  r o c k ?  
④  I  h a v e  a  s t o m a c h a c h e .  
⑤  I ’ m  f u l l  a n d  s l e e p y .  
⑥  I  l i k e  f r i e d  c h i c k e n  a n d  a p p l e  p i e s .  
⑦  D o  y o u  h a v e  a  r u l e r ?  
⑧  H e  c a n ’ t  s i n g  v e r y  w e l l .  
⑨  W h e r e ’ s  m y  w a t c h ?  
⑩  S a y  a n d  p o i n t  t o  t h e  p i c t u r e s .  
 
課 題 C 音 韻 符 号 化  ( 単 語 対 お よ び 短 文 の 音 読 )  課 題  
(1)   次の単語を音読しなさい。 (2 点×10 題 =20 点 )  
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① 	 jam, yam 
②  dot,  lot  
③ 	 kettle ,  cent  
④ 	 cake,  lake 
⑤ 	 Pete,  Eve 
⑥  rose,  nose 
⑦ 	 cube,  tube 
⑧ 	 game,  name 
⑨ 	 f ine,  mine 
⑩ 	 bus,  cut  
(2)   次の文を音読しなさい。 (2 点×10 題 =20 点 )  
① 	 Can you make curry and rice?  
② 	 Do you have your umbrella?  
③ 	 He’s  in  the dining room. 
④ 	 The queen ’s  legs are wet.  
⑤ 	 Did you wash your hands?  
⑥ 	 Will  you play the piano? 
⑦ 	 I  don ’t  l ike green peppers.  
⑧ 	 Where is  my dog? 
⑨ 	 Do you l ike apples?  
⑩ 	 What t ime is  i t  now? 
 
課 題 D  会 話 文 理 解  ( 聴 覚 提 示 )  課 題 	 (4 点×5 題 =20 点 )  
スキットを聞いて、書かれている質問に英語で口頭で答えなさい。  
Skit  1  (In the airplane)  
Ann:  Where ’s  my watch?  It ’s  gone.  
Bob:  Ann,  i t ’s  under the blanket.  
Ann:  Oh,  you ’re  r ight.  
Bob:  Do you have your wallet?  
Ann:  Yes,  I  do.   It ’s  here.   It ’s  in  my bag.  
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Questions 
1 .  Where is  Ann’s  watch? 
2 .  Does Ann have her wallet?  
 
Skit  2  (At school  fest ival)  
Bob:  John,  can you play the drum? 
John:  No,  I  can ’t .   But I  can play the recorder.  
Bob:  Oh,  can you?  Who’s  that  gir l?  
John:  She ’s  Sandy.  
Bob:  She can sing very well .  
John:  Yeah.   But she isn ’t  a  good dancer.   
Questions 
1 .  What can John play? 
2 .  Can Sandy sing well?  
3 .  Can Sandy dance well?  
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?? 3? ?? 2??????? 
?? 1-1 ????? (????)  
1~10 の単語は実際にはない単語ですが、読むことができます。 
声に出して読んでみましょう。                                   (1 点×10 題＝10 点) 
例  “ yan ” 
(   ) 1. van                         (   ) 2. sed 
(   ) 3. kig                         (   ) 4. tus 
(   ) 5. jen                         (   ) 6. yone 
(   ) 7. bick                        (   ) 8. mree 
(   ) 9. sork                        (   ) 10.zar             
 
?? 1-2 ????? (????) 
  1~10 の単語を声に出して読んでください。                        (1 点×10 題＝10 点) 
  例  “ desk ” 
  (   ) 1. nest                        (   ) 2. cap 
  (   ) 3. cup                         (   ) 4. hate 
  (   ) 5. mine                        (   ) 6. snow 
  (   ) 7. tie                          (   ) 8. dish 
  (   ) 9. town                        (   ) 10. birth           
 
?? 2 ???? (????? 1)  
 それぞれ 3 つの単語から、音の仲間はずれを選んでください。         (1 点×5 題＝5 点) 
例  bag,  bat,  jam 
 (   ) 1. pig,  hill,  pin 
(   ) 2. doll,  hop,  top 
(   ) 3. run,  sun,  can 
(   ) 4. make,  cook,  cake 
(   ) 5. fish,  teach,  beach                                  
 
?? 3 ???? (????? 2)  
 1~3 は、3 つの音を合成してできる単語を発音してください。      
最初に実験実施者が 3 つの音を発音しますので、それらの音を合わせてできる単語を発音してください。                                  
(1 点×5 題＝5 点) 
 例  / p / ＋ / e / ＋ / n /  → / pen / 
(   ) 1. / m /…../ a /…./ t /  → 
(   ) 2. / l /…../ i /…../ p /   →  
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(   ) 3. / b /…../ u /…../ k /  → 
 
  4. 次の単語の最初の音を発音してください。 
 例  “ apple” → / a / 
(   ) “ bear ”  →   
 
  5．次の単語の最初の音をとった残りを発音してください。 
例  “ pen “ → / en / 
   (   ) “ king ”  →                                           
 
?? 4 ???? (????? 1)                                  (1 点×5 題＝5 点) 
例  “ down ”から/ d /をとって発音してください。→  / aun / 
   (   ) 1. “ leg ” から/ l / をとって発音してください。 
   (   ) 2. “ box ”から/ b /をとって発音してください。 
   (   ) 3. “ game ”から/ g /をとって発音してください。 
   (   ) 4. “ ill ”の前に/ w /をつけて発音してください。 
   (   ) 5. “ ea ”の前に/ t /をつけて発音してください。               
 
?? 5 ???? (????? 2) 
次の単語の音を分解して発音してください。                      (1 点×5 題＝5 点) 
   例  “ dog ”  → / d /… /  /… / g / 
   (   ) 1. “ man ”  →  
   (   ) 2. “ cup ” → 
  (   ) 3. “ rose ” → 
   (   ) 4. “ week ”→ 
   (   ) 5. “ town ”→                                             
 
?? 6-1 ????? (???) ??????? (???)     
  英単語を発音して、日本語の意味を教えてください。 
                                               (発音 1 点×5 題＝5 点、意味 1 点×5 題＝5 点) 
   (   ) 1. goat    発音   →  (   )                意味 
   (   ) 2. sad     発音   →  (   )                意味 
   (   ) 3. late     発音   →  (   )                意味 
   (   ) 4. phone   発音   →  (   )                意味 
   (   ) 5. mouth   発音   →  (   )                意味 
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?? 6-2????? (??) ??????? (??)   
英文を声に出して読んで、日本語の意味を教えてください。 
                                               (音読 2 点×5 題＝10 点、意味 2 点×5 題＝10 点) 
   (   ) 1. Mom’s birthday is March third.             音読        
(   )                                             意味 
   (   ) 2. Jim runs to the bus and says, “Stop bus!”    音読       
(   )                                             意味 
   (   ) 3. I usually get up at seven and have breakfast. 音読        
(   )                                             意味 
   (   ) 4. Can you see your nose?                     音読         
(   )                                             意味 
   (   ) 5. I find a big ball in the lake.                 音読         
(   )                                             意味 
                                                                     合計          点/ 70 点 
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?? 4 ?? 3-1 ???????  
 
以下の課題 1~3 は 1 人ずつ解いてもらいます。最初に実験実施者が例を示しますので、
その後で課題を 1 題ずつ解いてください。課題終了後にアンケートに答えてください。 
                      小  ・  中  学校          年  名前                             
                                                                        
?? 1? ????? (????)                                                                
1~5 の単語は実際にはない単語ですが、読むことができます。 声に出して読んでください。                                                                
(1 点×5 題=5 点) 
例  “ yan ” 
(   ) 1.  mig                         
(   ) 2.  ven                        
(   ) 3.  neek                        
(   ) 4.  fome                         
(   ) 5.  Rox 
 
?? 2 ?????  (????) ???????  (????) 
英単語を発音して、日本語の意味を教えてください。             (1 点×10 題=10 点) 
 (   ) 1.  family   発音    →  (   )                意味  
   (   ) 2.  hungry    発音    →  (   )                意味  
   (   ) 3.  culture   発音    →  (   )                意味  
(   ) 4.  speak   発音    →  (   )                意味  
   (   ) 5.  winter  発音    →  (   )                意味  
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?? 3 ?????  (??) ??????? (??) 
英文を声に出して読んで、日本語の意味を教えてください。       (2 点×10 題=20 点) 
(   ) 1. I need a birthday card for my mother.               音読         
(   )                                                   意味  
   (   ) 2. I want to be a doctor in the future.              音読       
(   )                                                   意味  
   (   ) 3. Mari uses the Internet almost every day.    音読         
(   )                                                   意味  
   (   ) 4. In Australia Christmas is in summer.   音読         
(   )                                                   意味  
   (   ) 5. Can you help me with my homework?             音読         
(   )                                                   意味  
 
                                                                合計    点/35 点 
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?? 5 ?? 3-1??? 3-2-1??????????  
 
年齢  (          )  歳      小  ・  中  ・  大  （          ）年 
 
初めに、あなたの英語の学習について質問します。下からあてはまるものを 1 つ選んで
(   ) に○を書いてください。 
 
1. ?????????????????? 
(     )(1)  1 年以内 
(     )(2)  2 年 
(     )(3)  3 年 
(     )(4)  4 年～5 年 
(     )(5)  6 年～7 年 
(     )(6)  8 年～ 
 
2. ????????????????? 
(     )(1)  幼稚園・保育園 
(     )(2)  小学校  (    ) 年 
(     )(3)  中学校 1 年 
 
3. ?????? (?????????????????) ????????????? 
(     )(1)  数ヶ月勉強した 
(     )(2)  1 年勉強した 
(     )(3)  2 年勉強した 
(     )(4)  3 年以上勉強した 
(     )(5)  勉強したことがない   
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次に英語の音読と意味の理解について質問します。下からあてはまるものを 1 つ選んで
(   ) に○を書いてください。  
 
4. ??????????????  (???????) ??????????????? 
(     )(1) 知っている単語なら発音する  
(     )(2) つづりと発音の規則にあてはめて読んでいる  
(     )(3) (1)の読み方の時もあるし、(2)の読み方をしている時もある 
(     )(4) あまり意識しない  
 
5.  ?????????????????????????????????  
(     )(1) 読みながら意味を考えている  
(     )(2) まず文を音読 (または心の中で音読) して、読み終わったら意味を考える  
(     )(3) (1)のやり方をする時もあるし、(2)のやり方をする時もある 
(     )(4) あまり意識しない   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
204 
?? 6 ?? 3-2-1 ???????  
 
以下の課題 1~3 は 1 人ずつ解いてもらいます。最初に実験実施者が例を示しますので、
その後で課題を 1 題ずつ解いてください。課題終了後にアンケートに答えてください。 
名前                           
                                                                      
?? 1? ????? (????)                                                                
1~5 の単語は実際にはない単語ですが、読むことができます。 声に出して読んでください。                                                                
(1 点×5 題=5 点) 
例  “ yan ” 
(   ) 1. roat    
(   ) 2. tus     
(   ) 3. wruck  
(   ) 4. mree   
(   ) 5. sork    
 
?? 2 ?????  (????) ???????  (????) 
英単語を発音して、日本語の意味を教えてください。             (1 点×10 題=10 点) 
 (   ) 1. significant  発音    →  (   )                意味  
   (   ) 2. oxygen 発音    →  (   )                意味  
   (   ) 3. scholar  発音    →  (   )                意味  
(   ) 4. hesitate  発音    →  (   )                意味  
   (   ) 5. divorce  発音    →  (   )                意味  
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?? 3 ?????  (??) ??????? (??) 
英文を声に出して読んで、日本語の意味を教えてください。       (2 点×10 題=20 点) 
(   ) 1. Committee meetings are seldom longer than thirty minutes.    音読         
(   )                                                    意味  
(   )2. We have to change gears when driving.                      音読       
(   )                                                    意味  
(   ) 3. She didn’t report the accident to the police.                   音読        
(   )                                                    意味  
(   ) 4. I couldn’t quite understand the main point of his speech.      音読         
(   )                                                    意味  
(   ) 5. Hawaii is still the most popular holiday destination.         音読         
(   )                                                     意味  
 
      ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?         合計    点/35 点  
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?? 7? ?? 3-2-2 ???????  
 
課題について  
英単語のペアについて、語彙範疇判断  (品詞が同じかどうか)、意味判断  (意味が類似し 
ているかどうか)、音韻判断 (発音が同じかどうか) において、Yes-No の判断をしてもらい
ます。また、それぞれの判断における反応時間を測定してもらいます。上記の課題は、初
めに通常提示条件で、次に二重課題条件  (音韻干渉条件---ランダムな 3 桁の数字列を頭の
中で反復、保持して、後に記入�してもらう ) で行ないます。  
実験は、通常提示条件の問題は個々の参加者ペースで進め、二重課題条件の問題は 1 題 
ずつ一斉に開始して、一緒に進めてもらいます。二重課題条件の 3 桁の数字はパソコン上
に提示します。  
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(通常提示条件) 
それぞれのペアの英単語の品詞 /意味/発音が同じかどうか判断して、同じものには Yes,   
違うものには No を○でかこんでください。また、問題を目にしてから Yes/No に○をつけ
終わるまでの時間をストップウォッチではかり、 (    ) に数字を記入�してください。  
                                                名前                               
                                             
(通常提示条件)                                                  (1 点×5 題=5 点) 
????????????                             反応時間(秒) 
1.  read  forget  Yes   No           (       ) 
2.  alike   apple         Yes   No  (       ) 
3.  nothing  bake          Yes   No            (       ) 
4.  winter  wild           Yes   No  (       ) 
5.  soft     small          Yes   No             (       ) 
 
?????????? 
1.  area      region         Yes   No             (       ) 
2.  allow     permit        Yes   No             (       ) 
3.  cancer    chair          Yes   No             (       ) 
4.  disease    culture       Yes   No              (       ) 
5.  danger    risk           Yes   No              (       ) 
 
?????????? 
1.  wait      weight        Yes   No            (       ) 
2.  steam     storm         Yes   No            (       ) 
3.  tool       tube           Yes   No            (       ) 
4.  dash      dish           Yes   No             (       ) 
5.  hole       whole         Yes   No             (       ) 
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(二重課題条件)                       
先ほどの課題と同じように、それぞれのペアの英単語の品詞 /意味/発音が同じかどうか 
判断して、同じものには Yes,  違うものには No を○でかこんでください。また、英単語
ペアを目にしてから○をつけ終わるまでの時間をストップウォッチではかり、 (    )  に
数字を記入�してください。  
今度は、毎回最初にランダムな 3 桁の数字をパソコン上に 3 秒間提示します。その数字 
を頭の中で反復、保持して、英単語の判断をした後で記入�してもらいます。必ず、英単語
の判断を先にして、それから数字を記入�してください。  
Yes/No に○をして、反応時間を記入�したら、次の問題に移らずに待っていてください。 
1 問ずつ一斉に開始しますので、指示があるまで、次以降の問題は配布された用紙でふせ 
ておいてください。  
                                                                 (1 点×5 題=5 点) 
????????????                                              
3 桁の数字                                        3 桁の数字 反応時間  (秒) 
     1.  animal    gas         Yes   No              (       ) 
     2.  important   ought       Yes   No              (       ) 
     3.  cent         east        Yes   No              (       ) 
     4.  fluently     quiet     Yes   No              (       ) 
     5.  weaken     week       Yes   No              (       ) 
 
?????????? 
3 桁の数字                                        3 桁の数字 反応時間  
     1.  real   actual      Yes   No              (       ) 
     2.  flu       force       Yes   No             (       )     
     3.  idea       concept     Yes   No             (       ) 
     4.  mend    repair     Yes   No             (       ) 
     5.  proceed  transfer   Yes   No             (       ) 
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?????????? 
3 桁の数字                                        3 桁の数字 反応時間  
     1.  cell    sell        Yes   No             (       ) 
     2.  right      write         Yes   No              (       ) 
     3.  sew     thought      Yes   No              (       ) 
     4.  berry     bury        Yes   No              (       ) 
     5.  sum      son          Yes   No              (       ) 
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資 料 8  研 究 4 で 使 用 し た 課 題  
                    
課 題 1  音 韻 認 識  ( 音 素 認 識 )  課 題  
( 1 ) 三つの単語のうち、最初の音  (または音のつながり )  が他の単語と違うもの
を選び、○でかこみなさい。                    ( 1 点 × 6 題 = 6 点 )  
例 題 	 s i t ,  s i x ,  m i x  
1 .  d o l l ,      f u n ,      d a d  
2 .  m e l o n ,    n e s t ,     m u g  
3 .  c a t ,       c a p ,      c u p  
4 .  b u s ,      b u n ,      b e d  
5 .  s a d ,      b a d ,      s a n d  
6 .  p i n ,      b i g ,       p i g  
( 2 ) 三つの単語のうち、最後の音  (または音のつながり  )が他の単語と違うもの
を選び、○でかこみなさい。	 	               	 ( 1 点 × 6 題 = 6 点 )  
例 題 	 j a m ,  p e n ,  m e n  
1 .  m o p ,      l a p ,      l e t  
2 .  p i g ,       f a t ,      d o g  
3 .  l i p ,       t i p ,      h o p  
4 .  m a k e ,     c a k e ,    g a t e  
5 .  c u p ,       r u n ,     s u n  
6 .  r o s e ,      n o s e ,    h o m e  
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課 題 2  単 語 課 題   
( 1 ) 違 う も の は ど れ ？ ( カ テ ゴ リ ー 判 断 ： 単 語 選 択 課 題 、 視 覚 提 示 )  
四つのものの名前 (単語 )が音声で流れます。そのうち一つだけ、  
同じ種類でない単語があります。その 1 語を選んで、数字の下に○  
を書きなさい。 1~4 の単語は 2 回流れます。          (1 点×5 題 =5 点 )  
例 題 	 1 .  c a r    2 .  b u s    3 .  g l a s s    4 .  t r u c k  
1  2  3  4  
  ○   
1 .  t e n n i s   2 .  b a s e b a l l   3 .  s w i m m i n g   4 .  p i a n o  
1  2  3  4  
   ○  
 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  
1 .       1 .  t o w e l   2 .  s o a p   3 .  t e a c h e r   4 .  s h a m p o o  
1  2  3  4  
    
 
2 .       1 .  J a p a n   2 .  K o r e a   3 .  M u s i c   4 .  C h i n a  
1  2  3  4  
    
 
3 .       1 .  b o w l   2 .  a n t   3 .  k e t t l e   4 .  k n i f e  
1  2  3  4  
    
 
4 .       1 .  e l b o w   2 .  k n e e   3 .  l e g   4 .  r e s t a u r a n t  
1  2  3  4  
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5 .       1 .  s o c c e r   2 .  o w l   3 .  s w a n   4 .  c r o w  
1  2  3  4  
    
 
( 2 ) 文 字 に 合 う 絵 は ？ ( 単 語 － 絵 画 ペ ア 選 択 課 題 、 視 覚 提 示 )  
チャイムがなったら、問題に書かれている単語を黙読し  (声に出さないで読
み )、単語と合っている絵を一つずつ選び、番号の下に○を書きなさい。                                   
(1 点×5 題 =5 点 )   
例 題  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
s p i d e r  
1  2  3  4  5  6  7  
   ○     
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1 .  k a n g a r o o   
1  2  3  4  5  6  7  
       
2 .  p a n d a  
1  2  3  4  5  6  7  
       
3 .  t i g e r  
1  2  3  4  5  6  7  
       
4 .  e l e p h a n t  
1  2  3  4  5  6  7  
       
5 .  s n a k e  
1  2  3  4  5  6  7  
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課 題 3  リ ー デ ィ ン グ 課 題  
( 1 ) 文 と 絵 は 合 っ て い る ？ ( 英 文 － 絵 画 正 誤 判 断 課 題 )  
	 英語の文を読んで、絵と合っていれば○、合っていなければ×を  
(    )に書きなさい。                                        (1 点×5 題 =5 点 )  
例 題  
S h e  i s  a  d o c t o r .                 (    )  
 
 
 
 
 
 
 
 
1 . T h e  g i r l  h a s  l o n g  h a i r .        (    )  
 
 
 
 
 
 
 
 
2 . T h e  c l o t h e s  a r e  w e t .           (    )  
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3 . I  a m  b r u s h i n g  m y  t e e t h .        (    )  
 
 
 
 
 
 
 
 
4 . T h e r e  i s  a  r e f r i g e r a t o r  i n  t h e  k i t c h e n .    (    )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.He wants a glove.   (   ) 
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(2)どっちの絵？ (英文－絵画選択課題 ) 
英語の文を読んで、文が 1,2 のどちらの絵について述べられているかを考え、  
正しい絵の数字の下に○を書きなさい。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (1 点×5 題 =5 点 )  
例題  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
It’s sunny outside.      
1 2 
○   
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1. A girl has dishes.  She is setting the table.  
1 2 
  
2. There are five people.  The teacher is holding a spoon in her hand. 
1 2 
  
3. A boy is standing by the fire.  He has a fan in his hand. 
1 2 
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4. There are shops.  The shops sell many tubes and beach balls. 
1 2 
  
5. A woman is wearing a hat.  She is sleeping under the umbrella. 
1 2 
  
 
	 	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
